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は じ め に 





平成 23 年 3 月 11 日 の 東日本 大 震 災 津波 の 発生 か ら 6 年 が 経ち まし た 。 











あら た め て 、 犠 牲 に な られ た 方 々 の 御 冥 福 を お 祈り 申し 上 げ ま す と と も に 、 御 遺族 や 被災 され た 
方 々 に 、 心 か ら お 見 舞い を 申し 上 げ ま す 。 





























岩手 県 で は 、 東 日 本 大 震 災 肖 
政 昌 上 か つて な い 規 模 の 予算 と 
県 及び 市 町 村 等 が 一 体 と な っ て 被災 地 の 復 旧 ・ 復 興 に 当たっ て きま し た 。 












































波 の 発 災 以降 、 震 災 か ら の 復旧 ・ 復 興 を 県 政 の 最 優先 課題 と し 、 県 




















人 員 で 、 ま た 、 県 内 外 か ら の 多く の 御 支 援 を いた だ き な が ら 、 県 民 、 









































こう し た 中 で 、 東 京 電力 原子 力 発電 所 事故 に よっ て 放出 され た 放射 性 物質 の 影響 は 、 食 や 健康 へ 
の 不安 の 高まり 、 農林 水産 物 の 出荷 制限 や 各種 産業 に お ける 風評 被害 な ど 、 県 民 の 身近 な 生活 環境 
か ら な り わ い に 至 る まで 広範 囲 




























































































に 及 ん で いま す 




















原発 事故 の 発生 以来 、 本 県 で は 、 市 町 村 等 と 窒 接 に 連携 を 図り な が ら 、 県 民 と 一 体 と な っ て 、 放 








射線 の 影響 を 受け や すい と され る 子ども の 健康 と 食 の 安全 ・ 安 心 の 確保 を 重視 する 観点 か ら 、 学 校 


な ど 生 活 空 間 に お ける 放射 線量 の 測定 や 除 染 等 の 放射 線量 の 低減 措置 の 実施 、 県 産 食 材 や 学校 給食 





















































な ど 食 品 の 放射 性 物質 濃度 測定 、 農 林産 物 の 生産 環境 の 回 復 、 子 ども の 健康 影響 調査 、 消 費 者 に 対 
する 県 産品 の 魅力 等 の 情報 発信 、 県 民 等 に 対す る 放射 性 物質 に 関す る 基礎 知識 の 普及 啓発 な ど 、 











様々 な 放射 線 影響 対策 を 継続 し て 実施 し て いま す 。 




























































































原発 事故 発生 か ら 6 年 が 経過 し た 今日 に お いて は 、 県 内 の 放射 線量 は 低減 傾向 に あり 、 県 産 食 材 


等 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 結果 は 、 ほ と ん ど が 検出 限界 未満 又は 国 の 定め る 基準 値 未 満 と な っ て い 

































































す 。 
し か し 、 一 部 の 品目 で は 


Va 





Ll エピ 
HI 人 了 

















制限 が 継続 し て お り 、 県 民 の 放射 性 物質 に 対す る 不安 は いま だ 払 し 








ょ くさ れ て いま せん 。 ま た 、 除 染 に 伴っ て 発生 し た 土砂 や 農林 業 系 副産物 の 処理 、 各 種 産業 に お け 





る 風評 被害 な ど 、 放射 性 物 
を 推進 し て いき ます 











これ ら 放 射線 影響 対策 に 要 し た 費用 は 、 全て 当該 事故 の 原因 者 で ある 東京 電力 が 第 一 義 的 に 責任 
か ら 、 











を 負う べき も の で ある こと 











質 の 


























影響 が 依然 と し て 続い て いる こと か ら 、 こ れ か ら も 放射 線 影響 対策 









































県 及び 市 町 村 等 は 、 東 京 電力 に 対し て 損害 賠償 請求 を 行っ て いま 

















す 。 こ れ ま で 、 直 接 交 渉 に より 一 部 の 賠償 金 は 支払 を 受け て いま す が 、 東 京 電力 が 賠償 に 応じ な い 






































も の に つい て は 、 国 の 原子 力 損害 賠償 紛争 解決 セン ター の 和解 仲介 制度 を 活用 し て 十分 な 損害 賠償 

















の 実現 を 目指 し て いま す 。 
東京 電力 に 対し て は 、 風 









































この 報告 書 は 、 こ の よう 





鲜 被 




















害 等 に よる 民間 事業 者 の 損害 も 含め 、 本 県 で 発生 し て いる 全て の 損 























害 に つい て 、 被 害 の 実態 に 則 し た 十分 な 賠償 を 被害 の 発生 する 限り 完遂 す る よう 求め て いき ます 。 








岐 に わた る 本 県 の 放射 線 影響 対策 の 現状 を 記録 し 、 広 く 情 報 発信 し 





て いく た め 、 平 成 28 年 度 に 本 県 、 市 町 村 等 が 実施 し た 対策 の 状況 及び 平成 29 年 度 の 実施 予定 な ど 





を 取り まとめ た も の で す 。 本 書 















































が 県 民 の 皆さま を は じ め と する 多く の 方 々 に 広く 活用 され 、 本 県 放 


射線 影響 対策 に 対す る 理解 を 深め て いた だ く 一 助 と な れ ば 幸い で す 。 








平成 29 年 6 月 





























岩手 県 知事 達 増 拓 也 
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【 本 書 の ご 利用 に あたっ て 】 
どの 放射 性 物質 濃度 を 測定 する も の が あり 、 そ れ ぞ れ 測 定 単位 が 異な り ま す 。 


単位 で す 。 そ の 他 、 物 質 に 吸収 され た エネ ルギー 量 を 表す 単位 と し て 「 グ レイ (Gy) 」 が あり ます 。 


お り 読 み 方 を 記載 し て いま す 。 


日 (1 日 あたり の ベク レル ) な ど が あり ます 。 


また 、 本 文中 に お いて 繰り 返し 記載 し て いる 主 な 用 語 、 企 業 名 に つき まし て は 、 以 下 の と お り 統 一 し た 
ます の で ご 参照 くだ さい 。 


:① 空間 線量 率 : 対象 と する 空間 の 単位 時 間 当 た り の 放射 線量 の こと を いい ます 。 
Sv/h (毎時 マイ クロ シー ベル ト ) や nGy/h (毎時 ナノ グレ イ ) の 表示 単位 が あり ます 。 


いま す 。 (法律 の 詳細 に つい て は 、 4 页 参照 ) 

| ③ 重点 調査 地域 : 放射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 に 基づく 汚染 状況 重点 調査 地域 の こと で す 。 
:④ 東京 電力 : 東京 電力 ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 の こと を いい ます 。 

⑤ 原発 事故 : 東京 電力 ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 原子 力 発電 所 事故 の こと を いい ます 。 


:① 放射 線量 の 単位 OOSv/h (読み 方 : 毎時 O 〇 マイ クロ シー ベル ト )  ※ 〇 OO 〇 に は 数 値 が 入り ます 。 
1 時間 当たり の 放射 線量 を 表し ます 。 / (マイ クロ ) と は 百 万 分 の 1 (1/1000000) を 表す 単位 で す 。 そ の 他 、 
シー ベル ト を 用 いた 単位 に は mSv (ミリ シー ベル ト (m (ミリ ) は 千 分 の 1 (1/1000) を 表す 単位 )) な ど が あり ます 。, 
:@ 放射 性 物質 濃度 の 単位 〇 OBq/kg (読み 方 : 1 キロ グラ ム あ た り 〇 〇 ベク レル ) ※ 〇 〇 に は 数 値 が 入り ます 。 
1 キロ グラ ム 当 た り の 放射 性 物質 濃度 を 表し ます 。 そ の 他 、 ベ クレ ル を 用 いた 単位 と し て 、 Bq/m2 ( 1 平方 メー | 
トル あたり の ベク レル ) 、 Bq/m3 ( 1 立方 メー トル あたり の ベク レル )、 Bq/8 (1 リッ トル あたり の ベク レル )、 Bo/ ， 


:② 放射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 、 特措法 : 「 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発生 し た 東北 地方 太平 洋 沖 地震 に 任 | 
う 原 子 力 発電 所 の 事故 に より 放出 され た 放射 性 物質 に よる 環境 の 汚染 へ の 対処 に 関す る 特別 措置 法 」 の こと を い ， 


本 県 で 行っ て いる 各種 測定 に は 、 県 立 学校 や 県 有 施 設 な どの 放射 線量 を 測定 する も の と 、 食 品 中 や 水道 水 、 河 川 水 な 
放射 線量 の 測定 単位 に は 「 シ ー ベ ルト (Svy)」 な ど が あり 、 シ ー ベ ルト は 放射 線 に よっ て 人 体 に 影響 が あめ る か を 表す 


放射 性 物質 濃度 の 測定 単位 に は 「 ベ クレ ル (Bq) 」 が あり 、 ベ クレ ル は 、 放 射線 を 出す 能力 の 強 さ を 表す 単位 で す 。 
本 書 で は 、 測 定 結果 に つい て 、 測 定 値 と 測定 単位 を 用 いて 記載 し て いま す が 、 各 章 の 本 文中 、 最 初 の 記載 は 以下 の と 


記載 と し て い 





人 





岩手 県 の 現状 国 








岩手 県 の 現状 1 生活 空間 の 放射 線量 の 状況 


平成 23 年 3 月 11 日 に 発生 し た 東日本 大 岩 災 津波 に 
伴う 原発 事故 に よる 放射 性 物質 の 影響 か ら 県 民 の 健康 
と 安全 を 守る た め 、 県 と 市 町 村 で は 、 平 成 25 年 度 まで 
に 放射 線量 を 測定 する モニ タリ ング ポス ト や サー ベイ 
メー タク 等 の 整備 を 進め 、 県 内 各地 で きめ 細やか な 測定 
に 取り 組ん で きま し た 。 

県 で は 、 生 活 環 境 へ の 影響 を 適切 に 把握 する た め 、 
モニ タリ ング ポス ト を 10 吾 ( 原 発 事故 以前 は 1 台 の み ) 
に 増設 し て 空間 線量 率 を 測定 し 、 そ の 結果 を リア ル タ 
イム で ホー ムペ ー ジ に 掲載 し て いま す 。 そ の 測定 結果 
(下図 ) か ら 空 間 線 量 率 が 順調 に 低減 し て き て お り 、 
今後 は 概ね 横ばい で 推移 し て いく と 考え られ ます 。 

加え て 、 県 内 の 代表 的 な 55 地点 に お いて 、 自 治 体 職 
員 が サー ベイ メー タ で 空間 線量 率 を 毎月 測定 し 、 そ の 
結果 を ホー ムペ ー ジ に 掲載 し て 公表 する な どの 取組 を 
行っ て いま す 。 
平成 29 年 度 も 、 こ れ ら の 測定 を 継続 し 、 迅 速 
提供 し て いき ます 。 

(測定 機器 の 詳細 に つい て は 、19 页 


























































































































この 地図 は 、 国 土地 理 院 発行 の 数 値 地図 50000 (地図 画像 ) を 使用 し て いま す 。 


岩手 県 の 現状 、 重 要 課 題 へ の 取組 状況 、 注 目 情報 


環境 放射 線 モ ニタ リン グ シ ステ ム HP 
(モニ タリ ング ポス ト 測 定 結果 の 地図 表示 ) 
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モニ タリ ング ポス ト 空 間 線量 率 の 推移 (月 平均 ) 
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岩手 県 の 現状 2 岩手 県 産 食材 等 の 放射 性 物質 濃度 検査 の 状況 


本 県 で 生産 され た 食品 の 放射 性 物質 濃度 検査 に つい て は 、 国 の 原子 力 災 害 対策 本 部 が 
示す ガイ ドラ イン や 県 の 「 県 産 食 材 等 の 安全 確保 方 針 」 等 に 基づき 、 計 画 的 な 検査 を 実 
施し 、 検 査 結果 の 速やか な 公表 に 努め 、 県 民 の 食 の 安全 安心 の 確保 と 風評 被害 の 防止 を 
図っ て いま す 

農林 水産 物 に つい て は 、 「 県 産 農林 水産 物 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 計画 」 等 に 基づき 、 
県 内 で 生産 (収穫 ・ 漁 獲 ) され る 主 な 農林 水産 物 に つい て 、 モ ニタ リン グ et 
いま す 流通 食品 に つい て は 、 食 品 衛生 法 に 基づき 、 収 去 検査 (食品 関係 施設 か ら 食 品 

等 を 無償 で 持ち 帰る 検査 ) を 実施 し て いま す 。 ま た 、 野 生 山菜 ・ 野 生き の この 全市 町 村 
検査 や 野生 鳥獣 肉 の 検査 に つい て も 計画 的 に 実施 し て いま す 

検査 の 結果 、 国 の 基準 値 (100 ベク レル /kg (一 般 食 品 の 場合 )) を 超え た 場合 に は 、 
H 荷 制限 販売 者 に よる 自主 回 収 な ど を 行っ て いま す 。 

岩手 県 産 食材 等 に つい て 平成 23 年 度 か ら 平 成 28 年 度 まで 136,651 件 の 検査 を 実施 し 
た 結果 、 国 の 基準 値 (平成 23 年 度 は 暫定 規制 値 ) を 超過 し た も の は 、 原 木 し いた け 、 野 
生 山菜 、 野生 きのこ 及び 野生 鳥獣 肉 な ど 344 点 で し た が 、 平成 24 年 度 の 25, 276 件 中 の 260 件 (超過 率 :1.03%%) 
を ピー ク に 大 きく 減少 し 、 平 成 28 年 度 は 24,737 件 中 の 15 件 (超過 率 : 0.06%) と な っ て いま す 。 

これ まで 国 の 基準 値 を 超過 し 、 出 荷 制限 等 を 受け た 品目 に つい て 、 県 で は 解除 に 向け た 検査 を 行い 、 国 の 
基準 値 を 下回っ て いる こと な どの 安全 性 を 確認 する た め の 取 組 を 進め て いま す 。 平成 28 年 度 ま で に 安全 性 が 確 
認 さ れ た 合計 18 品目 の 出荷 制限 が 解除 され て いま す (一 部 解除 品目 を 含む )。 














































































































































































































検査 の 様子 






















































































出荷 制限 の 解除 品目 (平成 29 年 3 月 31 日 現在 ) 

品目 名 対象 地域 等 ※ー 部 解除 

一 関 市 ( 旧 磐 清水 村 )※ 

盛岡 市 旧 渋 民 村 、 一 関 市 旧 大 原町 、 奥 州 市 

旧 衣 川村 

岩手 県 全域 ※ 

盛岡 市 、 花 巻 市 ま 、 北上 市 *、 山 田町 ※、 大 船 

原木 し いた け | 渡 市 ※、 遠 野市 ま 、 一 関 市 ※、 陸 前 高田 市 ※、 

(露地 栽培 ) 住田 町 ※、 大 構 町 *※、 釜 石 市 ※、 奥 州 市 ※、 金 

ケ 崎 町 ※ 

原木 し いた け | _ 天 

放 設 朱 境 ) | 一 天 市 、 奥 州 市 、 

フキ 奥州 市 

セリ 一 于 市 

タケ ノコ 陸前 高田 市 ※ 

一 三陸 南部 沖 海域 

マダ ラ (陸前 高田 市 沖の 一 部 含む ) 

ヒラ メ 三陸 南部 沖の うち 金華 山 以 北 の 海域 (陸前 高 
田 市 沖の 一 部 含む ) 

クロ ソイ 釜石 海域 

スズ キ AM 






























































23 年 度 24 年 度 25 年 度 26 年 度 27 年 度 28 年 度 ウグイ 気仙 川 、 大 川 、 北上 川 ( 四 十 四 田 ダ ム 下 流 ) 
9,202 件 25,276 件 26,815 件 25,533 件 25,.088 件 24,737 件 ヤマ メ 衣川 、 磐 井川 

m= 基準 値 以下 件 数 = 基準 値 超過 件 数 一 一 基準 値 超過 割合 イワ フナ 半井 川 

茶 陸前 高田 市 


岩手 県 産 食材 等 の 放射 性 物質 濃度 検査 の 推移 くわ い ( 貢 地 ) | 平泉 町 






































岩手 県 の 現状 国 








岩手 県 の 現状 3 子ども の 内 部 被ばく 健康 影響 調査 の 状況 












































『 改 に 伴う 放射 線 の 健康 へ の 影響 を 心配 する 県 民 か ら の 声 が 多く 寄せ られ た こと な どか ら 、 本 
県 に お ける 健康 へ の 影響 を 把握 する た め 、 平 成 23 年 度 に 、 主 に 県 南部 を 中 心 に 3 歳 て 15 歳 の 子ども 
を 対象 と し た 尿 中 の 放射 性 物質 の サン プリ ング (抽出 ) 調査 を 実施 し まし た 。 

調査 結果 に つい て 、 緊 急 被ばく 医療 、 放 射線 防護 、 公 衆 衛生 等 の 専門 家 か ら な る 有識者 会 議 に お い 
て 「 放 射線 に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え られ る 。」 と の 評価 を いた だ いて いま す 。 
また 、 同 有識者 会 議 に お いて 、「 県 民 て へ の フォ ロー アッ プ の 観点 か ら 継 続 調査 が 必要 。」 
も いた だ いた こと 等 を 受け 、 リ スク コミ ュ ニ ケー ショ ン ※+ の 観点 か ら 、 平 成 23 年 度 に 調査 を 行 
子ども を 対象 に 継続 調査 を 行っ て いま す 。 
平成 24 年 度 か ら 平 成 28 年 度 ま で に 行っ た 継続 調査 の 結果 に つい て も 、 有 識者 会 議 か ら 同 様 に 「 放 
性 セン ウム に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え られ る 。」 と の 評価 を いた だ いて いま す 。 
また 、 平 成 24 年 度 に は 、 県 南部 の 3 市 町 (一 関 市 、 奥 州 市 、 平 泉町 ) が 実施 する 内 部 被ばく ※2 検 
査 等 に 要する 経費 へ の 県 の 補助 制度 を 創設 し 、 平成 28 年 度 は 、 こ の 補助 制度 を 活用 し た 内 部 被ばく 検 


査 が 平泉 町 で 15 名 の 子ども に 実施 され 、 県 実施 の 調査 と 同様 の 結果 が 報告 され て いま す 。 

※1 リス クコ ミュ ニケ ーション : 放射 性 物質 に よる 健康 影響 や 食品 の 安全 性 な ど に 関す る 情報 の 提供 や 、 住 民 や 事業 者 等 の 意見 
明 の 場 の 設定 等 に より 、 正 確 な 情報 を 関係 者 が 共有 し つつ 、 相 互 に 意思 疎通 を 図る こと 。 

※2 内 部 被ばく : 空気 ・ 水 ・ 食 べ 物 な ど を 摂取 し て 、 放 射 性 物質 が 体内 に 取り 込ま れる こと 。 な お 、 大 地 か ら の 放射 線 や 3 

エッ クス 線 な ど 体 の 外 に ある 放射 性 物質 か ら の 放射 線 を 受け る こと を 外部 被ばく と いう 。 



























































































































































































































































































































































































































































岩手 県 放射 線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 結果 (平成 23 年 度 調査 結果 ) 


放射 性 セン ウム に よる 預託 実効 線量 の 状況 (mSy) 
可 入 








※ 預託 実効 線量 (msv) と は 、 体 内 
か ら の 内 部 被ばく 線量 に つい て 、 成 | 
人 で 50 年 間 、 子 ども で 70 歳 まで の 生 

涯 の 果 積 線量 を 表し た も の 。 























_ | 


岩手 県 放射 線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 結果 (平成 28 年 度 継続 調査 結果 ) 


1 日 当たり の 尿 中 放射 性 セシウム 量 (!?4Cs 十 137CS ) 放射 性 セン ウム に よる 預託 実効 線量 の 状況 (mSv ) 


これ まで の 結果 (各国 毎 参加 者 全員 の 状況 ) | 
























































6 回 目 (H28 年 度 ) 参 加 者 8 名 の これ まで の 結果 | 











4 回 目 


ー 1 回 目 2 回 目 3 回 目 5 回 目 6 回 目 
1 回 目 2 回 目 3 回 目 4 回 目 5 贺 目 6 回 目 (平成 23 年 ) (平成 24 年 ) (平成 25 年 ) (平成 26 年 ) (平成 27 年 ) (平成 28 年 ) 
(H23 年 度 ) (H24 年 度 ) (H25 年 度 ) (H26 年 度 ) (H27 年 度 ) (H28 年 度 ) 」 


7Bq/ 日 以 上 
2 0 人 0 人 0 人 0 人 


003~ 
004mSy 未 清 
6~7Bq/ 日 未 满 | 0 人 0 人 0 人 
5ー6Bo 日 未満 | 0 人 9~ 
0 | 6 人 0 人 
4~5Bq/ 日 未満 1 人 


3~4Bq 日 未 满 還 3 人 001~ 围 “ 
0.02mSv 未 满 り 0 
2 一 3Bg/ 日 未満 1 人 | 


ュー2Bq/ 日 未満 男 2 人 81 86 41 9 16 
001mSv 未 满 本 到 8 
1Bq/ 日 未 满 由 1 人 人 回 作 | 的 | 
不 検出 (ND) 3 し 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 


















































合計 :132 名 合計 :86 名 合計 :41 名 合计 :24 名 合计 :16 名 合计 :8 名 





























0 人 
0 人 
。 | 【 預 託 実効 線量 の 算出 方 法 】 
※ 5 園 目 は 未 実施 の 者 が いる た め 、 合 計 人 数 が 異な る こと 。 1 回 目 は 、 原 発 事故 発生 時 か ら 1 回 目 調査 時 (平成 23 年 12 月 頃 ) ま で の 慢性 経口 摂取 と し た 。 
※ 6 回 目 (H28 征 度 ) 調 査 に お ける 検出 限界 は 、 そ れ ぞ れ の 核種 で 概ね 0.2 ご 0.4Bq/( 程 度 | 2 回 目 以降 は 、 前 回 調査 終了 日 を 起点 と し 、 各 回 調査 時 ( 各 年 1 1 月 頃 ) ま で と し て 算出 。 
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岩手 県 の 現状 4 除 染 の 実施 状況 








平成 23 年 3 月 11 日 に 発生 し た 原発 事故 に より 放出 され た 放射 
性 物質 の 影響 に より 、 一 関 市 、 奥 州 市 及び 平泉 町 の 3 市 町 で は 、 
平成 23 年 9 月 に 実施 され た 航空 機 モ ニタ リン グ 調 査 な ど で 、 空間 
線量 率 が 毎時 0.23 マイ クロ シー ベル ト (Sv/h) 以上 の 区 域 が 確 
認 さ れ た た め 、 放 射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 に 基づき 、 平 成 23 
年 12 月 に 重点 調査 地域 に 指定 され まし た 。 
指定 を 受け た 3 市 町 で は 、 生 活 空 間 の 除 染 に つい て 、 子 ども が 
長 時 間 滞 在 す る 施設 を 優先 的 に 除 染 し 、 平 成 25 年 3 月 末 ま で に 
「 学 校 ・ 保 育 園 ・ 公 園 ・ ス ポー ツ 施 設 」 に お ける 除 染 が 完了 し ま 
し た 。 県 が 実施 し て いる サー ベイ メー タ に よる 主要 地点 の 空間 
量 率 の 測定 結果 を みて も 、 原 発 事故 以降 順調 に 低減 し て いま す 。 
奥州 市 と 平泉 町 に つい て は 、 平 成 25 年 度 未 まで に 除 染 実施 計画 
に 記載 され て いる 除 染 が 終了 し て お り 、 一 関 市 に お いて も 、 平 成 
28 年 度 未 で 除 染 が 終了 しま し た 。 測定 結果 等 に より 新た に 除 染 が 
必要 で ある こと が 判明 し た 場合 に は 、 国 等 と 協議 し て 実施 する 予 
定 と され て いま す 。 

な お 、 平 成 29 年 3 月末 現 在 に お いて 、 生 活 圏 の 除 染 等 に より 生じ る 土壌 等 の 具体 的 処理 方 法 が 国 か ら 
示さ れ て いな いた め 、 除 染 に より 生じ た 除去 土壌 等 の ほとん ど が 現場 で 一 時 保管 され て いま す 。 

































































































































































除 染 の 様子 
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【 放 射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 】 

正式 名 称 を 、 「 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発生 し た 東北 地方 太平 消 半 う 原子 力 発 電 所 の 事故 に より 放 H 
され た 放射 性 物質 に よる 環境 の 汚染 へ の 対処 に 関す る 特別 措置 法 」 と いい 、 こ の 法律 は 、 東 京 電力 原子 力 発電 所 
事故 に 伴う 放射 性 物質 の 拡散 に よる 環境 の 汚染 へ の 対処 に 関し 、 国 、 地 方 公共 団体 、 関 係 原子 力 事 業者 等 が 講ず 
べき 措置 等 に つい て 定め る こと に より 、 環 境 の 汚染 に よる 人 の 健康 又は 生活 環境 へ の 影響 を 速やか に 軽減 する こ 
と を 目的 と し て 制定 され た も の で 、 平 成 23 年 8 月 30 日 に 公布 、 平 成 24 年 1 月 1 日 に 全面 施行 と な っ た 。 
【 汚 染 状 況 重点 調査 地域 】 
紀 域 の 平均 的 な 放射 線量 が 毎時 0.23 マイ クロ シー ベル ト 以 上 の 地域 を 含む 市 町 村 を 、 地域 内 の 事故 由来 放射 性 
物質 に よる 環境 の 汚染 の 状況 に つい て 重点 的 に 調査 測定 を する こと が 必要 な 地域 と し て 、 放 射 性 物質 汚染 対処 特 
別 措置 法 に 基づき 市 町 村 単 位 で 指定 され た 地域 。 本 県 で は 一 関 市 、 奥 州 市 、 平 泉町 の 3 市 町 が 指定 され て いる 。 
指定 を 受け た 市 町 村 は 、 調 査 測定 を 実施 し て 実際 に 除 染 を 行う 区 域 を 定め 、 除 染 実施 計画 を 策定 し て 除 染 を 進め 
\ る 。 
除 染 実施 計画 】 
汚染 状況 重点 調査 地域 と し て 指定 を 受け た 市 町 村 は 、 汚 染 の 状況 に つい て 調査 測定 を 実施 し 、 除 染 を 実施 する 
戒 や 除 染 の 実施 者 、 手 法 な ど を 定め た 除 染 実施 計画 を 策定 する こと と され て お り 、 市 町 村 、 県 、 国 等 は 、 こ の 
基づき 除 染 を 実施 し て いる 。 
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コラ ム 際 染 の 基準 





















































原発 事故 発生 以降 、 国 や 県 な ど で は 生活 空間 等 の 除 染 の 基準 を 設け て いま す 。 い ずれ の 基準 も 国際 放射 線 防護 委 
勧告 に 基づき 、 追 加 被 ば く 線 量 党 を 年 間 1 ミリ シー ベル ト 以 下 と する こと を 目指 し て いる 点 は 共通 し 、 施 設 や 地域 等 の 
状況 等 に よっ て 測定 高 や 除 染 基準 を 適切 に 運用 し て いま す 。 

※1 国際 放射 線 防 護 委員 会 CRP) : 放射 線 の 人 体 な ど へ の 影響 と その 防護 に 関す る 勧告 等 を 行う 国際 組織 。 

※2 追加 被ばく 線量 : 自然 か ら 受け る 被ばく 線量 及び 医療 に より 受け る 被ばく 線量 を 除い た 被ばく 線量 の こと 。 


















































































































































1 国 の 除 染 基準 
国 に お ける 主 な 除 染 基準 と し て は 、 文 部 科学 省 所 管 の 学校 の 校舎 ・ 校 庭 等 に 関す る も の 、 環 境 省 所 管 の 汚染 状況 重 
点 調査 地域 に 関す る も の 、 ss ON こ 関 する も の が あり ます 。 
ずれ の 基準 も 、 国 際 放 射線 防護 委員 会 勧告 に 基 づ NN i 
目指 し て いる 点 は の の 0 の に こ お い て は 、 児 童 の 体格 に 合せ 測 
定 する 高き を 50cm と し 、 地 域 的 に 比較 的 高い 値 が 測定 され た 重点 調査 地域 に あっ て は 除 光 基準 を 毎時 0. 23 マイ クロ 
シー ベル ト に する な ど 、 基 準 が 適用 され る 状況 等 に より 測定 高 や 除 染 基準 を 運用 し て いま す 。 

な お 、 い わ ゆ る 「 ホ ッ ト ス ポッ ト 」 等 と 呼ば れる こと も ある 局所 的 な 汚染 箇所 の 除 染 基準 に つい て は 、1m の 測 
高 で 毎時 1 マイ クロ シー ベル ト と な っ て いま す 。 





























































































































































































































国 O 主 克 除 染 基准 




















学 校 小学 校 等 : 50cm | 空間 線量 率 学校 の 校舎 校庭 等 の 線量 低減 に 
(校舎 ・ 校 庭 等 ) 中 学校 : 1m | 毎時 1 Sv 以上 つい て (H23.8.26 通 知 ) 
汚染 状況 重点 詩 6 に 空間 線量 率 放射 性 物質 汚染 対処 特措法 
査 地域 毎時 0.23 x Sv 以上 (H24. 1. 1 完全 施行 ) 
全域 (汚染 状況 重 所 1 二 空間 線量 率 放射 性 物質 に よる 局所 的 汚染 箇 
点 調査 地域 含 ) 毎時 1 gx Sv 以上 所 へ の 対処 が イド イン (H24. 3 策定 
※ 面 的 : 校庭 や 公園 な どの 広い 範 局所 的 : 雨 樋 下 な ど ご く 狭 い 限 られ た 範 




































































































































































2 県 の 除 染 基準 等 

平成 23 年 9 月 、 高 線量 で ある 箇所 に つい て 放射 線量 の 低減 措置 を 講じ る こと に より 、 県民 の 安全 ・ 安 心 に 資す る こ 
と を 目的 と し て 、 国 の 通知 等 を 参考 に 「 放 射線 量 低減 に 向け た 取組 方 針 」 を 策定 し まし た 。 

この 方 針 に つい て は 、 国 の 基準 と 同様 、 追加 被ばく 線量 を 年 間 1 ミリ シー ベル ト 以 下 と する こと を 目標 と し て お り 、 
さら に 県 内 の 測定 結果 等 を 勘案 し 、 県 内 全域 に お いて 、 面 的 な 広がり の ある 場合 と 雨 ど い の 下 な どの 局所 的 な 場合 を 
区 別 す る こと な く 、 測 定 高 に つい て も 各 施 設 等 の 管理 者 が 利用 実態 に 応じ て 50cm 未満 の 高 さ で も 測定 する こと が で き 
る よう に 地上 か ら の 高 さ を 特に 定め ず 、 除 染 等 の 低減 措置 を 講じ る 目安 を 毎時 1 マイ クロ シー ベル ト と し て いま す 。 
平成 24 年 3 月 に は 、 市 町 村 が 学校 等 や 不 特定 多数 の 方 が 利用 する 施設 に つい て 、 放射 線量 の 調査 、 低 減 措 置 を 実施 
する 除 の 参考 と な る よう 、 具 体 的 な 測定 方 法 や 低減 措置 の 方 法 に つい て 定め た 「 岩 手 県 放射 線量 低減 マニ ュ ア ル 」 を 
策定 し まし た 。 

この マニ ュ ア ル に お いて 、「 放 射線 量 低減 に 向け た 取組 方 針 」 に 安 を 越え る 空間 線量 率 が 測定 され た 人 箇所 等 
に つい て 、 直 らち に 除 染 等 の 措置 を 講じ る こ と が で き な い 場合 は 、 い を 設け る 等 、 立 入 制限 の 措置 を 講じ る こ 
と に より 、 放 射線 被ばく の 防止 を 図る こと と し て いま す 。 




























































































































































































































































































放射 線量 低減 に 向け た 取組 方 針 (H23. 9 策定 ) に お ける 県 の 除 染 基 3 

















内 全 城 | 面 的 。 | 高 さ 制 限 は 設け ず 、 利 用 実態 | 補間 線量 素 ET 
(※) 局 所 的 “| に 応じ 施設 管理 者 が 判 上 毎時 1 4 Sv 以上 | 助 = 工 D 助 成 (1/2 補 
当該 地域 は 国 の 補助 事業 (10/10) の 対象 と な る 。 











































































































【 放 射 能 ・ 放 射線 と は 、 そ の 単位 は ?】 

放射 線 を 出す 能力 を 「 放 射 能 」 と いい 、 こ の 能力 を も っ た 物質 の こと を 「 放 射 性 物質 ]」 と いい ます 。 

単位 に は Bq (ベク レル ) 、Sy (シー ベル ト ) が あり 、 そ の 違い は 次 の と お り で す 。 

才能 : ベク レル (Bq) … 放 射線 を 出す 能力 の 強 さ を 表す 単位 

線量 : シー ベル ト (Sv) … 放 射線 に よっ て どれ だ け 人 体 に 影響 が ある か を 表す 単位 

※ 単 位 で 使わ れる 「 ミ リ (⑪)」 は 千 分 の 1(103) 、「 マ イク ロ ()」 は 百 万 分 nin 
例 ) 1 Sv < く 1py- パ ルト ) 全 1Sv x- ぺ 用 ) の 百 万 分 の 1 全 0.000001Sv に な り ま す 。 






























































第 1 章 岩手 県 の 現状 、 重 要 課題 へ の 取組 状況 、 注 目 情報 








重要 課題 1 風評 被害 対策 の 取組 首都 園 へ の 情報 発信 を 強化 








原発 事故 に 伴う 放射 性 物質 の 影響 に より 、 mm 一 
控え な どの 風評 被害 が 発生 し て いま す 。 


















































この た め 、 家 庭 の 消費 行動 を 決定 する 消費 者 層 で ある 女性 を 主 な 
対象 と し て 、 日 常 の 生活 や 四季 に 応じ た 「 い わ て 」 の 上 魅力 を PR す 
る 取組 が 重要 と 考え 、 情 報 発信 か ら 販 路 拡大 まで の 取組 を 年 間 を 通 
し て 一 体 的 に 展開 し 、 新 た な 「 い わ て 」 フ ァ ン の 獲得 を めざす 「 い 
わ て ブラ ンド 再生 推進 事業 」 を 平成 25 年 度 に 創設 し 、 平 成 27 年 度 
まで 継続 し て 実施 し まし た 。 










































































その 土地 を 愛す る 人 た ち は 
生産 物 を 愛す る 人 た ち . 


i …… 


平成 28 年 度 は 、 上 記事 業 の 内 容 を 「 い わ て 農林 水産 物 消費 者 人 岩手 果 。 rr 
増進 対策 事業 」 に 統合 し て 実施 し まし た 。 

風評 被害 の 払拭 と 販路 回 復 ・ 拡 大 に 向け 、 安 全 ・ 安 心 を PR する 

ポス ター の 作成 及び 雑誌 へ の 記事 掲載 並び に We b サ イト に よる 情 
報 発信 を 行っ た ほか 、 一 流 レ スト ラン に お ける レセ プシ ョ ン の 開催 
や 県 産 食 材 を 提供 する 飲食 店 に お ける 情報 発信 、 及 び 生 産 者 が 参加 
1 

の ほか 、 市 町 村 や 生産 者 団体 等 に よる 安全 ・ 安 心 を PR する 取 

esi ee 


































































































また 、 消 費 者 の 信頼 を より 一 層 高 め 、 事 業者 の 売上 増加 と 経営 カカ 
向上 を 図る た め 、 更 な る 県 産品 の 販路 拡大 、 魅 力 向上 及び 新た な 購 
買 層 の 開拓 に つなげ る 取組 を 強化 する こと を 目的 に 「 い わ て の 食 と 
工芸 魅力 拡大 事業 」 を 創設 し まし た 。 特に 、 水 産 加工 業 に お いて 大 
き な 課 題 と な っ て いる 売上 減少 や 販路 喪失 の 改善 に 向け た 取組 の 充 
実 ・ 強 化 に 向け 、 相 談 会 や 個別 助言 ・ 指 導 を 行う な ど 、 販 路 拡大 の 
前 提 と な る 商品 開発 や 販路 開拓 の 支援 を 一 体 的 か つ 強 力 に 推進 し ま 
し た 。 ま た 、 県 内 外 で 食 の 商談 会 を 開催 し 、 未 だ 風評 が 残っ て いる 
商品 (分 野 ) を 主 と し た 販路 拡大 を 図る な ど 、 風 評 被害 の 更 な る 払 
拭 と 県 産品 の 販路 拡大 ・ 魅 力 向上 に 取り 組み まし た 。 


















































































































































こう し た 取組 な ど に 、 県 産品 等 に 対す る 風評 被害 は 一 定 程度 
縮小 し て きま し た が 、 REO り ま す 。 今 
後 も 引き 続き 風評 被害 の 払拭 に 向け た 対策 を 講じ て いき ます 。 



































4 重要 課題 出 








重要 課題 2 原木 し いた け 生 産 環 境 の 再生 の 取組 


1 被害 の 状況 
本 県 は 、 昭和 40 年 代 か ら 原木 しい たけ の 生産 振興 に 取り 組 
み 、 電 し いた け は 平成 4 年 の ピー ク 時 に は 933 トン を 生産 す 露地 栽培 原木 し いた け 出 荷 制限 地域 
る な ど 、 全 国有 数 の し いた け 産 地 で ある ほか 、 全 国 品 評 会 で 
最高 賞 を 受賞 する な ど 、 高 い 評価 を 得 て き まし た 。 
平成 24 年 4 月 1 日 か ら の 国 の 新た な 食品 中 の 放射 性 物質 の 
基準 値 (100 ベク レル /kg) に 対応 する た め 、3 月 23 日 に 「 原 
木 し いた け 全 戸 検査 要領 」 を 策定 し 、 出 荷 前 検査 を 実施 し た 
と ころ 、 県 南部 を 中 心 に 14 市 町 の 露地 栽培 原木 しい たけ で 基 
準 値 を 超過 し た こと か ら 、 国 か ら 出 荷 制限 が 指示 され まし た 。 
は 、 平 成 25 年 4 月 8 日 に 全域 解除 ) 
、 出 荷 制限 が 指示 され て いる 13 市 町 の うち 、 平 成 26 
度 に 花巻 市 、 北 上 市 及び 山田 町 、 平 成 27 年 度 に 大 船渡 市 、 
、 一 関 市 、 陸 前 高田 市 、 釜 石 市 、 奥 州 市 、 金 ケ 崎 町 、 
住田 町 及び 大 樋 町 で 出荷 制限 が 一 部 解除 され 、 平 泉町 を 除く 
12 市 町 で 171 名 が 生産 を 再開 し て いま す 。 
原発 事故 以 降 、 風 評 被害 に より 、 電 し いた け の 市 場 価格 は 
大 きく 下落 し まし た が 、 平成 27 年 度 に 入っ て 、 天 候 不 順 
る 品薄 感 か ら 急 回 復 (4, 773 円 /kg、 平 成 27 年 平均 、 平 成 22 
年 度 対 比 105%) し 、 平 成 28 年 度 も 4 千 円 /kg 台 で 推移 し て 
いま す が 、 引 き 続 き 、 今 後 の 価 格 動向 を 注視 し て いく 必要 が 
あり ます 。 
また 、 指 標 値 超過 し た ほ だ 木 の 処 分 や 、 原 木 価格 高騰 に 伴う 新規 植 菌 の 見 送り 、 出 荷 制限 な ど に より 、 
平成 27 年 の 乾 し いた け 生 産 量 は 震 災 前 の 約 4 割 (83 トン ) に まで 減少 し て いま す 。 

























































































































































































































































































































































































2 生産 者 支援 
県 で は 、 原木 し いた け の 一 日 も 早い 産地 再生 を 図る た め 、 原発 事故 以降 、 生産 か ら 販 売 ま で の 対策 を 
市 町 村 ・ 関 係 団体 と 連携 し て 実施 し 
生産 ・ 出 荷 対策 と し て は 、 消 費 者 や 取引 先 の 信頼 を 回 復 す る た め 、 生 産 者 全戸 を 対象 に 生 し いた け 、 
乾 し いた け 、 ほ だ 木 の 放射 性 物質 濃度 検査 を 実施 し て いま す 。 
また 、 出 荷 再開 に 向け 、 国 の 定め る 指標 値 (50 ベク レル /kg) を 超過 し た 原木 ・ ほ だ 木 を 処理 する た 
め 、 実 施 者 で ある 市 町 村 に 対し 全額 補助 を 行う 「 き の こ 原 木 等 処理 事業 」 を 創設 し 、 平成 24 年 10 月 か 
ら ほ だ 場 の 落葉 層 除 去 を 、 平 成 25 年 8 月 か ら 、 落 葉 層 除去 後 の 土壌 の ほ だ 木 へ の 跳ね 返り 防止 資材 の 
敷設 を 事業 の メニ ュー に 追加 し 、 放 射 性 物質 の 影響 を 低減 する た め の 環 境 整 備 を 支援 し て いま す 。 
販売 対策 と し て は 、 出荷 制限 や 風評 被害 等 に より 資金 繰り が 悪化 し て いる 生産 者 に 対し 、 東京 電力 か 
ら の 損害 賠償 金 が 支払 われ る まで の つなぎ 資金 と し て 無利子 の 「 原 木 し いた け 経 営 緊 急 支援 資金 貸付 
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金 」 を 創設 し 、 関 係 団体 を 通じ た 資金 融通 を 行っ て いま す 。 

さら に 、 ほ だ 木 の 更新 に 必要 な 原木 を 確保 供給 する た め 、 EN 
協力 の も と に 、 放射 性 物質 濃度 検査 に より 、 安 全 性 を 確認 し た 原木 を 、 順次 、 生 産 者 の 方 々 に 供給 し 
いま す 。 










































































原木 確保 に 向け た 取組 

原木 の 指標 値 は 50Bq/kg と 低い こと か ら 、 全 国 的 に し いた け 原 木 が 不足 し 、 価 格 が 高騰 し て いま す 。 
県 で は 、 平成 24 年 8 月 に 、 し いた け 原 木 を 生産 する 団体 等 で 構成 する 「 し いた け 原 木 供給 連絡 会 議 」 
を 設置 し 、 生 産 者 が 必要 と する 原木 の 確保 に 向け 、 素材 生産 業者 、 市 町 村 有 林 へ の 働き か け や 、 他 県 か 
ら の 原木 供給 な ど に 取り 組ん で いま す 。 

また 、 し いた け 上 原木 の 確保 を 促進 する た め 、 森 林 組 合 が 必要 な 資金 の 貸付 を 行っ て きた ほか 、 高騰 す 
る 原木 価格 に 対応 する た め 、 生 産 者 が 原木 購入 ee 
生産 者 が 希望 する 原木 を 確保 で き な い 場合 に は 、 減 少 す る 生産 量 に つい て 東京 電力 に 対応 を 求め る な 
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コラ ム し いた け 原 木 用 非 破壊 検査 機 

















きのこ 原木 の 放射 性 物質 濃度 は 、 ゲ ル マ ニ ウム 半導体 検出 器 等 を 用 いて 検査 を 行っ て きま し た が 、 こ の 検 
出 器 等 を 用 いた 検査 で は 、1 本 当たり 約 30 分 の 検査 時 間 が 必要 と な る ほか 、 き の こ 原 木 を お が 粉 の 状態 に す 
る 必要 が ある た め 、 検 査 後 、 き の こ 原 木 と し て 使用 する こと が で きま せん で し た 。 

県 で は 、 平成 28 年 8 月 に 「 し いた け 原 木 用 非 破壊 検査 機 」 を 導入 し まし た が 、 こ の 非 破壊 検査 機 を 用 いた 
検査 で は 、 き の こ 原 木 を お が 粉 の 状態 に する こと な く 、 そ の まま の 状態 で 1 時 間 に 50 本 程度 検査 する こと が 
で きま す 。 

県 で は 、 生 産 者 が 安全 な きのこ 原木 を 使用 し て 生産 活動 を 行っ て いけ る よう 、 引 き 続 き 、 非 破壊 検査 機 の 
特徴 を 最大 限 に 生か し た きのこ 原木 の 検査 を 実施 し て いき ます 。 




























































































































































































重要 課題 3 牧草 地の利 用 自粛 解除 及び 汚染 牧草 等 の 保管 の 取組 


1 牧草 地の利 用 自粛 解除 の 状況 
原発 事故 に よる 放射 性 物質 の 拡散 は 、 本 県 の 公共 牧場 や 採草 
地 な どの 自給 仙 料 * 基 艇 に 大 き な 影 響 を えま し た 。 
県 は 、 平 成 23 年 25 年 に 牧草 の 放射 性 物質 キ ニ タ リン グ 調 
査 を 行い 、 置 定 許容 値 ま 2 を 超過 し た 14 市 町 村 等 に 対し 、 牧 草 
の 利用 自粛 を 要請 し て いま す 。 
利用 自粛 と な っ た 牧草 地 16, 157ha の うち 、 急 傾斜 の た め 耕 起 
が で き な い 人 箇所 等 (以下 「 耕 起 不能 箇所 等 」 と いう 。) を 除く 
12, 396ha に つい て は 、「 牧 草地 再生 対策 事業 」 に より 、 平 成 26 除 染 の 様子 ( 耕 起 作業 ) 
年 度 ま で に 際 染 を 完了 する と と も に 、 再 生 し た 牧草 の 放射 性 物 
質 検査 を 行い 、 暫定 許 容 値 以 下 で ある こと が 確認 され た ほ場 か ら 、 順 次 、 利 用 自粛 を 解除 し て お り 、 平 成 
29 年 3 月 31 日 現在 、12, 282ha (99%) が 解除 され て いま す 。 

また 、 耕 起 不能 箇所 等 3, 761ha に つい て も 、 国 の 通知 に 基づき 、 平 成 26 年 度 か ら 牧 草 の 放射 性 物質 検 
査 の 結果 、 暫 定 許容 値 以下 で ある こと が 確認 され た ほ場 の 利用 自粛 を 解除 し て お り 、 平 成 29 年 3 月 31 
現在 、3, 709ha (99%) が 解除 され て いま す 。 
※1 自給 飼料 
農家 自ら 又は 地域 の 生産 組織 等 に 作業 依頼 し て 、 作 付け や 収穫 を する 家畜 飼料 (牧草 、 飼 料 用 トウ モロ コシ 等 ) の こ 
※2 暫定 許容 値 


国 が 設定 し た 飼料 に 含む こと が 許容 され る 放射 性 物質 の 量 。 生 は 、100 ベク レル /kg。 た だ し 、 乳 生 は 、 生 産 者 団体 か ら の 
要請 に より 、 県 が 原 乳 (搾っ た まま の 和牛 の 乳 ) 中 の 放射 性 物質 を 10 ベク レル /kg 未満 と する た め 、 50 ベク レル /kg に 設定 。 





























































































































































































































































































































【 牧 草地 の 利用 自粛 解除 状況 】 








単位 : ha、 











の 
a 解除 
除 染 対象 箇所 ; 12, 282 (99) 
耕 起 不能 箇所 等 ) 3, 709 (99) 
合計 , 15, 991 (99) 


※ カッ コ 内 は 割合 。 
※ 平成 29 年 3 月 31 日 現在 

































































2 風評 被害 対策 と し て の 除 染 の 取組 
県 は 、 市 町 村 が 風評 彼 害 の 防止 や 消費 者 に 安心 感 を 持っ て も ら う た め に 行う 利用 自粛 以外 の 牧草 地 に お 
ける 除 菜 に つい て 、!「 い わ て 型 牧草 地 再生 対策 事業 」 を 創設 し 、 CO 

































































【 い わ て 型 牧草 地 再生 対策 事業 の 実施 状況 (年 度 別 実施 面積 ) 】 











(単位 : ha) 
24 年 度 25 年 度 26 年 度 27 年 度 度 让 
79 1, 326 1, 466 1, 517 5, 203 
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汚染 牧草 等 の 保管 の 状況 
暫定 許容 値 を 超過 し た こと に より 、 利 用 で き な く な っ た 汚 
染 牧草 、 稲 わら 及び 和牛 ふん 堆肥 (以下 「 汚 染 牧草 等 」 と いう 。) 
は 、26 市 町 村 で 28, 111 トン 発生 し 、8, 000 ベク レル を 超過 し 
た も の に つい て は 、 放 射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 に 基づき 、 
国 が 処分 する まで の 間 、 各 市 町 村 に お いて 保管 する こと と され 
て いま す 。 
また 、8, 000 ベク レル 以下 の 27, 387 トン に つい て は 、 市 町 村 . 
に よる 焼却 処理 等 に より 、 平 成 29 年 3 月 末 現 在 、7 割 を 超え 治 楽 牧草 の ラッ プ 再 梱包 作業 
る 20, 155 トン が 処理 され て いま す 。 
し か し 、 市 町 村 に よる 焼却 処理 は 、 焼 却 灰 を 8, 000 ベク レル 以 
下 に 抑え る 必要 が ある こと 等 か ら 、1 日 当たり の 処理 量 が 制限 され て お り 、 保 管 量 の 多い 県 南 地 域 で は 
処理 が 終了 する まで に 複数 年 か か る 見 通し で あり 、 牧草 の 腐敗 に よる 環境 汚染 の 発生 防止 等 の た め の 
期 保管 対策 が 必要 と な っ て いま す 。 
県 は 、 こ れ ま で 、「 岩 手 県 利用 自粛 牧草 等 処理 円 消化 事業 」 で 、 汚 人 染 牧草 等 を 保有 し て いる 農家 の 負担 
軽減 や 効率 的 な 焼却 処理 を 行う た め に 市 町 村 が 行う 一 時 (集中 ) 保管 施設 等 の 設置 や 適切 に 保管 する た め 
の 維持 管理 の 取組 を 支援 し て いま す 。 










































































































































































































































































【 汚 染 牧 草 等 の 発生 量 、 処 理 量 等 】 (単位 : t、%) 

保管 量 

8, 000Bq/kg 8, 000Bq/kg 

① 超过 中 下 超過 以下 
污染 牧草 等 28, 111 724 27, 387 20, 172 23 め 2 

※ 牧草 は 平成 29 年 3 月 末 現 在 。 稲 わら 、 和 牛ふん 堆肥 は 平成 29 年 1 月 未 现在 。 


























区 分 
























































牛肉 の 安全 性 確保 へ の 取組 

岩手 県 は 、 放射 性 物質 に 汚染 され た 稲 わ ら が 給与 され た 牛肉 か ら 、 暫定 規制 値 を 超え た 放射 性 セン ウ 
ム が 検出 され た こと に より 、 平 成 23 年 8 月 1 日 に 、 原 子 力 対 策 本 部 長 (内 閣 総 理大 臣 ) か ら の 「 出 荷 
制限 」 の 指示 を 受け 、 県 外 移動 や と 畜 ま + が 一 時 制限 され まし た 。 

その 後 、 県 は 、 和 牛肉 の 「 出 荷 ・ 検 査 方 針 」 を 策定 し 、 安 全 な 牛肉 を 出荷 する た め の 検 査 体制 を 整え る 
こと に より 、 同 月 25 日 に 出荷 制限 が 一 部 解除 され て いま す 。 

平成 24 年 4 月 1 日 に は 、 一 般 食品 の 国 の 基準 値 が 100 ぐ ルル /kg に 引き 下げ られ まし た が 、 適 正 な 飼 
養 管理 を 徹底 する こと に より 、 平 成 24 年 4 月 か ら 29 年 3 月 まで に 出荷 し た 肉牛 157, 275 頭 に つい て 、 
基準 値 を 超過 し た 事例 は あり ませ ん 。 
特に 、 牧草 が 多く 給与 され る 廃 用 和牛 お 2 に つい て は 、 出荷 前 に 飼養 管理 状況 や 給与 飼料 を 確認 し 、 牛肉 
の 放射 性 物質 濃度 を 推定 する 取組 を 行っ て いる ほか 、 平成 24 年 10 月 1 日 か ら は 、 と 畜 場 等 に お いて 
生体 推定 法 ※? を 導入 する な ど 、 よ り 安 全 性 を 確保 する よう 努め て いま す 。 







































































































































































































































































と 畜 : 食用 に 供する 目的 で 獣 畜 (和牛 、 馬 、 豚 、 め ん 羊 及び 山羊 ) を 解体 する こと 。 
生 : 老齢 等 に より 生産 量 が 低下 し 、 と 畜 さ れる 乳 用 生 や 肉 用 繁殖 生 の こと 。 
生体 推定 法 : 生き て いる 和牛 の 体 表 か ら 放 射線 を 測定 し て 、 和 牛肉 中 の 放射 性 物質 濃度 を 推定 する 検査 法 。 
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4 重要 課題 十 
重要 課題 4 放射 性 物質 等 に 汚染 され た 廃棄 物 処理 の 取組 


























原発 事故 に より 放射 性 物質 に 汚染 され た 廃棄 物 が 県 南 地 域 を 
に 発生 し まし た 。 
来 放射 性 物質 に 汚染 され た 廃棄 物 の うち 、 生 産 現場 で 循環 
利用 で き な く な っ た 稲 わ ら 、 牧 草 、 堆 肥 、 ほ だ 木 と いっ た 農林 業 系 
副産物 に つい て は 、 当 該 事故 か ら 6 年 を 経過 し た 時 点 で も 県 内 に 約 
3 万 3 千 ト ン が 保管 され て いま す 。 

これ ら 農 林業 系 副産物 は 、 廃 棄 物 と し て 処理 する 場合 、 市 町 村 等 
の 既存 焼却 施設 に お いて 、 生 活 系 ご みな ど 一 般 廃棄 物 と 混合 焼却 し 、 
焼却 灰 が 8, 000Bq/kg 以下 と な る よう 管理 し な が ら 処 理 を 進め る 方 
針 と し て お り 、 国 か ら の 財政 措置 に より 、 裁 断 な どの 前 処理 施設 
放射 能 測定 器 な ど を 整備 し 、 焼却 処理 が 進め られ て いま す 。 県 で は 、 
市 町 村 に 対し 処理 等 へ の 技術 的 支援 や 地域 住民 へ の 説明 支援 な ど を 
行っ て い 
取組 の 結果 、 平 成 29 年 1 月 まで に 8 市 町 村 に お いて 処理 が 終了 

し 、8 市 町 村 に お いて は 焼却 処理 を 継続 し て いま す 。 

農林 業 系 副産物 の 処理 は 長期 に 及ぶ 市 町 村 も ある こと か ら 、 国 に 対し 財政 措置 を 継続 する よう 要 
望 し て 
また 、 重 点 調査 地域 に 指定 され た 県 南 3 市 町 で は 、 放射 性 物質 に 汚染 され た 道路 側溝 汚泥 が 確認 
され て いま す 。 とりわけ 汚泥 の 発生 量 が 多く 、 道 路 維持 管理 や 生活 環境 の 支障 が 生じ て いる 地域 に 
お いて 、 汚 泥 の 一 時 保管 場所 の 確保 に 向け て 、 住 民 説明 を 通じ た 理解 醸成 が 進め られ て お り 、 平 成 
25 年 度 に 奥州 市 で 2 箇所 、 平 成 26 年 度 に 一 関 市 で 1 箇所 、 平 成 27 年 関 市 で 8 箇所 、 平 成 
28 年 度 に 一 関 市 で 4 箇所 整備 され 、 汚 泥 の 一 時 保管 が 実施 され まし た 。 
奥州 市 で は 、 平 成 28 年 10 月 に 道路 側溝 汚泥 を 最終 処分 場 に 埋め 立て る 方 針 を 示し 、 処 理 を 進め 
て いる と ころ で す が 、 未 だ 道路 側溝 に 堆積 し た 状態 の 場所 も ある こと か ら 、 国 に 対し て 、 一 時 保管 
や 処理 に 要する 経費 へ の 財政 措置 や 処理 基準 の 早期 提示 に つい て 引き 続き 要望 し て いき ます 。 




























































































前 処理 施設 


































































































前 処理 施設 (裁断 機 ) の 整備 










































































































































































































































































































































































農林 業 系 副産物 の 処理 スキ ー ム (牧草 、 稲 わら 、 ほ だ 木 の 場 合 ) 


1 牧草 、 征 わら 、 ほ だ 木 の 場合 





集中 的 な 保管 施設 (必要 時 ) 


(1) 戴 断 - 積 込み 施設 AM 


(2) 放射 能 測定 
(3) 焼却 施設 周辺 の モニ タリ ング 


各市 町 村 ・ 清 揚 セ ンタ ー で 対応 | 














各市 町 村 で 対応 
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重要 課題 5 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請 : 

















原発 事故 の 発生 以来 、 県 と 市 町 村 等 は 、 東京 電力 に 対す る 民間 事 
業者 等 の 損害 賠償 請求 の 取組 を 支援 する と と も に 、 県 や 市 町 村 等 が 
各種 放射 線 影響 対策 に 要 し た 費用 に つい て 東京 電力 に 損害 賠償 請 
求 を 行い 、 速やか に 損害 賠償 請求 に 応じ る よう 、 東 京 電力 に 対す る 
要請 や 交渉 を 行っ て きま し た 。 

し か し 、 東京 電力 は 、 県 や 市 町 村 等 が 地域 の 実情 を 踏ま えて 実施 
し た 放射 線 影響 対策 や 風評 被害 対策 事業 に つい て 、「 必 要 か つ 合 理 
的 な 範囲 を 超え て いる 」 あ る い は 「 自 治 体 の 本 来 業 務 で ある 」 な ど 
と し て 、 原 則 と し て 政府 指示 等 に 基づき 実施 を 余儀 な くさ れ た も の 
な ど に 賠償 対象 を 限定 し た た め 、 賠 償 金 の 支払 い は 一 部 に 留まっ て 
いま し た 。 

そこ で 、 平 成 26 年 1 月 、 県 と 36 の 市 町 村 等 が 協調 し て 、 原子力 
損害 賠償 紛争 解決 セン ター (原発 ADR) に 和解 仲介 の 申立 て を 行い 
ま し た 。 原発 ADR の 審理 で は 、 県 や 市 町 村 等 が それ ぞ れ 、 原発 事故 
と の 因果 関係 な どの 説明 に 努め た 結果 、 申立 て を 取り 下げ た 1 団体 
を 除く 全て の 団体 に 対し 、 平 成 27 年 10 月 まで に 和解 案 が 示さ れ 、 
平成 28 年 1 月 まで に 東京 電力 と の 和解 が 成立 し まし た 。 

和解 の 内 容 は 、 東 京 電力 が 主張 し て いた 政府 指示 の 有無 等 で は な く 、 原 発 事故 と の 相当 因果 関係 を 
も っ て 、 賠 償 の 対象 か 谷 か を 判断 し て お り 、 県 、 市 町 村 等 併せ て 申立 額 の 43.2%、 事 業 費 に 限れ ば 
82.2% が 賠償 対象 と 認め られ る 内 容 と な っ て いま し た 。 

と ころ が 、 東 京 電 力 は 、 全 て の 和解 案 を 受諾 し た に も か か わら ず 、 こ の 和解 の 対象 に な っ て いな い 
平成 25 年 度 以降 の 損害 に つい て 従前 の 賠償 方 針 を 適用 し 、 県 や 市 町 村 等 の 判断 で 実施 し た も の に は 必 
要 性 ・ 合 理性 が な いと し て 賠償 を 拒否 し まし た 。 
これ を 受け 、 県 及び 市 町 村 等 は 、 東 京 電力 と の 直接 交渉 で は これ 以上 の 進展 が 望め な いと 判断 し 、 
2 回目 と な る 原発 ADR へ の 和解 仲介 申立 て を 平成 28 年 3 月 に 実施 し まし た 。 

県 で は 、 前 回 同様 、 市 町 村 等 と 緊密 に 連携 し な が ら 、 原 発 ADR で の 審理 に 対応 する と と も に 、 東 京 
電力 が 十分 な 賠償 を 速やか に 行う よう 求め 、 交 渉 を 継続 し て いき ます 。 

































































































































































原発 ADR 申立 て (H28.3) 
































































































































































































































コラ ム 原子 力 損害 賠償 紛 革 解決 セン ター (原発 ADR) に つい て 


原子 力 損害 賠償 紛争 解決 セン ター は 、 原 子 力 事故 の 被害 者 と 原子 力 事 3 
を 、 円 滑 、 迅速 か つ 公正 に 解決 する こと を 目的 と し て 、 原子 力 損害 の 賠償 に 関す る : 
学 省 の 原子 力 損害 賠償 紛争 審査 会 に 設置 され た 公 的 な 紛争 解決 機関 で す 。 

司 セ ンタ ー は 、 文 部 科学 省 や 日 本 弁護 士 連 合 会 等 の 専門 家 に より 構成 され 、 被 害 者 が 東京 電力 と の 直 
接 交渉 で は 合意 で き な い 場合 な ど に 、 裁 判 よ り 簡 易 な 手続 で 利用 で き 、 仲 介 費 用 は 無料 で す 。 

司 セ ンタ ー に よる 和解 仲介 手続 は 、 原 発 ADR な ど と 呼ば れ ま す が 、ADR (Alternative Dispute 
Resolution) と は 、 裁判 所 の 訴訟 手続 に よら な い 紛 争 解 決 方 法 を 広く 指す も の で 、 原発 ADR 以外 に も 金 
融 ADR 等 が あり ます 。 
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ーー 注目 情報 局 











注目 情報 1 学校 給食 の 放射 性 物質 濃度 測定 














県 で は 、 市 町 村 と 連携 し て 、 児 童 生徒 の 安全 を 確保 し 、 保 護 者 の 皆さん の 不安 を 解消 する た め 、 給 食 食 
材 な どの 放射 性 物質 濃度 測定 を 行っ て いま す 。 
県 を は じ め 23 市 町 村 に お いて 、 学 校 給食 食材 等 の 測定 を 実施 し て いま す 。 ま た 、 市 町 村 の 測定 に お い 
て 国 の 基準 値 の 2 分 の 1 以上 の 値 が 検出 され た 場合 、 県 が 精密 検査 を 行う な ど 、 県 と 市 町 村 が 連携 し 、 学 
校 給食 の 安全 確保 に 努め て いま す 。 な お 、 平 成 28 年 度 ま で の 測定 に お いて 、 国 の 基準 値 を 超え た 例 は あ 
り ま せん 。 
また 、 県 で は 、 平 成 24 年 度 及び 平成 25 年 度 に お いて 、 県 内 5 施設 を 対象 に 、 実 際 に 提供 し た 給食 の 放 
射 性 物質 濃度 に つい て 把握 する 学校 給食 モニ タリ ング 事業 を 文部 科学 者 の 委託 に より 実施 し まし た が 、 全 
て の 検査 に お いて 、 放 射 性 物質 (放射 性 ヨウ 素 131、 放 射 性 セシウム 134、 放 射 性 セシウム 137) は い ず 
れ も 検 出さ れ ま せん で し た 。 
【 学 校 給食 モニ タリ ング 事業 実施 市 町 村 (施設 ) : 紫波 町 、 大 船渡 市 、 大 棚町 、 普 代 村 、 県 立 前 沢 明峰 支援 学校 (奥州 市 ) 】 
こう し た 状況 か ら 、 学 校 給食 に お ける 児童 生徒 へ の 放射 性 物質 に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え ら 
れ ま す が 、 今後 も 継続 し て 測定 を 実施 し 、 よ り 一 層 の 安心 の 確保 に 努め て いき ます 。 

@ 県 立 学校 で の 給食 食材 測定 の 様子 




























































































































































































































































































① 給 食 食材 (予定 ) を 用 意 し ます 。 ②7 ナ ドア m 計 等 で 細か く 細 断 し ます 。 ③ 測 定 容器 に 測定 試料 を 詰め ます 。 


@④ 測 定 機器 に 測定 容器 を 入れ 測定 し ます 。 


【 検 出さ れ な い ( 不 検出 ) と は ?】 
放射 性 物質 濃度 を 測定 する 場合 、 検 出 で き る 濃度 の 限界 が あり 、 こ れ を 検出 下限 値 と いい ます 。 こ の 検出 下限 値 
を 下回っ て いた 場合 に 、 検 査 結果 を 「 不 検出 (検出 下限 値 未 満 )」 と 記載 し て いま す 。( な お 、 学 校 給食 モニ タリ ン 
グ 事 業 で は 、 検 出 下限 値 を 1 ベク レル /kg 以 下 に こ な る よう 検査 時 間 な ど を 設定 し て 検査 し て いま す 。 
【放射 性 物质 (放射 性 ヨウ 素 、 放 射 性 セン ウム ) 】 
@@ ヨウ 素 131 (i -131、 半 減 期 : 8 日 ) ※ 半 減 期 : 放射 線 を 出す 能力 (放射 能 ) が 元 の 半分 に な る まで の 期間 
呼吸 飲食 に より 体内 に 吸収 され や すく 、 甲 状 腺 に 集まる 性 質 が あり ます 。 口 か ら 摂 取 さ れ た ヨウ 素 は 容易 に 
消化 管 か ら 吸 収 さ れ 、 血 中 に 入っ た 後 、30% は 甲状腺 に 薔 積 し 、 残 り は 体内 か ら 排 湯 さ れ ま す 。 半 減 期 が 8 日 と 
短く 、 早 い 段 階 で 放射 線 を 出さ な く な り ま す 。 
@@ セシウム 134 (Cs-134、 半 減 期 : 2 年 )、 セ シウム 137 (Cs-137、 半 減 期 : 30 年 
気化 し や すく 、 飛 散 し や すい 特徴 が あり 、 セ シウム 137 は 半減 期 が 30 年 と 長く 、 主 に 土壌 汚染 、 海洋 汚 ぷ 
因 と な り ま す 。 体 内 に 残存 する 際 、 特 定 の 臓器 に 蓄積 する 性 質 は あり ませ ん 。 

















































































































































































































13 








第 1 章 岩手 県 の 現状 、 重 要 課題 へ の 取組 状況 、 注 目 情報 N 








注目 情報 2 野生 山菜 ・ 野 生き の この 放射性 物質 濃度 検査 




















県 は 県 内 全 33 市 町 村 と 協力 し て 、 野 生 山菜 と 野生 き の 
この 放射 性 物質 濃度 の 検査 を 実施 し 、 県 広報 詰 い わ て グラ 
フ や 県 公式 ホー ムペ ー ジ に 検査 結果 や 出荷 制限 指示 の 状 
況 等 を 掲載 する な ど 注 意 喚起 を し て いま す 。 
その 外 、 県 で は 地域 の 住民 か ら 依 頼 を 受け て 市 町 村 が 行 
う 検査 を 支援 し て いま す 。 
また 、 産地 直売 施設 、 農業 協同 組合 等 の 生産 者 
地方 卸売 市 場 に 対し 、 出 荷 制限 等 の 対象 と な っ て 
を 販売 する こと の な いよ うに 注意 を 促す と と も に 
を 確認 し た も の を 消費 者 に 提供 する た め 、 放 射 性 4 
の 検査 の 実施 も お 願い し て いま す 。 
検査 に より 一 般 食品 の 基準 値 (100 ベク レル /kg) を 超 
えた 場合 に は 、 市 町 村 の 区 域 を 単位 と し て 、 国 の 出荷 制限 
指示 な ど が 行わ れ て いま す 。 
野生 山菜 、 野生 きのこ 採り の 際 は 、 県 公式 ホー ムペ ー ジ 


掲載 の 検査 結果 な ど を 参考 に 、 お 出かけ に な る 地域 の 状況 ™ 
を 確認 し て く だ さい H28 野生 きのこ マッ プ 


















































































































































































































































































































































放射 線 影響 対策 の 
【 国 の 出荷 制限 指示 ・ 県 の 出荷 自粛 要請 の 状況 】 お 知ら せ No.20 


平成 現在 
成 29 年 3 月 31 日 現在 ) 野生 山菜 在 探 取 才 各 际 0 留意 点 
県 で は 、 市 町 村 と 連携 し て 野生 山 
生 市 町 村 で 採取 され る 野生 山 革 ご と に 対象 と な り ま す ~ 菜 の 放射 性 物質 濃度 検査 を 行っ て 
人 DN 人 いま す 。 权 查 由 千 果 .一般 食品 
コシ アブ ラ 同市 ・ 花 巻 市 ・ 北 上 市 ・ 遠 野市 ・ ・ 奥 州 市 ・ 住 田町 ・ 一 関 市 ) 基準 値 (100 ベ クレ ル /kg) を 超え た 場 
要 MM 7 合 、 そ の 市 町 村 を 単位 に 出荷 制限 
ゼン マイ ( 市 了 な どの 措置 が 行わ れ て いま す 。 山 
野生 ワラ ビ ・ 陸 前 高田 市 ・ 人 金石 市 ・ 奥 州 市 ・: 菜 採 り に お 出かけ の 際 は 、 県 ホー ム 
ペー ジ に ある 最新 の 検査 結果 を 確 
野生 セリ (奥州 認 し て くだ さい 。 9 
タケ ノコ ( ・ 陸 前 高 R 矢作 村 、 山菜 の 出荷 制限 な どの 状況 


a 、 1 (平成 29 年 2 月 13 日 現在 ) 
野生 コ ゴ ミ ( 陸 f 品目 名 対象 地域 


野生 タラ ノ メ ( ーー 
野生 ミズ (一 関 | 
野生 サン ショ ウ 



































































































































































































































































































































コ 
才 














遠野 市 、 北 上 市 、 
、 開 石 市 


前 高田 市 、 













































































可 寺村 号 吉水 


関 市 、 陸 前 高田 市 (| 旧 
矢作 村 、 旧 横田 村 の 区 域 に 限る ) 
田 市 


























《 野生 きのこ 》 市 町 村 で 採取 され る 野生 きのこ 全体 が 対象 と な り ま すす て ミズ * 1 
サン ショ ウ * 奥州 
船渡 市 、 遠 野市 、 ji、 陸 前 高田 市 、 釜 石 市 、 奥 州 市 、 金 ケ 崎 町 、 平 泉町 、 * 野 生 
町 [ 間 ] 
【 放 射 性 物質 濃度 検査 】 
県 店 県 民 く らし の 安全 課 
019-629-5322 
【 出 荷 制 限 等 】 
県 店 林業 振興 課 019-629-5775 
【 全 般 】 県 店 総務 室 019-629-6815 


いわ て グラ フ 
平成 29 年 3 月 号 








年 斗 斗 蛋 
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4 注目 情報 转 











コラ ム 野生 山菜 の 出荷 制限 解除 に 向け た 検査 に つい て 









































野生 山菜 、 野 生き の こ 類 は 、 放 射 性 物質 低減 の た め の 管理 や 採取 場所 の 特定 が 困難 で ある こと か ら 、 
出荷 制限 等 を 解除 する た め に は 、 放射 性 物質 の 自然 減衰 を 待ち 、 放射 性 物質 濃度 の 十分 な 低下 を 確認 す 
る 必要 が あり ます 。 

平成 27 年 11 月 20 日 、 国 は 野生 山菜 、 野 生き の こ 類 の 出荷 制限 解除 に 向け た 検査 に つい て の 具体 的 
考え 方 を し まし た 。 解除 に あたっ て は 、 原則 3 年 間 (※) に わた り 放射性 物質 濃度 の 経年 変化 を 確認 
する モニ タリ ング 検査 を 実施 し て 、 解 除 を 目指 す 品 目 の 放 射 性 物質 濃度 が 安定 し て 低 水 準 で ある こと 及 
び 低 下 傾向 に ある こと を 確認 し た うえ で 、 解除 に 向け た 詳細 検査 を 実施 する こと と され て いま す 。 詳細 
検査 に つい て は 、 解 除 予定 区 域 の 全域 か ら 満遍なく 60 検体 以上 を 採取 し 、 統 計 学 的 な 分 析 を 行っ て 安 
全 性 を 確認 する こと と され まし た 。 

県 で は 、 平 成 25 年 か ら 、 出 荷 制限 等 の 対象 と な っ た 野生 山菜 、 野 生き の こ 類 を 対象 と し た 放射 性 物 
質 濃度 の 経年 変化 を 把握 する た め の 追 跡 調 査 を 実施 し て きま し た 。 

平成 27 年 12 月 21 日 、 一 関 市 の 野生 せり に つい て 国 の 出荷 

制限 が 解除 され まし た が 、 こ れ は 平成 25 年 及び 平成 26 年 に 

モニ タリ ング 検査 を 実施 し 、 平 成 27 年 に 詳細 調査 を 行っ て 安 

全 性 を 確認 し た うえ で 国 に 解除 の 申請 を 行っ た も の で す 。 

今後 に お いて も 、 野 生 山 菜 、 野 生き の この 放射 性 物質 濃度 

に つい て 、 追 跡 調査 を 継続 し 、 安 全 性 が 確認 され た 品目 に つ 

いて は 、 出 荷 制 限 等 の 解除 に 向け た 取組 を 進め て いき ます 。 


















































































































































































































































剧 平 责 让 由 野生) 世 Y 宁 二 削 度 态 捏 区 















































※ 2 年 目 ま で の モニ タリ ング 検査 の 結果 、 良 好 な 値 が 示さ れ た 場合 | = も 
は 、 3 年 目 に 3 7 行 し て 詳細 検査 を 実施 で きる も の と され て いま す 。 i FN RA RE EE mn 


放射 性 物質 濃度 が 低減 傾向 に ある こと を 確認 



































野生 山菜 ・ 野 生き の こ 類 の 出荷 制限 解除 に 向け た 検査 の 流れ 


モニ タリ ング 検査 の 実施 【 原 則 3 年 間 】 詳細 検査 の 実施 【 単 年 度 、60 検体 以上 】 
安定 し て 低 水 準 (基準 値 の 概ね 2 分 の 1 以下 ) 放射 性 物質 の 検査 結果 が 安定 し て 基準 値 を 下 
で あり 、 か つ 、 低 下 傾向 に ある こと を 確認 する た る こと が 統計 学 的 に 確認 で きる よう 以下 に より 検 
め 、 以 下 の 場所 (5 カ所 以上 ) で 検体 を 採取 を 実施 

過去 に 基準 値 の 2 分 の 1 を 超え る 検体 が 採 ・ 検 体 は 、 解 除 予定 市 町 村 全域 の 生息 地 か ら 満 
取 さ れ た 場所 遍 な く 採 取 す る 

空間 線量 率 が 高い 場所 ・ 統 計 学 的 な 分 析 に 必要 な 60 検体 以上 を 採取 
地表 面 水 や 地下 水 が 集 まり や すい 場所 


































































































野生 山菜 に 係る 国 の 出荷 制限 指示 ・ 県 の 出荷 自粛 要請 【 解 除 】 の 状況 
(平成 29 年 3 月 31 日 現在 ) 


くく 国 の 出荷 制限 指示 解除 >> 

平成 27 年 12 月 21 日 野生 セリ (一 関 市 
平成 28 年 3 月 29 日 タケ ノコ ( 旧 気 仙 町 、 、 旧 高田 町 、 旧 小 友 村 、 旧 人 竹 駒村 及び 旧 米 崎村 の 
く 県 の 出荷 自粛 要請 解除 ※>> 
平成 27 年 9 月 28 野生 フキ (奥州 市 ) 
平成 29 年 1 月 31 日 野生 コ ゴ ミ (花巻 市 ) 
※ 国 の 出荷 制限 指示 解除 と 同じ 基準 で 安全 性 を 確認 し て いま す 。 
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第 1 章 岩手 県 の 現状 、 重 要 課題 へ の 取組 状況 、 注 目 情報 








注目 情報 3 県 民 等 へ の 情報 発信 の 取組 











原発 事故 発生 以来 、 放 射 性 物質 に 対す る 県 民 等 の 不安 の 高 ま 
り を 受け 、 県 は 、 様 々 な 媒体 を 活用 し て 、 放 射 性 物質 に 関す る 
基本 的 な 知識 や 各種 測定 結果 な ど に つい て 情報 発信 を 行っ て き 
し 終 。 
平成 23 年 6 月 に は 、 県 公式 ホー ムペ ー ジ 内 に 放射 能 に 関す る 
情報 を 集約 し た ポー タル サイ ト を 立ち 上 げた ほか 、 同 年 8 月 に 
は 、 県 内 全 世 帯 に 配布 され る 県 政広 報 誌 「 い わ て グラ フ 」 の 臨 
時 号 と し て 、 放 射線 影響 対策 特集 号 を 発行 し まし た 。 

さら に 、 新 聞 ・ 雑 誌 へ の 広告 掲載 や 、 テ レビ の 県 政広 報 番組 、 
リス クコ ミュ ニケ ーション の 開催 な ど を 通じ 、 全 庁 を 挙げ て 、 


正しい 情報 の タイ ムリ ー な 発信 に 取り 組ん で きま し た 。 peae 。 | 
現在 、 県 公式 ホー ムペ ー ジ の 「 放 射 能 に 関す る 情報 」 で は 、 ET 















































































































































| 放っ 1 
県 内 の 空間 放射 線量 や 、 野 生 山菜 や きのこ を 含む 県 産 食 品 の 安 9 2 
県 公式 HP の バナ ー (リン ク ) 





























[は 


全 性 情報 な ど を 地図 や グラ ブフ な ど で ま と め た 「 い わ て の 今 」、 有朋 
間 数 万 件 に 及ぶ 空間 放射 線量 や 食品 の 放射 性 物質 濃度 の 測定 * 
果 を 見 や すく する た め の 「 検 索 サ イト 」 な ど を 設置 し 、 最 新 f 
報 を 随時 掲載 し て いま す 。 

また 、 県 政広 報 誌 「 い わ て グラ フ 」 で も 、「 放 射線 影響 対策 の 
お 知ら せ 」 コー ナー を 設け 、 生 活 に 身近 な 話題 を 中 心 に 、 本 県 
の 現状 や 放射 線 影 響 対策 の 取組 に つい て 、 毎 号 、 情 報 発信 を 行 
っ つて いま す 。 

原発 事故 か ら 6 年 が 経過 し 、 県 内 の 生活 空間 に お ける 放射 線 
量 は 低減 傾向 に あり 、 県 産 食材 等 の 放射 性 物質 濃度 も ほとん ど 
が 国 の 基準 値 を 下回っ て いま す 。 こ の よう な 本 県 の 状況 を 正 し 
く 理解 し 、 不 安 を 解消 し て も ら う た め 、 県 で は 、 こ れ か ら も 必 
要 な 情報 発信 を 継続 し て いき ます 。 
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可 出 
































































































































@ い わ て グラ フ を 活用 し た 情報 発信 の 状況 st 
(平成 28 年 度 ) mF ees | 
全 OH a RE a RE 和 二 


平成 28 年 6 月 号 | 子ども の 内 部 被ばく 健康 影響 調査 
平成 28 年 8 月 号 | 野生 きのこ 採り の 留意 点 
平成 28 年 10 月 号 | 学校 給食 の 測定 


平成 28 年 12 月 号 | 生活 空間 の 放射 線量 
平成 29 年 3 月 号 | 野生 山菜 を 採取 する 際 の 留意 点 Eee 


県 産 食 品 の 安全 性 情報 
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と 第 1 節 放射 線量 等 の 測定 に 関す る 取組 状況 “二 











し : ジ 人 キ 叉 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 
| 第 1 節 放射 線量 等 の 測定 に 関す る 取組 状況 


1 概況 

本 県 で は 、 原 発 事故 に よる 放射 性 物質 の 影響 に つい て 、 県 民 の 皆様 の 安 
心 安 全 の 確保 の た め 、 市 町 村 等 と 連携 し て 整備 し た 測定 機器 ・ 測 定 体制 に 
り 、 県 内 全域 で きめ 細か な 測定 を 行い 、 県 公式 ホー ムペ ー ジ 等 で 迅速 か 
つ 効 果 的 に 情報 提供 し て いま す 。 
原発 事故 以前 に お ける 測定 機器 の 配備 は 、 環 境 保健 研究 セン ター に 設置 
し て ある モニ タリ ング ポス ト 1 台 な ど わ ず か で し た が 、 原 発 事故 を 契機 に 
測定 機器 を 順次 整備 し 、 平 成 26 年 度 ま で に モニ タリ ング ポス ト は 10 台 、 
サー ベイ メー タ は 30 台 、 ゲ ル マ ニ ウム 半導体 検出 器 は 5 台 配 備 し まし た 
(図表 1-2) 。 






























































3 8 - サーベイメータ に よる 
生活 環境 へ の 影響 を 把握 する た め 、 県 内 10 入所 の モニ タリ ング ポス ト で 空間 線量 率 測定 の 様子 


1 時 間 ご と の 放射 線量 (以下 「 空 間 線 量 率 」 と いう 。) を 測定 し て いま す 。 (生活 空間 等 ) 





























また 、 サ ー ベ イメ ー タ に より 県 内 の 代表 的 な 55 地点 や 県 立 学校 な ど 県 有 施 設 の 空間 線量 率 を 定期 的 に 測 
し て いま す 。 それ ら の 結果 を 県 公式 ホー ムペ ー ジ 等 で 公表 し て いま す 。 
さら に 、 雨 や ちり な どの 降下 物 、 河 川 水 、 水 道 水 の ほか 、 廃 乗物 処理 施設 に お ける 焼却 灰 、 下 水 汚泥 、 

工業 用 水道 な どの 放射 性 物質 濃度 も 定期 的 に 測定 し て いま す 。 

図表 1-1 汚染 状況 重点 調査 地域 に お ける 放射 線量 測定 結果 の 推移 
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100% 





積雪 あり *? 





80% ー。 県 南 3 市 町 の 放 身 線量 測定 結果 
積雪 あり ※2 (初回 (H23.6) を 100% と する ) 
一 放射 線量 (推計 )※1 
60% 





積雪 あり ※ ら 







積雪 あり ※2 









































1 原子 力 安 現 原子 力 多 
2 積雪 時 は 、 A で 








これ ら 測 定 の 結果 、 雨 水 や 河川 水 や 水道 水 な どか ら の 放射 性 物質 濃度 は 不 検出 で す 。 モ ニタ リン グ ポ ス 
ト 及 び 県 内 55 地点 に お ける 空間 線量 率 の 測定 結果 か ら は 、 大 気 中 の 放射 線量 に 異常 は 見 られ ず 、 測定 開始 
以来 、 低 減 か ら 横 ば い 傾 向 に あり 、 平 成 25 年 6 月 以降 は 、55 地点 全て で 国 の 除 染 基準 で ある 毎時 0.23 マ 
イク ロ シ ー ベ ルト (Sv/h) を 下回っ て いま す 。 (図表 1-1 ) 
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| 計 第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 \ 


この よう に 、 空 間 線 量 率 は 低減 傾向 に ある と と も に 放射 性 物質 濃度 も 不 検出 で も る な ど 安 定 し て いま す 
が 、 県 民 の 不安 の 解消 や 風評 被害 の 解消 ・ 防 止 な どの た め 、 測 定 を 継続 し て 実施 する 必要 が あり ます 。 今 
後 も 、 原 発 事 履 に よる 生活 環境 へ の 影響 を 把握 し 県 民 の 健康 と 安全 を 守る た め 、 放 射線 量 等 を 測定 し て い 
きま す 。 



























































図表 1-2 岩手 県 に お ける 測定 機器 の 配備 状況 ーー 平成 29 年 3 月 31 日 現在 











盛岡 市 (1) (環境 保健 研究 セン ター、 地 上 14.7m 

























































































































































花巻 市 (1) (花巻 地区 合同 庁舎 、 地 上 1.0m (以下 、 同 じ 。) ) 
ここ 奥州 市 (1) (奥州 地区 合同 庁舎 )、 一 関 市 1) ( 三 反田 大 気 測定 局 ) 
AU 大 船渡 市 (1) (大 般 渡 地区 合同 店 舎 )、 釜 石 市 (1) (金石 地 区 合同 订 舍 ) 夫 
宮古 市 (1) (宮古 市 立 宮 古 小学 校 )、 久 慈 市 (1) (久慈 地区 合同 庁舎 ) 
完 二戸 市 Q) (二戸 地区 合同 庁舎 )、 滝 沢 市 (1) (岩手 県 立 大 学 ) 
間 各 広 域 振興 局 保健 福祉 環境 部 ( 計 9 (盛岡 (1)・ 奥 州 (1)・ 釜 石 (1)・ 久 慈 ①)・ 
線 花巻 ⑪)・ 一 関 )・ 大 船渡 (1)・ 宮 古 (1)・ 二 戸 ①)) 
量 | 県 南 広域 振興 局 土木 部 ( 計 3) (奥州 (1) ・ 一 関 (1) ・ 千 厩 (1) ) 
率 | 、 | NaICD) 環境 保健 研究 セン ター(4) 、 北 上 川上 流 流域 下水 道 事務 所 (2) 30 
等 | イ | シン チレ ーション 企業 局 施設 総合 管理 所 (1) 、 企 業 局 県 南 施設 管理 所 (2) 
を 教育 委員 会 事務 局 スポ ー ツ 健康 課 (1) 
測 タ 各 教育 事务 所 ( 計 6) (盛岡 (1)・ 中 部 (1)・ 県 南 (1) ・ 沿 岸 南 部 (1)・ 宮 古 (1) ・ 











県 北 Q))、 工 業 技術 セン ター(2) 
北上 川上 流 流域 下水 道 事務 所 (1) 1 
総合 防災 室 (5、 防 災 航 空 セ ンタ ー) 、 県 南 広域 振興 局 保健 福祉 環境 部 (10) 


積算 線量 計 各 広域 振興 局 農政 ( 杯 ) | 部 ( 計 15) (盛岡 ・ 奥 州 ・ 釜 有 久慈 ・ 花 巻 ・ 束 野 6 48 











GM 計 数 管 式 






















































































一 関 ・ 宮 古 ・ 大 船渡 ・ 二 戸 計 10 公 所 で 、 配 置 を 特定 せ ず に 使用 。) 
県 南 教 育 事務 所 (18) 

ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 | 環境 保健 研究 セン ター (3) 、 農 業 研究 モン ター(1) 、 工 業 技術 セン ター(1) 5 
県 南 広域 振興 局 農政 部 ( 計 3) (奥州 (1)・ 一 関 ②) ) 




















































































































放 各 広域 振興 局 水産 部 ( 計 3) (久慈 (1)・ 大 船渡 (1) ・ 宮 古 1) ) 
沿岸 広域 振興 局 農林 部 宮古 農林 振興 セン ター 林 季 室 岩泉 出張 所 (1※) 
農業 研究 セン ター 畜産 研究 所 (2※) 
Na (TI1) シン チレ ーション | 林業 技術 セン ター (2※) 、 水 産 技術 セン ター(1) の 
スペ クト ロメ ー タ 中 央 農業 改良 普及 セン ター(1) 
” 県 立 高等 学校 ( 計 3) ( 杜 陵 (1) ・ 盛 岡 工業 (1) 釜石 1) ) 
県 立 支援 学校 ( 計 8) (盛岡 視覚 (1) ・ 盛 岡 際 覚 (1) ・ 盛 岡 と な ん (1) ・ 盛 岡 
南 高 等 (1) ・ 花 巻 清風 (1) ・ 前 沢 明峰 (1) ・ 久 慈 拓 陽 (1) ・ 気 仙 光 陵 (1) ) 
钙 岩 手 冀 产 流通 七 y 力 一 (岩手 时 岩 冀 检 查 室 ) (4※) 
馬山 農業 改良 普及 セン ター( 計 10) (中 央 (2) ・ 盛 岡 (1)・ 八 幡 平 (1) ・ 奥 州 (①・ 
简易 测定 器 一 関 (1)・ 大 船渡 1)・ 宮 古 (1)・ 久 慈 (①)・ 二 戸 Q①)) 





















































※ 農林 水産 省 か ら の 無償 貸与 物品 
【 市 町 村 等 の 取組 : 測定 機器 の 配備 状況 】 

市 町 村 に お いて も 、 サ ー ベ イメ ー タ 等 の 整備 を 行い 、 学 校 や 幼稚 園 等 の 放射 線量 や 水道 水 、 一 般 廃 棄 物 
処理 施設 の 焼却 灰 等 の 放射 性 物質 濃度 の 測定 を 行っ て いま す 。 (図表 1-3) 
































図表 1-3 県 内 市 町 村 ・ 広 域 連 合 ・ 一 部 事務 組合 に お ける 測定 機器 の 保有 状況 平成 29 年 3 月 31 日 現在 





























、 NaI(T1) シン チレ ーション 
空間 線量 a GM 計数 管 式 5 2 7 11 5 16 
率 等 简易 测定 器 等 22 10 32 519 42 561 
積算 線量 計 7 6 13 143 133 276 
放射 性 物 NaI(T1) シン チレ ーション 
質 濃度 スペ クト ロメ ー タ 等 (簡易 測定 器 含 む ) | 3 9 IE 3 W 
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一 一 








第 1 節 放射 線量 等 の 測定 に 関す る 取組 状況 “二 











測定 機器 は 、 大 気 』 








の 放射 線量 を 沖 


一 4 








定 す る も の と 食品 な どの 放射 性 物質 濃度 を 測定 する も の に 大 きく 分 か れ ま す 。 








( ア ) モニ タリ ング ポス 


ョ ウ 化 ナトリウム (Na1) の 結晶 を 検 日 
間 線 量 率 ) の うち ガン マ 線 を 連続 し て 測定 する 据え 置き 型 の 装置 で あり 、 極 め 





ト 








て 低い 空間 線量 率 まで 精 
レー ショ ン 式 検出 器 と 屋 
と 検出 器 内 で か すか な 光 














が 、 原 発 事故 を 受け 、 県 
測定 を 行っ て いる 。 











密 に 測定 する こ 














内 9 箇所 に 増設 


















































【 調 査 項 目 : 放射 線量 ( 空 
毎時 ) 、 測 定 頻度 : 24 時 間 連 続 測定 】 
※ 緊急 時 は 1Gy/h 三 1 Sv/h( マ イ p シ ツー ペ 「】 





間 線量 率 (大 


H 器 と し て 利用 し 、 大 気 


と が で きる 。 屋 外 に 置 
内 に 置く 測定 器 で 構成 され 、 放 射線 が 検 日 
を 発し 、 そ の 光 を 検出 ・ 増 幅 
測 す る 。 本 県 で は 、 昭 和 63 年 (1988 年 ) か ら 盛 岡市 に お いて 測定 を 行 
し 、 計 10 箇 所 に お いて 、24 時 間 体 制 で 




















気 ) )、 測 定 単位 : Gy/h* (< く イ 2n ゲ レイ 


[毎時 ) と し て 換算 で きま す ( 環 境 放射 線 モ ニ 











タリ ング 指針 ; 原子 力 安全 委員 会 、 平 成 20 年 3 月 、 平 成 22 年 4 月 一 部 改訂 )。 














の 放射 線量 ( 空 


く NaI(T1) シン チ 
日 器 に 当たる 
し 、 空 間 線 量 率 と し て 計 
っ て きた 








S 中 の 慎 同 導 思 掛 交 陣 著 吾 時 


( イ ) サー ベイ メー タ 
放射 性 物質 や 放射 線 に 








型 の 放射 線 測定 器 で 、 一 般 環境 ( 低 線 
ョ ン 式 サー ベイ メー タ と 、 


関す る 情報 を 


[= 


簡便 に 得る こと を 目的 と し た 小型 で 可 朱 



































メー タ (ガイ ガー カウ ンタ ) が ある 。 本 県 で !( 





表面 汚染 等 の 検査 等 





に 適し た GM 計 数 管 式 - 
は 地表 付近 の 空間 線量 率 等 の 沖 





搬 
量 ) の 測定 に 適 し た NaI(T1) シン チレ ー シ 
イ 

















の た め 、 主 に NaIT1) シン チレ ーション サー ベイ メー タ を 使用 し て いる 。 
① NaI(TI) シン チレ ーション サー ベイ メー タ 








検出 器 の 仕組 み は モ ニタ リン グ ポ スト と 同様 。 測 定 





ニタ リン グ ポ スト の 方 が 優る 。 
② GM 計 数 管 式 サ ー ベ イメ ー タ (ガイ ガー カウ ンタ ) 


ガン マ 線 に 加え て ベー タク 線 も 測定 する た め 、 表 面 汚染 の 測定 に 


適さ な い 。 








【 調 査 項目 : 放射 線量 ( 空 
定時 間 : 1 ヶ所 当たり 概ね 5 分 】 




















( ウ ) 積算 線量 計 








積算 線量 計 に は 事業 所 敷地 境界 及び 周辺 地区 に 設置 し 、 環 境 中 の 放射 線 を 3 





























= 間 線 量 率 ( 





ヶ月 間 に 受け た 空気 蛋 長 の 本 量 と し て 測定 する も の と 、 放 射線 作業 従事 








者 等 が 一 定 の 作業 期間 に 受け た 放射 線量 を 積算 し て 測定 





大 気 ))、 測 定 単位 : Sv/h < イ 2py- ぐ 由 每 时 ) 、g Gy/h (< く イ 72m ゲ ルイ 毎 時) 、 測 














し た 結果 の 正確 さ で は 








向く 。 た だ し 、 感 度 が 低く 、 空 間 線量 の 測定 に は 


| 定 








中 











する も の が ある 。 























S 中 の 叶 同 水 誰 澤 菩 涼 等 訂 汗 穫 ユ 





( ア ) ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 


ゲル マニ ウム の 結晶 を 検出 回 











いる か を 測定 する 。 
































【 調 査 項目 : 水道 水 、 土 壌 、 食 品 等 、 














周 査 時 間 : 1 品目 概ね 





ull 








1 時 間 】 














1 








{ 人 





と し て 利用 し た も の で 、 試 料 中 の 放射 性 物質 の 
種類 と 量 を 測定 で きる 。 ガンマ線 を 放出 する 放射 性 物質 は 、 物 質 ご と に 決ま っ 
た エネ ルギー を 放出 する た め 、 そ の 試料 か ら 放 出さ れる ガン マ 線 の エネ ルギー 
の 種類 と 強 さ を 計測 する こと で 、 ど の よう な 放射 性 物質 が どれ くら い 含 まれ て 





測定 単位 : Ba (ベク レル ) 、 





( イ 


ベン 











Nal (TI) シン チレ ー 
ヨウ 化 ナ トリ ウム (Na1) 
ゲル マニ ウム 半導体 検出 問 
ルギー 分 解 能 は 劣る た め 、 数 多く の 核種 が 検出 され る 場 
出 器 部 分 を 液体 窒素 で 冷却 す 

















ショ ンス ペク トロ メー タ 
の 結 卓 を 検出 器 と し て 利用 し た も の で 、 測定 原 表 
と 同様 。 NIR ee と 比較 し て エネ 








こ は 向 か な い が 、 





























る 必要 が な いな ど 、 維 持 管理 





上 














【 調 査 項目 : 水道 水 、 土 壌 、 食 品 等 、 測定 単位 : Bq (ベク 











ね 10 分 て 20 分 】 











レル ) 、 調 査 時 間 : 概 





は 


検 











( ウ ) 简易 测定 器 














サー ベイ メー タ に 遮蔽 体 な ど 付属 機器 











る 。【 調 査 項目 : 水道 水 、 土 壌 、 食 品 等 、 測 定 単位 : Bq (ベク レル ) 、 








置 し た も の で 付 
算 し て 測定 する 機器 。 放射性 物質 ee i 

















属 プ ログ ラム に より ガン マ 線 量 を 放射 性 物質 濃度 に 換 
食品 な どの 放射 性 物質 濃度 を 簡便 に 測定 で き 
調査 時 間 : 概ね 25 分 て 30 分 】 























シー ベル ト (Sv) : 
ば く で も 、 数 値 が 同 
ベク レル (Bq) : 放射 線 に 関し て し ば し ば 使わ れる 生 




















グレ イ (Gy) : 物質 に 吸収 され た エネ ルギー 量 を 表す 単位 (吸収 線量 ) の こと 。 
体 が 被ばく する こと で 受け る 影響 の 程度 は 、Sv (シー ベル ト ) と いう 一 つの 単位 で 表 さ れ て お り 、 外 部 被ばく で も 内 部 被 
じ で あれ ば 体 が 受け る 影響 も 同じ 。 


位 Bq (ベク レル ) は 放射 司 











E 物 質 か ら 放 射線 を 出す 能力 その も の を 表し て いる 。 
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画 第 2 章 平成 28 年度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 \ 


2 各 取 組 の 実施 状況 
(1) モニ タリ ング ポス ト に よる 空間 線量 率 の 測定 
自生 お ける 放射 線 の 生活 環境 へ の 影響 を 把握 する た め 、 県 内 10 箇 所 に 設置 し た モニ タリ ング ポス ト 
に より 、24 時 間 体 制 の 放射 線量 の 測定 を 行っ て いま す 。 
平成 28 年 度 に お ける モニ タリ ング の 結果 、 原発 事故 以前 か ら 継続 し て 測定 し て いる 地点 (盛岡 市 ) で 
は 、 平 成 23 年 4 月 以降 の 空間 線量 率 は 原発 事故 前 の レベ ル で 推移 し て いま し た (図表 1 一 4)。 ま た 、 
平成 28 年 度 の 10 人 箇所 の 月 平均 は 、 0. 021~0.057 Sv/h で あり 、 大 気 中 の 放射 線量 に 異常 な 数 値 は 検出 さ 
れ て いま せん (図表 1 一 5)。 
今後 も 継続 し て 県 内 の 放射 線量 の モニ タリ ング を 実施 し ます 。 
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図表 1-4 原発 事故 前 、 事 故 後 の 空 間 線量 率 測定 結果 (盛岡 市 ) 








gi 





E ニ タリ ング ポス ト (月 平均 値 ) 0.017 て 0.029 0. 020~0. 022 u Sv/h 盛岡 市 
































加 表 1-5 モニ タリ ング ボス ト に よる 放電 上 29 和 (単位 : Svb) 
| | 紀 | 协 





021 0.021 





























































































































H2 H29 H29 

| 盛岡 市 | 0.022 | 0.022 | 0.021 | 0.021 | 0.022 | 0.021 | 0.022 | 0. 0. 0. 0. 
滝沢 市 | 0.044 | 0.045 | 0.042 | 0.042 | 0.044 | 0.042 | 0.042 | 0.041 | 0.041 | 0.036 | 0.027 | 0.032 | 0.040 
花巻 市 | 0.031 | 0.031 | 0.031 | 0.030 | 0.031 | 0.030 | 0.031 | 0.031 | 0.031 | 0.029 | 0.029 | 0.030 | 0.030 
奥州 市 | 0.047 | 0.047 | 0.045 | 0.044 | 0.046 | 0.044 | 0.044 | 0.044 | 0.044 | 0.042 | 0.043 | 0.043 | 0.044 
一 関 市 | 0.056 | 0.057 | 0.050 | 0.050 | 0.053 | 0.050 | 0.049 | 0.047 | 0.048 | 0.047 | 0.049 | 0.048 | 0.050 
大 船渡 市 | 0.051 | 0.051 | 0.049 | 0.049 | 0.050 | 0.048 | 0.048 | 0.048 | 0.048 | 0.048 | 0.048 | 0.048 | 0.049 
釜石 市 | 0.045 | 0.045 | 0.044 | 0.044 | 0.045 | 0.044 | 0.044 | 0.044 | 0.044 | 0.043 | 0.043 | 0.043 | 0.044 
宮古 市 | 0.048 | 0.050 | 0.048 | 0.048 | 0.049 | 0.047 | 0.048 | 0.048 | 0.048 | 0.047 | 0.047 | 0.047 | 0.048 
久慈 市 | 0.049 | 0.049 | 0.049 | 0.049 | 0.049 | 0.045 | 0.048 | 0.049 | 0.049 | 0.045 | 0.044 | 0.048 | 0.048 
二戸 市 | 0.027 | 0.027 | 0.027 | 0.026 | 0.027 | 0.026 | 0.027 | 0.027 | 0.027 | 0.024 | 0.022 | 0.026 | 0.026 

※ モニ タリ ング ポス ト 設 置 高 さ は 、 地 上 1m。 た だ し 、 盛 岡 地 区 は 地上 1m を 滝沢 市 、 地 上 14.7m を 盛岡 市 の 計 2 地点 で 測定 。 

※ 表 内 の 数 値 は 、 各 地点 ご と の 月 平均 値 。 


(2) 県 内 55 地点 の 測定 
平成 23 年 6 月 以降 、 県 内 の 合同 庁舎 や 公園 等 の 55 地 点 に お いて 、 サー ベイ メー タ に よる 空間 線量 率 の 
測定 を 毎月 実施 し て いま す 。 (測定 結果 は 第 4 章 資料 編 85 ベ ー ジ ) 

これ まで の 最大 値 は 一 関 市 の 運動 場 で 平成 23 年 6 月 に 測定 し た 0.47 Sv/h で し た が 、 平 成 25 年 8 月 以 
降 は 、 全 地点 に お いて 国 の 除 染 基準 と され る 0.23 7 Sv/h を 下回っ て お り 、 低減 か ら 横 ば い 傾向 に あり ま 
す 。 

な お 、 放射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 に 基づき 重点 調査 地域 に 指定 され た 一 関 市 、 奥州 市 及び 平泉 町 
に お ける 空間 線量 率 (平成 29 年 3 月 測定 分 ) は 、 測 定 を 開始 し た 平成 23 年 6 月 比 で 、 概 ね 309% ま で 低減 
し て いま す 。 

今後 も 継続 し て サー ベイ メー タ に よる 空間 線量 率 の 測定 を 実施 し ます 。 




























































































(3) 走行 サー ベイ の 実施 

走行 サー ベイ と は 、 乗 用 車 に 高 精度 の 放射 線 測定 機器 を 搭載 し 、 道路 を 走行 し な が ら 、 道 路上 ・ 道 路 
の 空間 線量 率 の 分 布 状況 そ マ ッ プ 化す る も の で す 。 

i i お いて 実施 
し て お り 、 平 成 28 年 度 の 調査 結果 を 見 る と 、 前 年 度 に 比べ て 空間 線量 oni ずい 傾向 で あ 
る こと が 確認 され て いま す 。 






































Qr[ 














N 
ノ 











IT 





20 








4 第 1 節 放射 線量 等 の 測定 に 関す る 取組 状況 十 








(4) 県 有 施 設 の 放射 線量 の 測定 状況 
原発 事故 に よる 生活 環境 へ の 影響 を 把握 する た め 、 定期 的 に 県 有 施 設 の 空間 線量 率 を 測定 し て いま す 。 
測定 結果 が 、 低 減 措 置 実施 の 目安 で ある 1 Sv/h を 超え た 場合 は 、 平 成 23 年 9 月 に 策定 し た 「 放 射 
線量 低減 に 向け た 取組 方 針 」 に 基づき 、 低 減 措 置 を 実施 する こと と し て いま す が 、 平 成 25 年 度 以降 、 
目安 (1 Svy/h) を 超え る 値 は 測定 され て いま せん 。 

平成 28 年 度 は 230 の 施設 で 測定 を し まし た が 、 目 安 (1 Sv/h) を 超え る 値 は 測定 され て いま せん 。 























































































































(図表 1- 6) 
今後 も 、 原発 事故 に よる 生活 環境 へ の 影響 を 把握 し 、 県 民 の 健康 と 安全 を 守る た め 、 継続 し た 測定 を 
行い ます 。 

図表 1-6 測定 施設 数 及び 測定 結果 (平成 28 年度 ) _ 































































































不 特定 多数 の 者 が 利用 する 施設 69 13 56 0 0. 02~0. 28 
県 庁舎 ・ 合 同庁 舎 17 5 12 0 0. 03~0. 22 
その 他 公 共 施 設 等 44 8 36 0 0. 02~0. 28 
医療 施設 ・ 福 祉 施設 3 0 3 0 0.03 て 0.07 
県 立 都市 公園 ・ 花 巻 空港 ・ 駐 車場 5 0 5 0 0.02 て 0.07 

県 立 病院 ・ 院 内 保育 所 36 9 27 0 0. 02~0. 23 

警察 署 ・ 運 転 免許 試験 場 等 20 4 16 0 0. 03~0. 15 

児童 福祉 施設 等 5 0 5 0 0. 02~0. 09 

県 立 学校 、 社 会 体育 施設 、 社 会 教育 施設 、 文 化 施設 | 94 16 78 0 0. 01~0. 36 

県 立 大 学 、 専 門 学校 等 6 1 5 0 0. 03~0. 23 

計 230 43 187 0 0. 01~0. 36 








(5) 降下 物 、 大 気 浮遊 じん 等 

原発 事故 以前 か ら 実 施し て いた 環境 放射 能 水 準 調査 に つい て 、 原発 事故 後 、 文 部 科学 省 か ら の 指示 に 
より 体制 を 強化 し て 環境 放射 能 の 測定 を 行っ て きま し た 。 

降下 物 *# ま + に つい て は 、 成 岡市 で 平成 23 年 3 月 19 日 か ら 平 成 24 年 1 月 まで 毎日 測定 を 行い 、 事 故 後 の 
最大 値 は 平成 23 年 3 月 20 日 か ら 21 日 に 観測 され た 放射 性 ヨウ 素 7, 830 ベ ク レル / 平 方 メー トル (Bq/m)、 
放射 性 セシウム 1, 320Bq/ 計 で 、 平 成 23 年 5 月 9 日 以降 は 不 検出 と な っ て いま す 。 平成 24 年 1 月 以降 は 
月 単位 で 測定 を 行っ て お り 、 平成 27 年 11 月 に 原発 事故 後 初め て 全 核 種 で 不 検出 と な る な ど 、 降下 物 の 放 
射 性 物質 は 低減 傾向 と な っ て いま す 。 (図表 1 - 7 ) 

降水 (降雨 ご と に 採取 ) に つい て は 、 事 牙 後 の 平成 24 年 1 月 か ら 測定 を 再開 し て いま す が 、 こ れ ま で 
の 測定 に お いて 、 人 工 放射 線 核種 は 検出 され て お り ま せん 。 (図表 1-8) 

大 気 浮遊 じん ま ? に つい て 、 盛 岡市 に お ける 測定 の 結果 、 事 故 後 の 最大 値 は 平成 23 年 4 月 か ら 6 月 期 
の 放射 性 セン ウム 0.0041 ベ クレ ル / 立 方 メー トル (Bq/mY) で 、 平 成 23 年 10 月 か ら 12 月 期 以降 は 不 検出 と 
な っ て いま す 。 ま た 、 一 関 市 に お ける 測定 の 結果 、 事 故 後 の 最大 値 は 平成 24 年 4 月 か ら 6 月 期 及 び 同 7 
月 か ら 9 月 期 の 放射 性 セン ウム 0.000066Bq/ パ で 、 そ の 後 は 概ね 低減 傾向 に あり ます 。 

今後 も 継続 し て 降下 物 、 降 水 及び 大 気 浮遊 じん の 測定 を 実施 し ます 。 


※1 降下 物 : 採取 し た 雨 や ちり 等 の 降下 物 に つい て 、 単 位 面積 あたり の 放射 性 物質 の 量 を 測定 する も の 。 
※2 大 気 浮遊 じん : 特定 期間 に 採取 し た 大 気 中 の 浮遊 燈 じ ん に つい て 、 単 位 体積 あたり の 放射 性 物質 の 量 を 測定 する も の 。 
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図表 1-7 降下 物 (月 間 降下 物 測定 結果 ) (単位 : 核種 別 放射 線 濃度 Bq/m、 実 効 線 量 mSv) 





































不 検 H 不 検 H 





ョ ウ 素 131 不 検出 | 不 検 出 | 不 検出 | 不 検出 




















上 | 
LT LT 
セシウム 134 0.12 0.092 不 検出 不 検出 不 検出 不 検出 
セシウム 137 0.68 0.53 0.092 不 検出 0.14 0.083 








50 年 間 実 効 線量 | 0.000088 0.000069 0.000012 0.000000 0.000018 0.000011 














ヨウ 素 131 不 検 H 不 検 H 不 検出 不 検出 不 検出 不 検 H 
セシウム 134 不 検 H 不 検 H 不 検出 不 検出 不 検出 不 検 H 
セシウム 137 0. 126 0.070 0.101 0.101 0.256 0.218 
50 年 間 実 効 線量 0.000016 | 0.000009 | 0.000013 | 0.000013 | 0.000033 0.000028 
※ 50 年 間 実 効 線量 は 、 1 日 あたり に 換算 する と 、 不 検出 と な る レベ ル 。 
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図表 1-8 降水 (平成 29 年 3 月 の 検査 結果 ) 


(上 


単位 : mm、m 1 、Bq/1) 















































3/3~3/6 4.0 285. 3 不 検出 1.6 加 

3/6~3/7 2.8 195. 8 不 検出 1.6 = 

3/8~3/9 3.5 247. 8 不 検出 1.6 = 
3/9~3/10 1.8 129. 9 不 検出 1.6 = 
3/13~3/14 0.2 11.6 不 検出 13. 6 = 
3/14~3/15 13.3 938.7 不 検出 1.5 = 
3/17~3/21 1.0 70.1 不 検出 2.3 ー 
3/21 て 3/22 11.4 806. 1 不 検出 1.6 = 
3/27~3/28 0.8 59.2 不 検出 2.6 
3/28~3/29 1.7 122. 8 不 検出 1.6 于 
3/29~3/30 0.2 13.8 不 検出 11.3 ー 
3/30~3/31 3.5 246. 4 不 検出 1.6 一 





























(6) 水道 水 

原発 事故 に よる 放射 性 物質 の 水道 水 に 与え る 影響 を 把握 する た め 、 県 で は 、 盛岡 市 に つい て は 平成 23 
年 3 月 18 日 か ら 12 月 27 日 まで 毎日 、 一関 市 に つい て は 平成 23 年 4 月 8 日 か ら 12 月 22 日 まで 1 週間 
に 1 回 水道 水中 の 放射 性 物質 の 測定 を 実施 し まし た 。 

また 、 磨 岡市 及び 一 関 市 以外 の 地域 に お いて も 、 厚生 労働 省 の 方 針 に 基づき 、 放 射 性 物質 の 拡散 に よ 
る 水道 水 へ の 影響 を 把握 する た め 、 平 成 23 年 4 月 か ら 7 月 まで に か け て 、 水 道 水中 の 放射 性 物質 の モ 
ニタ リン グ を 県 内 全市 町 村 及 び 水 道 用 水 供給 事業 を 行う 2 事務 組合 で 実施 し まし た 。 

これ ら の 測定 に より 検出 され た 放射 性 物質 は 、 最 大 で も 放射 性 ヨウ 素 5.29 Bq/kg、 放 射 性 セシウム 
0.73 Bq/kg で 、 い ずれ も 国 が 定め た 管理 目標 値 (10Bq/kg) を 下回り まし た 。 な お 、 水 道 水 中 の 放射 性 
物質 は 、 平成 23 年 4 月 18 日 に 盛岡 市 で 放射 性 セシウム 0.12Bq/kg が 検出 され て 以降 、 不 検出 が 続い て 
いま す 。 

平成 24 年 以降 は 、 放 射線 量 の 測定 に 係る 対応 方 針 に 基づき 、 盛 岡市 及び 重点 調査 地域 に 指定 され た 
一 関 市 、 奥 州 市 及び 平泉 町 に お いて 、 水 道 水中 の 放射 性 物質 濃度 の 定期 的 な 測定 を 行っ て いま す 。 

平成 25 年 度 か ら は 、 こ の 4 地域 に つい て 3 か 月 に 1 回 の 頻度 の 測定 を 実施 し て いま す が 、 い ずれ の 
地域 に お いて も 放射 性 物質 は 検出 され て いま せん 。 

今後 も 、 県 民 へ 安全 な 水道 水 を 供給 する た め 、 放 射 性 物質 の 測定 を 継続 し て いき ます 。 
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第 1 節 放射 線量 等 の 測定 に 関す る 取組 状況 | 





(7) 河川 水 、 海 域 、 海 水浴 場 、 地 下水 

ア 国 に よる モニ タリ ング 調査 
国 で は 、 東京 電力 原子 力 発電 所 か ら 放 出さ れ た 放射 性 物質 の 影響 を 把握 する た め 、 文部 科学 省 や 環 
境 省 を 中 心 に 平成 23 年 6 月 より 緊急 的 な か モニ タリ ング を 実施 し て いま す 。 

現在 、 本 県 に お いて は 、 重点 調査 地域 を 中 心 に モニ タリ ング が 行わ れ て お り 、 平成 28 年 度 は 18 河 川 
22 地 点 、2 海 域 2 地点 で 調査 が 実施 され まし た 。 測定 の 結果 、 水 質 に つい て は 全 地 点 で 不 検出 で あり 、 
底 質 に つい て は 放射 性 セシウム が 一 部 地点 で 検出 され た も の の 、 ほ と ん どの 地点 で 100Bq/kg 以 下 と な 
っ て いま す 。 (図表 1-9(i)) 

また 、 環 境 省 に お いて は 、 被 災 地 に お ける 海洋 環境 の モニ タリ ング も 実施 し て いま す 。 (図表 1 - 
9 (这 i)) 
今後 も 県 民 の 不安 解消 に 向け て 、 国 が 適切 に モニ タリ ング 調査 を 実施 する よう 求め て いき ます 。 





























ml 









































図表 1-9 環境 省 調 査 結果 
(i) 河川 等 の 放射 性 物質 モニ タリ ング 調査 結果 (水質 : Bq/L、 底 質 ・ 土 壌 : Bq/kg ( 乾 泥 ) ) 


























第 18 回 H28.5.7 て 5.27 不 検出 不 検出 て 92 21~2, 020 
河川 第 19 回 H28.8.22 て 8.30 不 検出 不 検出 て 161 161~1, 420 

第 20 回 H28.11.1 て 11. 11 不 検出 不 検出 ~90 52~1, 650 
海 城 第 10 回 H28.5.27 不 検出 不 検出 = 

第 11 回 H28.11.11 不 検出 不 検出 一 





























(ii) 東日本 大 震 災 に 係る 海洋 環境 モニ タリ ング 調査 結果 (海水 : Bq/L、 海 底 土 : Bq/kg ( 乾 泥 ) ) 


















































海水 第 10 回 H26.11.10 不 検出 0. 0012~0. 0020 0. 0012~0. 0020 (調査 な し ) 
海底 二 第 10 回 H26.11.10 不 検出 て 1.1 0. 65~3. 5 0. 65~4. 6 不 検出 
| 第 11 回 H26.11.15~16 不 検出 て 6.3 1. 1~22 1. 1~28. 3 不 検出 て 0.18 

















イ 県 に よる モニ タリ ング 調査 

県 で は 、 平成 24 年 度 か ら 、 国 の 調査 と は 別に 、 農林 水産 物 等 の 出荷 制限 と な っ て いる 地域 近く の 河 
川 及 び 開 設 予定 の ある 海水 浴場 に つい て 、 水質 及 び 底 質 の 放射 性 セシウム 濃度 並び に 空間 線量 率 を モ 
ニタ リン グ し て いま す 。 

平成 28 年 度 は 、8 河川 12 地 点 及び 4 海水 浴場 で 調査 を 実施 し まし た 。 測定 の 結果 、 水質 に つい て は 
全 地 点 で 不 検出 で あり 、 底 質 に つい て は 放射 性 セシウム が 一 部 地点 で 検出 され た も の の 全て の 地点 で 
100Bq/kg 以 下 で 減少 傾向 で 推移 し て いま し た 。 

今後 も 引き 続き 、 国 と 協力 し て 放射 性 物質 の モニ タリ ング を 継続 し 、 県 民 へ の 速やか な 情報 提供 に 
努め て いき ます 。 




































































図表 1-10 県 に よる 河川 の モニ タリ ング 調査 結果 





















































年 度 

北上 川 の 4 地点 MM 6 不 検出 不 検出 19.5 | 0.03 て 0.04 | 0.03 て 0.05 

北上 川 、 広 瀬川 、 猿 ヶ 石 川 、 平 本 川 、 H28 年 度 第 2 還 生 

関口 川 の 5 地点 H28.8.8 不 検出 不 検出 て 8.9 0. 04~0.06 | 0.04 て 0.06 
、 H28 年 度 第 3 后 

木 賊 川 、 大 航 川 、 小 川 川 の 3 地点 前 全便 不 検出 不 検出 て 93 0.03 て 0.07 | 0.03 て 0.04 
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図表 1-11 海水 浴場 の 測定 結果 (平成 28 年 度 ) 











舟渡 (久慈 市 ) H28.5.10 不 検出 不 検出 0.09 0.09 0.08 
















































































江戸 ヶ 浜 ( 洋 野 町 ) H28. 4. 25 不 検出 不 検出 0.04 0.04 0.04 

浄土 ヶ 浜 (宮古 市 ) H28. 4. 25 不 検出 不 検出 0.04 て 0.05 | 0.04 て 0.05 | 0.04 て 0.05 

吉里 吉里 (大 樋 町 ) H28. 5. 17 不 検出 不 検出 0.06~0.07 | 0.06~0.07 0.06 
(8) 廃棄 物 





平成 24 年 1 月 以降 、 放射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 に 基づき 、 県 内 の 特定 一 般 廃棄 物 処理 施設 や 特定 
産業 廃棄 物 処理 施設 の 施設 設置 者 等 に より 、 処 分 に 伴い 生じ た 焼却 灰 等 や 汚泥 、 排 ガス 、 排 水 及び 地下 
水 の 放射 性 セシウム 濃度 や 施設 の 敷地 境界 で の 放射 線量 の 測定 が 行わ れ て いま す 。 

県 内 の 特定 一 般 廃棄 物 処理 施設 は 35 施 設 (焼却 施設 :14 施 設 、 最 終 処 分 場 :21 施 設 ) 、 特 定 産業 廃棄 物 
処理 施設 は 33 施 設 (焼却 施設 :12 施 設 、 汚 泥 の 脱水 施設 :20 施 設 、 最 終 処 分 場 : 1 施設 ) で あり 、 特 定 一 
般 廃 棄 物 処理 施設 及び 特定 産業 廃棄 物 処理 施設 の 焼却 施設 や 汚泥 の 脱水 施設 に つい て は 、 焼却 灰 等 や 汚 
泥 の 放射 性 セシウム 濃度 が 低い な ど 一 定 の 要件 に 該当 し た 場合 、 環境 大 臣 の 確認 を 受け 排ガス な どの 調 
査 義 務 が 免除 され る 制度 が あり 、 県 内 で は 32 施 設 が 調査 義務 免除 を 受け て いま す 。 (図表 1 -12) 

測定 結果 に つい て は 、 焼 却 施 設 の ば いじ ん ( 飛 灰 ) は 、 平 成 28 年 9 月 30 日 現在 、8, 000Bq/kg を 下回っ て 
お り 、 排 ガス は 不 検出 と な っ て いま す 。 最終 処分 場 の 排水 は 不 検出 て 基準 値 未 満 、 周 辺 地下 水 は 不 検出 、 
汚泥 の 脱水 施設 の 排水 は 不 検出 と な っ て いま す 。 ま た 、 い ずれ の 施設 の 敷地 境界 の 空間 線量 率 も 、 追 加 
被ばく 線量 が 0.19 ヵ Sv/h (年 間 ImSv、 自 然 界 か ら の 放射 線 を 含ま な い 数 値 ) 以内 と な っ て いま す 。 ( 図 
表 1 -13 て 15) 

県 で は 、 施設 設置 者 等 が 測定 し た 結果 を 取り まとめ 、 県 公式 ホー ムペ ー ジ で 公表 する と と も に 、 産業 
廃棄 物 で メン 廃棄 物 担当 者 に よる 監視 指導 を 実施 し て いま す 。 
平成 28 年 度 も 平成 27 年 度 ま で と 同様 に 、 県 内 の 特定 一 般 廃棄 物 処理 施設 や 特定 産業 廃棄 物 処理 施設 の 

施設 設置 者 等 に お いて 、 放射性 セン ウム 濃度 や 施設 の 敷地 境界 で の 放射 線量 の 測定 を 行い 、 県 で は その 
結果 を 取り まとめ 、 県 公式 ホー ムペ ー ジ で 公表 し て いま す 。 ま た 、 産業 廃棄 物 G メ ン や 廃棄 物 担 当 者 に 
よる 監視 指導 も 引き 続き 実施 し て いま す 。 (図表 1 -16) 

今後 も 、 こ れ ま で の 取組 を 引き 続き 行う と と も に 、 放 射 性 セン ウム 濃度 等 の 動向 を 注視 し て いき ます 。 
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図表 1-12 特定 一 般 廃棄 物 処理 施設 、 特 定 産 業 廃棄 物 処理 施設 











特定 一 般 | 焼却 施設 14 施設 13 施設 ※1 14 施設 中 13 施設 が 放射 性 物質 汚染 対処 特措法 施行 規則 第 32 条 






















































































廃棄 物 処 | 最終 処分 場 21 施設 | (免除 制度 な し ) 第 2 号 の 確認 (調査 義務 免除 ) を 受け 排ガス 等 の 測定 が 免除 。 
理 施設 | 35 施設 13 施設 
※1 12 施設 中 10 施設 が 放射 性 物質 汚染 対処 特措法 施行 規則 第 34 条 
| 焼却 施設 12 施設 10 施設 第 2 与 の 確認 (調査 義務 免除 ) を 受け 排ガス 等 の 測定 が 免除 。 
Ms 休止 1 施設 
還 最終 処分 場 % | 1 施設 | (免除 制度 な し ) | ※2 最終 処分 場 の うち 、 特 定 産業 廃物 等 を 埋立 し て いる 施設 の み 。 
理 施設 生 光 の 脱水 施設 | 20 施設 9 施設 休止 ・ 実 績 な し 10 施 設 
寻 33 施設 19 施設 
合計 68 施設 32 施設 









































大 久地 設 1 不 検出 一 一 0. 08~0. 09 
最終 処分 場 21 不 検出 て 11.9 不 検出 0.010 て 0.11 
※ 排水 濃度 限度 に 対す る 割合 0.01 て 0.28 ※ 基 準 値 1 
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4 第 1 節 放射 線量 等 の 測定 に 関す る 取組 状況 革 





図表 1-14 産業 廃棄 物 焼却 施設 に お ける 測定 結果 






































岩手 県 12 1 不 検出 0. 05~0. 08 
盛岡 市 3 0 一 一 
図表 1-15 産業 廃棄 物 最終 処分 場 に お ける 測定 結果 
5 1 不 検出 不 検出 0.03 て 0.05 





























図表 1-16 廃棄 物 担当 者 及び 産廃 6 メン に よる 監視 回 数 


| 



































平成 27 年 度 25 33 62 14 
平成 28 年 度 11 34 24 30 96 
(9) 浄水 発生 土 


市 町 村 及 び 一 部 事務 





濃度 の 測定 を 行っ て いま す 。 


環境 省 で は 、 浄 水 発生 土 の 最終 処分 ( 坦 
最大 で 1, 780 Bq/kg (了 
平成 28 年 度 (平成 29 年 3 月 末 現 在 ) の 測定 結果 
ヽ ま す 。 (図表 1 -17) 


で の 測定 結果 で は 
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レベ ル は 減少 し て 




















H 合 が 行っ て いる 水道 事業 で は 、 
程 に より 取り 除い た 浄水 発生 土 に つい て 、 適 切 に 処理 (再生 利 



























































水道 原水 中 の 土砂 等 を 急速 ろ過 な どの 省 
]、 廃 棄 物 処理 ) する た め 放 射 性 物 








水 工 











并 




















EY) の 基準 を 8, 000 Bq/kg 以下 と 定め て いま す が 、 こ れ ま 
F 成 23 年 8 月 ) と な っ て お り 、 基準 を 大 きく 下 








口 








っ て いま す 。 


は 、 不 検出 か ら 63 Bq/kg の 間 で あり 放射 性 物質 の 









































































































































図表 1-17 浄水 発生 土 の 測定 状況 
平成 23 年 度 | H23.6.6~H24.3.31 | 不 検出 1,780 Bq/kg 
平成 24 年 度 | H24.4. 1 て H25. 3. 31 不 検出 ~640 Bq/kg 放射 性 物質 汚染 対処 特措法 に 基づく 指定 基準 
平成 25 年 度 | H25.4.1~H26.3.31 | 不 検出 ~241 Bq/kg (管理 型 最終 処分 場 へ の 埋立 基準 ) 8,000Bq/kg 
平成 26 年 度 | H26.4.1~H27.3.31 | 不 検出 ~123 Bq/kg 原子 炉 等 規制 法 に 基づく クリ アラ ンス レベル 
平成 27 年 度 | H27.4.1 こ H28.3.31 | 不 検出 ご 99 Bq/kg (製品 に お ける 基準 ) 100Bq/kg 
平成 28 年 度 | H28.4.1~H29.3.31 | 不 検出 て 63 Bq/kg 
(10) 工業 製品 等 


地方 独立 行政 法人 岩手 県 工業 技術 セン ター で は 、 平 成 23 年 度 以降 、 
メー タ に よる 測定 を 実施 し て い 
に より 購入 し 、 平 成 24 年 度 か ら 同 検出 器 を 
測定 の 結果 、 基 3 



































下値 (検体 の 利 





























廃棄 方 法 ・ 連 絡 先 等 に つい て 情報 提供 し て いま す 。 


\ 


(11) 





平成 28 年 度 は 、 ゲ ル マ ニ ウム 半導体 検 日 
ます 。 引 き 続 き 、 事 業者 の 依頼 に 応じ た 検査 を 実施 する こと と し て いま 


| 








流域 下 水 道 























こ ーー 








ア 下水 汚泥 等 の 放射 性 物質 濃度 の 測定 状況 
流域 下水 道 の 都 南 浄化 セン ター (盛岡 市 )、 北 上 浄化 セン ター (北上 市 )、 水 沢 浄化 セン ター ( 奥 
州 市 ) 、 一 関 浄 化 セ ンタ ー (一 関 市 ) の 4 施設 か ら 排出 され る 下水 汚泥 等 (脱水 汚泥 と 焼却 灰 ) を 


安全 に 有効 利用 や 埋立 処分 を 行う た め 、 放 射 属 
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事業 者 の 要望 に 応じ て サー ベイ 
ます 。 ま た 、 平 成 23 年 度 に ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 1 台 を 県 の 補助 
いた 測定 を 実施 し て いま す 。 
g 類 に より 異な る 。) を 超え た 場合 は 、 測 定 を 依頼 し た 事業 者 に 対し 、 





H 番 に よる 測定 を 7 回 ・24 点 行い 、 全 て 基準 値 内 と な っ て い 





E 物 質 濃度 を 測定 し て いま す 。 脱水 汚泥 に つい て は 、 











| 上面 第 2 章 平成 28 年度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 \ 


平成 23 年 度 以降 の 放射 性 セン ウム 濃度 の 最大 値 は 320Bq/kg (平成 23 年 6 月 ) で し た が 、 平 成 28 年 度 
は 0. 9 一 7. 3Bq/kg 程 度 ま で 低下 し て いま す (図表 1-18)。 焼却 灰 に つい て は 、 平 成 23 年 度 以降 の 放 
射 性 セン ウム 濃度 の 最大 値 は 2, 510Bq/kg (平成 23 年 6 月 ) で し た が 、 平 成 28 年 度 は 36 て 116Bq/kg 程 
度 ま で 低下 し て いま す (図表 1 -19)9。 ま た 、 脱 水 汚泥 焼却 炉 の 排ガス と 下水 処理 水 の 測 定 を 実施 し 
て お り 全 て 検出 下限 値 未満 と な っ て いま す 。 

今後 も 、 下 水 汚泥 等 を 安全 に 有効 利用 を する た め 、 継 続 し て 測定 し て いき ます 。 





























































































































= ME II (単位 : Bq/kg) 
or 20~143 不 検出 38 不 検出 て 10 不 検 出 ~10 2.6~4.8 1. 3~3.7 
北上 浄化 セン ター 13~49 不 検出 ~18 不 検出 ~10 | 不 検出 ~7.6 1.0~3.7 0.9~1.7 
水沢 浄化 セン ター 5. 8~202 11~75 7.5~19. 1 不 検出 て 20 4. 3~7. 6 2.7~5.3 
一 関 浄 化 セ ンタ ー 84~320 21~124 10~38 不 検出 て 15 5.9 て 11.3 1.6 て 7.3 
a 2 (単位 : Bq/kg) 
PP 320 て 2, 510 183 て 1, 090 136 て 350 80 て 204 46~117 36~116 
北上 浄化 セン ター | _570~2, 500 390~1, 600 181~540 116~315 46~181 40~111 





























イ 空間 線量 率 の 測定 状況 
焼却 灰 を 排出 し て いる 都 南 浄 化 セ ンタ ー と 北上 浄化 セン ター に お いて 、 周 辺 住民 や 作業 従事 者 へ 
の 影響 を 把握 する た め 、 敷 地 境界 等 に お いて 定期 的 に 空間 線量 率 を 測定 し て いま す 。 
平成 28 年 度 の 測定 値 は 0.02 て 0.07Sv/h と な っ て お り 、 平 成 23 年 度 以降 、 全 測定 値 が 低減 措置 を 
実施 する 目安 (17Sv/h) を 下回っ て いま す (図表 1 -20) 。 今 後 も 、 周 辺 住民 や 作業 従事 者 へ の 影 
響 を 把握 する た め 、 継 続 し て 測定 し て いき ます 。 

























































































図表 1 -20 Le 5 EAI (単位 : Sv/h) 
南光 比 セ ン ンタ 2 0.03 て 0.18 | 0. 02~0. 06 0. 04~0. 05 | 0. 04~0. 05 | 0. 03~0. 04 0. 02~0. 04 
北上 浄化 セン ター 0. 02~0. 20 0. 04~0. 07 0. 06 0. 06 0. 04~0. 08 0. 04~0. 07 
































(12) 工業 用 水道 
県 で は 、 法 令 及 び 国 の 通知 等 に 基づき 、 工業 用 水道 施設 2 カ所 で 放射 性 物質 等 の 測定 を 行い 、 そ の 
結果 を ホー ムペ ー ジ で 公表 し 、 工業 用 水 の 使用 者 等 に 対す る 安全 の 周知 、 風 評 被害 対策 に 努め て いま 
す 。 



































IT 











〇 測定 施設 : 第 一 北上 中 部 工業 用 水道 (第 一 工 水 ) 北上 市 北 工業 団地 内 
第 二 北上 中 部 工業 用 水道 (第 二 工 水 ) 北上 市 相去 町 地内 


な お 、 工 業 用 水 に つい て は 平成 28 年 度 か ら 定 期 的 な 測定 を 廃止 し 、 脱 水 汚泥 の 測定 結果 が 高い 場 
合 な ど 安 全 確 認 が 必要 な 場合 の み 測定 する こと と し まし た 。 (平成 28 年 度 の 測定 実績 な し ) 






































ア 脱水 汚泥 
工業 用 水 製造 の 過程 で 排出 され る 脱水 汚泥 の 処理 (再生 利用 ・ 最 終 処分 ) を 適切 に 行う た め に 、 
放射 性 物質 濃度 を 測定 し て いま す 。 (図表 1 -21、 1 -22) 
平成 28 年 度 か ら 定 期 的 な 測定 は 廃止 し 、 図表 1 -21 に 示す 安全 確認 が 必要 な 場合 の み 測定 する こ 
と と し まし た 。 平 成 28 年 度 は 脱水 汚泥 の 受入 先 事業 者 と の 協議 に 基づき 、6 カ 月 に 1 回 の 頻度 で 
測定 を 行い 、 結 果 は いずれ も 不 検出 で し た 。 
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4 第 1 節 放射 線量 等 の 測定 に 関す る 取組 状況 十 














な お 、 こ れ ま で の 測定 の 結果 、 最 大 799Bq/kg が 検出 され まし た が 、 そ れ 以 降 は 徐々 に 低下 し 、 
平成 23 年 12 月 以降 、 コ ンク リー ト 製 品 に 再 利用 可能 と な る 100Bq/kg 以下 と な り ま し た 。 
また 、 震 災 直 後に 発生 し た 100Bq/kg を 超え る 脱水 汚泥 は 、 受け入れ 先 と の 協議 が 整う まで の 間 、 
施設 内 に 一 時 保管 し て いま し た が 、 平 成 25 年 10 月 16 日 で 処分 を 終了 し ま し た 。 (図表 1 -23) 






























































工業 用 水道 脱水 汚泥 放射 性 セシウム 濃度 測定 結果 





全 
世 
山 
H23.7.1 H24.1.1 H24.7.1 H25.1.1 H25.7.1 H26.1.1 H26.7.1 H27.1.1 H27.7.1 H28.1.1 H28.7.1 H29.1.1 
試料 採取 日 
図表 1-21 脱水 汚泥 の 測定 根拠 、 測 定 基準 、 測 定 頻度 
































・ 放 射 性 物質 が 検出 され た 上 下水 道 処理 副産物 の 当面 の 取扱 い に 関 する 考え 方 (H23. 3. 25 経済 産業 省 通 知 ) 

・ 平 成 23 年 3 月 11 日 に 発生 し た 東北 地方 太平 洋 沖 地震 に 伴う 原子 力 発電 所 の 事 逆 に より 放出 され た 放射 性 物 
質 に よる 環境 の 汚染 へ の 対処 に 関す る 特別 措置 法 (H24.1.1 施行 ) 

・ 核 原料 物質 、 核 燃料 物質 及び 原子 炉 の 規制 に 関す る 法律 (クリ アラ ンス 基準 : 再 利用 100Bq/kg 以下 ) 

・ 放 射 性 セシウム 100Bq/kg 以下 : コン クリ ー ト 製品 に 再 利用 が 可能 

・ 放 射 性 セシウム 100 Bq/kg 超 て 8, 000Bq/kg  : 埋立 処分 が 可能 





















































































































































・ 平 成 23~24 年 度 : 月 1 回 また は 搬出 の 都度 
成 25 年 度 : 脱水 汚泥 の 処理 (再生 利用 また は 最終 処分 ) の た め に 必要 な 場合 、 脱 水 汚泥 の 保管 場所 






































を 変更 する 場合 、 敷 地 境界 等 の 空間 線量 率 測定 で 高い 測定 値 と な っ た 場合 
・ 平 成 26 年 度 以降 : 脱水 汚泥 の 処理 (再生 利用 また は 最終 処分 ) の た め に 必要 な 場合 (た だ し 、6 カ 月 に 
1 回 は 測定 )、 敷 地 境界 等 の 空間 線量 率 測定 で 高い 測定 値 と な っ た 場合 
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に | 




















































































































成 28 年 度 以降 : 脱水 汚泥 の 処理 (再生 利用 また は 最終 処分 ) の た め に 必要 な 場合 
図表 1-22 脱水 汚泥 の 放射 性 物質 濃度 (単位 : Bq/kg) 
第 一 北上 中 部 工業 用 水道 | 17 人 505 不 検出 て 62 | 不 検出 一 28 不 検出 再 利用 基準 : 100Bq/kg 以下 
第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 | 不 検出 799| 不 検出 不 検出 不 検出 埋立 処分 基準 : 8.000Bq/kg 以下 









































※ 不 検出 : 20 Bq/kg 未満 


図表 1-23 放射 性 物質 濃度 が 100Bq/kg を 超え る 脱水 汚泥 の 処理 

















胸水 汚泥 処理 量 6.28 t 44.94 t 68.34 t 119.56 t 平成 25 年 10 月 16 日 処分 終了 
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イ 敷地 境界 等 の 空間 線量 率 
現在 、 敷 地 境界 等 の 空間 線量 率 測定 の 義務 は あり ませ ん が 、 周 辺 住民 や 作業 従事 者 の 安全 を 確認 
する た め に 、 平 成 28 年 度 は 6 カ月 に 1 回 の 頻度 で 測定 を 行い 、 こ れ ま で の 測定 結果 も 含め て 、 い 

























































































ずれ も 国 が 目標 と する 追加 被ばく 線量 年 間 1 mSv ( 三 0.23 Sv/h) 以下 と な っ て いま す 。 (図表 1 -24、 
1-25) 

平成 29 年 度 か ら 定 期 的 な 測定 は 廃止 し 、 図表 1 -24 に 示す 安全 確認 が 必要 な 場合 の み 測 定 す る こ 
と と し て いま す 。 
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| 置 第 2 章 平成 8 年度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 一- 一 





工業 用 水道 敷地 境界 の 空間 線量 率 測定 結果 
0.25 


0.20 


0.15 


A | 

1 に lll 
™" ナナ トー し ーーー ドー ニー ニー 
Te 加 本 图 
H24.1.1 H24.7.1 H25.1.1 H25.7.1 H26.1.1 H26.7.1 H27.1.1 H27.7.1 H28.1.1 H28.7.1 H29.1.1 
測定 日 ーー 一 第 一 工 水 ーー 第 ニ エ 水 ーー 国 の 目標 値 0.23 Sv/h 


空間 線量 率 (uSv/h) 

















図表 1-24 敷地 境界 等 の 空間 線量 率 の 測定 根拠 、 測 定 基 準 、 測 定 頻 度 

・ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発生 し た 東北 地方 太平 洋 沖 地震 に 伴う 原子 力 発 電 所 の 事 逆 に より 放出 され た 放射 
性 物質 に よる 環境 の 汚染 へ の 対処 に 関す る 特別 措置 法 (H24.1.1 施行 ) 

・ 特 措 法 施行 規則 第 32 条 第 2 号 の 規定 に よる 環境 大 臣 の 確認 の 要件 の 一 部 改正 に つい て (H24.11.30 環境 省 告 
| 示 第 164 号 )、 確 認 通知 書 (H25.1.23 東北 地方 環境 事務 所 長 ) 
| 国 が 目標 と する 追加 被ばく 線量 : 1 mSy/ 年 ( 三 0.23 Sv/h 以下 ) 
| ・ 平 成 24 年 1 月 か ら 25 年 1 月 まで : 週 1 回 (放射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 に よる ) 

・ 平 成 25 年 2 月 以降 : 月 1 回 (確認 通知 書 に より 法令 に よる 測定 義務 が な く な っ た が 、 安 全 確 認 の た め 測 定 ) 
・ 平 成 26 年 度 以降  : 安全 確認 が 必要 な 場合 に 実施 する 。(6 カ 月 に 1 回 と する 。) (原子 力 発電 所 事故 に 伴う 
放射 線量 等 測定 に 係る 対応 方 針 (岩手 県 ) の 改正 よる ) 

・ 平 成 29 年 度 以降 : 脱水 汚泥 か ら 100Bq/kg を 超え る 放射 性 物質 が 検出 され た 場合 
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図表 1-25 敷地 境界 等 (保管 場所 の 境界 、 施 設 の 敷地 境界 ) の 空間 線量 率 (単位 : Sv/b) 
| ンク | * 度 | 備 考 














第 一 北上 』 業 用 水道 |0.04 て 0.08 10.04~0.06 |0.04 て 0.06 |0.03 て 0.05 |0.03 て 0.05 | 追加 被爆 線量 < 1 mSv/ 年 









































第 二 北上 中 部 工業 用 水道 |0.05 て 0.18 |0.02 て 0.16 |0.05 て 0.12 |0. 04~0. 11 |0.04 て 0.08 | (0.23 g Sv/h) 


























| 第 2 節 放射 線量 低減 に 関す る 取組 状況 


1 概況 
本 県 の 生活 環境 に お ける 除 染 に つい て は 、 放 射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 で 定め る 重点 調査 地域 も 含め 、 
平成 24 年 度 未 まで に 子ども が 長 時 間 滞在 する 施設 の 除 染 が 完了 し 、 平 成 25 年 度 に は 除 染 実施 計画 に 記載 
され た 除 染 が 概ね 完了 し まし た 。 平成 27 年 度 以降 は 、 一 関 市 が 住宅 等 の 除 染 を 引き 続き 行っ て お り ま し た 
が 、 平成 28 年 度 未 ま で に 除 染 が 概ね 完了 し まし た 。 そ れ 以 外 の 市 町 村 に お いて も 、 概ね 除 染 が 完了 し て い 
る 状況 に あり ます 。 
し か し 、 生 活 疾 の 除 染 等 に より 生じ た 除去 土壌 等 の 保管 が 課題 と な っ て お り 、 こ れ ら の 処分 基準 を 早期 
に 示す よう 国 に 求め て いる と ころ で す 。 
また 、 放 射 性 物質 に 汚染 され た 廃棄 物 等 に つい て は 、 牧 草 、 稲 わら 、 堆 肥 、 し いた け ほ だ 木 の 農 林業 系 
副産物 や 、 int te Me 
農林 業 系 副産物 に つい て は 、 放 射 性 物質 濃度 を 抑制 し な が ら 処 理 す る 必要 が あり 、 処 理 完 了 ま で に 複数 
か か る こと や 一 部 市 町 村 で 処理 方 針 が 未定 で も る こと な どの 課題 が あり 、 ie 
つい て は 、 一 時 保管 施設 の 整備 に つい て 住民 理解 が 得 ら れ な いこ と や 際 染 計画 区 域外 で は 国 の 財政 支援 を 
受け られ な いた め 処 理 が 滞る な どの 課題 が あり ます 。 
そこ で 、 県 で は 、 こ れ ら の 課題 を 市 町 村 と 連携 し な が ら 解 決 に 向け 取り 組ん で お り 、 平 成 24 年 8 月 に は 
「 放 射 能 汚染 廃棄 物 対 策 連携 チー ム 」 を 設置 (平成 24 年 12 月 に は 「 放 射 能 汚染 廃棄 物 処理 等 支援 チー ム 
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= 4 第 2 節 放射 線量 低減 に 関す る 取組 状況 箇 








(以下 「 支 援 チ ー ム 」 と い う 。)」 に 改組 ) し 、 廃 棄 物 等 の 種類 ご と に 、 焼 却 ・ 処 分 等 を 行う 場合 の 基本 的 
スキ ー ム に つい て 、 国 の ガイ ドラ イン 等 に お いて 明確 化 さ れ て いな いも の の 保管 及び 当面 の 安全 安心 な 処 
理 方 法 や 支援 策 を 明記 し た 「 放 射 性 物質 に より 汚染 され た 廃棄 物 等 の 焼却 ・ 処 分 等 に 係る 対応 ガイ ドライ 
ン (第 1 版 (平成 24 年 11 月)、 第 2 版 (平成 26 年 4 月 ))」 を 示し まし た 。 (図表 2- 1 )。 

支援 チー ム で は 、 汚 染 さ れ た 廃棄 物 等 の 処理 等 に 係る 技術 的 支援 、 地 域 住民 へ の 説明 支援 、 特 に 多く の 
処理 すべ き 廃 棄 物 等 を 抱え る 市 町 村 等 に 対し て の 重点 的 支援 を 行っ て いま す 。 ま た 、 国 に 対し 、 除 去 土壌 
の 処理 基準 の 提示 に 加え 、 除 染 実施 区 域外 の 道路 側溝 汚泥 の 除 染 に 要する 経費 や 一 時 仮 置場 整備 等 に 要 す 
る 経費 へ の 財政 支援 を 要望 し て いま す 。 
農林 業 系 副産物 に つい て は 、 国 の 財政 支援 を 受け 、 既 存 の 処理 施設 で 焼却 処理 を 行っ て お り 、 農 林業 系 
副産物 を 保管 し て いた 24 市 町 の うち 平成 28 年 度 ま で に 16 市 町 で 処理 を 実施 し 、 8 市 町 が 終了 し て いま す 。 
道路 ・ 河 川 管理 に 係る 廃棄 物 に つい て は 、 道 路側 溝 汚泥 は 、 平 成 28 年 度 ま で に 奥州 市 の 2 箇所 、 一 関 市 
の 13 箇所 に お いて 住民 理解 を 得 て 一 時 保管 設備 が 整備 され 、 汚 泥 の 搬入 が 完了 し まし た 。 

道路 法 面 や 河川 敷 の 草木 に つい て は 、 県 は 平成 23 年 9 月 に 野外 焼却 の 自粛 を 要請 し て いま し た が 、 平成 
26 年 2 月 に 有識者 で 構成 され る 野外 焼却 の 影響 に 関す る 検討 委員 会 に お いて 自粛 継続 の 必要 が な い 計 が 示 
され た こと か ら 、 平 成 26 年 3 月 に 野外 焼却 の 自粛 を 解除 し 、 関 係 機関 に 周知 を 行っ て いま す 。 
































































































































































































































































































































放射 性 物質 に 汚染 され た 廃棄 物 等 の 焼却 ・ 処 分 等 に 係る ガイ ドラ イン に つい て 


【 経 緯 】 

・ 国 が 定め た 処理 方 策 を 補完 する 観点 か ら 、 こ れ ま で の 県 の 知見 等 を 踏ま えつ つ 、 当 面 の 安全 ・ 安 心 な 処理 方 法 と 支援 策 を 提示 し 、 市 町 
村 に お ける 放射 性 物質 汚染 廃棄 物 等 の 処理 を 促進 。 

・ 農 林業 系 副産物 、 除 去 土壌 、 除 楽 廃棄 物 (道路 側溝 汚泥 等 ) の 処理 の 方 向 性 を 整理 。 

・ 策定 に 当たっ て は 、 部 局 横断 型 (総務 部 、 環 境 生活 部 、 農 林 水 産 部 、 県 土 整備 部 ) の 「 放 射 能 汚染 廃棄 物 処理 等 支援 チー ム 」 で 検討 。 
・ 平成 24 年 11 月 に 策定 し 、 平 成 26 年 4 月 に 改定 (時 畔 草 の 野外 焼却 の 自粛 要請 解除 を 追加 ) 。 今 後 も 新た な 知見 や 技術 開発 等 を 踏ま えて 
見 直す 。 





1 対象 地域 県 内 全域 


~ = = 一 AN 2 処理 プロ セス 

EA ER 5 ① 農 家 ・ 牧 草地 @ 保 管 施 设 (一 時 保管 ) > ④ 前 処理 施設 (志和) 

合 は 、 他 都 県 の 情報 も 適宜 入手 し つつ 、 一 ④ 一 般 廃棄 物 焼 却 施設 (生活 系 廃棄 物 と 混焼 し 、 焼 却 灰 を 8.000Bq/kg 
現実 的 な 処理 を 推進 以下 に 管理 ~ ⑮ 一 般 廃棄 物 最終 処分 場 (最終 処分 ) 
(2) 既存 施設 を 活用 し 廃棄 物 を 8, 000Bq/kg R 

以下 の 濃度 に 抑制 し て 焼却 ・ 埋 立 する こ a 

と を 基本 と し 、 市 町 村 の 取組 を 支援 する ① 除 染 対 象 施設 等 っ 土壌 除去 保管 安全 性 を 確認 し 再生 利用 等 
と と も に 、 新 た な 知見 に よる 多様 な 保 


除去 土壌 
管 ・ 処 理 方 法 も 検討 (早期 処理 に 向け た 3 除 染 廃棄 物 1 対象 地域 除 染 実施 区 域 等 












多様 な 処理 方 法 、 乾 燥 、 圧 縮 処理 ( ペ - - 2 モニ タリ ング ・ 調 査 個別 調査 の ほか 、 道 路 走行 サー ベイ な どの 実施 
9 道路 側溝 汚 3 処理 プロ セス 
レッ ト 化 ) 等 の 中 長期 的 保管 対策 等 ) 路側 潮 BE 10 
管 軒 た 三 一 ② 保 管 施設 (地域 内 に 一 時 保管 場所 を 確保 、 対 応 可能 な 地域 か ら 
0 ee eR ー 最終 処分 (一 般 麻 束 物 多分 塌 必 管理 型 产业 麻 府 物 最 格 包 分 场 、 再 生 利用 等 
続 、 国 庫 補助 対象 外 の 一 時 保管 施設 へ の 


対象 地域 除 染 実施 区 域 等 
支援 等) モニ タリ ング ・ 調 査 道路 走行 サー ベイ 、 河 川 公共 水域 放射 性 物質 モニ タリ ング 








(4) 県 の 「 放 射 能 汚 楽 廃棄 物 処理 等 支援 
チー ム 」 に よる 市 町 村 と 一 体 と な っ た 県 
民 へ の 丁寧 な 説明 、 技 術 支援 の 実施 。 
特に 多量 に 廃棄 物 等 を 有する 市 町 村 等 へ 
の 重点 支援 


・ 市 町 村 、 民 間 処 理 業者 等 の 処理 施設 に お いて 処理 
・ 外 部 有識者 に よる 検討 委員 会 の 提言 を 踏ま え 、 野 外 焼 却 の 自粛 要請 は 継続 し な い 








こと と し た (H26 年 3 月 )。 
・ こ れ ら が 難し い 場 合 は 、 当面 、 刈 り 倒 し の 後 、 飛散 流出 防止 措置 を 行い 、 現場 存置 
と する 。 





処理 を 進め る 市 町 村 に 対す る 財政 的 ・ 技 術 的 支援 の 実施 、 
国 へ の 処理 スキ ー ム 早期 提示 等 の 継続 的 要望 を 実施 


図表 2-1 放射 性 物質 に より 汚染 され た 廃棄 物 等 の 焼却 ・ 処 分 等 に 係る 対応 ガイ ドラ イン 





2 各 取 組 の 実施 状況 
(1) 県 の 取組 
県 は 、 原発 事 逆 に よる 放射 性 物質 の 影響 に より 、 県 民 が 日 常 生 活 に お いて 受け る 放射 線量 を で きる だ 
け 速 や か に か つ 効 率 的 ・ 効 果 的 に 低減 する た め 、 平 成 23 年 9 月 に 「 放 射線 量 低減 に 向け た 取組 方 針 」Q 
成 25 年 4 月 改訂 ) を 策定 し まし た 。 
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转 第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 A 


一 方 、 本 県 に お ける 放射 線量 の 状況 は 、 文部 科学 省 が 平成 23 年 9 月 14 日 か ら 10 月 13 日 に か け て 実 
施し た 航空 機 モ ニタ リン グ 結 果 に よる と 、 放 射線 量 が 比較 的 高い 県 南部 に お いて 0.2~0.5p Sv/h の 地 
域 が 認め られ る 程度 で あり 、 局所 的 に 高い 放射 線量 の 箇所 に つい て 低減 措置 を 講じ る こと に より 低減 方 
針 の 目標 で ある 追加 被ばく 線量 年 間 1 mSv 以内 を 達成 で きる も の と 考え られ まし た 。 

この た め 、 平 成 24 年 3 月 、「 放 射線 量 低減 に 向け た 取組 方 針 」 に 基づき 、 そ れ ま で 優先 的 に 取り 組ん 
で いた 学校 等 の 施設 の ほか 不 特定 多数 の 人 が 利用 する 施設 に 対し て 、 市 町 村 が 放射 線量 の 調査 及び 低減 
措置 を 行う 際 に 参考 と する 事項 を 示し た 「 岩 手 県 放射 線量 低減 マニ ュ ア ル 」 を 作成 し まし た 。 

な お 、「 岩 手 県 放射 線 調査 ・ 低 減 事 業 費 補助 金 交 付 要 綱 」 に 基づい た 取組 は 、 同 マニ ュ ア ル に 基づき 
実施 する こと と し て いま す 。 



































































































































































































































(2) 市町村 の 取組 
県 内 の 全市 町 村 に お いて 、 1 Sv/h 以 上 の 箇所 を 有する 公共 施設 (学校 等 に つい て は 、 私 立 施設 を 含 
む 。) が 見 つか っ た 場合 、 県 で は 、「 放 射線 量 低 減 に 向け た 取組 方 針 」 に 基づき 市 町 村 等 が 行う 低減 措 軒 
に 対し 、 財 政 的 支援 を 行い ま し た 。 
こう し た 除 染 の 円 滑 な 推進 に 取り 組ん だ 結果 、 平 成 25 年 度 ま で に 除 染 は 概ね 終了 し ま し た が 、 今後 も 
必要 に 応じ て 、 市 町 村 等 が 行う 低減 措置 に 対し 、 財 政 的 支援 を 行う こと と し て いま す 。 































































































(3) 放射 性 物質 に より 汚染 され た 廃棄 物 の 処理 に 向け た 取組 

ア 農林 業 系 副産物 の 焼却 処理 の 取組 状況 
原発 事故 に より 、 生 産 現場 で 利用 で き な く な っ た 稲 わ ら 、 牧 草 、 堆 肥 、 ほ だ 木 な ど 農 林業 系 副産物 
が 多量 に 発生 し まし た 。 ま た 、 こ れ ら を 廃棄 物 と し て 処理 する 場合 、 焼却 処理 が 安全 な 方 法 と 考え ら 
れ ま し た が 、 こ れ ら の 廃棄 物 だ け を 焼却 (専焼 ) する と 、 焼 却 灰 が 8, 000Bq/kg を 超え て し まい 、 最 終 
処分 が 困難 と な る 可能 性 が ある こと 、 県 内 の 市 町 村 等 既存 焼却 処理 施設 で 、 生活 系 ご み と 混 合 の 上 処 
理 す る た め に は 、 牧 草 な ど を 事前 に 裁断 する 等 の 処理 が 必要 で ある こと 等 の 課題 が か 生じ まし た 。 

この た め 、 農林 業 系 副産物 を 廃棄 物 と し て 処理 する 場合 、 市 町 村 等 の 既存 の 焼却 施設 で 一 般 廃棄 物 
と 混焼 し 、 焼却 灰 の 放射 性 物質 濃度 が 8, 000Bq/kg 以 下 と な る よう 管理 し て 処理 する 方 針 を 決め 、 平成 
24 年 8 月 「 岩 手 県 放射 性 物質 汚染 農林 業 系 副産物 焼却 処理 等 円 滑 化 事業 」 に より 、 市 町 村 ・ 一 部 事務 
組合 ・ 広 域 連 合 が 焼却 処理 する 場合 に 必要 と な る 破砕 ・ 裁 断 な ど 前 処理 施設 整備 や 、 濃 度 管 理 の た め 
の 放射 能 測定 機器 (Nal (TI) シン チレ ーション スペ クト ロメ ー タ ) の 整備 等 に 要する 費用 に 対し 、 
県 単独 で 財政 支援 を 行う こと と し 、 平成 24 年 11 月 に 「 放 射 性 物質 に より 汚染 され た 廃棄 物 等 の 焼却 ・ 
処分 等 に 係る 対応 ガイ ドラ イン (第 1 版 )」 に て 、 そ の 処理 方 針 を 示し まし た 。 こ れ に より 、 平 成 29 
年 3 月 末 時 点 で は 16 市 町 村 で 焼却 処理 を 実施 し て いま す 。 (図表 2 一 2) 

平成 25 年 4 月 か ら は 、 環境 省 が 農林 業 系 副産物 の 焼却 処理 に つい て 財政 措置 を 行う こと と な り 、 県 
で は 処理 を 推進 する た め 、 市 町 村 等 の 焼却 処理 計画 の 策定 や 、 住 民 説 明 会 へ の 職員 派遣 な ど 技術 的 支 
援 を 行っ て いま す 。 (図表 2 一 4) 













































































































































































































































































































































































































































































図表 2-2 市 町 村 等 に よる 農林 業 系 副産物 の 焼却 処理 状況 平成 29 年 3 月 31 日 現在 















































| 市 町 村 数 備 考 
焼却 処理 終了 8 
焼却 処理 中 8 国 の 補助 事業 を 活用 
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と 第 2 節 放射 線量 低減 に 関す る 取組 状況 午 











イ 道路 側溝 汚泥 の 処理 の 取組 状況 

原発 事故 以降 、 県 南 3 市 町 (一 関 市 、 奥 州 市 、 平 泉町 ) に つい て は 、 重 点 調 査 地域 の 指定 を 受け 、 
放射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 に 基づき 、 除 染 実施 区 域内 に お いて 除 染 等 に 伴い 生じ た 廃棄 物 に つい 
て は 、 特 定 一 般 廃棄 物 又は 特定 産業 廃棄 物 と し て 処理 する こと に な り ま し た 。 ま た 、 除 染 廃棄 物 を 現 








































































































場 で 保管 する 場合 に は 、 





こと が 義務 付け られ まし た 。 




















除 染 実施 者 又は 土地 の 所 有 者 等 が 保管 場所 の 空間 線量 率 の 測定 や 記録 を する 















































道路 側溝 汚泥 つい て は 、 こ れ ま で 道路 の 清掃 活動 と し て 、 住 民 協 働 の も と 撤去 し た り 、 道 路 管理 


レッ 


者 カ 
































民間 事業 者 に 委託 し て 除去 し 、 市 町 村 等 の 最終 処分 場 や 民間 事業 者 の セメント 工場 で 処理 が 行わ 

















れ て きま し た が 、 原 発 事故 以降 、 道 路 の 側溝 村 な ど で 放 射 性 セシウム が 高 濃度 の 汚泥 が 確認 され た こ 


と か ら 、 撤 去 や 処理 が で き な く な り ま し た 。 
































この た め 、 県 で は 県 南 3 市 町 に 対し 、 側 溝 汚泥 の 撤 去 に あたり 、 コ ンク リー ト 構 造 等 の 一 時 保管 施 
設 を 設置 する 場合 に 、 県 独自 に 財政 文 援 する こと と し 、 ま た 、 住 民 説明 会 へ 職員 を 派遣 する な どの 技 








術 的 支援 を 行っ て いま す 。 


汚泥 の 一 時 保管 施設 






































に つい て は 、 平 成 28 年 度 ま で に 、 県 の 財政 支援 を 受け て 奥州 市 で 2 箇所 、 





一 関 市 で 13 箇所 整備 され ま し た 。 














な お 、 奥 州 市 で は 、 
を 進め て いる と ころ で 

















平成 28 年 10 月 に 道路 側溝 汚泥 を 最終 処分 場 に 埋め 立て る 方 針 を 示し 、 処 下 
す 。 
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ウ 道路 法 面 や 河川 敷 の 草木 の 処理 の 取組 状況 
道路 法 面 や 河川 敷 の 草木 に つい て は 、 現 場 で の 刈り 倒し の ほか 市 町 村 や 民間 処理 業者 に よる 破砕 ・ 
堆肥 化 な どの 処理 や 家畜 飼料 と し て の 活用 が 行わ れ て きま し た 。 


エエ 










































































原発 事故 以降 、 市 町 * 
対応 と し て いま し た 。 






































す や 民 間 処 理 業者 に よる 受入 制限 や 家畜 飼料 の 利用 自 斎 に より 、 次 の と お り の 























除 染 実施 区 域内 は 、 保 管 ・ 処 分 場所 が 確保 され る まで の 間 、 当 面 利 り 倒 し と し 、 除 染 実施 区 域外 に 

















お いて 、 国 が 設定 し た 牧 革 な どの 家畜 飼料 の 暫定 許容 値 (100Bq/kg) を 超過 し た 地域 で は 、 家 畜 飼 料 
と し て の 提供 を 自粛 する と と も に 、 和 焼却 処 分 で き な い 場合 は 刈り 倒し を 基本 と し て いま し た 。 

その 他 の 地域 で は 、 処 分 方 法 は 従来 どおり (刈り 倒し 又は 集 草 運搬 処理 ) と し た も の の 、 搾 乳牛 の 
飼料 と し て の 提供 は 自粛 し て いま し た 。 

















































































































平成 26 年 2 月 に 有識者 で 構成 され る 野外 焼却 の 影響 に 関す る 検討 委員 会 が 開催 され 、 自 来 継続 の 必 











要 が な い 旨 が 示さ れ た こと か ら 、 道 路 法 面 や 河川 敷 の 草木 の 処分 方 法 は 、 原 発 事故 前 と 同様 の 対応 と 


し て いま す 。 





廃棄 物 の 処理 に 向け た 市 町 村 等 へ の 支援 























県 で は 、 県 南 地 域 を 中 心 に 発生 し て いる 除 染 廃棄 物 、 農 林業 系 副産物 、 道 路 ・ 河 川 管 理 に 係る 廃 








潤 





















































物 に 係る 課題 を 、 市 町 村 と 連携 し な が ら 解 決し て いく た め 、 平 成 24 年 8 月 に 「 放 射 能 汚染 廃棄 物 対 策 








連携 チー ム 」 を 設置 し 3 
この 連携 チー ム で は 、 











E し た 。 
廃棄 物 等 の 種類 ご と に 、 焼 却 ・ 処 分 等 を 行う 場合 の 基本 的 スキ ー ム に つい て 、 








国 の ガイ ドラ イン 等 に お いて 明確 化 さ れ て いな いも の の 補完 及び 当面 の 安全 安心 な 処理 方 法 や 支援 策 























を 検討 し 、 市 町 村 に お ける 円 消 な 処理 を 促進 する た め 、 平 成 24 年 11 月 に 「 放 射 性 物質 に より 汚染 され 
た 廃棄 物 等 の 焼却 ・ 処 分 等 に 係る 対応 ガイ ドラ イン (第 1 版 )」 を 示し まし た 。 















































平成 24 年 12 月 26 日 に 同 連携 チ ー ム か ら 「 放 射 能 汚染 廃棄 物 処理 等 支援 チー ム 」 に 改組 し 、 処 理 等 へ 
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計 第 2 章 平成 28 年度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 




















の 技術 的 支援 、 地 域 住民 へ の 説明 支援 、 特 に 多く の 処理 すべ き 廃 棄 物 等 を 抱え る 市 町 村 等 に 対し て 重 
点 的 な 支援 を 行っ て いま す 。 
平成 26 年 4 月 に は 野外 焼却 の 自粛 要請 を 継続 し な いこ と を 追記 する 等 、「 放 射 性 物質 に より 汚染 され 
た 廃棄 物 等 の 焼却 ・ 処 分 等 に 係る 対応 ガイ ドラ イン 」 の 改定 を 行い ま し た 。 
放射 性 物質 汚染 農林 業 系 副産物 焼却 処理 を 進め る に あたり 、 平 成 26 年 度 は 、 各 地域 に お ける 課題 や 
方 向 性 、 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル 等 に つい て 市 町 村 等 と 協議 を 行い 、 平 成 27 年 度 及び 平成 28 年 度 よ は 、 ほ だ 
木 等 の 処理 を 進め る た め 、 処 理 の 方 向 性 等 に つい て 市 町 村 等 と 協議 を 行い まし た 。 

道路 側溝 汚泥 に つい て 、 平 成 28 年 度 ま で に 、 奥 州 市 2 箇所 、 一 関 市 13 箇 所 に お いて 一 時 保管 設備 が 
整備 され た こと か ら 、 整 備 に 要 し た 経費 の 一 部 に つい て 補助 を 行い まし た 。 

今後 も 、 国 の 放射 性 物質 汚染 廃棄 物 処理 事業 費 補助 金 (農林 業 系 廃棄 物 の 処理 加速 化 事業 ) を 活用 
する 市 町 村 に 対し 、 焼 却 計画 作成 や 住民 説明 へ の 技術 的 支援 を 行う こと と し 、 ま た 、 同 支援 チー ム 会 
議 に より 関係 部 局 の 取組 状況 の 確認 を 行う と と も に 、 今 後 の 国 の 方 針 、 汚 染 状況 の 推移 、 新 た な 技術 
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開発 な どの 状況 変化 を 踏ま え 、 必 要 に 応じ レガ イド ライ ン を 見 直す こと と し て いま す 。 
図表 2-3 放射 能 汚染 廃棄 物 処理 等 支援 チー ム の 活動 状況 
チーム | 活 動 開催 日 | 内 容 
H24 | 第 1 回 会 議 平成 25 年 2 月 14 取組 状況 確認 等 
第 1 回 会 議 | 平成 25 年 6 月 19 取組 状況 確認 等 
第 2 回 会 議 | 平成 25 年 9 月 13 取組 状況 確認 、 ガ イド ライ ン 改 定 検 玉 
H25 | 第 3 回 会 議 | 平成 25 年 11 月 13 取組 状況 確認 、 ガイ ドラ イン 改定 検 夫 
第 4 回 会 議 平成 26 年 2 月 5 日 取組 状況 確認 等 
放射 能 汚染 廃棄 物 処理 等 公表 平成 26 年 3 月 28 ガイ ドラ イン (第 2 版 ) 策定 
支援 チー ム 汪汪 第 1 回 会 議 | 平成 26 年 6 月 13 取組 状況 確認 等 
第 2 回 会 議 | 平成 27 年 2 月 10 取組 状況 確認 等 
7 第 1 回 会 議 | 平成 27 年 6 月 19 取組 状況 確認 等 
第 2 回 会 議 | 平成 28 年 2 月 10 取組 状況 確認 等 
i 第 1 回 会 議 | 平成 28 年 6 月 21 取組 状況 確認 等 
第 2 回 会 議 平成 29 年 2 月 7 日 取組 状況 確認 等 
図表 2-4 市 町 村 等 へ の 支援 実績 平成 24 年 度 ~ 平 成 28 年 度 
支援 内 容 回 数 備 考 
ia 住民 説明 会 31 下 
農林 業 系 副産物 関係 その 他 32 后 試験 焼却 ・ 本 焼却 支援 等 
住民 説明 会 7 哲 
除 染 廃棄 物 関係 
その 他 1 回 処理 方 向 性 協議 






































| 第 3 節 県 産 食材 等 の 安全 確保 に 関す る 取組 状況 


1 概況 

本 県 は 我が国 に お ける 農林 水産 物 の 主要 な 産地 で あり 、 消 費 者 に 安全 な 県 産 食 材 等 を 供給 し て いく た め 、 
市 町 村 や 関係 団体 と 連携 し て 、 県 産 食 材 等 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 結果 や 、 安 全 な 県 産 食 材 等 を 提供 する 
た め の 取 組 状況 を 速やか に 公表 する と と も に 、 出 前 講座 の 開催 等 、 県 産 食 材 等 の 安全 性 を 広く アピ ー ル す 
る 取組 を 積極 的 に 展開 し 、 消 費 者 の 安全 ・ 安 心 の 確保 定 風評 被害 の 解消 ・ 防 止 に 取り 組ん で いま す 。 
食品 の 放射 性 物質 濃度 検査 に つい て は 、 国 の 原子 力 災 害 対策 本 部 に より ガイ ドラ イン ((「 検 査 計画 、 出 茶 
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ア 第 3 節 県 産 食材 等 の 安全 確保 に 関す る 取組 状況 革 











制限 等 の 品目 ・ 区 域 の 設定 ・ 解 除 の 考え 方 」) 等 が 示さ れ て お り 、 県 で は 、「 県 産 食 材 等 の 安全 確保 方 針 」 

に 基づき 、 農 林 水 産物 等 、 流 通 食品 、 給 食 食 材 に つい て 、 各 段階 で 計画 的 に きめ 細か な 検査 を 実施 し 、 検 
査 結果 等 を 速やか に 公表 し て いま す 。 検 査 の 結果 、 国 が 定め る 基準 値 (食品 卫生 法 (昭和 22 年 法律 第 233 
号 ) 第 11 条 第 1 項 に 基づく 食品 中 の 放射 性 物質 に 係る 基準 値 ) を 超え る 放射 性 物質 が 検出 され た 場合 は 

直ちに 出荷 団体 等 に 対し て 出荷 の 自粛 及び 自主 的 な 回 収 を 要請 する こと と し て いま す 。 

また 、 県 内 の 多く の 市 町 村 に お いて も 県 産 食 材 等 の 検査 が 行わ れ * = 
て いま す 。 こ れ ら の うち 、 販 売 を 目的 と し て 生産 ・ 製 造 さ れ た 食品 
で 、 検 査 の 結果 、 国 が 定め る 基準 値 の 2 分 の 1 以上 の 値 で あっ た も 
の に つい て は 、 県 が 市 町 村 か ら の 依頼 に 基づき 精密 検査 を 実施 し て 
いま す 。 

県 産 食材 等 に つい て は 、 平 成 23 年 度 か ら 平成 27 年 度 ま で 111, 914 ar ーー 
件 の 検査 を 実施 し 、 う ち 、 国 の 基準 値 (23 年 度 は 暫定 規制 値 ) を 超 过 
過 し た も の は 、 原木 しい たけ や 野 生 山 菜 、 野 生き の こ 、 野 生 鳥獣 肉 
OR 
国 の 基準 値 を 超過 し た も の は イワ ナ 2 件 、 シ カ 5 件 、 ク マ 6 件 及び 
ヤマ ドリ 2 件 で し た 。 国 の 基準 値 を 超過 し た 割合 (超過 率 ) は 平成 
24 年 度 の 1.039% (25, 276 件 中 260 件 ) を ピー ク に 大 きく 減少 し 、 
平成 28 年 度 は 0. 06% (24, 737 件 中 15 件 ) と な っ て いま す 。 に 。 

We 果実 、 懇 肉 、 鶏 肉 、 鶏 卵 、 原 乳 
か ら は 国 の 基準 値 を 超え る 放射 性 物質 は 検出 され ず 、 林 産物 、 水 産物 等 に つい て は 、 一 部 を 除き 国 の 基準 
値 を 超え る 放射 性 物質 i 
て いま す 。 ま た 、 野 生 鳥 油 内 に つい て は 、 国 の 基準 値 を 超過 し 、 全 県 を 対象 と し た 出荷 制限 指示 が 継続 し 
て いる シカ 肉 、 ク マ 肉 及び ヤマ ドリ 了 肉 に つい て 検査 を 実施 し て いま す 。 

県 で は 、 国 に よる 出荷 制限 指示 等 を 受け て いる 品目 に つい て 、 放 射 性 物質 濃度 が 国 の 基準 値 以下 で ある 
こと 等 の 安全 性 を 確認 し 、 国 へ 解除 の 申請 を 行っ て お り 、 平 成 28 年 度 は 1 品目 (野生 コ ゴ ミ ) の 出荷 自粛 
要請 が 解除 され まし た 。 
今後 も 、 県 民 の 食 の 安全 安心 を 確保 する た め 、 継 続 し て 県 産 食 材 等 の 検査 を 実施 し て いき ます 。 
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= 生ま ーー 
試料 の 加工 機器 に セッ ト し 測定 測定 結果 を 確認 


33 











转 第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 さ 





【 市 町 村 等 の 取組 : 住民 が 測定 を 依頼 し た 食品 検査 実施 状況 】 















































































































































































































































































































































































































































































































































市 町 村 に お いて も 、 住 民 が 依頼 し た 食品 等 の 検査 を 行っ て いま す 。 (図表 3-1) 
図表 3-1 市 町 村 に お ける 食品 等 の 放射 性 物質 濃度 測定 状況 平成 29 年 3 月 31 日 現在 
実 施 住民 要件 等 地元 産 に | 販売 目的 | 農林 水産 | 加工 品 を | 流通 品 を | 食品 以外 
市 町 村 限定 に 限定 | 物 に 限定 | 対象 対象 対象 
盛岡 内 居住 者 〇 〇 〇 
宮古 ji 民 、 市 内 企業 及び 事業 所 O 
大 船渡 市 | 市 内 在住 者 O O 
花巻 民 、 市 内 事業 所 O O O 
北上 市 | 市民 QO Q 
遠野 市 | 市 民 〇 〇 〇 
関 市 | 生産 者 、 市 民 〇 〇 
陸前 高田 市 | 市 内 居住 者 、( 水 産物 を 除く ) 〇 〇 〇 © 
釜石 i 内 居住 者 oO O 〇 
二戸 j 内 居住 者 QO QO 
奥 州 j 内 生产 者 © 〇 
滝沢 市 | 市 民 〇 〇 QO 0 
溝 内 居住 者 〇 〇 QO 
葛巻 J 内 の 希望 者 已 〇 
岩手 ] 民 0 O 〇 
紫波 「 内 居住 者 QO QO O O 
矢巾 町 | 家庭 菜園 生産 者 、 農 業 生 産 者 © O 〇 QO 
西 和 人 賀 町 居住 者 〇 〇 
金ケ崎 町 生産 者 〇 〇 
平泉 町 T 民 が 町 内 産 の も の を 測定 O O 
住田 町 内 居住 者 0 O 
山田 町 [内 居住 者 、 団 体 等 〇 〇 O 
岩泉 町 | 町 内 居住 者 O O 
普代 村 | 村内 居住 者 、 事 業 所 ・ 事 務 所 〇 O QO 
軽米 町 民 が 町 内 産 の も の を 測定 O O O QO 
九戸 村民 已 0 
洋 野 町 | 町 民 、 町 内 生産 者 等 O 〇 QO 
27 市 町 村 18 4 19 10 7 13 
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原発 事故 後 、 国 で は 、 食 品 中 の 放射 性 物質 の 暫定 規制 値 を 設定 し 、 暫 定規 制 値 を 超え る 食品 が 流通 し な いよ う 出 荷 
制限 な どの 措置 を と っ て きま し た 。 匠 定規 制 値 を 下回っ て いる 食品 は 、 健 康 へ の 影響 は な いと 一 般 的 に 評価 され 、 安 
全 性 は 確保 され て いま し た が 、 平 成 24 年 4 月 1 日 か ら 、 よ り 一 層 、 食 品 の 安全 と 安心 を 確保 する た め 、 長 期 的 な 観点 
か ら 新 た な 基準 値 を 設定 し て いま す 。 こ の 基準 値 は 、 食 品 の 国際 基準 を 作成 し て いる 国際 的 な 政府 間 機 関 で ある コー 
デック ス 委 員 会 の 指標 この っ と り 、 暫 定規 制 値 よ りさ ら に 安全 な 値 を 採用 し た も の と な っ て いま す 。 
























































































































































































































































放射 性 セシウム の 新 基準 値 (24 年 度 -) 
食品 群 ” | 基準 値 (単位 : Bq/kg) 
一 般 食品 
乳児 用 食品 





野菜 類 


穀類 














肉 ・ 卵 ・ 魚 ・ そ の 他 
牛乳 ・ 乳 製品 
飲料 水 









































新 基準 値 で は 、 放 射 性 物質 を 含む 食品 か ら の 1 年 間 の 被ばく の 線量 の 上 限 を 、 年 間 5 ミ リ シ ー ベ ルト か ら 年 間 1 ミ 
リ シ ー ベ ルト に 引き 下げ 、 年齢 や 性 別 ご と に 体格 や 食べ る 量 、 代 謝 な どか ら 被 ば く 線 量 の 上 限 値 を 算出 し 、 最 小 値 で 
あっ た 13 歳 か ら 18 歳 ま で の 1 キロ グラ ム あ た り 120 ベク レル より さら に 安全 な 値 で ある 1 キロ グラ ム あ た り 100 ベ 
クレ ル を 一 般 食 品 (野菜 類 、 尊 類 、 肉 、 卵 、 魚 な ど ) の 基準 値 と し て いま す 。 こ れ は 、 肪 幼児 は じ め 、 す べ て の 世代 
に 配慮 し た 基準 と な っ て いま す 。 
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また 、 肪 児 用 食品 と 牛乳 に つい て は 、 子 ども へ の 影響 を 考慮 し 、 一 般 食 品 の 半分 で ある 1 キロ グラ ム あ た り 50 ベク 
レル に 設定 し て いま す 。 飲料 水 は す べ て の 人 が 摂取 し 、 代わ り が 効か ず 、 摂取 量 が 多い こと か ら 、 世 界 保健 機関 (WHO) 
の 基準 を 踏ま え 1 キロ グラ ム あ た り 10 ベク レル に 設定 し て いま す 。 
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で 人 


























































































































































































: 【 一 般 食品 の 基準 値 8 定 の 考え 方 (出展 : 厚生 労 人 者 パ ン フ レッ ト )】 1 
に 5 年 齢 区 分 毎 に 、 通 常 の 食 生 活 を | : 
Ms 語 送れ ば 、 年 間 線量 の 上 限 値 を 十 | 
1 ミリ シー ペル ト / 年 | 分 に 下回る 水準 に 設定 ; 
齋 「| 320 ; 

* ル 男 190 : 

女 210 、 : 

限度 値 を 算出 兄 | H29 人 
(年 齢 や 性 別 な ど | 女 : 
10 区 分 毎 に 摂取 量 ジン 5 
や や 体格 ・ 代 謝 な ど を 女 ※ 全 て の 年 齢 区 分 の 限度 値 の 
考慮 し 算出 ) 女 うち 最も 厳し い 値 (120) を : 
下回る 数 値 に 設定 : 

※ 年 間 の 線量 の 上 限 値 1 ミリ シー ベル ト か ら 、 飲料 水 に よる 線量 ( 約 0.1 ミ リ シ ー ベ ルト ) を 引き 、 残 り の 線量 を 一 般 食品 : 
(乳児 用 食品 、 和 牛乳 を 含む ) に 割り 当て 算出 。 ; 

※ シー ベル ト (Sy) : 放射 線 に [よる 人 体 へ の 此 響 の 大 き さ を 表す 単位 : 
※ ベク レル (Bo) : 放射 性 物質 が 放射 線 を 出す 能力 の 強 さ を 表す 単位 : 


な 。 し 2 
CO い 
DITTO 
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2 各 取 組 の 実施 状況 
(1) 、 県 産 農林 水産 物 の 放射 性 物質 の 影響 対策 
ア 検査 計画 に 基づく 検査 
県 で は 、 平成 23 年 5 月 か ら 野菜 や 原 乳 、 海産 魚 な ど を 対象 に 、 独 自 に 放射 性 物質 濃度 の 測定 を 開始 
し まし た 。 
平成 23 年 8 月 に 、 国 の 「 検 査 計画 、 出 荷 制限 等 の 品目 ・ 区 域 の 設定 ・ 解 除 の 考え 方 」 に お いて 、 本 
県 が 「 総 理 指 対象 自治 体 及び その 障 接 自治 体 と され 、 同 月 、 帝 類 、 野 菜 、 果 実 、 畜 産物 、 特 用 林 
産物 、 水 産物 な ど 主 要 な 県 産 農 林 水 産物 を 対象 と し た 「 県 産 農 林 水 産物 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 計画 
を 策定 、 以 降 3 カ 月 ご と に 検査 計画 を 策定 し 、 こ れ に 基づく 検査 を 実施 し て いま す 。 
平成 23 年 度 は 41 品目 8, 314 件 、24 年 度 は 73 品目 18, 234 件 、25 年 度 は 63 品目 17, 575 件 、26 年 
度 は 59 品目 17, 074 件 、 平成 27 年 度 は 57 品目 15, 246 件 の 合計 の べ 293 品目 76, 443 件 の 検査 を 実施 
し まし た 。 う ち 、 国 の 基準 値 (23 年 度 は 暫定 規制 値 ) を 超過 し た も の は 、 原木 し いた け や 山 菜 、 川 魚 
な ど 265 点 (0.359%) で し た 。 
平成 28 年 度 は 、58 品 目 、13, 680 件 の 検査 を 実施 し 、 う ち 国 の 基準 値 を 超過 し た も の は 2 件 (0.01% 
で し た (イワ ナ 2 件)。 (図表 3- 2 ) 















































































































































































































































































































































図表 3-2 県 産 農 林 水 産物 等 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 状況 (平成 29 年 3 月 末 现 在 ) 




































































































































































| 平成 23 年 度 | 平成 24 年 度 | 平成 25 年 度 | 平成 26 年 度 | 平成 27 年 度 | 平成 28 年 度 | 

128 1, 312 554 294 161 124 

102 223 155 39 33 33 

9 73 36 39 36 23 

12 540 250 151 46 33 

一 一 4 5 5 5 

5 474 108 59 41 30 

一 2 1 1 ー 一 

野菜 類 44 127 71 64 40 40 
果実 類 11 51 30 31 24 19 
特 用 林産 物 150 1, 025 608 514 604 518 
原木 し いた け 121 611 399 361 284 294 
菌 床 し いた け 12 89 69 47 35 45 

| 菜 類 一 57 90 70 256 149 
野生 きのこ 類 8 53 37 26 24 26 
の 9 215 13 10 5 4 

(原木 な めこ 等 ) 

畜産 物 7, 523 13, 756 14, 425 14, 344 12, 624 11, 377 
牛肉 7, 213 13, 081 13, 783 13, 732 12, 300 11, 104 
豚 ・ 羊 ・ 鶏 ・ 鶏 印 34 63 30 36 12 12 
乳 276 612 612 576 312 261 
水産 物 458 1, 954 1, 881 1, 824 1, 793 1, 602 
海面 魚 竹 444 1, 725 1, 721 1, 560 1, 527 1, 500 
水面 魚 種 14 229 160 264 266 102 
その 他 一 9 6 3 一 一 
茶 = 1 3 3 — 一 
は ち み つ 一 7 一 一 一 一 

くわ い (露地 ) 二 1 3 一 = 一 
合 計 8, 314 18, 234 17, 575 17, 074 15, 246 13, 680 

超過 件 数 14 (0.17%) | 240 (1.32%) 6 (0.03%) 3(0.02%) 2(0.01% 2(0. 01%) 
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イ 野生 山 葉 類 、 野 生き の こ 類 の 放射 性 物質 濃度 検査 
( ア ) 野生 山菜 類 
平成 25 年 2 月 、 野 生 コ ゴ ミ と 野生 ワラ ビ を 対象 に 全市 町 村 検査 (対象 品目 が 出荷 制限 等 の 市 町 
村 は 除く ) を 実施 する こと と し 、 放 射 性 物質 濃度 検査 体制 を 構築 しま し た 。 産 直 施 設 等 か ら の 依 
頼 に 基づく 精密 検査 も 実施 し て いま す 。 検査 結果 に つい て は 、 検 査 対象 の 2 品目 を 、 検 査 結果 一 
覧 と マッ プ で 県 ホー ムペ ー ジ に 掲載 し て いま す 。 
平成 25 年 度 か ら 平 成 28 年 度 ま で の 全市 町 村 検 査 の 結果 、 平 成 26 年 度 に 釜石 市 の 野生 ワラ ビ か ら 
基準 値 を 超え る 放射 性 物質 が 検出 され 、 国 の 出荷 制限 指示 の 対象 と な り ま し た 。 
平成 28 年 度 は 、 平 成 28 年 4 月 18 日 に 第 1 回 測定 (盛岡 市 及び 律 石町 の 野生 コ ゴ ミ ) を 実施 し 、 
平成 28 年 6 月 8 日 の 測定 ( 案 石 町 の 野生 ワラ ビ ) で 終了 し まし た が 、 基 準 値 を 超過 し た 品目 は あ 
り ま せん で し た 。 
な お 、 平 成 28 年 度 に は 、 花 巻 市 の 野生 コ ゴ ミ に つい て 、 県 の 出荷 自粛 要請 が 解除 され 、 現 在 は 
10 市 町 で 9 品目 (延べ 24 品 目 ) の 野生 山菜 が 国 の 出荷 制限 指示 等 の 対象 と な っ て いま す 。 
今後 も 、 本 県 の 食 の 安全 安心 を 確保 する た め 、 市 町 村 と 連携 し 継続 し た 検査 を 行っ て いき ます 。 
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( イ ) 野生 きのこ 類 
平成 24 年 9 月 12 日 、 全 市 町 村 を 対象 と し て 、「 野 生き の こ 」 の 放射 性 物質 濃度 検査 体制 を 構築 し 


まし た 。 検査 結 果 に つい て は 、 検 査 結果 一 覧 と マッ プ で 県 ホー ムペ ー ジ に 掲載 し て いま す 。 
平成 24 年 度 か ら 平 成 28 年 度 ま で の 全市 町 村 検 査 の 結果 、 平 成 24 年 度 と 平成 25 年 度 に 9 市 町 の 野 
生き の こ か ら 基 準 値 を 超え る 放射 性 物質 が 検出 され 、 国 の 出荷 制限 指示 の 対象 と な っ て いま す 。 
平成 28 年 度 は 、 平 成 28 年 9 月 9 日 に 第 1 回 測定 (岩手 町 の マツ タケ ) を 実施 し 、 平 成 28 年 10 月 
17 日 の 測定 (山田 町 の マツ タケ ) で 終了 し まし た が 、 基準 値 を 超過 し た 品目 は あり ませ ん で し た 。 
今後 も 、 本 県 の 食 の 安全 安心 を 確保 する た め 、 市 町 村 と 連携 し 継続 し た 検査 を 行っ て いき ます 。 


























































































































図表 3-3 野生 山菜 、 野 生き の この 国 出荷 制限 指示 、 県 出荷 自粛 要請 の 状況 (平成 29 年 3 月 末 现在 ) 



































、 花卷 市 、 釜 石 市 、 奥 州 市 、 北上 市 、 。 | 本 一 関 市 一 










































































































































































































































































野生 コシ アブ ラ 盛岡 市 
山菜 類 主 田 町 遠野 市 
ゼン マイ 関 市 、 奥 州 市 、 住 田町 
ワラ ビ (野生 ) 陸前 高田 市 、 奥 州 市 一 関 市 、 釜石 市 
平泉 町 
セリ (野生 ) 郑州 市 
タケ ノコ 関 市 、 奥 州 市 陸前 高田 市 
(一 部 の 地域 
で 解除 ) 
コ ゴ ミ (野生 ) 陸前 高田 市 
タラ ノ メ (野生 ) 関 市 
ミズ (野生 ) 関 市 
サン ショ ウ (野生 ) | 奥州 
時 a 大 船渡 市 、 遠野 市 、 一 関 市 、 陸 前 高田 市 、| 住田 町 
a 釜石 市 、 奥 州 市 、 金 ケ 崎 町 、 平 泉町 
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ウ 農作物 等 の 適切 な 生産 管理 
県 で は 、 平 成 23 年 度 に 、 農 林 水 産 省 技術 会 議 と 連携 し て 、 県 内 160 地 点 の 農地 土壌 中 の 放射 性 セ シ ウ 
調査 を 行い 、 そ の 結果 及び 文部 科学 省 の 「 航 空 機 モ ニタ リン グ 結 果 」 を 基 に 、「 岩 手 県 農地 土 
壌 の 放射 性 物質 濃度 分 布 図 」 を 作成 し まし た 。 

に 、 放 射 性 物質 の 土壌 か ら 農 作物 へ の 吸収 ・ 移 行 等 に 関す る 調査 研究 を 行い 、 得 られ た 知見 に 
基づき 、 平 成 24 年 2 月 に 、「 土 壌 か ら の 吸収 リス ク 低 減 」 や 「 資 材 等 か ら の 持 込 リ スク 低減 」 な ど 、 放 
射 性 物質 の 影響 を 勘案 し た 生産 管理 対策 に つい て と り ま と め た 「 放 射 性 物質 影響 防止 の た め の 農 作物 
生産 管理 マニ ュ ア ル 」 (以下 「 生 産 管理 マニ ュ ア ル 」 と い 2 う 。) を 作成 し 、 生 産 管理 面 の 支援 を 実施 し 
て きま し た 。 
平成 27 年 度 に は 、 生 産 管理 マニ ュ ア ル に つい て 、 国 の 通知 等 や 平成 26~27 年 度 の 調査 研究 (農業 
研究 セン ター) 結果 を 掲載 し た 改定 版 を 作成 公表 し まし た 。 
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エ 基準 値 超過 へ の 対応 、 生 産 再 開 や 出荷 制限 等 の 解除 に 向け た 取組 

( ア ) 大 豆 、 そ ば 
平成 24 年 11 月 か ら 平 成 25 年 1 月 に か け て 、 大 豆 1 区 域 、 そ ば 3 区 域 に お いて 基準 値 を 超過 し た 
こと か ら 、 国 に よる 出荷 制限 指示 を 受け まし た 。 

その 後 、 大 豆 に つい て は 、 平 成 26 年 産 の 全 袋 検査 を 実施 し 、 全 て 基準 値 を 下回っ た こと か ら 、 
平成 27 年 7 月 1 日 に 出荷 制限 指示 が 解除 され (図表 3-4)、 平 成 27 年 産 以降 の 検査 結果 に つい 
て も 、 い ずれ も 国 の 基準 値 以 下 と な り 、 安 全 性 が 確認 され て いま す 。 

そば に つい て は 、 平 成 25 年 産 の 全 袋 検査 を 実施 し 、 全 て 基準 値 を 下回っ た こと か ら 、 平 成 26 年 
4 月 11 日 に 出荷 制限 指示 が 解除 され (図表 3-4)、 平 成 26 年 産 の 検査 結果 に つい て も 、 い ずれ も 
国 の 基準 値 以 下 と な り ま し た が 、 平 成 27 年 産 の 検査 の うち 1 点 で 基準 値 を 超過 し ま し た 。 基準 値 
超過 し た そば は 隔離 ・ 保 管 す る と と も に 、 食 品 の 放射 性 物質 検査 に 係る 国 の ガイ ドラ イン に 基づき 、 
同 地域 で 全 袋 検査 を 実施 し 、 基 準 値 超過 し 隔離 ・ 保 管 し た も の 以外 は すべ て 基準 値 以下 で ある こ 
と を 確認 し て いま す 。 平成 28 年 産 の 検査 結果 に つい て も 、 い ずれ も 国 の 基準 値 以 下 と な り ま し た 。 

今後 に お いて は 、 放 射 性 物質 吸収 抑制 対策 の 実施 を 生産 者 が 徹底 する よう 、 あ ら た め て 周知 す 
る と と も に 、 モ ニタ リン グ 検 査 を 継続 し て 実施 し て いき ます 。 





















































































































































































































































































































































図表 3-4 大 豆 、 そ ば の 出荷 制限 指示 及び 解除 ・ 一 部 解除 の 状況 (平成 29 年 3 月 末 现 在 ) 

品目 | 出荷 制限 の 指示 解除 及び 一 部 解除 

大 豆 関 市 旧 盤 清水 村 (平成 25 年 1 月 4 日) 司 左 一 部 解除 (平成 26 年 2 月 4 日 ) 

(平成 26 年 2 月 20 日 管理 計画 取下げ 、 平 成 26 

年 4 月 11 日 見 直し た 管理 計画 を 国 へ 再 提 
司 左 解除 (平成 27 年 7 月 1 日 

そば | 盛岡 市 旧 渋 民 村 、 一 関 市 旧 大 原町 (平成 24 年 11 月 13 | 同左 解除 (平成 26 年 4 月 11 日) 

) 、 奥 州 市 旧 衣川 村 (平成 24 年 11 月 30 日 ) 
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( イ ) 和牛 肉 
平成 23 年 7 月 に 、 原 発 事故 後に 水田 か ら 収 集 さ れ た 放射 性 セシウム を 含む 稲 わ ら を 給与 され た 


生肉 か ら 暫 定規 制 値 (当時 ) を 超え る 放射 性 セシウム が 検出 され 、 同 年 8 月 1 日 付け で 国 に よる 
出荷 制限 指示 を 受け まし た 。 

その 後 、 県 で 定め る 牛肉 の 「 出 荷 ・ 検 査 方 針 」 に 基づき 管理 され て いる 和牛 に つい て は 、 県 外 へ 
の 移動 及び と 畜 場 へ の 出荷 が 可能 と な り ま し た 。 

生 の 出荷 に 際 し て は 、 適 切な 飼養 管理 が 行わ れ て いる こと を 確認 し た 上 で 、 牧 草 中 の 放射 性 物 
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と 第 3 節 県 産 食材 等 の 安全 確保 に 関す る 取組 状況 年 




















質 濃度 の 検査 を 実施 し 、 牧 草 の 給与 量 等 か ら 和 牛肉 中 の 放射 性 物質 濃度 を 算定 し た 結果 に より 出荷 
時 期 を 判断 し て いま す 。 

これ まで の 検査 の 結果 は 、 平 成 23 年 度 に お いて は 、 出 荷 制限 の 一 部 解除 後 か ら 同 年 度 中 に 出荷 
され た 頭数 の 0.04% に あたる 8 頭 が 暫定 規制 値 を 超過 (超過 し た も の は 流通 せ ず 廃棄 処分 ) し ま 
し た が 、 平 成 24 年 度 以降 に お いて は 、 す べ て 国 の 基準 値 以 下 と な っ て お り 、 安 全 性 が 確認 され た 
生肉 の み が 流 通し て いま す 。 
平成 28 年 度 は 、 出 荷 28, 192 頭 の 全 頭 検査 を 実施 し て お り 、 今 後 と も 、 県 内 外 に と 畜 出 荷 さ れ る 
県 産生 の 全 頭 を 対象 に 放射 性 物質 検査 を 実施 し て いき ます 。 
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( ウ ) 原木 し いた け (露地 栽培 ) 
平成 24 年 4 月 及び 5 月 に 基準 値 を 超過 し 、 県 内 14 市 町 が 国 に よる 出荷 制限 指示 を 受け た こと か 
ら 、 生 産 さ れ た し いた け ・ 原 木 ・ ほ だ 木 の 放射 性 物質 濃度 検査 や 、 ほ だ 場 の 環境 整備 な ど 生 産 段 
階 の 安全 性 の 確保 の 取組 を 実施 し て いま す 。 
平成 25 年 4 月 に は 、 盛 岡市 の 出荷 制限 指示 が 全域 解除 に な り ま し た 。 
また 、 平 成 26 年 10 月 7 日 に は 花巻 市 、 北 上 市 及び 山田 町 、 平 成 27 年 4 月 10 日 に は 、 大 船渡 市 、 
遠野 市 、 一 関 市 、 陸 前 高田 市 、 住 田町 及び 大 村 町 、 平 成 27 年 7 月 17 日 に は 金ケ崎 町 、 平 成 28 年 1 
月 25 日 に は 釜石 市 及び 奥州 市 の 出荷 制限 が 一 部 解除 と な り 、 出 荷 制限 が 指示 され て いる 13 市 町 の 
うち 、12 市 町 で 171 名 の 生産 者 が 出荷 可能 と な っ て いま す 。 
県 で は 、 県 産 し いた け の 安全 性 を 確保 する た め 、 出 和 荷 制限 の 対象 と な っ て いな い 地 域 に お いて 
も 、 全 生産 者 を 対象 に 生産 され た し いた け ・ 原 木 ・ ほ だ 木 の 放射 性 物質 濃度 検査 を 実施 する と と 
も に 、 生 産 者 に 対し 、 放 射 性 物質 低減 の た め の 栽 培 管 理 の 取組 を 継続 する よう 周知 し て いま す 。 
引き 続き 、 生 産 再開 を 希望 する 生産 者 を 支援 する た め 、 指 標 値 を 超え た ほ だ 木 の 処理 と ほ だ 場 
の 環境 整備 を 進め る と と も に 、 放 射 性 物質 濃度 検査 の 実施 や 新た に 植 菌 され た ほ だ 木管 理 の 徹底 
な ど 、 一 人 で も 多く の 出荷 再開 に 取り 組ん で いき ます 。 
また 、 本 県 の 安全 ・ 安 心 へ の 取組 の PR や 、 消 費 者 の 信頼 回 復 や 販路 の 拡大 、 取 引 価格 の 回 復 
に 向け た 取組 を 実施 し て いき ます 。 



























































































































































































































































































































































図表 3-5 原木 し いた け の 出荷 制限 指示 の 状況 (平成 29 年 3 月 末 现 在 ) 、 





























( 、 遠 野市 や 、 一 関 市 や 、 陸 前 高 2 

釜 石 市 浒 、 奥 州 市 洲 、 金 仿 崎 9 平泉 町 、 住 田町 補 、 大 樹 町 之 、 山 田町 # り ) 
ミド に つい て は 、 平 成 26 年 10 月 7 日 に 一 部 解除 

、 住 1 町 及び 大 材 町 こつ いて は 、 平 成 27 年 4 














原木 し いた け (露地 栽培 ) 13 市 町 








































































































※1 花巻 市 、 北 上 市 及び 山 
※ 2 船渡 市 、 遠 野市 、 
※3 人 金ケ崎 町 に つい て は 、 1 
※4 釜石 市 及び 奥州 市 に つい て は 、 平 成 28 年 1 月 25 日 に 一 部 解除 






























































月 10 日 に 一 部 解除 
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( 工 ) 水 产物 
海産 魚 に つい て は 、 平 成 29 年 3 月 31 日 現在 、 三 陸 南 部 沖 海域 (宮城 県 沖 海域 で 一 部 に 本 県 沖 海 
域 (陸前 高田 市 沖 ) を 含む ) の クロ ダイ が 国 に よる 出荷 制限 指示 を 受け て いま す 。 
川 魚 に つい て は 、 平 成 29 年 3 月 31 日 現在 、 砂 鉄 川 水系 の イワ ナ が 国 に よる 出荷 制限 指示 を 受け 
て いま す 。 
引き 続き 、 早 期 の 出荷 制限 指示 の 解除 、 採 捕 自 粛 要請 の 解除 に 向け 、 宮 城 県 の 担当 部 
携 し な が ら 、 放 射 性 物質 濃度 の 調査 を 実施 し て いき ます 。 
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下 第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 。 ヽ 


図表 3-6 水産 物 の 出荷 制限 の 状況 (平成 29 年 3 月 末 现 在 ) 


























海産 魚 | クロ ダイ 三陸 南部 沖 海域 (岩手 県 宮城 県 境界 正 東 線 か ら 宮 城 県 福島 県 境界 正 東 線 ま で の 海域 ) 
川 魚 イワ ナ 砂鉄 川 (支流 を 含む ) 
※ 県 に よる 採 捕 自粛 要請 















































( オ ) 牧草 等 

平成 23 年 産 、24 年 産 及 び 25 年 産 牧 草 の 放射 性 物質 濃度 の モニ タリ ング 調査 結果 に 基づき 、 
成 29 年 3 月末 現在 、 国 の 暫定 許容 値 を 超過 し た 8 市 町 (大 船渡 市 、 一 関 市 、 人 金石 市 、 奥 州 市 、 
ク 崎 町 、 平 泉町 、 住 田町 、 一 戸町 ) 全域 及び 6 市 町 (盛岡 市 、 花 巻 市 、 遠 野市 、 陸 前 高田 市 、 
况 市 、 大 楼 町 ) の 一 部 地域 に 対し 、 牧 草 の 利 用 自粛 を 要請 し て いま す 。 (図表 3- 7 ) 

利用 自粛 と な っ た 牧草 地 16, 157ha の うち 、 急 傾斜 の た め 耕 起 が で き な い 人 箇所 等 (以下 「 耕 起 不 
能 箇 所 等 」 と いう 。) を 除く 12, 396ha に つい て は 、「 牧 草地 再生 対策 事業 」 に より 、 平 成 26 年 度 
まで に 除 染 を 完了 する と と も に 、 再 生 し た 牧草 の 放射 性 物質 検査 を 行い 、 暫 定 許容 値 以下 で ある 
こと が 確認 まれ た ほ場 か ら 、 順 次 、 利 用 自粛 を 解除 し て お り 、 平 成 29 年 3 月末 現在 、12, 282ha (99%) 
が 解除 され て いま す 。 
また 、 耕 起 不能 箇所 等 3, 761ha に つい て も 、 国 の 通知 に 基づき 、 平 成 26 年 度 か ら 牧 草 の 放射 性 
物質 検査 の 結果 、 軒 定 許 容 値 以 下 で ある こと が 確認 され た は ほ場 の 利用 自粛 を 解除 し て お り 、 平 成 
29 年 3 月末 現在 、3, 709ha (99%) が 解除 され て いま す 。 (図表 3- 8 、 図 表 3- 9 ) 

引き 続き 、 利 用 自粛 牧草 地 の 放 射 性 物質 検査 に よる 利用 自粛 解除 を 図る と と も に 、 国 の 暫定 許 
容 値 以下 の 牧草 地 の 風 評 被害 対策 と し て 、 市 町 村 が 独自 に 取り 組む 除 染 を 支援 し て いき ます 。 
放射 性 物質 の 影響 を 受け 汚染 され た 牧草 、 稲 わら 及び 和牛 ふ ん 堆肥 に つい て は 、 適 正 な 保管 を 指 
導 ・ 支 援 す る と も に 、 処 理 の 終了 し て いな い 牧 草 2, 989 トン 、 稲 わら 417 トン 及び 牛ふん 堆肥 4, 533 
トン の 焼却 等 を 支援 し て いき ます 。 (図表 3 -10) 
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図表 3-7 牧草 の 利用 自粛 要請 の 状況 (平成 29 年 3 月 末 现 在 ) 




















国 の 暫定 許容 値 超人 14 市 町 (盛岡 市 (玉山 区 、 旧 集 川村 の 一 部 ) 、 大 船渡 市 、 花 巻 市 (大 所 南東 部 ) 、 
遠野 市 (北西 部 、 北 東部 、 南 部 ) 、 一 関 市 、 際 前 高田 市 (南部 、 矢 作 ) 、 釜 石 市 、 山 
州 市 、 滝沢 市 (東部 ) 、 金 ケ 崎 町 、 平 泉町 、 住 田町 、 大 棚町 (南部) 、 一 戸町) 

※ 農 業 団体 等 か ら の 要請 を 受け 、 原 乳 10 ベク レル 未満 対策 と し て 、 搾 乳 生 に 対し て 50bq/kg を 超過 し た 牧草 の 利用 自粛 を 要請 























































































































図表 3-8 牧草 地 除 染 の 実施 状況 (平成 29 年 3 月 末 現 在 ) 

















12, 396ha 739ha 6, 912ha 10, 037ha 12, 396ha 














図表 3-9 牧草 地の利 用 自粛 解除 状況 (平成 29 年 3 月 末 现 在 ) 
































除 染 対象 箇所 12, 396ha 12, 282ha (99%) 114ha (1%) 
耕 起 不能 箇所 等 3, 761ha 3, 709ha (99%) 52ha (19%) 
合計 16, 157ha 15, 991ha (99%) 166ha (1%) 


















































牧草 20, 499 t 17, 510 t 85. 4% 2, 989t 
称 扫 户 573 t 156 t 27.2% 417t 
和牛 ぶん 堆肥 7,039 t 2, 506 t 35. 6% 4, 533t 

28, 111 t 20, 172 t 71. 8% 7, 939t 








※ 牧草 は 平成 29 年 3 月 末 現 在 、 般 わら 、 牛 を ん 堆肥 は 平成 29 年 1 月 末 現 在 
※ 発生 量 に は 、8, 000Bq/kg を 超え る 牧草 (58t)、 稲 わら (284t) 及び 牛ふん 堆肥 (382 t ) を 含む 
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と 第 3 節 県 産 食材 等 の 安全 確保 に 関す る 取組 状況 甘 


( カ ) 林産 物 等 (野生 山菜 類 、 野 生き の こ 類 ) 
平成 29 年 3 月 31 日 現在 、 野 生 山菜 類 に つい て は 、 コ シア ブラ や ゼン マイ な ど 9 品 目 、10 市 


町 、 野 生き の こ 類 に つい て は 、 9 市 町 が 国 の 出荷 制限 等 の 対象 と な っ て お り 、 県 で は これ ら の 
品目 を 対象 と し た 放射 性 物質 濃度 の 経年 変化 を 把握 する た め の 追 跡 調 査 を 実施 し て いま す 。 
平成 25 年 度 以降 、 経 年 変化 を 調査 し て きた 品目 の うち 、3 カ 年 の 低減 傾向 が 確認 で きた 品 
に つい て 、 出荷 制限 等 の 解除 に 向け た 詳細 検査 を 実施 し 、 平成 27 年 9 月 28 日 に 奥州 市 の 野生 フ 
キ に つい て 県 の 出荷 自粛 要請 が 解除 、 平成 27 年 12 月 21 日 に 一 関 市 の 野生 セリ 、 平成 28 年 3 月 
29 日 に 陸前 高田 市 (I 旧 気仙 町 、 旧 広田 町 、 旧 高田 町 、 旧 小 友 村 、 旧 竹 駒村 及び 旧 米 崎村 の 区 域 
に 限る 。) の タケ ノコ に つい て 国 の 出荷 制限 指示 が 解除 、 平 成 29 年 1 月 31 日 に 花巻 市 の 野生 コ 
ゴミ に つい て 県 の 出荷 自粛 要請 が 解除 され まし た 。 

国 で は 、 平 成 27 年 11 月 20 日 に 「 野 生き の こ 類 等 の 出荷 制限 解除 に 向け た 検査 等 の 具体 的 運 
用 」 を 通知 し 、 野 生 山菜 類 、 野 生き の こ 類 及び タケ ノコ の 出荷 制限 解除 に 向け た 検査 方 法 を 提示 
し た と ころ で あり 、 県 に お いて も 、 放射性 物質 濃度 の 経年 変化 の 結果 か ら 、 十 分 な 濃度 の 低下 が 
確認 で きた 品目 に つい て 、 引 き 続 き 、 出 荷 制限 解除 に 向け た 検査 の 実施 を 検討 し て いき ます 。 
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(2) 流通 食品 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 
県 で は 、 食 品 衛生 法 に 基づく 流通 食品 の 収 去 検査 ま を 実施 し て お り 、 毎 年 、 食 品 衛生 法 に 基づく 「 岩 
手 県 食品 衛生 監視 指導 計画 」 を 策定 し 、 計 画 的 に 検査 を 実施 し て いま す 。 平成 24 年 度 か ら は 、 本 計画 
重点 取組 と し て 食品 の 放射 性 物質 に つい て の 収 去 検査 を 強化 する こと と し 、 検体 数 や 検査 頻度 等 を 定め 
放射 性 物質 濃度 を 測定 し て いま す 。 検査 に あたっ て は 、 地 域 や 過去 の 検査 結果 を 踏ま えて 、 適 切な 検査 
品目 の 設定 に 努め て お り 、 平 成 24 年 度 は 、 野 生 ワ ラビ 、 野 生 フ キ 等 の 山菜 や 鶏卵 、 食 肉 、 生 鮮 野菜 等 95 
検体 の 検査 を 実施 し 、 全 て 基準 値 以下 で ある こと を 確認 し まし た 。 
平成 25 年 度 は 、200 検 体 の 検査 を 行い 、 そ の うち 野生 山菜 の コシ アブ プラ 1 件 が 国 の 基準 値 を 超過 し ま 
し た 。 検 査 結果 に つい て は 、 県 公式 ホー ムペ ー ジ で 公表 し 、 基 準 値 を 超過 し た 品目 に つい て は 、 県 は 販 
売 者 に 対し て 、 当 該 商 品 を 回 収 す る よう 行政 指導 し 、 販 売 者 は 自主 回 収 を 行い ま し た 。 
平成 26 年 度 か ら 平成 28 年 度 ま で は 、 そ れ ぞ れ 200 検 体 の 検査 を 行い 、 全 て 基準 値 以 下 で ある こと を 確 


訟 し まし た 。 (図表 3 -11) 
※ 収 去 検査 : 食品 衛生 法 に 基づい て 食品 衛生 監視 員 が 食品 関係 施設 に 立ち 入り 、 試 験 検査 を する た め 必 要 最 小 限 の 食品 や 食 
品 添加 物 等 を 無償 で 持ち 帰り 検査 する こと を いう 。 
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| 計 第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 ヽ 


通 食品 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 結果 平成 29 年 3 月 31 日 現在 





: 去 
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図表 3-11 















































































































農産 物 | 打上 类 18 0 20 0 0 
野菜 類 56 0 49 0 57 0 
果実 類 20 0 20 0 19 0 
特 用 林産 物 4 0 4 0 2 0 
畜産 物 | 牛肉 2 0 3 0 2 0 
豚肉 16 0 14 0 16 0 
鶏肉 2 0 3 0 2 0 
鶏 印 5 0 6 0 6 0 
水産 物 | 海面 魚 種 等 39 0 36 0 34 0 
内 水面 魚 種 1 0 2 0 2 0 
牛乳 ・ 乳 児 用 食品 18 0 13 0 18 0 
飲料 水 6 0 8 0 5 0 
その 他 13 0 22 0 18 0 
合計 200 0 200 0 200 0 








(3) 野生 鳥獣 肉 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 
平成 23 年 9 月 に 、 岩手 県 に お ける 野生 鳥獣 肉 の 放射 性 物質 モニ タリ ング 要領 を 定め 、 食肉 と し て 活用 
され る こと が 多い 野生 鳥獣 肉 の 検査 を 開始 し 、 以後 、 年 度 ご と に 県 の 「 農 畜 水 産物 等 の 放射 性 物質 検査 
計画 」 の 中 で 検査 計画 を 定め 、 放 射 性 物質 濃度 を 測定 し て いま す 。 

これ まで 、 シ カ 肉 、 ク マ 了 肉 、 ヤ マドリ 了 肉 、 カ ル ガ モ 肉 及 び キ ジ 肉 に つい て 検査 を 実施 し まし た が 、 平 
成 24 年 度 に 複数 の 検体 か ら 国 の 基準 値 を 超え る 放射 性 セシウム が 検出 され た シカ 肉 、 ク マ 了 肉 及び ヤマ ド 
リ 肉 に つい て 、 国 の 原子 力 災 害 対策 本 部 か ら 全 県 を 対象 と し た 出荷 制限 が 指示 され て いま す 。 
平成 25 年 度 以降 は 、 国 の 基準 値 を 超過 し た 放射 性 セン ウム が 検出 され て いる シカ 肉 、 ク マ 肉 及び ヤマ 
ドリ 了 肉 を 対象 に 検査 を 実施 し て いま す 。 

今後 も 、 全 県 を 対象 と し た 出荷 制限 指示 が 継続 し て いる シカ 肉 、 ク マ 肉 及び ヤマ ドリ 了 肉 に つい て 、 引 
き 続き 、 測 定 を 実施 し ます 。 
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図表 3-12 野生 鳥獣 肉 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 結果 平成 29 年 3 月 31 日 現在 







































































シカ 肉 20 2 | 一関 市 、 陸 前 高田 市 
地 不必 クマ 肉 15 2 | 一 関 市 、 大 船渡 市 
ヤマ ドリ 肉 11 1 | 平泉 町 
合計 46 5 
シカ 肉 54 5 | 一 関 市 、 陸 前 高田 市 
生生 クマ 肉 21 6 | 大 船渡 市 、 一 関 市 、 金 ケ 崎 町 、 奥 州 市 、 陸 前 高田 市 
ヤマ ドリ 内 21 2 | 一 関 市 、 平 泉町 
合計 96 13 























(4) 出荷 制限 等 の 状況 
県 で は 、 平 成 23 年 8 月 より 「 県 産 農 林 水 産物 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 計画 」 に 基づき 、 放 射 性 物質 の 
検査 を 継続 的 に 実施 し て いま す 。 
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ア 第 3 節 県 産 食材 等 の 安全 確保 に 関す る 取組 状況 革 





る 出世 
市 及び 山田 町 の 出荷 


る 出世 
平成 27 年 度 は 、 大豆 (一 関 市 


気仙 町 、 旧 広田 町 、 旧 高 
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一 方 、 















































荷 制限 指示 が 解除 
粛 要 請 が 解除 され まし た 。 
また 、 露 地 栽培 原木 し いた け に つい て 、 大 船渡 市 、 遠 野市 、 一 関 市 、 陸 前 高 
田町 及び 大 植 町 の 出荷 | 





金ケ崎 町 、 有 









































骨 限 指示 を 受け まし た 。( 第 4 章 の 5 「H 








平成 26 年 度 は 、 そば (盛岡 市 旧 渋民 村 、 一 関 市 旧 大 原町 、 奥州 市 | 
流 を 含む )、 大 川 水系 (支流 を 含む )、 北 上 川 の うち 
削 限 指示 が 解除 され まし た ( 
凍 限 指示 の 一 部 
平成 26 年 5 月 に 釜石 市 産 の 











日 盤 清水 村 )、 野 生 セ リ (一 関 市 ) 、 
海域 で 一 部 に 本 県 沖 海域 (陸前 高田 市 沖 ) を 含む )) 、 イ ワナ 《加 和 
町 、 旧 小 友 村 、 旧 竹 駒村 及び 旧 米 崎村 の 区 域 に 限る 。)) に つい て 国 
ド さ れ 、 野 生 フ キ (奥州 市 )、 ヤ マメ (衣川 水系 及び 磐 】 


骨 限 が 一 部 解除 と な り 、 




















参照 ) 


E セ シウム が 検出 され 、 国 に 


日 衣川 村 ) 及び ウグイ (気仙 有川 水系 ( 支 
四 十 四 田 ダム の 下流 (支流 を 含む )) に つい て 、 
図表 3 -13)。 ま た 、 露 地 栽 培 原 木 し いた け に つい て 、 和 花巻 市 、 北 上 
が 解除 され まし た 。 
野生 ワラ ビ か ら 基 準 値 を 超え る 放射 司 
H 荷 制限 状況 一 覧 」 





国 に 














寺川 水系 ) に つい て 県 の 出荷 自 








スズ キ (三陸 南部 沖 海 域 (宮城 県 沖 
E 川 水系 )、 タ ケ ノ コ (陸前 高 


田 市 ( 旧 
に よる 出 




















市 、 釜 石 市 、 奥 州 市 、 














既に 一 部 解除 され た 花巻 市 、 北 上 市 及び 山 


町 と 併せ て 、 出荷 制限 指示 を 受け て いる 13 市 町 の うち 、 平泉 町 を 除く 12 市 町 の 一 部 生産 者 が 出荷 可能 








どなり まし た 。 


に 





一 方 、 平成 27 年 5 月 に 一 関 市 産 の 野生 コン シア ブラ か ら 基 準 値 を 超え る 放射 性 セシウム が 検出 








よる 出荷 制限 指示 を 受け まし た 。 














平成 28 年 度 に は 、 野 生 コ ゴ ミ 




















(花巻 市 ) に つい て 県 の 出荷 自粛 要請 が 解除 され まし た 。 


図表 3-13 出荷 制限 等 解除 品目 状況 (制限 の 一 部 解除 は 除く 。) (平成 29 年 3 月 末 现 在 ) 
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H24.5.2 


H25.1.17 


| 三陸 






































































































































































































































































































































































































































海産 魚 | マダ ラ 生 部 沖 海域 (陸前 高田 市 沖の 一 部 を 含む ) 
きのこ | 原木 し いた け ( 赴 地 栽 培 )| H24.5.10 | H25.4.8 | 盛岡 市 
海産 魚 | ヒラ メ H25.6.4 | H25.8.30 0 (陸前 高田 市 
H24.6.12 | H26.7.31 | 気仙 川 (支流 を 含む 
川 魚 ウグイ H24.5.11 | H26.8.25 | 大 川 (支流 を 含む ) 
H24.5.11 | H27.3.10 | 北上 川 の うち 四 十 四 田 ダ ム の 下流 (支流 を 含む ) 
ii 尊 類 そば 本 A | 旧 渋 民 村 、 一 関 市 旧 大 原町 、 奥州 市 旧 衣 川 
殺 類 大 豆 H25. 1. 4 H27.7.1 関 旧 磐 清水 村 
| 急 イワ ナ H24.5.8 | H27.9.30 | 磐井 川 (支流 を 含む 
海産 魚 | スズ キ H24.10.25 | H27.11.20 | 三陸 南部 沖 海域 (陸前 高田 市 沖の 一 部 を 含む ) 
| 菜 セリ (野生 ) H24.5.30 | H27.12.21 関 市 
老 前 高 田 市 < 、 旧 高 5 
0 tg 825 4 30 | 28.3.29 | 友和 、 有 人 及び 米村 の 区 城 に 限る 。) 
海産 魚 | クロ ソイ H24.6.1 H24.7.1 | 釜石 海域 
その 他 | 茶 H24.6.8 | H25.6.14 | 陸前 高田 市 
原木 し いた ! H25. 12. 13 関 市 
本 に ON ・ 1 H25. 12.27 | 奥州 市 
その 他 | くわ い (露地 栽培 ) H24.12.21 | H26.2.27 | 平泉 町 
| 急 ヤマ メ H24.3.29 | H27.6.11 | 衣川 (支流 を 含む ) 
1 菜 フキ (野生 ) H24.6.5 | H27.9.28 | 奥州 市 
| 刍 ヤマ メ H24.3.29 | H27.9.30 | 盤 井川 (支流 を 含む ) 
! 菜 類 | コ ゴ ミ (野生 ) H24.5.8 | H29.1.31 | 花卷 市 
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| 第 4 節 健康 影響 、 学 校 の 対策 の 取組 状況 


1 概況 
原発 事故 に 伴い 、 放 射線 に よる 健康 へ の 影響 を 心配 する 県 民 か ら の 声 が 多く 寄せ られ た こと 等 か ら 、 比 
較 的 放射 線量 の 高い 県 南部 を 中 心 と し 、 大 人 に 比べ て 放射 線 に よる 影響 (感受 性 ) が 高い 可能 性 が ある 子 
ども の 内 部 被ばく 状況 を 把握 する た め 、 平成 23 年 度 に 放射 線 健康 影響 調査 ( 尿 中 放射 性 物質 サン プリ ング 
検査 ) を 行い まし た 。 そ の 後 、 平 成 24 年 度 か ら 平成 28 年 度 ま で に お いて も 、 同 じ お 子 さ ん を 対象 に 同様 
の 手法 で 継続 調査 を 行っ て いま す 。 
平成 23 年 度 調査 結果 に つい て 、 緊 急 被ばく 医療 、 放 射線 防護 、 公 衆 箱 生 等 の 専門 家 か ら な る 有識者 会 議 
に お いて 「 放 射 性 セン ウム に よる 預託 実効 線量 ま は 、 最 大 で も 0.03 ミリ シー ベル ト (mSv) 未満 と いう 結果 
で あり 、 全員 が 1mSy を は る か に 下回っ て いる こと か ら 、 放 射線 に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え られ 
る 。」 と の 評価 を いた だ いて いま す 。 

平成 24 年 度 か ら 平 成 28 年 度 ま で に 実施 し た 継続 調査 に お いて も 、 有 識者 会 議 よ り 「 尿 中 の 放射 性 セ シ 
ウム の 量 は 検出 限界 以下 ある い は 検出 限界 を わずか に 超え る 程度 で あり 、 預 託 実 効 線量 も 0.01 mSv 未満 で 
ある こと か ら 、 放 射 性 セシウム に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え られ る 。」 と の 評価 を いた だ いて い 


E す 。 
※ 預 託 実効 線量 : 体内 か ら の 内 部 被ばく 線 基 に つい て 、 成 人 で 50 年 間 、 子 ども で 70 歳 ま で の 生涯 の 累積 線量 を 表し た も の 。 


岩手 県 放射 線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 結果 (平成 28 年 度 継続 調査 結果 ) 
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2 ぐさ 時 < ーー FP 時. は | 
1 日 当たり の 尿 中 放射 性 セシウム 量 (134Cs 十 137Cs ) 放射 性 セン シウム に よる 預託 実効 線量 の 状況 (mSv ) 
| 6 回 目 (H28 年 度 ) 参 加 者 8 名 の これ まで の 結果 彰二 (親和 
1 园 目 2 回 目 3 回 目 4 国 目 5 回 目 6 回 目 
1 回 目 2 回 目 3 回 目 4 回 目 5 回 目 6 回 目 (平成 23 年 ) (平成 24 年 ) (平成 25 年 ) (平成 26 年 ) (平成 27 年 ) 
(H23 年 度 ) (H24 年 度 )  (H25 年 度 ) (H26 年 度 ) (H27 年 度 ) (H28 年 度 ) 0 
Bq 日 以上 | 0 人 0 入 he 0 人 0 人 0 人 OR 0 人 0 人 0 人 0 人 | 0 人 
6~7Bq/ 日 未満 | 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 
則夫 0A 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 [eA 0 人 0 人 0 人 0 人 | 0 人 
4ー5Bg 旧 未満 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 |o 人 
9-7By 玉 活 国 3 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 了 国 ^ 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 
23Bq/ 日 未満 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 lo 人 | 
1 一 2Bq/ 日 未 满 目 2 人 人 0 人 0 人 0 人 lo 人 i 属 証 81 [86 41 9 16 lsA 
TB 未満 1 人 有 4 人 画 8 人 1 人 国 2 人 1 人 ト 人 * | A 
不 検出 ND) | 0 人 画 3 人 5 人 9 7 人 4 人 PE 7 人 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 人 0 人 45 人 90 人 
0 1 这 8 6 ur | 86 名 合計 :41 名 合計 :24 名 合計 :16 名 合計 :8 名 
※ 5 回 目 は 未 実施 の 者 が いる た め 、 合 計 人 数 が 異な る こと 。 1 回 目 は 原発 事故 発生 時 か ら 1 回 目 調査 時 (平成 23 年 12 月 頃 ) ま で の 慢性 経口 摂取 と し た 。 
※ 6 回 目 (H28 年 度 ) 調 査 に お ける 検出 限界 は 、 そ れ ぞ れ の 核種 で 概ね 0.20.4Bq/% 程 度 2 回 目 以降 は 、 前 回 調査 終了 日 を 起点 と し 、 各 回 調 査 時 ( 各 年 1 月頃) まで と し て 算出 。 

















また 、 県 で は 、 原 発 放射 線 影響 対策 の 基本 方 針 に お いて 、 放 射線 の 影響 を 受け や すい と され る 子ども の 
健康 を 重視 する 観点 か ら 、 学 校 な どの 教育 施設 等 に お ける 測定 に 重点 的 に 取り 組み 、 対 策 の 実施 に あたっ 
て は 、 学 校 な どの 教育 施設 等 に お ける 環境 整備 に 対す る 県 民 の 期待 を 十分 考慮 する こと と し て いま す 。 

こ で 、 県 で は 、 平成 23 年 度 か ら 県 立 学校 の 放射 線量 を 定期 的 に 測定 する と と も に 、 放射 線量 低減 に 向 
けた 取組 方 針 に 基づき 、 空 間 線 量 率 が 局所 的 に 1 Sv/h を 超え た 場合 や 重点 調査 地域 に お いて 国 の 除 染 基 
準 で ある 0.23 ヵ Sv/h を 超え た 場合 に 除 染 等 の 低減 措置 を 行っ て お り 、 平 成 25 年 5 月 まで に 対象 と な っ た 
全て の 学校 の 低減 措置 が 完了 し て いま す 。 

学校 給食 に つい て も 、 平 成 24 年 度 か ら 使用 予定 食材 や 提供 後 の 給食 一 食分 の 放射 性 物質 濃度 測定 を 行っ 
て いま す が 、 平 成 28 年 度 ま で に 国 の 基準 値 を 超え た 例 は あり ませ ん 。 






























































































































































ーー 








44 








4 第 4 節 健康 影響 、 学 校 の 対策 の 取組 状況 “十 














中 


市 町 村 等 に お いて も 、 小 中 学校 な ど に お ける 放射 線量 の 測定 や 給食 食材 の 放射 性 物質 濃度 の 測定 が 行わ 
れ て いま す 。 県 は 測定 機器 の 貸出 、 放 射線 量 の 測定 ・ 除 染 費 用 の 助成 な ど を 行い 、 市 町 村 等 の 取組 を 支援 



























































し て いま す 。 
これ か ら も 、 市 町 村 等 と 連携 し て 、 学 校 の 放射 線量 の 測定 や 給食 食材 な どの 放射 性 物質 濃度 測定 を 行っ 
て いき ます 。 


2 各 取 組 の 実施 状況 
(1) 放射 線 健康 影響 調査 
ア 調査 概要 と 結果 、 有 識者 会 議 に よる 評価 

原発 事故 に 伴う 放射 線 の 健康 へ の 影響 を 心配 され る 県 民 か ら の 声 が 多く 寄せ られ た こと な どか ら 、 

本 県 に お ける 健康 へ の 影響 を 把握 する た め 、 平 成 23 年 度 に 、 主 に 県 南部 を 中 心 に 3 歳 ~15 歳 の 子 ど 

も を 対象 と し た 尿 中 の 放射 性 物質 の サン プリ ング 調査 を 実施 し まし た 。 
調査 結果 に つい て 、 緊 急 第 ば く 医 療 、 放 射線 防護 、 公衆 衛 生 等 の 専門 家 か ら な る 有識者 会 議 に お い 

て 「 放 射 性 セシウム に よる 預託 実効 線量 は 、 最 大 で も 0.03 ミリ シー ベル ト (mSv) 未満 と いう 結果 で 

あり 、 全 員 が 1mSvy を は る か に 下回っ て いる こと か ら 、 放 射線 に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え 

られ る 。」 と の 評価 を いた だ いて いま す 。 



































































































































































































































































































































平成 24 年 度 平成 28 年 度 * こ お い 
て も 同じ お 子 さ ん を 対象 に 同じ 手法 に より 
ee OS 区 分 一 天 市 | 奥州 市 | 宮古 市 | 金ケ崎 町 | 平泉 町 | 計 
調査 を 継続 し 、 い ずれ も 有識者 会 議 より ! 放 1 回 目 ( 平 成 23 年 度 ) 60 36 12 12 12 132 
射 性 セシウム に よる 健康 影響 は 極め て 小さ 2 回 中 平成 2a 年 度 )| 44 | 28 | 0 | s | un | 96 
3 回 目 ( 平 成 25 年 度 ) 16 11 2 3 9 41 
いと 考え られ る 。」 と の 評価 を いた だ いて 4 回 目 (平成 26 年 度 ) | 10 0 1 6 24 
5 回 目 ( 平 成 27 年 度 ) 6 6 0 1 3 16 
いま す 。 6 回 目 (平成 28 年度 ) 2 4 0 0 2 8 
また 、 県 民 に 対し て 、「 市 販 さ れ て いる 食 1 回 目 (平成 23 年 度 ) 6 回 目 (平成 28 年 度 ) 
品 は 安心 し て 使用 し て よい の で 、 不 安 か ら | 本 











偏っ た 食事 に な ら な いこ と 。 野生 の きのこ 
や 山菜 で は 、 今 で も 一 部 汚染 の 高い 地域 が 
ある た め 、 山 菜 採り な ど を する 方 は 、 県 の 
ホー ムペ ー ジ を 参考 に する こと 。」 等 の 助 
を いた だ いて いま す 。 











図表 4-1 健康 影響 調査 結果 (平成 23 年 度 一 平成 28 年 度 ) 


放射 性 物质 量 Hz3 H24 H25 6 | mw | ms | 痛 考 
| 備考 
放射 性 ヨウ 素 (※1) 全員 人員 全員 全員 
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※1 継続 調査 を 実施 し た 8 
名 に 係る 前 回 調査 と の 比較 

(H27 年 度 未 実施 の 者 を 含む 
E 度 

) 











放射 性 セ | 不 検出 站 3 5 
シウム 1Bq/0 未 満 1 
(※1 1~2 未満 2 
2 へ ~3 未満 1 ー = 
3 
1 
































た め 、 当該 年 度 は 、 他 の 年 度 
合計 人 数 が 異な る こと 。 

















3 て 4 未満 
4 で 5 未満 
5 で 6 未満 
6 て 7 未満 加 ー 到 
7Bq/6 以 上 ー ー 本 ー 
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計 第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 A 


図表 4-2 預託 実効 線量 (平成 23 年 度 ~ 平成 28 年 度 ) (※1 

















単位 :mSv | H23 | H24 | H25 | H26 | H27 | H28 | 備考 
0.01 未 満 3 8 8 8 6 8 |※1 継続 調査 を 実施 し た 8 名 に 係る 前 回 調査 と の 比較 
0.01 て 0.02 未 筑 」 3 _ _ _ _ _ (H27 年 度 未 実施 の 者 を 含む た め 、 当 該 年 度 は 、 他 の 年 度 




















0.02 へ ~0.03 未 満 | 2 ー ー ー 一 
0. 03~0. 04 未 满 a _ 





合計 人 数 が 異な る こと 。) 

























































































イ 調査 結果 の 県 民 等 へ の 説明 ・ 公 表 

財 査 結果 に つい て 、 結 果 説明 会 を 開催 し 、 結 果 や 有識者 会 議 で の 評価 等 の 説明 を 行い つつ 、 県 ホ 
ムペ ー ジ や 広報 誌 、 セ ミナ ー 等 で 広く 県 民 等 に 対し て お 知ら せ し て いま す 。 

平成 28 年 度 に お いて は 、 県 政広 報 訪 いわ て グラ フ 6 月 号 に 平成 27 年 度 継続 調査 の 結果 に つい て 掲載 
する な ど 広 報 を 行っ て いま す 。 
今後 も 引き 続き 、 調 査 結果 に つい て 県 民 等 へ の 周知 に 努め て いき ます 。 







































































で 出 
















































































(2) 学校 等 の 除 染 
県 立 学校 の 局所 的 な 除 染 作業 の 要 否 等 を 把握 する た め 、 平成 23 年 9 月 か ら 11 月 まで に か け て 業者 委託 
に よる 全 県 立 学校 の 校 地 内 空間 線量 率 測定 を 実施 し た 結果 、 校庭 等 の 場所 で 文部 科学 省 の 定め る 目安 を 
トド 回 り 、 健 康 に 影響 を 与え る レベ ル で は な いこ と を 確認 し まし た 。 し か し 、 雨 どい の 下 な ど 局 所 的 に 高 
い 値 (1 Sv/h 以 上 ) を 示し た 箇所 も あっ た た め 、 た だ ち に 立入 制限 等 を 行い 、 平 成 23 年 12 月 27 日 まで 
に 高い 値 を 示し た 全て の 県 立 学校 の 除 染 を 完了 し まし た 。 除 染 完 了 以 降 、 定期 的 に 放射 線量 の 測定 を 行 
っ て いま す が 、 こ れ ま で の 測定 の 結果 、 全 て の 人 箇所 で 文部 科学 省 の 定め る 目安 を 下回っ て いま す 。 
また 、 重 点 調査 地域 内 (一 関 市 、 奥 州 市 ) の 県 立 学校 の うち 詳細 測定 (平成 24 年 6 月 に グラ ウン ド 等 
ON RN 関 清明 支援 学校 
(本 校 ) 、 前 沢 高 等 学校 、 千 厩 高 等 学校 ) の グラ ウン ド 等 に つい て 、 国 の 補助 事業 を 活用 し 、 環 境 省 の 
定め る 「 除 染 関 係 ガ ダイ ドラ イン 」 及 び 市 の 除 染 作 業 方 法 に 準じ た 除 染 を 実施 し 、 平 成 25 年 5 月 まで に 全 
て の 学校 の 除 染 が 完了 し まし た 。 
県 立 学 校 の 農業 教育 実習 で 使用 し て いる 牧草 地 に つい て 、 除 染 が 必要 と な っ た 県 立 学校 4 校 (盛岡 農 
業 高等 学校 、 水 沢 農 業 高等 学校 、 岩 谷 堂 高 等 学校 、 境 野 緑 峰 高 等 学校 ) に お いて 、 牧 草地 の 除 染 作業 を 
行い 除 染 作業 が 完了 し まし た 。 

今後 も 、 測 定 の 結果 、 低 減 措 置 実 施 の 目安 を 超え た 場合 は 、 放 射線 量 低減 に 向け た 取組 方 針 に 基づき 、 
低減 措置 を 実施 し て いき ます 。 
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(3) 学校 給食 の 検査 
ア 県 立 学校 、 市 町 村立 学校 
学校 給食 の より 一 層 の 安全 ・ 安 心 確保 の た め 、 自 校 で 給食 調理 を 実施 し て いる 県 立 学校 に 測定 機器 
aas， 
に 応じ て 測定 を 行っ て いま す 。 測 定 開始 か ら 平成 28 年 度 ま で に 基準 値 を 超え た 例 は あり ませ ん 。 
また 、 県 で は 、 平成 23 年 度 に 市 町 村 が 検査 体制 整備 の た め に 機器 を 購入 する 際 の 費用 を 助成 する 補 
助 金 制度 を 創設 し 、 20 市 町 村 が 補助 金 を 活用 し 測定 機器 を 平成 24 年 8 月 まで に 整備 、 順次 測定 を 開始 
し まし た 。 県 の 補助 制度 を 活用 せ ず 、 市 町 村 独 自 に 測定 機器 を 整備 し た 市 町 村 に お いて も 、 測 定 を 行 
っ て お り 、 平 成 28 年 度 は 、23 市 町 村 に お いて 測定 を 行っ て いま す 。 
な お 、 県 で は 、 平 成 24 年 度 か ら 平成 25 年 度 ま で に お いて 、 県 内 5 施設 を 対象 に 、 提供 後 給 食 の 放射 






















































































































































































































































































46 








4 第 5 節 風評 被害 対策 の 取組 状況 革 






性 物質 濃度 に つい て 把握 する 学校 給食 モニ タリ ング 事業 を 実施 し 、 全て の 検査 に お いて 、 放射 性 物質 


























(放射 性 ヨウ 素 131、 放 射 性 セン ウム 134、 放 射 性 セン ウム 137) は 検出 され ませ ん で し た 。 


今後 も 、 


図表 4-3 県 立 学校 設置 測定 機器 に よる 学校 給食 の 測定 結果 





学校 給食 に お ける 放射 線 へ の 不安 を 解消 する た め 、 継 続 し て 測定 を 行っ て いき ます 。 
























































平成 25 年 度 15 1, 044 1, 059 0 他 施 設 か ら の 依頼 に よる 測定 を 含む 
平成 26 年 度 21 1, 104 1, 125 0 他 施 設 か ら の 依頼 に よる 測定 を 含む 
平成 27 年 度 9 1, 014 1, 023 0 他 施 設 か ら の 依頼 に よる 測定 を 含む 
平成 28 年 度 13 1, 033 1, 046 0 他 施 設 か ら の 依頼 に よる 測定 を 含む 
イ 私 立 学校 








県 内 私 立 学校 に お いて も 、 各 学校 設置 者 が 必要 に 応じ 給食 の 測定 を 実施 し て いま す 。 平成 29 年 1 月 現 




















在 、 給 食 を 実施 し て いる 私 立 学校 の うち 、 市 町 村 給 食 セ ンタ ー 等 で 7 校 の 測定 を 実施 し て いま す 。 
平成 29 年 度 に お いて も 、 平 成 28 年 度 ま で と 同様 に 、 各 学校 設置 者 が 必要 に 応じ 給食 の 測定 を 実施 し て 
いま す 。 今後 も 測定 状況 の 把握 や 放射 線 影響 対策 に 係る 学校 へ の 情報 提供 に 努め て いき ます 。 

















| 第 5 節 風評 被害 対策 の 取組 状況 


1 


概況 


県 内 主要 地点 


の 放射 線量 は 低減 傾向 に あり 、 県 産 農林 水産 物 等 に お いて も 国 の 基準 値 を 下回っ て いる も 














の が ほとん ど で す が 、 放 射 性 物質 の 影響 を 懸念 し た 消費 者 が 「 い わ て 」 の 産品 を 買い 控え る こと な ど に よ 


り 、 県 産 農林 水産 物 の 市 場 価格 の 低迷 や 取引 の 縮小 、 商 工業 に お ける 製品 の 買い 控え や 出荷 時 の 検査 費 


の 


業 に お いて 風評 被害 の 発生 が 見 られ て いま す 。 
被害 を 解消 し て いく た め 、 県 で は 、 生 活 空間 の 放射 線量 や 県 産 農 林 水 産物 の 放射 性 物質 濃 
検査 結果 等 の 速やか な 公表 に 加え 、 消 費 者 に 対 し て 県 産 農林 水産 物 の 安全 ・ 安 心 の PR に よる 販路 の 回 


度 
复 


増加 、 一 部 の 


これ ら の 風評 








・ 拡 大 を 図る 











本 県 の 自然 や 風 
拡大 、 商 談 会 等 
旅行 な どの 観光 客 誘致 を 行う な ど 、 海 外 も 含め 風評 を 払拭 する 取組 を 行っ て いま す 。 さ ら に 、 被 害 を 受け 

































































国 に お ける 輸入 規制 、 一 部 の 地域 か ら の 観光 客 の 入 込 が 回 復 し て いな いな ど 、 県 内 各種 産 




























































































た め 、 平 成 25 年 度 に 「 い わ て ブラ ンド 再生 推進 事業 」 を 創設 し まし た 。 本 事業 に お いて 、 
士 、 県 産 農 林 水 産物 、 事 業者 の 製品 な どの 上 魅力 を 広く 情報 発信 し 、 物 産 展 等 を 通じ た 消費 
を 通じ た 事業 者 の 販路 回 復 ・ 拡 大 の 支援 を 行っ て きま し た 。 ま た 、 和 観光 業 に お いて は 教育 






































た 事業 者 に 対し 、 東 京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 に 向け た 支援 と し て 、 商 工 ・ 観 光 事 業者 の 個別 の 相談 に 
対応 し て いま す 。 


の 
施 











平成 26 年 度 と 平成 27 年 度 は 、 関 西園 で の 取組 を 強化 し 、 鉄 道 広告 の 掲出 の ほか 、 シ ェ フ な ど を 対象 と 
し た 産地 見 学会 や ワウ カメ を 中 心 と する フェ ア を 開催 する な ど 、 消 費 者 の 信頼 回 復 と 県 産 農林 水産 物 の 販路 





回 復 ・ 拡 大 を 
まま し 舌 。 
































図り まし た 。 ま た 、 県 内 で も 連 し いた け 、 ワ カメ 等 の 風評 払拭 に 向け た キャ ン ペ ー ン を 実 
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第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 





平成 28 年 
り 、 県 産 農 林 水 産物 の 魅力 や 安全 ・ 安 心 に 
・ 商 談 


山中 





码 业 |」 に よ 
る 取組 の P 
て 取り 組み 


これ ら の 取組 の 結果 、 農 林 水 産業 に お いて は 、 和 牛肉 、 


し いた け 及 
に 回 復 し て 


ー 
= 








と 推測 され 
に あり ます 
り 、 継 続 し 








一 部 の 国 に 


本 県 へ の 旅 





引き 続き 、 
林 水 産物 等 


< 


ド 被 害 が 十 


每 


型 








財 








極 的 に 展開 


于 


开山 





【 市 町 村 等 の 
県 で は 、 准 





産 量 の 減少 や 取 


農林 水産 物 等 の 安全 性 


度 は 








R や 、 産 
まし 7 と 。 


3 


也 见 学 全 




















、「 い わ て 農林 水産 物 消 費 者 理解 増進 対策 


会 の 開催 な 














対す 
ど を 継続 し 

















び 乾 し いた け の 市 場 人 
いま す が 、 乾 し いた ! 











て いま 
が 、 問 屋 や 小売 
た 取組 が 必要 と な っ て 


























お ける 輸入 規制 
行者 数 等 は 回 復 傾向 











の 放射 性 物 


分 に 払拭 され て いな い 品 
や 魅力 を 広く PR する 取組 を 積 
安心 の 確保 と 











NL 


消 表 











する こと に より 、 














取組 : 


費 地 と 産地 と の 交流 を 通じ て 

















産地 と し て の 








信頼 


口 























付 金 を 活 


施 し まし た 。 


1 








一 
ュー 


増進 を 
お いて 、 











目的 と 
県 産 











BR 





平 





し た フェ ア 等 の 開催 
農林 水産 物 の 





口 打字 
HH 中 


する も の で す 。 


PR の 内 容 は 、 単 な る 農林 水産 物 の 試 ] 
放射 性 物質 低減 の た め の 取 組 や 食品 と 放射 能 





と な っ て いま 








す 。 





この 事業 を 


平成 27 年 度 は 14 市 町 村 ・10 生産 者 
県 産 農林 水産 物 の 安全 ・ 安 心 を PR3 
者 に 対す る アン ケー ト の 結果 、8 





AL 


消費 
用 し た い 」 と 


























活 











す 。 な お 、 わ か め の 市 場 人 
店 と の 取引 は 縮小 し た ま 


者 の 安全 ・ 
被害 の 解消 や 防止 を 目指 し て いき 


し て 平成 25 年 度 は 15 市 


ナ に つい て は 、 
扱い 商社 の 在庫 量 の 変化 に よる 1 


町 の 水準 
的 な 4 
复 


























口 














h 格 





い 





す 。 


商工 業 に お いて は 、 製 品 の 買い 控え や 検査 費 有 
が 継続 し 、 観 光 業 に 
に ある も の の 、 
ら の 入 込 が 回 復 し て いな いな どの 状況 が 続い て い 
県 は 、 市 町 村 や 関係 団体 等 と 連携 し て 、 県 産 
質 濃 度 等 の 検査 結果 の 公表 や 、 風 
や や 地域 を ! 





























E す 。 


いわ て 上 農林 水産 物 消費 者 理解 増進 











も 项 向 





回复 
E で あ 











『「 お いし い 」 が 産ま れる 地 ・ い わ て 


その 土地 を 愛す る 人 た ち は 


生産 物 を 愛す る 人 た ち 。. 




















の 増加 、 
お いて は 、 
一 部 地域 か 
す 。 

















心 に 、 県 











回 復 ・ 拡 大 を 








成 25 年 度 か ら 「 い わ て 農林 水産 物 消費 者 理解 増進 対策 





図る た め 、 消 費 


也 CD 


対策 事業 の 実施 状況 】 
、 県 産 農 林 水 産物 の 放射 司 
復 と 県 産 農林 水産 物 の 販路 の 





























庁 の 地 








業 」 


の 事業 は 、 市 町 村 や 生産 者 等 が 主体 と な っ た 県 産 農林 水産 物 の 安全 性 確保 の 取組 
経費 を 支援 する も の で 、 市 町 村 や 生産 者 が 首都 
の 高 さ や 安全 ・ 安 心 の 確保 に 向け た 産 ] 





























会 や 展 


示 即 売 の みな ら ず 、 








に 関す る 普及 啓発 な ど 、 
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組 等 を 沸 
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ョ 費 
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団体 、 平 成 28 











の 回 答 で し た 。 
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する ポス タ 
割 以 上 が 「 





者 団体 、 
年 度 は 14 市 町 村 ・12 4 








E 産 者 団 














ー の 掲示 や 試食 ・ 試 供 品 


産地 の 安全 ・ 安 心 の 取 * 
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毅 


等 を 活 


『 者 の 理解 増進 に 


の 提供 等 
日 を 理解 し た 」「 岩 手 県 産品 を また 利 



































平成 26 年 度 は 18 市 町 村 ・ 


し 、 平 成 28 有 


に 対す る 


E 物 質 に 対す る 消費 者 の 不安 を 払拭 し 、 


方 消費 者 行政 推 
E 度 も 実 


進 交 














* 费 者 四 理解 
商店 街 や 量販 店 等 に 
者 に 対し て 広く PR 









































1] し た 生産 者 等 に よる 











向け た 取組 が 必須 














12 生産 者 団体 、 





体 が 物産 フェ ア 等 を 開催 し 、 








を 実施 








し まし た 。 参加 し た 











4 第 5 節 風評 被害 対策 の 取組 状況 莉 








図表 5-1 いわ て 農林 水産 物 消費 者 理解 増進 対策 事業 実施 状況 (平成 26 年 度 ~ 平 成 28 年 度 ) 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































市 町村 | 5 八幡 平 市 、 宇 石町 、 葛 4 | 事 石 町 、 葛巻 町 、 紫波 っ | 赤石 町 、 矢巾 町 
盛岡 広 親 、 此 流 困 、 矢巾 町 町 、 矢 貼 困 陸 識 
域 振興 盛岡 りん ご 推進 協議 盛岡 市 農業 振興 連絡 盛岡 市 農業 振興 連絡 
局 管 け 団体 2 | 会 、 盛 岡 地 方 し いた け | 2 | 協議 会 、 盛岡 地方 し い | 2 | 協議 会 、 盛岡 地方 し い 
生産 振興 協議 会 こけ 生産 振興 協議 会 こけ 生産 振興 協議 会 
北上 市 、 遠 野市 、 一 関 北上 市 、 一 関 市 、 平 泉 北上 市 、 境 野市 、 一 関 
村 | 5 | 市 、 金 ク 崎 町 、 平 泉町 | 4 | 町 、 金 ヶ 崎 軸 | 。 | 市 、 平 泉町 
県 南 広 J A 岩手 ふる さと 、 奥 奥 州 市 农 青 产物 利用 奥州 市 農 畜 産物 利用 
域 振 興 州 市 農 畜 産物 利用 推 推進 協議 会 、」 A 岩手 推進 協議 会 、」 A 岩手 
局 管 民 団体 2 | 進 協議 会 3 | ふる さと 、J A いわ て | 4 | ふる さと 、J A いわ て 
花巻 花巻 、 一 関し いた け 生 
産 組合 
宮古 市 、 大 船渡 市 、 釜 釜石 市 、 大 村 町 、 大 船 山田 町 、 釜 石 市 、 大 模 
市 町村 | 6 | 石 市 、 陸 前 高田 市 、 山 | 4 | 渡 市 、 宮 古市 5 | 町 、 大 船渡 市 、 宮 古 
沿岸 広 林 、 大 棚町 
域 振興 広田 園芸 生産 組合 、 JF 広 田 湾 、JF 綾 里 JF 広 田 湾 、JF 綾 里 
局 管内 団体 4 の 駅 よこ た 、J F 綾里 3 小石 浜 青 年 部 、JF 三 3 小 石 浜 青年 部 JE 三 
小石 浜 青年 部 、JF 三 陸 や まだ 陸 や まだ 
陸 や まだ 
慈 洋 野 竣 市 、 洋 時 到 市 、 洋 野 普代 
了 市 町 村 | 2 久慈 市 、 洋 野 町 久慈 市 、 洋 野 町 "a 洋 野 町 、 普 代 
域 振興 グリ ー ン ・ バ ズ 、 二戸 二戸 市 特産 品 開発 指 丁 A 新 岩手 青年 部 久 
局 管 民 団体 2 | 市 特産 品 開発 推進 協 | 1 | 進 協議 会 2 | 慈 中 央 支部 、 二 戸 市 特 
議会 産品 開発 推進 協議 会 
県 全域 団体 2 J A 岩手 県 中 央 会 、J i J A 岩手 県 中 央 会 i J A 岩手 県 中 央 会 
F 大 手 漁 連 
合计 市 町 村 | 18 14 14 
人 団体 | 12 10 12 

































































2 各 取 組 の 実施 状況 

(1) 農林 水産 業 等 

ア 風評 被害 の 発生 状況 

県 は 、 県 産 農 林 水 産物 の 放射 性 物質 濃度 検査 の 結果 、 国 の 基準 値 を 超え る 放射 性 物質 が 検出 され た 
場合 、 国 の 出荷 制限 指示 等 に 基づき 、 出 荷 団体 等 に 対し て 出荷 を 差し 控え る よ う 要 請 し て いま す 。 
平成 29 年 3 月 末 現 在 、 国 の 出荷 制限 指示 を 受け て いる 品目 は 、 和 牛肉 、 原木 生 し いた け 、 山 菜 類 、 野 
生 鳥 鹸 肉 な ど 15 品 目 、 県 が 出荷 自粛 要請 を 行っ て いる 品目 は 、 乾 し いた け な ど 8 品目 と な っ て いま す 。 
風評 被害 は 、 肉 用 牛 に 給与 する 稲 わ ら か ら 放 射 性 セン ウム が 検出 され た 平成 23 年 7 月 以降 、 県 産 牛 
肉 の 枝肉 単価 が 下落 し 、 そ の 後 、 大 豆 や 小麦 の 農産 物 、 和 牛乳 ・ 乳 製品 、 生 し いた け 、 乾 しい たけ 、 山 
菜 ・ き の こ 類 等 の 林産 物 、 ソ イ 類 、 マ ダラ 等 の 水産 物 に お いて も 価格 の 下落 等 が 生じ まし た 。 
平成 29 年 3 月 末 現 在 、 邊 肉 、 生 し いた け 及 び 乾 し いた け 、 わ か め の 市 場 価格 は 、 原発 事故 前 の 水準 
に ほぼ 回 復 し て いま す が 、 乾 し いた け に つい て は 、 全 国 的 な 生産 量 の 減少 や 取扱 い 商社 の 在庫 量 の 変 
化 に よる 価格 の 回 復 と み ら れ て いま す 。 ま た 、 わ か め に つい て は 、 間 屋 や 小売 店 と の 取引 は 縮小 し た 
状況 と な っ て いま す 。 
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转 第 2 章 平成 28 年度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 " = 








イ 風評 被害 対策 の 取組 状況 
県 で は 、 原 発 事故 発生 後 か ら 、 県 産生 肉 の 安全 ・ 安 心 の 確立 や 牧草 地 再生 の 取組 を 進め る と と も に 
県 産 農 林 水 産物 の 安全 性 確保 の 取組 や 魅力 を P R し 、 販 路 回 復 ・ 拡 大 に 向け 取り 組ん で いま す 。 
また 、 市 町 村 や 生産 者 団体 が 消費 者 に PR する 取組 や 産直 施設 等 の 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 
に つい て 支援 し て いま す 。 
東日本 大 震 災 津波 や 、 原 発 事故 に よる 風評 被害 で 減少 し た 県 産 農 林 水 産物 の 国内 外 に お ける 販売 額 
の 回 復 と 拡大 に 向け 、 県 内 外 の 消費 者 に 対 し 県 産 農 林 水 産物 の 安全 性 や 知事 メッ セー ジ の 発信 の ほか 、 























































































































































































































































































































国内 外 に お いて 知事 等 に よる トッ プ セ ー ル ス を 実施 し て いま す 。 
平成 28 年 度 は 、「 い わ て 農林 水産 物 消費 者 理解 増進 対策 事業 」 に より 、 和 首都 園 に お ける 県 産 農 林 水 
産物 の 安全 ・ 安 心 や 産地 の 魅力 の 情報 発信 に 取り 組む と と も に 、 生産 者 等 の 参画 に よる 産地 見 学会 や 
商談 会 等 を 通じ て 販路 回 復 ・ 拡 大 に 向け た 取組 を 実施 し まし た 。 






































また 、 同 事業 に より 、 市 町 村 や 生産 者 団体 等 が 実施 する 県 産 農 林 水 産物 の 安全 ・ 安 心 や 販路 回 復 ・ 
拡大 に 向け た 各種 情報 発信 や 物産 フェ ア 等 の 取組 を 支援 し て お り 、 県 産 農 林 水 産物 の 安全 性 を 消費 者 
等 に 正しく 理解 いた だ く た め 、 継 続 し て 適 確 な 情報 発信 や 販路 回 復 ・ 拡 大 に 向け た 取組 を 実施 し ます 。 
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図表 5-2 農林 水産 物 に お ける 風評 被害 の 発生 事例 

































































































































































































































































































































































































































































































































































開帳 被害 状況 
稲 わ ら か ら 放 射 性 セン ウム が 検出 され た 平成 23 年 7 月 以降 、 風 評 被害 等 に より 県 産生 肉 の 枝肉 単価 
| 年内 OA 
村 _ 県 産 肉 用 邊 の 全 頭 検査 の 実施 や 束 か な 検査 上 NTT 
物 通じ た 安全 性 の アピ ー ル に より 、 原 発 事故 前 の 水準 に ほぼ 回 復 し て いる 。 
牛乳 ， (I 
乳 製品 買 し な い 」 と の 理由 で 店 頭 か ら の 排除 され た 事例 が ある 。 
农 | 大 豆 平成 23 年 度 以降 、 落 札 価格 が 全国 平均 より 低かっ た が 、 価 格 は 回 復 基調 に ある 。 
有 め 小雪 岩手 産 で ある こと を 理由 と し た 取引 停止 (販売 額 が 約 1, 000 万 円 減少 ) の ほか 、 実 填 者 に よる 播種 前 
: 契約 (購入 希望 数 量 ) は 24 年 産 に 比べ 約 1 千 ト ン (12%) 減少 する な どの 被害 を 受け た 事例 が ある 。 
県 内 の 生 し いた け の 価格 は 、 原発 事故 前 の 水準 に ほぼ 回 復 (H27 年 4 て 12 月 22 年 比 100%) し て いる 。 
生 し いた 平成 24 年 4 て 5 月 に 相次い だ 出荷 制限 指示 を きっ か け と し て 、 出 和 荷 制 限 指 示 が 出さ れ て いる 市 町 村 
け 以外 の も の で も 、 放射 性 物質 の 検査 要請 や 実需 者 か ら 納品 を 休止 され る な ど 受 注 が 減少 し て いる 事例 が 
ある 。 
平成 24 年 2 月 に 一 部 の 市 町 村 で 食品 の 暫定 規制 値 (500Bq/kg) を 超え た こと 、 平 成 24 年 4 て 5 月 に 
林寺 し いた 和 全 県 的 に 出荷 量 ・ 価 格 と も 落ち 込み 、 一 時 は 原 
産 | け 発 事故 前 に 比べ 約 2 割 に 下落 (平成 25 年 度 し た 。 
物 H27 年 度 (4~12 月 ) に 入っ て 、 春子 の 不作 等 の 影響 か ら 価格 が 急 回 復 し 、 原発 事故 前 対比 で 105% と 
市 場 価格 が 急 回 復 し た が 、 引 き 続 き 価格 動向 を 注視 する 必要 が ある 。 


















































mn きのこ 類 に つい て 、 平 成 24 年 4 月 ( a 同年 10 月 に 一 部 市 町 村 の 野生 
きのこ に 出荷 制限 指示 等 が 相次い た こと を きっ か け に 、 多 く の 直 売 所 の 来客 数 が 減少 し た 。 現 地 調 査 を 
きのこ 類 hl お いて は 、 来場 数 が 月 平均 約 20% 減 少し 、 山菜 以外 の 商品 に も 影響 が 生じ 、 売上 げ は 約 

ーー | 30% 減 少し た 。 ま た 、 放 射 性 物質 検査 証明 書 に つい て 、 出 荷 制限 品 i on ee 
事例 が ある 。 












































































































































































































































































































































































































































県 は 、 釜石 海域 の クロ ソイ に つい て 、 基準 値 を 超過 する 放射 性 セシウム が 検出 され た こと か ら 、 平 成 
ソイ 類 24 年 6 月 1 日 付け で 水揚げ 自粛 を 要請 し た (同年 7 月 1 日 付け で 解除 )。 
一 連 の 報道 等 が クロ ソイ を 含む ソイ 類 全 般 の 消費 不振 を 招き 、 釜石 魚 市 場 で は 、 自粛 要請 が 解除 され 
た 同年 7 月 1 日 以 降 も ち 、 ソ イ 類 の 取引 価格 が 長期 間 低迷 し た 事例 が ある 。 
水 国 は 、 平 成 24 年 5 月 2 日 付け で 三陸 南部 沖 海域 〔 宮 城 県 海域 (陸前 高田 市 沖の 一 部 を 含む )〕、 同 年 
産 8 月 27 日 付け で 青森 県 沖 太平 洋 海域 に つい て マダ ラ の 出荷 制限 を 指示 し た 。 
物 | マダ ラ 本 県 海域 (三陸 北部 沖 海域 ) に つい て は 、 基準 値 の 超過 事例 が 一 件 も な く 、 国 か ら 出 荷 制限 が 指示 さ 
れる こと は な か っ た が 、 一連 の 報道 等 が マダ ラ の 消費 不振 を 招き 、 県 内 の 全 魚 市 場 で は 、 同年 5 月 以降 、 
マダ ラ の 取引 価格 が 長期 間 低迷 し た 事例 が ある 。 






































ルル 7 バ 放射 性 セン ウム 23Bq ン kg の 検出 事例 が あっ て 以降 、 放射 性 物質 汚染 を 避け る 操業 を 行っ て いる た め 
(サゲ ) 非 効 率 で 漁獲 量 が 減少 し た 事例 が ある 。 
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図表 5-2 農林 水産 物 に お ける 風評 被害 の 発生 事例 





第 5 節 風評 被害 対策 の 取組 状況 革 














た 3 


震 災 に よっ て 、 関 西 圏 等 で は 、 mm Th ・ 韓国 ) に 切り 換え られ た 。 本 県 産 の 供給 が 可 | 


能 と た 後に 

















お いて も 、 放 射 性 物質 へ の 懸念 な ど を 理由 に 、 依 然 、 問 屋 や 小売 店 と の 取引 き が 縮小 し 
まま と な っ て いる 。 


















































等 早 え 


川 急 














つい て 、 100B 
同年 3 月 29 





県 は 、 盤 井川 ・ 砂 鉄 川 の イワ ナ 、 衣 川 ・ 盤 井川 の ヤマ メ 、 気 仙川 ・ 胆 沢川 ・ 砂 鉄 川 ・ 大 川 の ウグイ に 
q/kg (平成 24 年 4 月 1 日 
日 付け で 、 同 年 4 月 1 日 以降 の 採 捕 自粛 












































その 後 、 国 








県 内 水面 漁 連 が 発行 する 県 内 共通 遊漁 券 











は 、 同 年 5 月 8 日 付け で 














以降 の 基準 値 ) 




















ム よ り 下 流 の 北上 川 (支流 を 含む ) の 
を 指示 Py 






































盤 井川 ・ 砂 鉄 川 の イワ ナ 、 同 年 5 月 11 日 付け で 大 川 ・ 四 十 四 田 ダ 
ウグイ 、 同 年 6 月 12 日 付け で 気仙 川 の ウグイ に つい て 、 出荷 制 限 


に つい て は 、 出 荷 制限 を 受け て いな い 河 川 で も 使用 で きる が 、 








を 超過 する 放射 性 セン ウム が 検出 され た こと か ら 、 
を 要請 本 ec 









































一 連 の 報道 等 が 全 県 的 な 遊漁 客 離 れ を 招き 、 同 年 の 発行 枚数 が 大 幅 に 減少 し た 事例 が ある 。 














図表 5-3 風評 被害 対策 の 主 な 取組 状況 (農林 水産 業 等 











県 産生 内 安全 











事業 


心 確立 緊急 ト 





安全 ・ 安 心 な 県 産生 
者 の 不安 等 を 解消 する 
の 参加 に より 、 県 内 外 








肉 の 供給 体制 を 確立 し 、 県 内 外 に 出荷 され る 県 産生 に 対す る 消費 


た め 、 和 牛肉 の 放射 性 物質 検査 の 実施 と 結果 の 公表 の ほか 、 生 産 者 
で の 県 産生 の 販売 促進 活動 な どの 風評 被害 防止 対策 を 実施 。 
平成 24 年 度 か ら 現在 まで 、 国 の 基準 値 (100Bq/kg) を 超過 し た 事例 は 発生 し て お ら ず 、 

































































風評 被害 対策 の 取組 効果 も あり 市 場 























格 は 原発 事故 前 の 水準 に ほぼ 回 復 。 




















いわ て 型 牧草 地 





























県 が 利用 自 粛 を 要請 
象 に 、 風評 被害 対策 と 














し て いな い草 地 ( 酷 农 50Bq/kg 以下 、 肉 用 和牛 100Bq/kg 以下 ) を 対 
し て 放射 性 物質 の 低減 を 図る た め の 除 染 を 実施 する 市 町 村 を 支援 。 






































いわ て 食材 販路 
回 復 ・ 拡 大 推進 


平成 23~ 

















平成 23 年 度 は 、 東 
の 販路 の 回 復 ・ 拡 大 を 























本 大 岩 炎 津 濾 
図る こと を 























的 に 、 県 産 農林 水産 物 の 品質 の 高 さ や 安全 性 、 被 災 


後 、 生 産 量 が 大 きく 落ち 込ん だ 水産 物 な ど 本 県 産品 
































地 の 復旧 状況 な ど を P 
開催 。 



































R す る た め 、 量 販 店 や 自治 体 、 企 業 か ら 協 力 を 得 て 復興 フェ ア 等 




















- 事 . 


= 





24 年 度 

















平成 24 年 度 は 、 県 産 農 林 水 衣 


E 物 の 安全 性 確保 の 取組 や 生産 者 の 一 生 懸 命 な 次 を PR す 

















を 
る ポス ター を 作成 し 、 
を 
の 











消費 者 へ の PR 活動 

















その 安全 ・ 安 心 を 広く 発信 する と と も に 、 流 通 業 者 に 安全 性 を 訴 
販路 を 確保 し て いく た め の 商 談 会 の 開催 の ほか 、 生 産 者 団体 と 連携 し た 試食 販売 な ど 








を 実施 。 

































































平成 25~ 
27 年 度 


























や 、 実 需 者 等 に 対す る 
等 の ブラ ンド 力 の 再生 


県 産 農林 水産 物 の 風 衣 
物 等 の 販路 を 回 復 ・ 拡 大 する た め 、 
プロ モー ショ ン 、 マ ッ チ ング 機会 の 創出 に より 、 県 産 農林 水産 物 
・ 強 化 を 図っ た 。 





『 被 害 の 払拭 と 、 原 発 








事故 等 の 影 より 縮小 し た 県 産 農林 水産 





























全国 の 消費 














人 2 半生 安心 の 情報 発信 























いわ て 農林 水産 














物 消費 者 理 





進 対 策 事 業 








解 増 


平成 25 

















消費 者 等 を 対象 と し 








マッ チン グ 機 会 の 創出 に 





路 を 回 復 ・ 拡 大 に 取り 

















また 、 消 費 地 と 産地 
の 不安 を 払拭 し 、 産 地 




















た 安全 ・ 安 心 


組ん だ 。 








と の 交流 を 通じ て 、 県 産 農林 水産 物 の 放射 性 物質 に 対す る 消費 者 











の 情報 発信 や 、 実 需 者 等 に 対す る プロ モー ショ ン や 
より 、 原 発 事故 等 の 影響 に より 縮小 し た 県 産 農 林 水 産物 等 の 販 









































め 、 消 費 者 庁 所 管 の 地方 








っ た 県 産 農 林 水 産物 の 











等 の 開催 を 支援 。 





(平成 25 年 度 は 15 























団体 で 実施 。) 




















と し て の 信頼 回 復 と 県 産 農 林 水 産物 の 販路 の 回 復 ・ 拡 大 を 図る た 
肖 費 者 行政 推進 交付 金 を 活用 し 、 市 町 村 や 生産 者 等 が 主体 と な 
安全 性 確保 の 取組 に 対す る 消費 者 の 理解 増進 を 目的 と し た フェ ア 


j 町 村 ・15 生産 者 団体 で 実施 。 平成 26 年 度 は 18 市 町 村 ・12 生産 
者 団体 、 平 成 27 年 度 は 14 市 町 村 ・10 生産 者 団体 、 平 成 28 年 度 は 14 市 町 村 ・12 生産 者 









































































































































その 他 








平成 24 





























平成 24 年 度 に 産直 施設 等 が 東京 電力 に 対 し て 賠償 請求 を 行う た め の 支 援 と し て 、 東京 








電力 の 出席 を 求め た 説 























問い 合わ せ 窓 口 を 設置 
平成 25 年 4 月 に は 
を 実施 する と と も に 

















、 県 、 市 町 村 、 
、 産 直 や 水産 加工 





明 会 (個別 相談 会 含む ) を 計 19 回 、 県 内 各地 域 で 実施 。 
平成 25 年 度 は 、 本 庁 関係 各課 、 広 域 振興 局 及び 農林 振興 セン ター の 農林 水産 担当 課 に 


Oo 


















































関係 団体 等 に 対し 、 東 京 電力 の 出席 を 求め た 説明 会 
業者 等 を 対象 と し た 説明 会 を 沿岸 の 市 で 実施 。 
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画 第 2 章 平成 28 年度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 \ 


図表 5-4 消費 者 の 信頼 回 復 と 販路 の 回 復 ・ 拡 大 に 向け た 取組 概要 












[安全 | ED 二 消費 者 の 購買 
① 県 産 農 林 水 産物 の 安 | 行動 に つなが る よう な 情報 発信 を 実施 (生活 情報 誌 や 料理 専門 誌 へ の | 19 7 
全 ・ 安 心 の PR 記事 掲載 、 駅 や 空港 等 で の ポス ター 掲示 、 ミ ニ 番 組 放 送 等 に よる 情報 
発信 等 
ア 消費 者 を 対象 と し た 取組 
子ども を 持つ 40 代 以 下 の 女性 な どの 消費 者 を 対象 に 、 首都 圏 等 の 
飲食 店 と 連携 し た プロ モー ショ ン の 実施 や 中 京 圏 の 量販 店 で の 岩 | 29 折 9 回 
SN 5 手 県 フェ ア の 開催 、HP 「 い わ て 食 財 倶楽部 」・ フ ェ イ ス ブ ッ ク 「 い 
さり 記 議 の | わ て 食 財 サポ ボー ター 通信 」 で の 情報 発信 等 
イ 実需 者 を 対象 と し た 取組 
首都 圏 の 流通 業者 等 を 対象 と し た 「 い わ て 食 の 商談 会 」 や 著名 料 a 17 回 
理 人 等 を 招 嶋 し て の 「 産 地 見 学会 」 の 開催 、 広 域 振興 局 と 連携 し た 
ミニ 商談 会 の 開催 、 実 需 者 向け カタ ログ の 更新 等 
知事 等 に よる トッ プ セ 食 の 大 商談 会 や いわ て 和牛 の 集い な ど で 知 事 、 副 知事 等 に に る トッ プ 8 回 8 
ー ル ス セー ルス を 実施 
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図表 5-5 県 産 農 林 水 産物 利用 意向 の 推移 (安全 ・ 安 心 の 情報 発信 HP 閲覧 前 後 で 




















































































































① よ く 利 用 する ① ぜ ひ 利 用 し た い 12% 67% 22% 38% 21% 38% 
② た ま に 利 用 する ② た ま に 利 用 し た い 49% 31% 48% 58% 439% 4696 
③ あ まり 利用 し な い ③ あ まり 利用 し た く な い 3 0% 12% 1% 16% 6% 
④ 利 用 し た こと が な い ④ 利 用 し た く な い - 0% 6% 0% 6% 2% 
わから な い ⑤⑥ わ か ら な い 0% 2% 14% 3% 14% 8% 




















(2) 商工 業 ・ 観 光 業 に お ける 風評 被害 の 発生 状況 と 対策 の 取組 状況 
商工 業 ・ 観 光 業 に お いて は 、 製 品 の 買い 控え や 出荷 時 の 検査 費用 の 増加 、 一 部 の 地域 か ら の 観光 客 の 
入 込 が 回 復 し て いな いな ど 風 評 被害 が 発生 し て いま す 。 
この た め 、 県 で は 、 本 県 の 自然 や 風土 、 事 業者 の 製品 な どの 魅力 を 広く 情報 発信 する と と も に 、 物 産 
等 を 通じ た 事業 者 の 販路 回 復 の 支援 、 教育 旅行 な どの 観光 客 誘致 を 行う な ど 、 海外 も 含め 風評 を 払拭 
する 取組 を 実施 し て いま す 。 
今後 も 、 風 評 が 払拭 され る よう 、 前 向き な 情報 発信 に 取り 組ん で いき ます 。 

























































































ア 商工 業 
食品 加工 業 な ど を 中 心 に 岩手 県 で 生産 され た 製品 の 買い 控え や 、 顧客 ・ 取 引 先 か ら の 要請 に 応じ て 


実施 する 放射 線 検査 ・ 検 査 機器 購入 等 の 費用 が 高 む な どの 風評 被害 が 発生 し て いま す 。 
首都 圏 等 で の 物産 展 へ の 出展 を 通じ た 事業 者 の 販路 回 復 を 支援 する な ど し て 風評 の 払拭 に 取り 組 
ん で いる と ころ で あり 、 引 き 続 き 、 前 向き な 情報 発信 を し つつ 、 事 業者 の 支援 に 取り 組ん で いき ます 。 



















































































イ 観光 業 
本 県 へ の 観光 客 の 入 込 は 、 概 ね 震 災 前 の 水準 まで 回 復 し て いま す が 、 外 国人 観光 客 に つい て は 、 事 


故 直 後 、 放射 性 物質 の 影響 を 懸念 し て の キャ ン セ ル な ど に より 減少 し まし た 。 東日本 大 震 災 津波 発生 
前 の 水準 に は 達し て いな いも の の 、 全 体 と し て は 順調 に 回 復 し て き て いま す 。 ま た 、 教 育 旅行 は 、 総 
数 は 震 災 前 を 上 回 っ て お り (平成 27 年 217, 445 人 、11.3% 増 (H22 比 ))、 平 成 24 年 以降 、20 万 人 台 を 
維持 し て いま す 。 

風評 を 払拭 し 、 岩手 県 観光 の リピ ー タ ー を 増やす よう 、 観光 情報 の 発信 を 実施 する と と も に 震 災 学 
習 を 中 心 と し た 教育 旅行 の 誘致 に 取り 組ん で いま す 。 
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/ 第 6 節 情報 発信 、 普 及 世 発 、 原 死 放射 線 影響 対策 本 部 等 の 取組 状況 十 














観光 情報 発信 の 取組 と し て 、 楽天 株 式 会 社 と の 連携 に より 開設 し た 自治 体 ブ プロ グ 「 イ ー ハ トー ブロ 
グ 」 を 活用 し て いま す 。「 イ ー ハ トー ブロ グ 」 で は 、 広 域 振興 局 等 の 職員 が 現場 で の 取材 を 行い 、 い 
わ て の 観光 ・ 物 産 情報 の 記事 を 掲載 し て いま す 。 




































































図表 5-6 風評 被害 対策 の 主 な 取組 状況 (商工 業 ・ 観 光 業 ) 
区 分 | 取組 内 容 
商工 業 (いわ て の 食 と 工芸 交 力 拡大 事業 ) 
風評 被害 の 更 な る 払拭 と いわ て ブラ ンド の 確立 に 向け 、 県 産品 の 販路 拡大 、 魅力 向上 及び 新た な 購買 層 の 
開拓 に 取り 組む 。 
・ 未 だ 風評 被害 が 残る 分 野 を 主 と し た 食 の 商談 会 を 名 古屋 、 盛 岡 、 東 京 、 仙 台 (開催 順 ) に お いて 実施 。 
・ 水 産 加工 業 の 商品 力 向上 支援 を 目的 と し た 商品 開発 相談 会 及び 販路 開拓 相談 会 を 実施 。 
・ 首 都 圏 百貨 店 に お いて 、 新 た な ライ フス タイ ル に マッ チ し た 上 魅力 ある 本 県 工芸 品 の 展示 販売 会 を 実施 。 
・ イ ンタ ーネット 販売 に 向け た 事業 者 鈴 強 会 の 実施 
・ 異 業種 連携 を 目的 と し た ワー クシ ョ ッ プ の 実施 
観光 業 | ・ 「 世 界 遺産 の 國 、 い わ て 。 和 観光 キャ ン ペ ベー ン 」、「 希 望郷 いわ て 国体 ・ 希 望 卿 いわ て 大 会 観光 キャ ン ペ ベー ン 」 
を 展開 し 、 風 評 被害 の 払拭 と リピ ー タ ー の 確保 に 向け た 取組 を 実施 

・ 復興 ツー リズ ム 推 進 事業 

震 災 学習 を 中 心 と し た 教育 旅行 及び 企業 研修 旅行 の 誘致 を 促進 。 

三陸 地域 資源 活用 観光 振興 事業 

三陸 の 様々 な 地域 資源 を 活用 し た プロ モー ショ ン を 展開 。 
国際 観光 推進 事業 
東北 観光 推進 機構 等 と の 連携 や 海外 事務 所 等 の 活用 を 図り な が ら 情 報 発信 、 旅 行商 品 の 造成 等 を 実施 。 
いわ て イン バウ ンド 新 時 代 戦 略 事業 
東北 各 県 と 連携 し た プロ モー ショ ン の 展開 や 無料 公衆 無線 L AN の 環境 整備 な ど 受 入 態 勢 の 充実 を 図る 。 
いわ て 台湾 国際 観光 交流 事業 
重点 市 場 で ある 台湾 か ら の 診 客 拡大 の た め 、 旅 行商 品 造 成 支援 や メデ ィ ア 等 の 招請 に よる 情報 発信 を 
施 。 
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| 第 6 節 情報 発信 、 普 及 啓発 、 原 発 放射 線 影響 対策 本 部 等 の 取組 状況 


1 概況 

(1) 情報 発信 、 普 及 啓発 等 
県 で は 、 放射 性 物質 の 影響 に 対す る 県 民 の 不安 解消 や 風評 被害 の 解消 ・ 防 止 の た め に 、 各種 媒体 を 活 
し た 情報 発信 を 行う と と も に 、 県民 等 が 放射 性 物質 の 影響 に つい て 正しく 理解 する 機会 等 を 設け る 普 
及 麻 発 の 取組 を 行っ て いま す 。 

情報 発信 に つい て は 、 放射 性 物質 の 基礎 知識 や 各種 測定 結果 、 放射 線 影 響 対策 の 取組 状況 な ど を 県 内 
外 に 広く 周知 する た め 、 広 報 誌 や イン ター ネッ ト 、 冊 子 の 発行 、 新 聞 広告 な ど を 用 い 、 ま た 、 県 産 食 材 
や 産地 の 魅力 等 を 県 内 外 に アピ ー ル する た め 、 イ ンタ ーネット の ほか 、 生 活 情報 誌 ・ 料 理 専門 誌 等 へ の 
記事 広告 、 電 車 中 吊り 広告 な ど を 用 い 情 報 発信 し て いま す 。 平 成 28 年 度 は 県 産 農 林 水 産物 の 安全 ・ 安 
心 や 魅力 、 生 産 者 の 農林 水産 物 生産 に 対す る 一 生 懸 命 な 姿 を 、 雑誌 や PR 動画 等 を 通じ 、 一 般 消費 者 や 
飲食 業 関係 者 に 対し て アピ ー ル し まし た 。 

普及 啓 半 に つい て は 、 放射 性 物質 の 基礎 知識 や 食品 、 健康 影響 に 関す る 情報 を 取り まとめ た パン フレ 
ッ ト の 配布 、 放射 性 物質 の 影響 に よる 県 民 の 不安 を 解消 する こと を 目的 と し た 県 民 向 け セ ミナ ー の 開催 、 
行政 職員 の 基礎 知識 等 に つい て 学習 する こと を 目的 と し た 職員 向け セミ ナー の 開催 、 食 品 と 放射 能 に 関 
し 消費 者 、 生 産 者 、 事 業者 等 が 正しい 知識 の 共有 と 意見 交換 を 行う 出前 講座 を 継続 し て 開催 し て いま す 。 
県 民 向 け セ ミナ ー は 平成 23 年 度 か ら 平 成 27 年 度 ま で に 33 回 、 平 成 28 年 度 は 2 回 の 合計 35 回 開催 


し ま し た 。 職員 向け セミ ナー は 平成 23 年 度 か ら 平 成 27 年 度 ま で に 32 回 、 平成 28 年 度 は 4 回 の 合計 36 
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計 第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 ーーー 
























































回 開催 し まし た 。 リ スク コミ ュ ニ ケー ショ ン は 、 平 成 24 年 度 か ら 平 成 26 年 度 ま で に 合計 10 回 開催 し 
まし た 
県 民 の 不安 解消 や 風評 被害 発生 防止 の た め 、 情 報 発信 や 普及 盛 発 を 今後 も 継続 し て 実施 し て いき ます 。 

































































また 、 県 は 、 市 町 村 等 に 対し て 無償 で サー ベイ メー タ を 貸与 し 、 県 内 各地 の きめ 細か な 測定 の 実施 を 
推進 し て いま す 。 平成 23 年 度 か ら 平 成 27 年 度 ま で に 1, 471 回 、 平 成 28 年 度 は 235 回 の 合計 1, 706 回 
の 貸出 回 数 で し た 。 今 後 も 、 き め 細 か な 測定 を 実施 し 県 民 の 不安 の 解消 を 図る た め 、 貸 出 を 継続 し ます 。 























































































































【 市 町 村 等 の 取組 : 情報 発信 、 普 及 啓 発 実施 状況 】 

市 町 村 に お いて も 、 ホ ー ム ペー ジ や 広報 誌 な ど を 活用 し て 、 各 種 検査 結果 や 放射 線 の 基礎 知識 、 市 町 村 の 
取組 状況 な ど に つい て お 知ら せ し て いま す 。 ま た 、 住 民 に 関心 の 高い テー マ で ある 食品 中 の 放射 性 物質 な ど 
に つい て 分 か りや すく まとめ た パン フレ ッ ト を 独自 に 作成 し 住民 に 配付 する な ど 、 様 々 な 媒体 を 用 いて 情報 
発信 を 行っ て いま す 。 

市 町 村 に お ける 普及 啓発 の 取組 と し て は 、 放 射線 に 関す る 基礎 知識 や 、 空 間 線量 や 食品 の 放射 性 物質 濃度 
等 の 測定 結果 を 広報 紙 に 掲載 する 取組 が 最も 多く 、 平 成 28 年 度 ま で に 31 市 町 村 に お いて 行わ れ ま し た 。 

また 、 市 民 や 関係 団体 を 対象 と し た セミ ナー、 出 前 講座 等 に つい て は 、 一 関 市 (延べ 41 回 、3, 783 人 参加 ) 、 
盛岡 市 (延べ 19 回 、617 人 参加 )、 花 巻 市 (延べ 15 回 、559 人 参加 ) ほか 16 市 町 村 に お いて 実施 し て お り 、 
E た 、 奥 州 市 、 一 関 市 等 県 南部 の 市 町 を 中 心 に 7 市 町 で は 、 パ ン フ レッ ト 等 を 作成 し 、 正 し い 知識 の 普及 を 
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図る 取組 が 行わ れ て いま す 。 (図表 6- 1 ) 
図表 6-1 市 町 村 に お ける 普及 啓発 の 取組 (平成 23 年 度 ~ 平 成 28 年 度 ) 
セナ 、 出 前 講座 等 | メッ ルッ ト | 広報 紙 jm し に 出前 講座 等 | バッ ルッ ト | 広幸 
回 数 | 総 参加 者 数 | 等 作成 | 掲載 - | 回 数 | 総 参加 者 数 | 等 作成 掲載 
盛岡 市 19 617 O 〇 紫波 町 QO 
宮古 市 4 126 QO 矢巾 町 1 20 QO 
大 船渡 市 1 22 © O 〇 西 和 人 賀 町 QO 
花巻 市 15 559 O 〇 金ケ崎 町 1 120 © O 
北上 市 2 80 〇 平泉 町 6 107 〇 QO 
久慈 市 3 57 Q 住田 町 2 60 O 〇 
遠野 市 3 183 O 〇 O 大 本 町 O 〇 
関 市 41 3, 783 O 〇 Oo 山田 町 QO 
陸前 高田 市 | 1 20 QO 岩泉 〇 
釜石 市 1 45 QO 田野 畑村 QO 
二戸 市 1 50 〇 普代 村 QO 
八幡 平 市 1 68 〇 軽米 町 
奥州 9 280 QO 〇 野田 村 1 19 O 〇 
滝沢 市 〇 九戸 村 QO 
筆 石 4 62 O 〇 洋 野 町 © 
葛巻 一 戸町 QO 
岩手 O 合計 116 6, 278 7 31 
























































(2) 原発 放射 線 影響 対策 本 部 、 市 町 村 等 連絡 会 議 

本 県 の 原発 放射 線 影響 対策 に つい て は 、 平 成 23 年 7 月 に 設置 し た 知事 を 本 部 長 と する 原発 放射 線 影 
響 対策 本 部 (以下 「 対 策 本 部 」 と いう 。) に お いて 、 各種 方 針 の 策定 、 東 京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 、 
原発 放射 線 影響 対策 の 取組 な ど を 決定 し 、 関係 部 局 間 の 情報 共有 と 連携 を 図り な が ら 、 全 庁 を 挙げ て 各 
種 対策 を 推進 し て いま す 。 知事 、 副 知事 、 関 係 部 局長 で 構成 され る 本 部 員 会 議 は 、 平 成 23 年 度 か ら 平 
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成 27 年 度 まで 22 回 、 平 成 28 年 度 は 2 回 の 合計 24 回 開催 し て お り 、 本 部 員 会 議 で の 決定 事項 は 、 所管 
部 局 で 実施 する と と も に 、 関係 部 局 職員 で 構成 され る 放射 線 影響 対策 特命 チー ム や 県 南 広域 振興 局 等 の 
員 で 構成 され る 現地 対応 チー ム 等 を 通じ 、 部 局 横断 的 に 庁 内 の 連携 や 市 町 村 等 と の 連携 を 図り な が ら 
られ て いま す 。 
また 、 原発 放射 線 影響 対策 の 効率 的 、 効 果 的 な 推進 に 当たっ て は 、 市 町 村 等 県 内 関係 機関 ・ 団 体 と の 
連携 が 必要 で ある こと か ら 、 県 、 市 町 村 、 広 域 連 合 、 一 部 事務 組合 が 情報 共有 を 進め 、 連 携 し て 放射 線 
影響 対策 を 実施 し て いく た め 、 平 成 23 年 度 か ら 原 発 放射 線 影響 対策 市 町 村 等 連絡 会 議 (以下 「 市 町 村 
等 連絡 会 議 」 と いう 。) を 開催 し て いま す 。 平成 23 年 度 か ら 平 成 27 年 度 ま で 10 回 、 平 成 28 年 度 は 1 
回 の 合計 11 回 開催 し て いま す 。 
これ か ら も 、 本 部 員 会 議 で の 情報 共有 や 決定 、 市 町 村 等 連絡 会 議 で の 情報 共有 等 を 通じ て 、 原発 放射 
線 影響 対策 を 庁 内 関係 部 局 間 や 市町村 等 と の 連携 を 図り な が ら 進 め て いき ます 。 
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【 市 町 村 等 の 取組 : 対策 本 部 等 設置 状況 】 

市 町 村 に お いて も 、 住 民 の 安全 を 確保 し 、 放 射 性 物質 に 対す る 不安 を 解消 する た め 、 放 射線 影響 対策 に 関 
する 対策 本 部 や 専門 組織 を 設置 する と と も に 、 庁 内 関係 部 局 の 連絡 会 議 等 を 開催 する な ど 、 全 庁 的 に 対策 を 
進め て いま す 。 









































図表 6-2 市 町 村 の 対策 本 部 等 設置 状況 ーー 
市 町 村 名 | 対策 本 部 ・ 専 門 組織 | 庁 内 連絡 会 議 ・ 部 局 横断 チー ム 等 






































































































































































































































盛岡 市 災害 対策 本 部 放射 能 対策 部 放射 能 対 
『 可 へ 車 - 全 、。 す 能 対策 連絡 会 二 
盛岡 市 | 盛 回 市 伙 害 计策 本 部 放射 能 对 策 部 (H23.7.4~H24.3.9) EA 
9 司 市 素 た 震 災 復興 推進 ・ 放 射 能 対 策 木 居 の Si 2 
盛岡 市 東日本 大 震 災 復興 推進 ・ 放 射 能 対策 本 部 (H24.3.9) 策 本 部 放射 能 対策 部 幹事 会 ・ 常 任 幹事 会 
(H24. 3. 9~) 
宮古 9 放射 能 対策 関係 課長 会 議 (H23.7.15~) 
ee ー 原発 事故 放射 線 影響 対策 関係 課 会 議 
A (H23. 12. 2~) 
花卷 市 政策 推進 部 震 災 対策 室 〈H23. 9 一 24. 3) 加 


総合 政策 部 防災 危機 管理 課 (H24. 4 て ) 
久慈 市 = 原発 放射 線 影響 対策 連絡 会 議 (H23. 8. 30~) 
遠野 遠野 市 原発 放射 線 影響 対策 本 部 (H24.4.23 て ) = 




























































































関 市 災害 対策 本 部 放射 能 対 策 部 会 、 放 射線 対策 調整 班 
関 市 (H23. 10. 24~H24. 3. 31 一 
市 民 環境 部 放射 線 対策 室 (H24.4. 1 て ) 
釜石 市 ー 放射 線 等 影響 対策 会 議 (H24.5.22~) 


市 原発 放射 線 影響 対策 連絡 会 議 (H23.8. 17~) 
除 染 支援 チー ム (H24.6.1~H26. 3. 31) 


















































































































































PR 『 同 仮 置場 設置 推進 チー ム (H24.6.1~ 
用 市 | 奥州 市 原発 放射 線 影 響 対 策 本 部 (H23.8.25 へ ) VT a 
民 環 境 部 生活 環境 課 放射 線 対策 室 (H24.4.1~) 除 染 麻 棄 物 等 処理 推進 チー ム (H26.6.2~ 
H27.3.31) 























滝沢 滝沢 市 原発 放射 線 影響 対策 本 部 (H23.9.11~) 二 
雪 石 町 一 3 


岩手 町 ー 放射 性 物質 汚染 農林 業 系 副産物 の 焼却 処理 
に 係る 検討 チー ム (H25.8.29) 















































金ケ崎 町 | 金ケ崎 町 放射 能 対策 本 部 (H23. 6. 23 一 ) 
































平泉 町 | 株 町 原発 放射 線 対策 本 部 (H23.9.20~) 一 
平泉 町 放射 線 対策 室 (H24.2.1~) 
岩泉 岩泉 町 放射 能 影 響 対策 本 部 (H23.8. 1 て ) = 





























55 








转 第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 


一 





2 各 取 組 の 実施 状況 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1) 情報 発信 、 普 及 啓 発 の 取組 状況 
ア 情報 発信 の 取組 状況 
原発 事故 発生 以降 、 県 民 等 に 対 し 、 本 県 へ の 放射 性 物質 の 影響 や 放射 線 影 響 対策 の 実施 状況 な ど を 
お 知ら せ す る と と も に 、 県 内 外 に お ける 風評 被害 の 解消 や 防止 を 図っ て いく た め 、 広 報 誌 や ホー ムペ 
ー ジ な ど 各 種 媒体 を 活用 し て 情報 発信 を 実施 し て いま す 。 (図表 6- 3 ) 
平成 28 年 度 に お いて も 継続 し て 、 広報 誌 や ホー ムペ ー ジ な ど 各 種 媒体 を 活用 し て 情報 発信 を 実施 し 
まし た 。 い わ て 農林 水産 物 消費 者 理解 増進 対策 事業 に お いて は 、 雑 誌 へ の 記事 掲載 、 首 都 圏 で の 鉄道 
関連 広告 、 動 画 を 活用 し た PR、 食 の 総合 ポー タル サイ ト 「 い わ て 食 財 倶楽部 」 及 び フ ェ イ スプ ブック 
「 い わ て 食 財 サポ ポー ター 通信 」 等 を 通じ て 、 県 産 農林 水産 物 の 安全 ・ 安 心 や 産地 の 魅力 等 の 情報 発信 
を 行い まし た 。 
今後 も 、 県 内 外 へ の 情報 発信 に 継続 し て 取り 組ん で いき ます 。 
図表 6-3 媒体 ご と 情報 発信 の 実施 状況 ( 主 な も の ) 村主 
| 媒体 等 掲載 内 容 等 
広報 誌 | 県 政広 報 誌 「 い わ て グラ フ 」 | 本 県 の 現状 や 対策 等 を 定期 的 に 紹介 
放射 線量 測定 結果 、 食 品 検査 結果 、 国 ・ 県 ・ 市 町 村 等 の 取組 、 イ ベン ト 情 報 等 
ポー タル サイ ト の ペー ジ を リン ク 
「 放 射 能 に 関す る 情報 」 公式 ホー ムペ ー ジ > 放射 能 に 関す る 情報 : 
http://www. pref. iwate. jp/houshasen/ 
能 モ 0 県 内 10 箇所 に 設置 し た モニ タリ ング ポス ト の 測定 結果 を リア ル タ イ ム に 分 か 
0 208 モニ クリ ング シズ | りや すく 表示 (地図 表示 、 グ ラフ 表示 ) (ポー タル サイ ト 内 に リン ク ) 
http://wwwla. biglobe. ne. jp/radiation-monitoring-system/pc/index. html 
イ 県 民 に 関心 の 高い テー マ 、 李 節 の テー マ の 特集 ペー ジ を ポー タル サイ ト 「 放 射 
ン いわ て の 今 能 に 関す る 情報 」 内 に 「 い わ て の 今 」 と いう コー ナー を 設け 掲載 (生活 空間 、 
食品 、 健 康 、 野 生 山菜 、 野 生き の こ ) 
ネ 県 が 実施 し た 放射 線量 測定 ・ EE や すく 検索 ・ 閲 覧 で きる 
ジ ” 区 白 Hl マメ っ 一 ジス テム (ポー タル サイ ト 「 放 射 能 に 関す る 情報 」 内 に リン ク ) 
ト 放射 線 測 定 結 条 検索 シス テム 空間 放射 線量 ・ 放 射 性 物質 濃度 : http: //rad. pref. iwate. jp/radtion_map. php 
食品 の 放射 性 物質 濃度 : http://rad. pref. iwate. jp/food_search. php 
食 の 総合 ポー タル サイ ト 「 い | 食 財 図鑑 、 産 直情 報 、 食 の イベ ント 情報 、 食 財 サ ポー トレ スト ラン 情報 、 県 産 
わ て 食 財 倶楽部 」 農林 水産 物 等 の 安全 性 確保 に 向け た 取組 等 を 掲載 
特設 サイ ト 「 岩 手 う ん め ぇ ーー | 生産 者 や 料理 人 の イン タビ ュー、 食 の イベ ント 情報 、 県 産 食材 を 使用 し た メニ 
団 」 ュー、 食 の イベ ント 情報 等 を 掲載 
フェ イス ブッ ク 「 い わ て 食 財 | 特設 サイ ト 「 岩 手 う ん め ぇ ^ 団 . 
サポ ー タ ー 通 信 」 フェ イス ブッ ク 「 い わ て 食 財 サポ ポー ター 通信 」 
発行 物 岩手 県 放射 線 影響 対策 報告 書 | 原発 事故 以降 の 本 県 放射 線 影響 対策 全般 に つい て 掲載 
日 岩手 県 環境 報告 書 放射 線 量 測定 状況 、 除 染 状 況 、 普 及 啓発 の 実施 状況 等 を 掲載 
雑誌 「 日 経 ビ ジネス 」「 ル 2?7~ 」| 首都 圏 を は じ め 、 全 国 の 消費 者 を 対象 に 県 産 農林 水産 物 の 安全 ・ 安 心 や 魅力 を 
「ecomo 」 発信 
鉄道 広 | 電車 中 吊り 広告 ・ 駅 貼り ポス | 県 産 農 林 水 産物 の 安全 ・ 安 心 や 魅力 の 発信 を 発信 する た め 、 都営 地下 鉄 へ の 中 
告 等 ター 吊り 広告 と 駅 貼り ポス ター の 掲出 に より PR 
二 有名 人 や 著名 な 料理 人 を PR の 顔 と し て 起用 し 、 県 産 農林 水産 物 の 安全 ・ 安 心 
動画 | 巣 産 農 水産 物 『R 動 画 。 | 馬力 の 発信 、 生 産 者 の 一 生 懸 命 な 姿 を PR する 動画 を 配信 
本 飲食 業界 関係 者 に 対し 、 料理 専門 誌 を 通じ て 県 産 農 林 水 産物 の 魅力 を 発信 。 専 
誌 占 で の 県 産 に s 本 
その 他 | 二 二 人 车 朋 0 全 ”7 | 症 誌 と 連動 し た 首都 岡 及び 関西 甘 の 飲食 店 で の 県 産 食材 を 活用 し た 特別 メニ 
一 ュー を 提供 する 県 産 食材 フェ ア を 開催 
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ー ノ 第 6 節 情報 発信 、 普 及 路 発 、 原 発 放 射線 影響 対策 本 部 等 の 取組 状況 画 








図表 6-4 いわ て グラ フ を 活用 し た 情報 発信 の 状況 (平成 28 年 度 ) 











平成 28 年 6 月 1 日 ) 子ども の 内 部 被ばく 健康 影響 調査 
























































1 平成 28 年 6 月 号 ( 

2 平成 28 年 8 月 号 (平成 28 年 8 月 1 日 ) 野生 きのこ 採り の 留意 点 

3 平成 28 年 10 月 号 (平成 28 年 10 月 1 日 ) 学校 給食 の 測定 

4 平成 28 年 12 月 号 (平成 28 年 12 月 1 日 ) 生活 空間 の 放射 線量 

5 平成 29 年 3 月 号 (平成 29 年 3 月 1 日) 野生 山菜 を 採取 する 際 の 留意 点 














イ 放射 線 の 基礎 知識 に 係る セミ ナー 

原発 事 逆 に 伴う 放射 性 物質 の 影響 に よる 県 民 の 不安 の 解消 の た め 、 ied a 
深め る こと を 目的 に 、 平 成 23 年 度 か ら 県 内 各地 で 放射 線 の 基礎 知識 等 に 関す る 県 民 向 け セ ミナ ー を 開 
稚 し て いま す 。 
また 、 県 及び 市 町 村 等 自治 体 職員 が 県 民 の 方 か ら の 相談 に 適切 に 対応 で きる 体制 の 構築 に 向け て 
自治 体 職 員 向 け セ ミナ ー を 開催 し て いま す 。 
平成 28 年 度 は 、 県 民 向 け セ ミナ ー を 2 回 、 自 治 体 職員 向け セミ ナー を 4 回 開催 し まし た 。 
今後 も 、 放 射線 に 関す る 知識 の 普及 啓発 に 努め 、 県 民 の 安全 安心 の 確保 を 図っ て いき ます 。 



























































































































































図表 6 - 5 放射 線 の 基礎 知識 に 係る セミ ナー の 閑 催 状況 (平成 28 年 度 ) 






























































































回 3 
県 民 向け ER 学 部 附属 动物 医学 食品 安全 教育 1 平 
研究 セン ター 教授 ) 1 一 関 市 18 
1 盛岡 市 26 
行政 職員 田 悟 氏 ( 東 京 工業 大 学 放射 線 総合 セン ター 助教 ) 1 奥州 市 27 
向け 1 | 釜石 市 13 
博文 氏 (( 株 ) イン グ 技術 顧問 ) 1 





(2) 測定 機器 の 貸出 
県 は 、 各 地区 合同 庁舎 及び 環境 保健 研究 セン ター に 可 撮 型 放射 線量 測定 機 (サー ベイ メー タ ) を 配備 
し て お り 、 各 地域 の 地表 付近 の 放射 線量 測定 を 行っ て いる ほか 、 県 の 関係 機関 や 市 町 村 等 に 対し て 無償 
で 貸与 し 、 放 射線 量 の きめ 細か な 測定 の 実施 推進 を 図る と と も に 、「 放 射線 量 低減 に 向け た 取組 方 針 」 
に 基づく 放射 線量 低減 措置 の 促進 を 図っ て いま す 。 (図表 6 - 6 ) 
県 教育 委員 会 SN CO 
ほか 、 市 町 村 教 育 委員 会 や 施設 指定 管理 者 等 へ の 貸出 し を 実施 し て いま す 。 
今後 も 、 サ ー ベ イメー タ の 校正 点検 等 を 行い 、 各 地区 合同 庁舎 等 に お ける 貸出 体制 を 維持 し ます 。 




















































































































図表 6-6 測定 機器 (県 保有 サー ベイ メー タ ) 貸出 状況 (平成 28 年 度 ) 
場 所 | 市 町村 .组合 | 県 機関 








































































































盛岡 広域 振興 局 保健 福祉 環境 部 2 37 7 6 

県 南 広域 振興 局 保健 福祉 環境 部 0 30 1 2 33 
花巻 保健 福祉 環境 セン ター 0 12 0 0 12 
一 関 保健 福祉 環境 セン ター 24 21 0 6 51 
沿岸 広域 振興 局 保健 福祉 環境 部 0 6 0 40 46 
大 船渡 保健 福祉 環境 セン ター 1 5 0 10 16 
宮古 保健 福祉 環境 セン ター 0 9 2 1 12 
県 北 広域 振興 局 保健 福祉 環境 部 0 4 0 0 4 
二戸 保健 福祉 環境 セン ター 0 5 2 2 9 
環境 保健 研究 セン ター 0 0 0 0 0 
計 27 129 12 67 235 
































57 








| 対 第 2 章 平成 28 年度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 \ 


(3) 原発 放射 線 影響 対策 本 部 
対策 本 部 は 、 ぴ ① 放 射線 量 測 定 に 係る 対応 方 針 、② 放 射線 量 低減 に 向け た 取組 方 針 、③ 県 産 食 材 等 の 安 
全 確 保 方 針 、④ 放 射線 影響 に 係る 県 民 へ の 情報 提供 の あり 方 、 ⑤ 放 射線 影響 に 伴う 風評 被害 の 防止 な ど 
を 所 掌 事務 と し て お り 、 知 事 を 本 部 長 、 副 本 部 長 を 副 知 事 、 本 部 員 を 関係 部 局長 で 構成 され る 本 部 員 会 
議 、 本 部 員 会 議 開催 に 先立っ て 連絡 調整 な ど を 行う 連絡 会 議 、 各種 対応 方 針 等 に 関す る 調整 や 市 町 村 等 
関係 機関 と の 連携 等 を 行う 放射 線 影響 対策 特命 チー ム な ど で 構 成 さ れ て いま す 。 
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ア 本 部 員 会 議 
本 部 員 会 議 で は 、 各種 方 針 の 策定 や 改訂 、 東 京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 、 放 射線 影響 対策 の 取組 
な ど に つい て 協議 ・ 決 定 し 、 そ の 結果 を 踏ま え 、 全 庁 を 挙げ て 各種 対策 を 推進 し て いま す 。 平成 23 年 
度 か ら 平 成 27 年度 ま で 合計 22 回 開催 し 、 平 成 28 年 度 は 2 回 開催 し て いま す 。 
今後 も 、 必 要 な 放射 線 影響 対策 を 県 庁 各 部 署 が 一 体 と な り 講 じ て い く た め 開催 し て いき ます 。 








































































































図表 6-7 原発 放射 線 影響 対策 本 部 本 部 員 会 議 開催 状況 (平成 28 年 度 ) 














原発 放射 線 影響 対策 に 関す る 取組 状況 に つい て 
東京 電力 に 対す る 第 八 次 損害 賠償 請求 等 に つい て 
原発 放射 線 影響 対策 に 係る 各種 方 針 の 改訂 こつ いて 

第 2 回 平成 29 年 3 月 27 日 | 放射 線 影響 対策 に 関す る 取組 状況 及び 来年 度 の 取組 予定 に つい て 
東京 電力 に 対す る 地方 自治 体 の 損害 賠償 請求 に つい て 


第 工 巴 平成 28 年 6 月 22 日 

















































































































イ 市 町 村 等 連絡 会 議 
県 と 市 町 村 、 広 域 連 合 、 一 部 事務 組合 が 連携 し て 放射 線 影響 対策 を 進め て いく た め 、 平成 23 年 8 月 
か ら 原 発 放射 線 影響 対策 市 町 村 等 連絡 会 議 を 開催 し て いま す 。 
平成 23 年 度 か ら 平成 27 年 度 まで 合計 10 回 開催 し 、 平成 28 年 度 は 1 回 開催 し て いま す 。 県 の 取組 状況 
等 の 情報 共有 、 県 と 市 町 村 等 が 連携 し て 進め て いく 課題 に つい て 意見 交換 や 協議 を し て いま す 。 
今後 も 、 市 町 村 等 と の 情報 共有 を 進め 、 連 携 し て 対策 を 講じ し て いく た め 継 続 し て 開催 し ます 。 















































































































































図表 6-8 原発 放射 線 影響 対策 市 町 村 等 連絡 会 議 開催 状況 (平成 28 年 度 ) 


























第 1 昌 平成 28 年 4 月 26 日 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 等 に つい て 











ウ 現地 対応 チー ム 

平成 24 年 3 月 13 日 、 県 南 地域 に お ける 放射 線 影響 対策 に 係る 取組 体制 の 強化 を 図る た め 、 県 南 広域 
振興 局 に 原発 放射 線 影響 対策 本 部 「 現 地 対応 チー ム 」 を 設置 しま し た 。 現地 対応 チー ム で は 、 関 係 市 
町 職員 を 対象 と し た 農林 業 系 副産物 に 関す る 勉強 会 の 開催 や 市 町 が 行う 汚染 牧草 等 の 焼却 等 に 関す 
る 住民 説明 会 へ の 参加 な ど 、 市 町 の 取組 を 継続 し て 支援 し て きま し た 。 

平成 28 年 度 は 、4 月 に チー ム 員 会 議 を 開催 し 、 こ れ ま で の 活動 状況 及び 今後 の 活動 方 針 等 に つい て 

認 し 、 情 報 を 共有 し た ほな か 、 毎 月 開催 する 局内 部 長 等 会 議 に お いて 、 管 内 に お ける 汚染 牧草 等 の 処 
理 状況 や 原木 しいたけ の 産地 再生 を 図る た め の 出 荷 制 限 解 除 に 向け た 取組 な ど 、 原 発 放 射線 影響 対策 
に 係る 取組 状況 等 に つい て 情報 を 共有 し まし た 。 

また 、 こ うし た 取組 状況 に つい て 、 毎 月 管内 市 町 や 報道 機関 へ 情報 提供 も 行っ て いま す 。 

今後 も 、 健康 被害 に 対す る 相談 や 訂 蒙 活動 、 農林 業 系 副産物 等 や 側溝 汚泥 の 処理 な ど 個 別 課題 に 対 
し て 支援 する た め 、 引 き 続 き 積 極 的 な 情報 収集 (共有 ) や 連絡 調整 を 行っ て いき ます 。 
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4 第 7 節 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 の 取組 状況 “十 











| 第 7 節 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 の 取組 状況 


1 概況 

原発 事故 に よる 放射 性 物質 の 影響 に よっ て 農林 水産 物 の 一 部 は 出荷 制限 等 の 対象 と な り 、 現 在 も 原木 し 

いた け な ど 一 部 品目 に つい て は 、 未 だ に 出荷 が で き な い 状況 が 続い て いま す 。 

また 、 和 観光 業 、 農 林 水 産業 、 食 品 加工 業 等 様々 な 分 野 に お いて 売上 減少 や 価格 下落 な ど 、 風 評 被害 が 発 
E し て いま す 。 
当該 事故 の 責任 は 、 東 京 電力 が 一 義 的 に 負う べき も の で あり 、 こ れ ら 県 内 で 発生 し て いる 様々 な 被害 や 、 
県 、 市 町 村 等 が 実施 し て きた 放射 線 影響 対策 に 要 し た 費用 は 、 事 故 の 原因 者 で ある 東京 電力 が 被害 発生 の 
実態 に 則 し て 速やか に 損害 賠償 を する べき も の で す 。 

し か し 、 東 京 電力 は 、 原 子 力 損害 賠償 紛争 審査 会 が 作成 し た 中 間 指 針 ※ を 限定 的 に 解釈 し 、 賠 償 対 象 を 
一 方 的 に 制限 する ほか 、 自 治 体 損害 の 賠償 に つい て 、 政 府 指示 等 に 基づき 実施 を 余儀 な くさ れ た も の な ど 
に 賠償 対象 を 限定 する な ど 、 そ の 対応 は 不 十 分 と 言わ ざる を 得 ま せん 。 

県 は 市 町 村 等 と 連携 し 、 東 京 電力 の この よう な 対応 を 改め させ る た め 、 損 害 発 生 の 実態 に 則 し 、 誠 意 を 
も っ て 速やか に 十分 な 損害 賠償 を 行う よう 強く 求め て きま し た 。 併せ て 、 民 間 事 業者 等 の 東京 電力 に 対す 
る 賠償 請求 を 支援 する と と も に 、 自 治 体 と し て 実施 し た 各種 放射 線 影響 対策 に 要 し た 費用 に つい て 東京 電 

力 に 賠償 生 求 を 行い 、 還 へ の 要 靖 な どの 取組 も 進め て きま し た 。 

これ ら の 取組 の 結果 、 農 林 水 産業 に お いて は JA グル ー プ 等 の 農林 漁業 団体 が 設立 し た 損害 賠償 請求 対 
策 県 協議 会 を 通じ た 損害 賠償 が 進ん で いる ほか 、 観 光 業 や 食品 加工 ・ 流 通 業 等 の 分 野 に お いて も 損害 賠償 
に 一 定 の 進展 が 見 られ ます 。 県 や 市 町 村 が 行っ た 賠償 請求 に つい て も 、 東 京 電力 が 賠償 対象 と し た も の や 
原子 力 損害 賠償 紛争 解決 セン ター (原発 ADR) の 仲介 に よる 和解 に よっ て 原子 力 損害 と 認め られ た も の 
に つい て は 、 賠 償 に つい て 合意 に 達し 、 賠 償 金 の 支払 い を 受け て いま す 。 

し か し 、 東 京 電力 は 、 農 林 水 産物 や 観光 業 等 の 風評 被害 に つい て 、 一 方 的 に 賠償 期間 を 限定 し 、 そ れ 以 
降 の 損害 に つい て は 賠償 に 応じ な い 、 あ る い は 原発 事故 と の 因果 関係 の 厳密 な 証明 を 求め る な ど 、 そ の 対 
応 は 未だ 消極 的 な 姿勢 と な っ て いま す 。 

今後 も 東京 電力 に 対し て 、 県 内 で 発生 し て いる 全て の 損害 に つい て 、 被 害 発 生 の 実態 に 則 し た 十分 な 賠 
償 を 行う よう 強く 求め て いき ます 。 
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※ 中 間 指針 
平成 23 年 8 月 5 日 、 文 部 科学 省 の 原子 力 損害 賠償 紛争 審査 会 が 、 原 発 事 疾 の 被害 者 と 東京 電力 と の 損害 
賠償 に 関す る 円 滑 な 話し 合い と 合意 形成 を 促す た め に 策定 し た 「 東 京 電力 株 式 会 社 福島 第 一 、 第 二 原 子 力 発 
電 所 事故 に よる 原子 力 損害 の 範囲 の 判定 等 に 関す る 中 間 指針 」 の こと で す 。 
中 間 指針 は 、 被 害 者 と 東京 電力 と の 自主 的 な 解決 の た め の 一 般 的 な 指針 で あり 法 的 な 拘束 力 は あり ませ ん 
が 、 加害 東京 電力 で も 賠償 対象 と し て 認め る と 思わ れる 損害 を 類型 化し た も の で あり 、 実 際 に 東京 電力 
も 中 間 指 針 に 明記 され た 損害 に つい て は 、 基 本 的 に 賠償 対象 と し て 対応 し て いま す 。 

し か し 、 RM AD と が 中 間 指 針 自体 に 明 
記さ れ て いる に も か か わら ず 、 東 京 電力 は 中 間 指 針 に 記載 され て いな いこ と な ど を も っ て 賠償 を 拒む 例 が 朗 
め ら れ ま す 。 
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画 第 2 章 平成 28 年度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 \ 





2 各 取 組 の 実施 状況 


(⑪) 


民間 の 損害 賠償 請 


ア 商工 、 観光 関 係 事業 者 に 対す る 支援 の 状況 


談 会 等 を 開催 する な ど 損 害 賠償 
請 、 東 京 電力 幹部 職員 と の 交渉 等 を # 
今後 も 、 賠 償 金 支払 状況 の 報告 を 東京 電 


H 














県 で は 、 原 発 事故 に よっ て 風評 被害 の 生じ た 事業 者 や 市 町 村 、 関 係 









































き 続 き 取り 組ん で いき ます 。 














力 ! 








『 求 を 支援 し て いま す (図表 7- 1 )。 求 六 、 东 砚 志 力 本 入 
際 続 し て 実施 し て いま す 。 
こ 求 め る と と も に 、 販 路 拡大 及び 観光 客 の 誘客 強化 に 引 








商工 業 の 風評 被害 に 係る 損害 賠償 支払 状況 (平成 29 年 3 月 末 现 在 ) 





中 間 指 針 第 3 次 追 科 を 受け 、 岩手 県 の 農林 水産 物 及 び 加 工 ・ 流 通 
E 3 月 27 日 か ら 始 まり 、 そ の 食品 加工 等 及び 流通 業 に 係る 損害 賠償 の 支払 実績 は 、258 件 、 

















Hy 














] で す 。 (図表 7- 2 ) 





万 





団体 に 対 し て 、 








説明 会 や 個別 相 
や 国 へ の 要 





















































ウ 観光 風評 被害 に 係る 損害 賠償 支払 状況 (平成 29 年 3 月 末 現 在 ) 








岩 災 発生 後 か ら 平 成 23 年 5 月 末 ま で の 外国 





人 観光 客 の キャ ン セ ル 及 び 平 成 244 








生業 の 風評 被害 の 賠償 受付 が 平成 25 
約 27 億 1, 000 


E 2 月末 まで の 東北 


以外 の 観光 容 の キャ ン セ ル 等 風評 被害 に 係る 損害 賠償 の 支払 は 、134 件 、 約 14 億 5, 000 万 円 で す 。 

































































































































































































































































図表 7-1 事業 者 等 を 対象 と し た 風評 被害 の 損害 賠償 請求 に 係る 説明 会 等 の 開催 状況 
全体 弁護 士 会 に よる 無料 法律 相談 | 平成 25 年 11 月 か ら 計 19 回 開催 
① 市 町 村 ・ 関 係 団体 担当 者 向け | 平成 25 年 4 月 12 日 29 市 町 村 ・34 団 体 、89 名 参加 
説明 会 
説明 会 : 168 事 業者 参加 、 う ち 個 別 相談 : 109 事 業者 参加 
商工 業 IA | ・ 市 町 村 等 の 協力 を 得 て 、 平 成 25 年 5 月 28 日 以降 、23 回 (21 市 町 村 ) で 
② 事 業者 向け 説明 会 ・ 個 別 相談 | (盛岡 市 、 宮 古市 、 大 船渡 市 、 花巻 市 、 北上 市 、 久慈 市 、 遠野 市 (2 
司 ) 、 一 関 市 (2 回 ) 、 陸前 高田 市 、 釜石 市 、 二 戸 市 、 八 幡 平 市 、 奥州 市 、 
滝沢 村 、 矢 巾 町 、 平 泉町 、 住 田町 、 大 村 町 、 山 田町 、 岩 泉町 、 洋 野 町 ) 
① 市 町 村 ・ 観 光 団 体 担当 者 向け | 平成 24 年 10 月 23 23 市 町 村 ・40 団 体 、47 名 参加 
説明 会 
0 : 78 事 業者 ・87 名 参加 、 う ち 個 別 相談 会 : 36 事 業者 参加 
観光 業 奥州 市 (H24.11.15) 説明 会 参加 者 数 : 22 事 業者 ・26 名 
② 事 業者 向け 説明 会 ・ 相 談 会 うち 個別 相談 会 参加 者 数 : 8 事業 者 (1 事業 者 は 個別 相談 会 の み ) 
盛岡 市 (H24.11.16) 説明 会 参加 者 数 : 56 事 業者 ・61 名 
うち 個別 相談 会 参加 者 数 : 28 事 業者 (1 事業 者 は 個別 相談 会 の み ) 

















































































































図表 7-2 商工 ・ 観 光 関係 損害 賠償 支払 状況 (平成 29 年 3 月 末 現 在 ) (単位 : 百 万 円 ) 
































合計 











※ 東 京 電力 か ら の 聴取 





エ 農林 水産 業 の 損害 賠償 の 状況 








平成 23 年 8 月 1 日 に 、 県 産 農林 水産 物 と し て は 初め て 、 和 牛肉 に つい て 国 に 
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まし た 。 平成 29 年 3 月 31 日 现在 、 























県 に よる 出荷 自粛 要請 を 行っ て お り 、 国 の 
で き な い 状況 に あり ます 。 





日 
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60 





よる 出荷 制限 指示 を 受け 
生肉 や 原木 し いた け な ど 20 品 目 に つい て 、 国 に よる 出荷 制限 指示 や 
H 荷 制限 指示 等 を 受け た 市 町 村 で は 

















、 こ れ ら の 品 





目 を 出荷 








ーー 一 4 


放射 性 物質 に 汚染 され た 牧草 や 稲 わ ら 、 ほ だ 木 な どの 使用 自粛 要請 に 伴 
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第 7 节 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 の 取組 状況 “十 



































代 奉 飼料 の 購入 に 要する 費用 な どの 追加 的 な 負担 も 発生 し て いま す 。 
































い 、 保 管 ・ 処 理 に 要する 費 














床 し いた け や 和 牛乳 、 わ か め 等 、 出 荷 制限 指示 等 の 対象 と な っ て いな い 品 目 に あっ て も 、 価 格下 落 


引 減 少な ど 、 い わ ゆ る 風評 被害 が 発生 し て いま す 。 






































県 」A グ ルー プ 等 の 系 統 組 織 で は 、 原 発 事故 に より 被害 を 受け た 農林 漁業 者 の 損害 賠償 請求 を 迅 






































つ 十 分 に 行う た め 、 そ れ ぞ われ 損害 賠 償 対 策 県 協議 会 を 設立 し 組織 的 に 農林 漁業 者 の 請求 事務 等 を 














し て いま す 。 

















で は 、 こ れ ら の 協議 会 に アド バイ ザー と し て 参画 し 、 活 動 の 支援 と 連携 の 確保 を 図る と と も に 、 





























取組 を 支援 し て いま す 。 
































電力 及び 国 に 対し て 、 賠 償 金 が 早期 か つ 確 実に 支払 われ る よう 要請 を 行う な ど 、 損 害 賠償 に 向け 


























市 町 村 や 事業 者 へ の 説明 会 の 開催 な ど を 実施 し て いま す 。 


























直 等 の 損害 賠償 請求 へ の 支援 も 行っ て お り 、 東 京 電力 の 出席 を 求め た 損害 賠償 請求 相談 会 の 開催 








内 で 発生 し て いる 全て の 農林 水産 業 の 損害 に つい て 、 今 後 も 東京 電力 に 対し 、 速 や か な 賠償 を 強 
め て いき ます 。 
JA グル ー プ 東京 電力 原発 事故 農 畜 産物 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 























(図表 7-3、7-4) 























岩手 県 農業 協同 組合 中 央 会 で は 県 内 農業 団体 と 連携 し 、 平 成 23 年 7 























京 電力 原発 事故 農 畜 産物 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 」 を 設立 し まし た 。 


























H19 日 に 「 了 人 A グ ループ 東 

















J A 協 議会 で は 、 平 成 23 年 9 月 に 第 一 次 の 損害 賠償 請求 を 行っ た 以降 、 毎 月 、 賠 償 請 求 し 、 平 






































成 29 年 3 月 末 現 在 で 、 和 牛肉 や し いた け の 風評 被害 や 汚染 牧草 の 代替 牧草 購入 費 、 ほ だ 木 の 処 分 等 
の 損害 額 423 億 8, 100 万 円 を 請求 し 、382 億 6, 700 万 円 が 支払 われ て いま す (支払 率 90.3%)。 










































































原発 事故 林産 物 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 」 を 設立 し まし た 。 




















森林 組合 系 協議 会 で は 、 平 成 24 年 6 月 か ら 平 成 29 年 1 月 まで に 28 衛 














森林 組合 系 東京 電力 原発 事故 林産 物 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 (図表 7-3、7-5) 
央 手 県 森林 組合 連合 会 で は 県 内 林業 団体 と 連携 し 、 平 成 2 年 1 月 26 





日 に 「 森 林 組 合 系 東京 電力 








に わた り 、 ほ だ 木 の 処分 や 

















し いた け の 風評 被害 等 の 損害 額 13 億 4, 000 万 円 を 請求 し 、13 億 1, 700 万 
払 率 98. 3%)。 


























岩手 県 漁業 協同 組合 連合 会 が 県 内 漁業 団体 と 連携 し 、 平 成 24 年 6 月 
電力 原発 事故 水産 物 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 」 を 設立 し まし た 。 




























































































] が 支払 われ て いま す ( 支 


り F グ ルー プ 等 東京 電力 原発 事故 水産 物 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 (図表 7-3、7-6) 





21 日 に 「F グ ルー プ 等 東京 





J F 協議 会 で は 、 平 成 24 年 11 月 か ら 平 成 29 年 3 月 まで に 53 回 に わた り 、 イ サダ や マダ ラ の 水 揚 





げ の 減少 や 休漁 等 の 損害 請求 額 28 億 6, 200 万 円 を 請求 し 、 全 人 額 が 支払 われ て いま す (支払 率 100%)。 
) 内 水面 漁業 系 統 東京 電力 原発 事故 水産 物 等 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 (図表 7-3、7-7 ) 






































岩手 県 内 水面 漁業 協同 組合 連合 会 が 県 内 内 水面 漁業 団体 と 連携 し 、 







































































H 26 日 に 「 内 水 


























平成 24 年 7 











男 漁業 系 統 東京 電力 原発 事故 水産 物 等 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 」 を 設立 し まし た 。 
内 水面 協議 会 で は 、 平 成 25 年 3 月 か ら 平 成 29 年 3 月 まで に 36 回 に わた り 、 水 産物 の 検査 費用 や 
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遊漁 料 収入 の 減少 等 の 損害 請求 額 8, 100 万 円 を 請求 し 、 全 額 が 支払 われ て いま す (支払 率 : 100%)。 
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図表 7-3 県 協議 会 の 損害 賠償 請求 等 の 状況 (単位 : 百 
協議 会 請求 回 数 ・ 請 求 月 請求 金額 | 支払 金額 
二 人 RS 賠償 対策 | 66 次 | H23.9~29.3 42, 381 38, 267 
示 林 紹 会 交 和 一 埋 寺 和 奸 トト 目 立志 寺下 和子 
i a き 賠 償 対 生涯 手 | .站 次 :| jp46-z9. 1, 340 1 317 
漁業 系 統 東京 電力 原発 事故 水産 物 等 損害 賠償 ※ 9 
計 ー 46, 664 42, 527 
図表 7-4 JA グル ー プ 東京 電力 原発 事故 農 畜 産物 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 (単位 : 百 万 円 ) 
項 | 請求 額 支払 額 | 支払 率 
1 | 牧草 23, 676 20, 387 86. 1% 
2 | 肉牛 12, 888 12, 354 95. 9% 
3 | ほ だ 木 1, 921 1, 814 94. 4% 
4 | 乾 槍 茸 941 915 97.3% 
5 | 生 椎 茸 872 889 102.1% 
6 | 麻 用 午 773 739 95. 7% 
7 | 子 牛 362 358 99. 1% 
8 | 営業 損害 366 384 105.0% 
9 | 妊娠 牛 269 271 100. 5% 
10 | 検査 費用 107 54 50.4% 
11 | 大豆 の 放射 性 物質 吸収 抑制 対策 77 69 89. 6% 
12 | 利子 補給 50 0 0% 
13 | 稲 わ ら 16 12 71.5% 
14 | 成 牛 14 13 95. 0% 
15 | ナメ コ 5 5 100.0% 
16 | 腐葉土 代替 肥料 4 4 96. 2% 
17 | 消費 税 精 42 0 0% 
合計 42, 381 38, 267 90.3% 
※ 項 目 ご と に 百 万 円 未満 を 四捨五入 し て いる た め 、 合 計 と 内 訳 の 計 と は 一 致し な い 。 





※ 支 払 率 が 100% を 上 回 っ て いる も の は 、 請 求 後 の 内 容 精査 に より 、 支 払 額 が 請求 額 を 上 回 っ た も の 。 
図表 7-5 森林 組合 系 東京 電力 原発 事故 林産 物 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 (単位 : 百 万 円 ) 
































































































































項 請求 額 支払 額 | 支払 率 
1 | ほ だ 木 等 (原木 掛か り 増 含む ) 579 573 99.0% 
2 | 風評 被害 561 551 98. 2% 
3 | 出荷 自粛 等 162 155 95. 7% 
4 | 営業 損害 30 30 100% 
5 主 回 収 7 7 100% 
6 | 検査 費用 1 1 100% 

合計 1, 340 1, 317 98. 3% 
※ 項 目 ご と に 百 万 円 未満 を 四捨五入 し て いる た め 、 合 計 と 内 訳 の 計 と は 一 致し な い 。 





























図表 7-6 JF グ ルー プ 等 東京 電力 原発 事故 水産 物 損害 賠償 対策 岩手 県 協議 会 (単位: 百 万 円 ) 



















































































項 請求 額 支払 額 | 支払 率 
1 | 水揚げ に 関す る 損害 243 243 00% 
2 | 休漁 に 関す る 損害 32 32 00% 
3 | 燃料 代 に 関す る 損害 20 20 00% 
4 | 手数 料 に 関す る 損害 103 103 00% 
5 | 検査 費用 に 関す る 損害 6 6 00% 
6 | 水揚げ に 関す る 逸失 利益 2, 458 2, 458 00% 

合 計 2, 862 2, 862 100% 
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= 4 第 7 節 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 の 取組 状況 革 


図表 7-7 IEEE _ (単位: 百 万 円 ) 












































1 | 検査 愛用 に 関す る 損害 3 8 | 100% 
2 | 遊漁 料 収入 の 減少 に 関す る 損害 78 78 100% 
合 計 81 81 100% 




















(2) 自治 体 の 損害 賠償 請求 
ア 市 町 村 、 広 域 連 合 、 一 部 事務 組合 と 連携 し た 自治 体 損害 賠償 請求 (第 一 次 て 第 八 次 ) 
県 と 市 町 村 等 は 、 原発 事故 に よる 放射 線 影響 対策 に て 連携 を 図り な が ら 対 応 し て き て お り 、 東 
京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 も 県 と 市 町 村 等 が 協調 し 、 一 体 と な っ て 取り 組ん で きま し た 。 
これ まで 、 県 及び 市 町 村 等 は 、 平成 24 年 1 月 26 日 に 東京 電力 に 対し て 第 一 次 損害 賠償 請求 を 実施 し 
人 八 次 に わた る 損害 賠償 請求 を 行っ て お り 、 そ の 他 に も 企業 会 
に 係る 損害 等 に つい て は 個別 に 賠償 請求 を 行っ て いま す 。 こ れ ら を 含む 請求 金額 は 、 平成 29 年 3 月 
4 総額 13, 709, 625 千 円 (県 11, 731, 759 千 円 、 市 町 村 1, 753, 029 千 円 、 広 域 連 合 ・ 一 部 事務 組合 
224, 836 千 円 ) と な っ て いま す (図表 7- 8 )。 第 一 次 及び 第 二 次 請求 は 平成 23 年 度 、 第 三次 及び 第 四 
次 請求 は 平成 24 年 度 、 第 五 次 及び 第 六 次 請求 は 平成 25 年 度 、 第 七 次 請求 は 平成 26 年 度 、 第 八 次 請 
平成 27 年 度 に それ ぞ れ 生じ た 損害 に つい て 、 賠 償 を 求め た も の で す 。 (図表 7- 9 ) 
な お 、 東 京 電力 と の 支払 合意 額 は 、 平 成 29 年 3 月 末 現 在 で 、 総 額 11, 743, 453 千 円 (県 11, 021, 701 千 
]、 市 町 村 605, 552 千 円 、 広 域 連 合 ・ 一 部 事務 組合 116, 199 千 円 ) と な か っ て いま す 。 (図表 7- 8 ) 
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県 、 市 町 村 、 広 域 連 合 、 一 部 事務 組合 損害 賠 ・ 合 意 額 (単位 : 千 円 ) 
请 第 一 人 次 13, 581, 204 | 1,690,019 | 6,278, 798 76, 905 82, 431 178, 693 | 5,274,358 
求 その 他 128, 421 0 0 0 0 21, 497 106, 924 
合計 信 训 13, 709, 625 | 1,690,019 | 6,278, 798 76, 905 82, 431 200, 190 | 5, 381, 282 
合意 額 11, 743, 453 421, 495 | 6,127, 663 73, 037 6, 663 132, 021 | 4, 982, 573 
未 合意 額 1, 966, 172 | 1, 268, 524 151, 135 3, 868 75, 767 68, 169 398, 709 
請 11, 646, 153 799,138 | 6,097,004 71, 226 23, 322 | 4,651, 633 
求 85, 606 78, 073 
県 祝 11, 731, 759 799, 138 | 6, 097, 004 4, 729, 705 
合意 額 11, 021, 701 304, 222 | 6,065, 564 3, 745 4, 127 29, 269 | 4,614, 774 
未 合意 額 710, 058 494, 916 31, 440 86 67, 099 1, 586 114, 931 
请 第 一 人 次 1, 710, 392 843, 232 181, 794 69, 418 10, 908 94, 961 510, 079 
求 28, 848 
市 町 」 額 計 1, 753, 029 843, 232 181, 794 69, 418 10, 908 108, 750 538, 928 
村 - 一 一 
合意 人 額 605, 552 106, 231 62, 099 65, 662 2, 419 50, 911 318, 230 
未 合意 額 1, 147, 477 737, 001 119, 695 3, 756 8, 489 57, 839 220, 698 
広域 | 2 | 第 一 人 次 224, 658 47, 649 0 3, 656 297 60, 410 112, 646 
連合 | : 0 | 4| 
和 祝 計 224, 836 47, 649 0 3, 656 297 60, 585 112, 649 
事務 合意 額 116, 199 11, 042 0 3, 630 117 51, 841 49, 569 
組 合 未 合意 額 108, 637 36, 608 0 26 180 8, 744 63, 080 
※ 請求 額 は 請求 時 点 の も の か ら 、 追 加 の 請求 額 を 足し 、 国 庫 補助 金 相当 額 等 を 除い た 額 。 項 目 毎 に 端数 を 四捨五入 。 
※ 合意 額 に は 、 原 子 力 損害 賠償 紛争 解決 セン ター の 仲介 に よる 和解 額 を 含む 。 














63 








画 第 2 章 平成 28 年 度 に 実施 し た 対策 等 に 関す る 報告 \ 


請求 次 、 請 請求 対象 費用 





図表 7-9 




































亚 成 23 年 平成 23 年 度 平成 24 年 11 平成 24 年 度 习 平成 26 年 度 平成 27 年 度 
11 月 まで に | に 要 し た 全 | 月 末 ま で に | に 要 し た 全 に 要 し た 全 | に 要 し た 全 
支出 済 の も | て の 経費 | 支出 済 の も | て の 経費 | 支出 済 の も | て の 経費 | て の 経費 て の 経費 
の (人 件 費 | (第 一 次 で | の (人 件 費 | (第 三次 で | の (人 件 費 | (第 五 次 で 
等 除く ) 請求 済 の も | 等 除く ) 請求 済 の も | 等 除く ) 請求 済 の も 
の を 除く ) の を 除く ) の を 除く ) 
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イ 東京 電力 へ の 要請 、 交 渉 等 
原発 事故 発生 以来 、 県 と 市 町 村 等 は 、 各 種 放射 線 影響 対策 に 要 し た 経費 に つい て 、 東 京 電力 に 対し 、 
誠意 ある 対応 を 求め 、 あ ら ゆ る 機会 を と ら え て 要請 や 交渉 を 重ね て きま し た 。 し か し 、 民 間 被 害 者 へ 
の 賠償 を 優先 する と いう や む を 得 な い 事 情 が あっ た も の の 、 地 方 自治 体 へ の 賠償 に 関す る 東京 電力 の 
対応 は 遅れ 、 第 一 次 請求 か ら 一 年 後 と な る 平成 25 年 1 月 に 、 よ う や く 東 京 電力 か ら 全 体 的 な 賠償 案 が 
提示 され まし た 。 し か し 、 そ の 内 容 は 、 県 及び 市 町 村 等 の 判断 で 実施 し た 放射 線 影響 対策 は 、 基 本 的 
に 賠償 対象 外 と する な ど 、 極 め て 問題 が 多い も の で し た 。 
東京 電力 の この よう な 態度 を 改め させ る た め 、 県 と 市 町 村 等 が 連携 し た 取組 と し て 、 知 事 と 市 町 村 
長 が 東京 電力 本 店 へ 赴き 、 民 間 事 業者 へ の 対応 も 含め 、 東 京 電力 社長 に 対す る 直接 要請 を これ まで 3 
回 行っ て いま す 。 ま た 、 国 に 対し て も 、 東 京 電力 へ の 指導 強化 等 を 求め て 繰り 返し 要請 し て いま す 。 
平成 28 年 度 は 、 平 成 28 年 7 月 の 第 人 次 請求 の 実施 と 併せ て 、 市 町 村長 や 県 幹部 と 東京 電力 と の 交渉 
を 行い 、 自 治 体 が 実施 し て きた 放射 線 影 響 対策 の 必要 性 を し っ か り と 認識 し 、 速 や か に 賠償 に 応じ る 
よう 強く 申し 入れ まし た 。 ま た 、 平 成 28 年 3 月 に 県 と 市 町 村 等 が 協調 し て 行っ た 、 2 回目 の 紛争 解決 
セン ター へ の 和解 仲介 申立 て を 通じ 、 原 発 事故 被害 の 実情 や 、 各 種 放射 線 影響 対策 の 必要 性 ・ 合 理性 
を 訴え て きま し た 。 (図表 7 -10) 
これ ら の 取組 に より 、 東 京 電力 と の 直接 交渉 に よる 支払 額 は 着実 に 増え て き て いま す が 、 東 京 電力 
は 、 風 評 被害 対策 等 、 政 府 指示 等 に 基づか な いも の に つい て は 依然 と し て 賠償 の 対象 と 認め て お ら ず 、 
県 及び 市 町 村 等 の 考え 方 と 隔たり が ある た め 、 引 き 続 き 、 粘 り 強 い 交 渉 を 行っ て いき ます 。 
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図表 7-10 東京 電力 と の 要請 、 交 渉 状況 (平成 23 年 度 一 平成 28 年 度 ) 








[平成 23 年 度 】 











































































































H24. 1.26 | 県 庁 第 一 次 損害 賠償 請求 を 実施 (>H23. 11 期 分 ) 
3. 7 | 東電 本 店 東京 電力 に 対す る 上 緊急 要請 (東電 対応 : 廣瀬 常務 (当時 )) 
【 平 成 24 年 度 】 
H24. 6.20 | 県 庁 第 二 次 損害 賠償 請求 を 実施 (H23 年 度 分 。 一 次 請求 分 を 除く 。) 
7.25 | 東電 本 店 知事 、 市 長 会 代表 及び 町 村 会 代表 、 東 京 電力 廣瀬 社長 へ 要請 
9.14 | 東電 本 店 岩手 ・ 宮 城 両 県 知事 、 市 長 会 ・ 町 村 会 代表 、 東 京 電力 下 河 邊 会 長 等 へ 要請 
H25. 1.29 | 県 庁 東京 電力 、 自 治 体 に 対す る 賠償 案 (H23 年 度 分 ) に つい て 提示 
2. 1 1 県 庁 第 三次 損害 賠償 請求 を 実施 (H24.4~<11 期 分 ) 
【 平 成 25 年 度 】 


第 四 次 損害 賠償 請求 を 実施 (H24 年 度 分 。 三 次 請求 分 を 除く 。) 
H25. 6.21 | 県 庁 EEE おお TREE THE 
































































































































東京 電力 に 対し 、 損 害 賠 償 に 関す る 公開 質問 を 実施 
7.10 | 県 庁 東京 電力 か ら 、 損 害 賠 償 に 関す る 公開 質問 に 対す る 回 答 書 を 受領 
7.11 | 県 庁 東京 電力 、 自 治 体 に 対す る 賠償 案 (H24 年 度 分 ) に つい て 提示 
7.24 | 東電 本 店 知事 、 市 長 会 代表 及び 町 村 会 代表 と 東京 電力 廣瀬 社長 へ 要請 
H26. 1.23 | 原発 ADR 紛争 解決 セン ター へ 和解 仲介 申立 て 
2. 5 | 県 庁 第 五 次 損害 賠償 請求 を 実施 (H25.4~11 期 分 ) 
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3. 28 東京 電力 、 原 発 ADR へ 概括 認 
【 平 成 26 年 度 】 
H26. 4.10 | 県 庁 東京 電力 、 自 治 体 に 対す る 賠償 案 (H25 年 度 分 ) に つい て 提示 
4.18 東京 電力 、 紛 争 解 決 セ ンタ ー へ 請求 項目 毎 の 具体 的 な 認 否 を 回 答 
6.19 | 県 庁 第 六 次 損害 賠償 請求 を 実施 (H25 年 度 分 。 五 次 請求 分 を 除く 。) 
8. 28 紛争 解決 セン ター、 県 及び 東京 電力 へ 和解 案 骨 子 を 開示 
9.11 | 盛岡 市 市 町 村 等 担当 者 会 議 に お いて 、 紛 争 解決 セン ター で の 審理 経過 に つい て 説明 
10.28 紛争 解決 エン ター、 県 及び 東京 電力 へ 和解 案 を 提示 
11.11 東京 電力 が 紛争 解決 セン ター へ 和解 案 を 受諾 する 周 を 回 答 
12.10 12 月 定例 県 議会 で 和解 議案 が 可決 
H27. 1. 6 県 と 東京 電力 の 和解 が 成立 (H23~H24 年 度 分 ) 
2.13 | 県 庁 東京 電力 に 対し 、 和 解 の 成立 を 踏ま えた 損害 賠償 の あり 方 に 関す る 質疑 書 を 提出 
3.10 | 県 庁 東京 電力 か ら 、 損 害 賠償 の あり 方 に 関す る 質疑 書 に 対す る 回 答 を 受領 
【 平 成 27 年 度 】 
H27. 4.27 | 県 庁 東京 電力 、 自 治 体 に 対す る 賠償 案 (H26 年 度 分 ) に つい て 提示 
6.26 | 県 庁 第 七 次 損害 賠償 請求 を 実施 (H26 年 度 分 ) 
11.12 | 東京 都 文部 科学 省 及び 経済 産業 省 に 対し 、 東 京 電力 へ の 指導 等 に つい て 要望 
H28. 2.18 2 月 定例 県 議会 へ あっ せん 申立 て の 議案 を 提案 
3.24 2 月 定例 県 議会 で も わっ せん 申立 て 議案 可決 
3.30 | 原発 ADR 紛争 解決 セン ター へ 和解 仲介 申立 て 
【 平 成 28 年 度 】 
H28. 5.31 | 県 庁 東京 電力 、 自 治 体 に 対す る 賠償 案 (H27 年 度 分 ) に つい て 提示 
7. 7 | 県庁 第 八 次 損害 賠償 請求 を 実施 (H27 年 度 分 ) 
12. 2 | 県 庁 県 関係 部 長 と 東京 電力 福島 復興 本 社 副 代 表 と の 会 談 、 要 請 



































ウ 原子 力 損害 賠償 紛争 解決 セン ター へ の 和解 仲介 の 申立 て 
( ア ) 平成 26 年 1 月 申立 て (第 一 次 申立 て ) 分 
原発 事故 発生 以来 、 県 や 市 町 村 等 が 実施 し た 放射 線 影響 対策 に 要 し た 費用 に つい て 、 東 京 電力 は 、 
原則 と し て 賠償 対象 を 法律 や 政府 指示 等 に 基づき 負担 を 余儀 な くさ れ た も の に 限り 、 県 及び 市 町 村 
等 が 必要 と 判断 し て 行っ た 放射 線 影響 対策 は 必要 か つ 合 理 的 な か も の と は 認め られ な いと し て 賠償 対 
象 外 と する な ど 、 賠 償 に 消極 的 な 姿勢 に 終始 し 、 賠 償 金 の 支払 い は ご く 一 部 に 止ま っ て いま し た 。 
東京 電力 と 直接 交渉 を 重ね る だ け で は 、 こ れ 以 上 の 具体 的 な 進展 が 期待 で き な い と 判断 し 、 平 成 
23 年 度 及び 平成 24 年 度 に 発生 し た 損害 に つい て 、 平 成 26 年 1 月 か ら 4 月 に か け 、 県 と 市 町 村 等 37 団 
本 が 協調 し て 紛争 解決 セン ター に 対し 和解 仲介 の 申立 て を 実施 し まし た 。 
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図表 7-11 和 纷争 解决 七 ンタ ー 申 立 団 体 状況 (第 一 次 申立 て ) (単位 : 千 円 ) 
| | 申立 額 司 体 名 備考 


県 634, 203 





























































































































































































































































































岩手 県 
盛岡 市 、 宮 古市 、 大 船渡 市 、 花 巻 市 、 北 上 市 、 久 慈 市 、 遠 野市 、 一 関 市 、 
陸前 高田 市 、 釜 石 市 、 二 戸 市 、 八 幡 平 市 、 奥 州 市 、 滝 沢 市 、 案 石町 、 
市 町 本 0 RAR 了 26 団 
市 町 村 | 765,619 | 向 町 、 住 田 町 、 軽米 町 、 葛 巻 町 、 岩手 町 、 金ケ崎 町 、 平 泉町 、 岩 泉町 、 你 
普代 村 、 洋 野 町 、 一 戸町 
慈 広域 連合 、 盛 岡 ・ 紫 波 地 区 環境 施設 組合 、 盛 岡 地 区 衛生 処理 組合 、 
広域 連合 0 060 北上 地区 広域 行政 組合 、 奥 州 金ケ崎 行政 事務 組合 、 10 団 体 
等 ’ 一 関 地区 広域 行政 組合 、 岩 手 沿岸 南部 広域 環境 組合 、 
岩手 県 競馬 組合 、 宇 石 ・ 滝 沢 環境 組合 、 宮 十 地区 広域 行政 組合 
i 1, 469, 682 37 団 体 
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紛争 解決 セン ター で の 審理 に つい て は 、 昌 





























B 立 額 が 多く 損害 項目 も 多岐 に わた る 県 の 審理 を 先行 し 
て 行う こと と な り 、 平 成 26 年 3 月 7 日 、 和 解 仲介 手続 き を 行う 仲介 委員 が 指名 され 、 審 理 が 本 格 的 




















人 
Yn 





閉 始 され まし た 。 

紛争 解決 セン ター か ら の 指示 を 受け 、 東 京 電力 か ら 同 年 3 月 28 日 に 概括 認 否 の 答弁 書 が 、 同 年 4 
月 18 日 に 請求 項目 毎 の 認 否 を 行う 答弁 書 が 提出 され まし た が 、 多く の 項 目 に つい て 、「 必 要 か つ 合理 
的 な 範囲 を 超え て いる 」、「 自 治 体 の 本 来 業 務 で ある 」 な ど と し て 支払 い の 対象 外 と する も の で し た 。 
紛争 解決 セン ター か ら は 、 原 発 事故 と の 相当 因果 関係 の 確認 等 の た め 、 県 に 対し て 追加 の 説明 や 
資料 提出 等 の 求め が あり 、 県 は これ に 対応 する ほか 、 必 要 に 応じ て 紛争 解決 シン ター の 調査 官 に 直 
接 口頭 で の 説明 を 行う な ど 、 県 が 実施 し た 放射 親 

その 結果 、 平 成 26 年 8 月 28 日 、1 































































































影響 対策 の 必要 必 








E・ 合 理性 の 説明 に 努め まし た 。 
E 式 な 和解 案 の 提示 に 先立っ て 、 和 和解 案 骨子 が 開示 され まし た 。 
和解 案 骨 子 に お ける 和解 金額 案 は 2 億 5 千 百 万 円 余 で 、 事 業 費 に つい て は 県 の 主張 どおり その 大 部 
分 を 損害 と 認定 する 内 容 で し た 。 ま た 、 放 射線 影響 対策 業務 に 係る 人 件 費 に つい て は 、 県 が 申し 立 
て た 全額 で は な いも の の 、 超 過 和 勤務 


4 防 酉 
いる ほか 、 勤 務 時 間 



























































E 当 支給 額 6 千 4 百 万 円 余 に つい て 県 の 主張 の 通り 認め られ て 
内 の 人 件 費 に つい て も 、 勤 務 時 間 内 に 原発 事 履 対応 業務 を 行っ た こと に より 他 


の 業務 を 勤務 時 間 外 に 行う こと と な っ た と する 「 押 出し 時 間 外 」 の 考え 方 に よる 損害 7 千 2 百 万 円 
余 の 賠償 が 認め られ て いま し た 。 (図表 7 -12) 








図表 7-12 岩手 県 に 提示 され た 「 和 解 案 骨子 」 に お ける 和解 額 案 (第 一 次 申立 て ) (単位 : 千 円 ) 





事業 費 等 | 117,200 | 114, 700 












































97.99% | 5 件 463 千 円 を 除き 相当 因果 関係 を 認定 。 項 目 毎 端数 切捨て 。 
人 件 費 | 517,003 | 137,000 | 26.59% | 超過 勤務 手当 64, 740 千 円 の 他 に 勤務 時 間 内 分 72, 260 千 円 。 
合 計 634, 203 | 251, 700 | 39.7% 




















県 は 、 和 解 案 骨子 の 内 容 に つい て 、 協 調 し て 
解 案 骨子 で 損害 と 
平成 26 年 10 月 28 




















立て を 行っ た 市 町 村 等 の 意見 を 確認 し な が ら 、 和 
認め られ な か っ た 経費 に つい て 補足 説明 を 行う な ど し て 対応 し まし た 。 

日 、 紛 争 解決 セン ター か ら 和 解 案 の 提示 が あり まし た 。 そ の 内 容 は 、 和 解 案 骨 子 
と ほぼ 同じ で は あり まし た が 、 和 解 案 骨子 に 対す る 県 か ら の 意見 ・ 説 明 を 踏ま え 、 人 件 費 等 に 係る 
員 害 5, 000 千 円 が 追加 で 認め られ 、 和 解 額 案 は 2 億 5, 670 万 


図表 7-13 















































] と な っ て いま し た 。 (図表 7 -13) 








「 和 解 案 」 に お ける 和解 額 (第 一 次 申立 て ) (単位 : 千 円 ) 














































































































件 371 千 円 を 除き 相当 
事業 費 等 117, 200 115, 700 114, 700 1.000 | 98.7% 人 務 関 
係 を 認定 。 項目 毎 端数 切捨て 。 
‘回 过 | 对 YI H の 
人 件 費 517, 003 141, 000 137, 000 4.000 | 27.3% 站 1 の 他 
に 勤務 時 間 内 分 72, 260 千 円 。 
合 計 634, 203 256, 700 251, 700 5,000 | 40.5% 














和解 案 に つい て 、 同 朋 








E11 月 11 日 に 東京 電力 が 受諾 の 意向 を 表明 し 、 





県 と し て も 、 県 の 主張 を 十分 
に 野本 し 、 実 態 に 則 し た 妥当 な 内 容 と 考え られ た こと か ら 、 こ れ を 受諾 し 、 平 成 24 年 度 ま で の 損害 


に つい て 和解 が 成立 し まし た 。 こ の 和解 に より 、 申 立 対 象 で ある 
求 額 に 対す る 賠償 額 の 割合 は 92.1%% と な っ て いま す 。( 








E 成 23 年 度 及び 平成 24 年 度 分 の 請 





図表 7 -14) 








4 第 7 節 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 の 取組 状況 革 








図表 7-14 平成 23・24 年 度 の 損害 に 係る 請求 額 、 受 領 額 及び 和解 額 の 状況 (第 一 次 申立 て ) (単位: 千 円 ) 











| 平成 23-24 年 度 分 | 4, 749, 438 4, 115, 423 634, 203 | 256, 700 40. 5% 4, 372, 123 92. 19%6 
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県 分 の 審理 終了 を 受け 、 平 成 26 年 10 月 以降 市 町 村 等 の 審理 が 本 格 化し 、 申 立て を 取り 下げ た 1 団 
体 を 除き 、 平 成 28 年 1 月 上 旬 ま で に 和解 が 成立 し まし た 。 (図表 7 -15) 












































図表 7-15 県 、 市 町 村 、 広 域 連 合 等 の 紛争 解決 セン ター 和解 状況 (第 一 次 申立 て ) (単位 : 千 円 ) 
着 于 県 634, 203 256, 700 40. 5% 
市 町 村 等 816, 373 370, 356 45.4% | 計 35 団 体 
市 町 村 760, 932 336, 696 44. 2% | 25 団 体 和 解 成立 
広域 連合 等 55, 441 33, 660 60.7% | 10 団 体 和解 成立 
合 1, 450, 576 627, 056 43. 2% 























( イ ) 平成 28 年 3 月 申立 て (第 二 次 申 立て ) 分 
平成 26 年 1 月 の 第 一 次 申立 て 以降 に 東京 電力 に 賠償 請求 を 行っ た 平成 25 年 度 及び 26 年 度 分 の 損害 
に つい て 、 県 及び 市 町 村 等 は 、 第 一 次 申立 て に 係る 審理 対応 と 並行 する 形 で 、 東 京 電力 と 直接 交渉 
を 行っ て きま し た 。 し か し 、 東 京 電力 は 、 賠 償 範 囲 を 原則 と し て 政府 指示 等 に 基づき 負担 し た 費用 
等 に 限定 する 方 針 を 踏襲 し て お り 、 直 接 交 渉 で は これ 以上 の 具体 的 な 進展 が 期待 で き な い と 判断 さ 
れ た こと か ら 、 県 及び 市 町 村 等 が 協調 し て 、 紛 争 解 決 セ ンタ ー に 対し 、 平 成 28 年 3 月 に 2 回 目 と な 
る 和解 仲介 の 申立 て を 行う こと と し まし た 。 
この 第 二 次 申立 て で は 、 平 成 28 年 3 月 30 日 に 県 を 含む 33 団 体 が 申立 て を 行い 、4 月 以降 、 2 団体 
が 順次 申立 て を 行っ て いま す 。 (図表 7 -16) 
平成 29 年 3 月 末 現 在 、 和 解 成立 に 至っ た 団体 は まだ あり ませ ん が 、 各 団体 に お いて 紛争 解決 セン 
ター か ら の 照会 等 に 対応 し て いま す 。 県 で は 、 県 の 審理 の 進行 状況 や 他 の 都 道 府 県 の 和解 事例 な ど 
に つい て 情報 共有 し な が ら 、 市 町 村 等 と 連携 し て 対応 し て いく こと と し て いま す 。 
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図表 7-16 紛争 解決 セン ター 申立 団体 状況 (第 二 次 申立 て ) (単位 : 千 円 ) 
県 194, 529 | 岩手 県 
盛岡 市 、 宮 古市 、 大 船渡 市 、 花 巻 市 、 北 上 市 、 久 慈 市 、 遠 野市 、 
関 市 、 陸 前 高田 市 、 作 幡 平 市 、 奥 州 市 、 滝 沢 市 、 雪 石町 、 葛 巻 町 、 

3 YY 
市 町 村 | 477.579 | 呈 手 町 、 柴 波 町 、 矢 由 町 、 西 和賀 町 、 金 ケ 崎 町 、 平 泉町 、 住 田町 、 国人 
岩泉 町 、 田 野 畑村 、 軽 米 町 、 九 戸村 、 洋 野 町 、 一 戸町 

久慈 広域 連合 、 盛岡 ・ 紫 波 地区 環境 施設 組合 、 盛岡 地区 衛生 処理 組合 、 
0 77, 965 | 奥州 金ケ崎 行政 事務 組合 、 一 関 地区 広域 行政 組合 、 7 団体 
等 岩手 沿岸 南部 広域 環境 組合 、 滝 沢 ・ 雪 石 環境 組合 
計 750, 073 35 団 体 
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原子 力 損 害 の 賠償 に 関す る 法律 (昭和 36 年 法律 第 147 号 。 以 下 「 原 賠 法 」 と いう 。) は 、 原子力 損害 ※ が 
生じ た 場合 の 損害 賠償 に 関す る 基本 的 制度 を 定め て いま す 。 今回 の 事故 に お いて 適用 され る 主 な 原 賠 法 の 規 
定 は 次 の と お り で す 。 

※ 原子 力 損 害 : 原発 事故 が 発生 し た 場合 に 、 通 常 生 し る と 考え られ る 範囲 の 損害 。 





























































































































① 東京 電力 は 無 過失 ・ 無 限 責任 を 負う ( 原 賠 法 第 3 条 第 1 項 ) 

東京 電力 等 の 原子 力 事業 者 が 、 原子 炉 の 運転 等 に より 原子 力 損害 を 与え た 際 の 損害 賠償 責任 に は 、 通 
常 と は 異な り 過 和 失 を 要件 と し て いま せん ( 無 過 和 失 責任 )。 ま た 、 特 に 賠償 の 上 限 が 定め られ て いな いこ 
と か ら 無 限 責 任 を 負い ます 。 









































































































































② 東京 電力 は 免責 され な い ( 原 賠 法 第 3 条 第 1 項 た だ し 書 ) 
原発 事故 が 「 異 常に 巨大 な 天災 地変 RI の 賠償 責任 は 免責 され ます 。 


















































し か し 、 東 日 本 大 震 災 津 波 は こ の 巨大 な 天災 地変 」 に は 当たら な いと され 、 ま た 、 福 島 県 及び 
ee A NS と な どか ら 、 今回 の 原発 事故 の 場 
合 は 免責 され な いも の と され て いま す 。 
た だ し 、 そ の 責任 の 範囲 に つい て は 、 加害 者 で ある 東京 電力 と 被害 者 と の 間 で 、 見 解 の 相違 が 認め ら 
れ ま す 。 
③ Sdn Mi ie 
原子 力 損 害 の 賠償 に 関し て 紛争 が だ 生じ た 場合 に お ける 、 和 解 仲 介 、 自 主 的 な 解決 の た め の 一 般 的 な 指 
針 の 策定 に 係る 事務 を 行わ せる 原子 力 員 害 賠償 給 ) 争 審査 会 が 、 文 部 科学 省 に 設置 され ま し た 。 原子 力 損 
害 紛 争 解決 セン ター は 、 こ の 審査 会 の 中 に 置か れ て いま す 。 




























































































































































































原子 力 損害 賠償 制度 の 概要 (出展 : 文部 科学 省 ホ ー ム ペー ジ ) 
博 相 而 


愿 手 力 损 天 膨 情 古本 攻 呈 原 于 力 事 集 者 | 二 上 吾 欠 细 
ETTINEEOETT 恒生 要 1 【所 风 页 性 ) 


| 生生 絡 る と き は 要 本 の 放 有 | 

























政府 中 階 置 


放 質 摘 置 是 
pi EE 

1200 入 円 」 了 TE 捕 重忠 層 

[la 呈 で 直 導 で 十 軸 半 表 可 坊 呈 の 













民間 低 際 奨 的 | 政府 博 民 軸 交 


4 天 平 站 梢 村 贿 傅 襄 直 杯 放 河 志 ) 


II 拓 
P 






| 炳 直 是 情 指 年、 


广 醒 时 重文 奈 | こ ュ ae 





tu 症 、 上 
= 回去 点 丈 深 动 证 : 





一 颠 的 过 事 蝇 |】 地 吉 . 喷 央 , 硅 直 





! 【 中 間 指針 と は 】 
! 平成 23 年 8 月 5 日 、 原 子 力 損害 賠償 紛争 審査 会 (上 記 ③ 参 照 ) が 、 es 昌 力 上 〇 损害 赔偿 
1 に 関す る 円 滑 な 話し 合い と 合意 形成 を 促す た め に 策定 し た 「 東 京 電力 株 式 会 社 福 島 第 一 原子 力 発 電 所 事故 
! に よる 原子 力 損害 の 和男 囲 の 判定 等 に 関す る 中 間 指 針 」 の こと で す 。 

1 中 間 指針 は 被害 者 と 東京 電力 と の 自 NO 般 的 な 指針 で あり 法 的 な 拘束 力 は あり ませ ん が 、 中 
1 開 指 針 は 加害 者 の 東京 電力 で も 賠償 対象 と し て 認め る と 思わ れる 損害 を 類型 化し た も の で あり 、 実際 に 東京 電 
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も 中 間 指 針 に 明記 され た 損害 に つい て は 、 基本 的 | に 賠償 対象 と し て 対応 し て いま す 。 

中 間 指 針 に 明記 され な か っ た 損害 で あっ て も 賠償 対象 と な る 場合 が ある こと が 中 間 指 針 自体 に 明記 さ 
れ て いる に も 関わ ら ず 、 東 京 電力 は 中 間 指 針 に 明記 され て いな いこ と な ど を も っ て 、 中 間 指 針 を 理由 に 賠償 を 拒 
む 例 が 認め られ ます 。 
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第 7 節 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請 


求 の 取組 状況 “十 






























































































































































































































































































































































エ 下水 道 事業 の 請求 ・ 支 払 状況 
原発 事故 以来 、 流 域 下 水道 施設 か ら 排 出さ れる 脱水 汚泥 や 焼却 灰 等 を 処分 する た め に は 、 放 射 性 物 
質 の 影響 に より 追加 的 旨 用 が 必要 と な っ て いま す 。 こ れ に つい て 、 東 京 雪 カカ か ら 示 され た 「 下 水道 事 
業 に 対す る 賠償 基準 」 に 従い 損害 賠償 請求 を 実施 し て いま す 。 
平成 23 年 度 分 か ら 平 成 27 年 度 分 まで に お ける 損害 賠償 請求 に つい て は 、 図 表 7 -17 の と お り 請 求 
額 の 全額 が 支払 われ ま し た 。 平 成 28 年 度 以降 の 損害 に つい て も 、 引 き 続 き 賠 償 請 求 を 行っ て いき ます 。 
図表 7-17 下水 道 事業 損害 賠償 請求 ・ 支 払 状況 _ (単位 : 円 ) 
賠償 請求 日 | 請求 内 容 請求 金額 | 支払 金額 支払 日 備考 
放射 線 測定 費用 2, 819, 845 | 2,819, 845 
ツ ドク 4 y 選 ts た と を 。 分 ( 广 a 
H24. 11. 8 0 焼却 灰 等 の 保管 ・ 処 分 に 係る 追加 28, 165, 282 | 28, 165, 282 | H25. 3. 8 H23 年 度 分 
合 証 30, 985, 127 | 30, 985, 127 
放射 線 測定 費用 1, 528,800 | 1,528, 800 
H26. 2.27 | 汚染 汚泥 ・ 焼 却 灰 等 の 処分 に 係る 追加 的 費用 | 17, 399, 393 | 17, 399, 393 | H26.5.16 | H24 年 度 分 
合 計 18, 928, 193 | 18, 928, 193 
放射 線 測定 費用 1, 146,600 | 1,146, 600 
H26.9.17 | 汚染 汚泥 ・ 焼 却 灰 等 の 処分 に 係る 追加 的 費用 | 17, 909, 606 | 17,909,606 | H26.11.21 | H25 年 度 分 
合 計 19, 056, 206 | 19, 056, 206 
放射 線 測定 費用 1, 109,160 | 1,109,160 
H27. 10. 2 污染 污 泥 : 广 却 不 等 站 外 分 忆 傈 加 追加 的 费用 | 14, 077, 075 | 14, 077, 075 | H27.12.28 | H26 年 度 分 
合 計 15, 186, 235 | 15, 186, 235 
す 線 測定 費 589, 680 6 a 
os.1 2 ーーー 9 の ーーー | H28.12.27 | H27 年 度 分 
合生 589, 680 589, 680 
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起 第 3 章 平成 29 年 度 に 実施 する 対策 等 N 
平成 29 年 度 に 実施 する 対策 等 





| 第 1 節 放射 線量 等 の 測定 に 関す る 取組 








※ 予 算 額 は 他 の 分 野 と 内 容 が 重複 する 事業 を 含め て 合計 し た 金額 で す 。 
画 主 な 取組 
@ 県 民 の 健康 と 安全 を 守る た め 、「 原 子 力 発電 所 事故 に 伴う 放射 線量 等 測定 に 係る 対応 方 針 」 に 基 づ 
き 、 市 町 村 等 と 連携 し な が ら 、 県 内 全域 で きめ 細か な 測定 を 行い 、 測 定 結 果 を 県 公式 ホー ムペ ー ジ 等 
を 通じ て 県 民 等 へ 速やか に 情報 提供 し ます 。 
人 @ 応 発 事 故 に よる 生活 環境 へ の 影響 を 把握 する た め 、 モ ニタ リン グ ポ スト 10 箇所 に お ける 24 時 間 体 
制 の 放射 線量 や サー ベイ メー タ に よる 県 内 の 代表 的 な 55 地点 の 放射 線量 の 毎月 の 測定 、 県 立 学校 や 
県 立 病院 な ど 県 有 施 設 の 放射 線量 を 定期 的 に 測定 し ます 。 
⑯ 水道 水 、 雨 水 や ちらり な どの 降下 物 や 、 下 水 汚泥 な どの 放射 性 物質 濃度 も 定期 的 に 測定 し ます 。 
人 @ 各 広 域 振 興 局 及び 教育 事務 所 等 に 配備 し て いる サー ベイ メー タ の 市 町 村 等 へ の 貸出 を 行い 、 放 射線 
量 測定 を 支援 し ます 。 
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国平 成 29 年 度 に 実施 する 主 な 事業 (放射 線量 等 の 測定 ) 


原発 事故 に よる 本 県 の 放射 性 物 
質 に よる 影響 を 把握 する た め 、 本 
環境 生活 部 県 独自 に 放射 線量 等 の 測定 調査 
を 実施 し 県 民 等 へ 情報 提供 する こ 
と に より 、 安 心 ・ 安 全 に 資す る も の 
工業 用 水 及び 脱水 汚泥 の 放射 性 
物質 濃度 の 測定 を 行う も の 

県 立 学校 に お ける 空間 線量 率 の 
測定 、 学 校 給食 食材 等 放射 性 物 
質 濃度 の 測定 を 行う も の 


環境 放射 能 水 準 調 
査 費 ( 細 事 業 : 環 境 
放射 能 モ ニタ リン グ 
強化 費 を 含む 。 ) 





工業 用 水道 事業 


児童 生徒 放射 線 対 
策 支援 事業 費 


計 
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ア 第 2 節 放射 線量 等 の 低減 に 関す る 取組 “出 








| 第 2 節 放射 線量 等 の 低減 に 関す る 取組 





画 予算 額 


当初 予算 額 14, 912 千 円 15, 803 千 円 全 891 千 円 


※ 予 算 額 は 他 の 分 野 と 内 容 が 重複 する 事業 を 含め て 合計 し た 金額 で す 。 
画 主 な 取組 
@⑯ 「 放 射線 量 低減 に 向け た 取組 方 針 」 に 基づき 、 前 年 度 に 引き 続き 放射 性 物質 汚染 対処 特別 措置 法 に 
定め る 重点 調査 地域 と し て 指定 を 受け た 一 関 市 、 奥州 市 及び 平泉 町 に つい て 、 放射 線 の 影響 を 受け や 
すい と され る 子ども の 健康 を 重視 する 観点 か ら 、 県 立 学校 等 の 放射 線量 の 定期 的 な 測定 を 行い 、 そ の 
結果 、 低 減 措 置 実施 の 目安 で ある 毎時 1 マイ クロ シー ベル ト を 超え た 場合 に は 、 除 染 等 の 低減 措置 を 
実施 し ます 。 
@ 市 町 村 等 の 円 滑 な 低減 措置 等 の 実施 を 支援 する た め 、 除 染 等 の 費用 の 補助 を 行う と と も に 、 放射 性 
物質 に 汚染 され た 農林 業 系 副産物 の 焼却 処理 の 技術 的 支援 や 道路 側溝 汚泥 の 一 時 保管 設備 設置 費用 
の 補助 な ど を 行い ます 。 

































































































































































































































































国平 成 29 年 度 に 実施 する 主 な 事業 (放射 線量 等 の 低減) 


市 町 村 に よる 円 滑 な 除 染 を 推進 す 
る た め 、 除 染 等 に 要する 費用 に つ 
放射 線 対策 費 環境 生活 部 いて 補助 する と と も に 、 県 民 に 対し 
て 放射 線 に 対す る 理解 を 深め る た 
め 基 礎 知識 を 普及 啓発 する も の 

放射 性 物質 に 汚染 され た 道路 側溝 
汚泥 の 処理 を 推進 する た め 、 重 点 
放射 性 物質 汚染 廃 調査 地域 に 指定 され た 県 南 3 市 町 
棄 物 処理 円 滑 化 事 | 環境 生活 部 が 道路 側溝 汚泥 の 一 時 保管 設備 
設置 する 場合 (国庫 補助 事業 対 
象 外 に 限る ) に 、 そ の 経費 に 対し て 
一 部 を 支援 する も の 
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内 第 3 章 平成 29 年 度 に 実施 する 対策 等 








| 第 3 節 県 産 食材 等 の 安全 確保 に 関す る 取組 





画 予算 額 






当初 予算 額 944, 296 千 円 1, 435, 170 千 円 全 490, 874 千 円 


※ 予 算 額 は 他 の 分 野 と 内 容 が 重複 する 事業 を 含め て 合計 し た 金額 で す 。 
画 主 な 取組 

@ 消費 者 に 安全 な 県 産 食 材 等 を 供給 し て いく た め 「 県 産 食 材 等 の 安全 確保 方 針 」 等 に 基づき 、 市町村 
定 関 係 団体 と 連携 し て 、 農 林 水 産物 、 流 通 食 品 、 野 生 鳥獣 肉 、 給 食 食材 の 放射 性 物質 濃度 に つい て 、 
計画 的 に きめ 細か な 検査 を 実施 し 、 結 果 等 を 速やか に 公表 し ます 。 検査 の 結果 、 国 が 定め る 基準 値 を 
超え る 放射 性 物質 が 検出 され た 場合 は 、 直ちに 出荷 団体 等 に 対し て 出荷 の 自粛 及び 自主 的 な 回 収 を 要 
請 し ます 。 

@ 市 町 村 、 流通 業者 か ら の 依頼 に 基づい た 販売 目的 の 県 産 食 材 等 の 精密 検査 や 、 市 町 村 と 連 
生 山 菜 、 野 生き の この 全市 町 村 検査 を 継続 し ます 。 

@ 改 草 の 放射 性 物質 検査 に よる 利用 自粛 解除 を 進め る と と も に 、 風評 被 害 対策 と し て 市 町 村 が 独自 に 
取り 組む 除 染 や 汚染 牧草 等 の 適正 保管 対策 の 取組 の 支援 を 継続 し ます 。 

@ 安全 ・ 安 心 な 県 産生 肉 を 供給 する た め 、 農 家 に 対す る 適切 な 飼養 管理 指導 の 徹底 や 、 邊 の 出 
査 及 び 県 内 外 に 出荷 され る 県 産生 全 頭 の 牛肉 の 放射 性 物質 検査 を 継続 し ます 。 

@ 原木 し いた け の 産地 再生 に 向け 、 生産 者 へ の つなぎ 融資 等 の 経営 支援 を 行う と と も に 、 使 用 自粛 と 
な っ た 原木 ・ ほ だ 木 の 処理 、 新 た な 原木 の 確保 ・ ほ だ 木造 成 、 落葉 層 の 除去 等 ほ だ 場 環境 整備 等 を 支 
援 し ます 。 

@⑯ 肥 射 性 物質 の 影響 に よる 風評 被害 を 払拭 し て 、 消 費 者 の 信頼 を 回 復 さ せる た め 、 県 産 農 林 水 産物 の 
安全 ・ 安 心 を PR する こと を 目的 と し て 、 雑 誌 へ の 記事 掲載 、Web サイ ト に よる 情報 発信 、 県 産 食 材 
を 提供 する 飲食 店 で の 情報 発信 、 生 産 者 が 参加 する 首都 園 で の PR イベ ント な ど を 実施 する と と も 
に 、 市 町 村 や 生産 者 団体 が 行う 県 産 農 林 水 産物 の 安全 性 の 確保 に 係る 取組 を 支援 し ます 。 

@ 出前 講座 の 開催 等 に より 、 県 産 食 材 等 の 安全 性 を 広く アピール する 取組 を 積極 的 に 展開 する こと に 
より 消費 者 の 安全 ・ 安 心 の 確保 や 風評 被害 の 解消 ・ 防 止 に 取り 組み ます 。 
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国平 成 29 年 度 に 実施 する 主 な 事業 (県 産 食 材 等 の 安全 確保 ) 


食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 する た め に 、 








本 環境 生活 部 食品 の 放射 性 物質 検査 を 実施 し 、 よ 
り 多 く の 情 報 を 県 民 に 発信 する も の 
食肉 と し て 活用 され る こと が 多く 、 現 
本 生島 獣 肉 に つい て 放射 性 物質 検査 
を 実施 する も の 
風評 被害 の 払拭 に 向け 、 更 な る 県 導 
いわ て の 食 と 工芸 | 商工 労働 観 還 本 14 | 品 O 县 路 搞 大 、 购 力 向 上 及 以 新 大 
魅力 拡大 事業 費 | 光 部 145 | な 購買 層 の 開拓 に つなげ る 取組 を 実 
施す る も の 
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第 3 節 県 産 食材 等 の 安全 確保 に 関す る 取組 “出 
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国平 成 29 年 度 に 実施 する 主 な 事業 (県 産 食 材 等 の 安全 確保 ) 






































円 滑 な 輸出 に 資す る た め 、 証 明 書 の 
生産 地 証明 等 発 商工 労働 観 2 252 2 202 50 迅速 な 発行 が 求め られ る こと か ら 、 
行事 業 費 光 部 ， 発行 手続 専門 の 期限 付 臨時 職員 を 

配置 する も の 

原発 事故 に 伴う 放射 性 物質 の 拡散 

に より 、 出 荷 制限 や 風評 等 の 被害 を 

、 受け た 農業 者 に 対し 、 農 業 経営 継続 
農業 経営 安定 緊 2 ご 8 

こ 必 要 な 運転 資金 を 円 滑 に 供給 
急 支 援 資金 利子 | 農林 水産 部 a i 
補給 合 会 及び 農業 協同 組合 が 被災 農業 

者 に 行う 融資 に 対し て 県 等 が 利子 補 

給 を 行い 、 末 端 無利子 と する も の 

安全 ・ 安 心 な 県 産生 肉 の 供給 体制 を 

確立 する た め 、 県 内 外 に 出荷 され る 
県 産 牛 肉 安全 安 県 産 牛 全 頭 放射 性 物質 検査 に 係る 
心 確立 緊急 対策 | 農林 水産 部 63,594 63.083 511 | 経費 を 助成 する と と も に 、 県 産生 に 
事業 費 対す る 消費 者 の 不安 等 を 解消 する た 

め 風 評 被害 防止 対策 を 実施 する も 

の 

放射 性 物質 に よる 県 産 農 林 水 産物 

の 風評 被害 の 払拭 と 販路 回 復 ・ 拡 大 
内 農林 水産 部 52,405 53.000 4A595 に 向け た 情報 発信 等 を 実施 する と と 
進 対策 事業 費 上 も に 、 市 町 村 や 生産 者 団体 に よる 安 

全 :安心 在 PR する 取組 を 支援 する も 

の 

土壌 か ら 農作物 へ の 吸収 移行 な ど 
農業 生産 環境 放 一 a a 
射 性 物質 影響 防 | 農林 水産 部 1.478 1.478 0 ee 技 
止 支 援 事业 術 等 に 関す る 情報 提供 を 行う も の 
图 国 の 通知 等 に 基づき 県 産 農 産物 の 
本 農林 水産 部 1067 1067 0 | 放射 性 物質 濃度 検査 を 実施 する も 

の 

県 内 畜産 物 の 安全 性 の 確保 と 放射 

性 物質 に 伴う 風評 被害 の 払拭 の た 
放射 性 物質 被害 」 后 三 四 
畜産 総合 対策 事 | 農林 水産 部 138,276 596,418 | ”全 458,142 I 
業 費 污染 牧草 等 由 保管 . 麻 用 牛 四 生体 

推定 検査 等 の 経費 を 支援 する も の 

特 用 林産 物 の 産地 再生 の た め 、 原 
0 木 し いた け の 出荷 制限 解除 に 向け た 
性 物質 調査 事業 検査 を 実施 する と と も に 、 消 費 者 の 
費 ( 特 用 林産 物 放 | 農林 水産 部 60,780 57,030 3.750 | 生 s 2 ー 
身 性 物質 調査 事 信頼 を 回 復 す る た め 、 原 木 し いた 
業 ) け 、 ほ だ 木 及び し いた け 原 木 、 そ の 

他 特 用 林産 物 の 検査 を 行う も の 

ロ 内 未 こ 必 要 な 
特 用 林産 物 放射 a AA 
性 物質 調査 事業 査 に お いて 、 新 た に 指標 値 超過 が 判 
費 (きのこ 原木 等 農林 水産 部 24,576 56,748 全 32,172 | 明 し た きのこ 原木 及び ほ だ 木 の 処 
処理 事業 ) 理 、 落 葉 層 除 去 等 の ほ だ 場 環境 整 

備 を 支援 する も の 
原木 し いた け 経 党 出荷 制限 等 に より 資金 繰り が 悪化 し 
緊急 支援 事業 費 て いる 原木 し いた け 生 産 者 の 経営 を 
(原木 し いた け 経 | 農林 水産 部 190,828 200.610 全 9,782 | 支援 する た め 、 集 出荷 団体 が 行う 経 
営 緊急 支援 資金 営 支援 資金 の 貸付 に 必要 な 原資 を 
貸付 金 ) 貸付 する も の 
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畏 第 3 章 平成 29 年 度 に 実施 する 対策 等 


ーー 








国平 成 29 年 度 に 実施 する 主 な 事業 (県 産 食 材 等 の 安全 確保 ) 


特 用 林産 施設 
体制 整備 事業 費 
( 特 用 林産 施設 体 
制 整備 事業 ) 


農林 水産 部 


147,351 


186,146 


全 38,795 


きのこ 生産 の 維持 ・ 増 進 を 図る た め 、 
簡易 ハウ ス の 整備 や きのこ 原木 等 
の 生産 資材 の 導入 を 支援 する も の 





試験 研究 費 (林内 
放射 性 物質 モニ タ 
リン グ 調 査 事業 ) 


農林 水産 部 


安全 な し いた け 栽 培 方 法 を 確立 する 
た め 、 林 床 の 落 葉 層 を 除去 する 等 の 
環境 改善 を 行っ た うえ で 、 代替 ほ だ 
木 を 設置 する 試験 を 実施 し 技術 開発 
と 効果 を 検証 する も の 





広葉 樹林 モニ タリ 
ング 等 調査 事業 
費 


農林 水産 部 


安全 な きのこ 原木 の 供給 増大 と き の 
こ 原 木 林 の 再生 の た め 、 利 用 可能 区 
域 の 把握 に 係る モニ タリ ング 調査 及 
び 除 染 作 業 の 効果 確認 調査 を 実施 
する も の 





広葉 樹林 再生 実 
証 事業 費 補助 


農林 水産 部 


176.057 


148,350 


放射 性 物質 に より 安全 な きのこ 原木 
や 新 過 用 材 の 生産 に 影響 を 受け て 
いる 広葉 樹林 の 再生 を 推進 する た 
め 、 伐 採 や 放射 性 物質 の 濃度 測定 
調査 等 の 再生 に 向け た 実証 的 な 取 
組 を 支援 する も の 





水産 物 安全 出荷 
推進 事業 費 


農林 水産 部 


県 産 水 産物 の 安全 性 確保 と 出荷 制 
限 の 早期 解除 を 目的 と し た 、 水 産物 
の 放射 性 物質 検査 を 実施 する も の 





児童 生徒 放射 線 
対策 支援 事業 費 





944.296 





1.435,170 
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県 立 学校 に お ける 空間 線量 率 の 測 
定 、 学 校 給 食 食材 等 放射 性 物質 濃 
度 の 測定 を 行う も の 





A 490,874 【 再 掲 】 含 む 











一 


第 4 節 健康 影響 、 学 校 に 関す る 取組 莉 





| 第 4 節 健康 影響 、 学 校 に 関す る 取組 





画 予算 額 


※ 予 算 額 は 他 の 分 野 と 内 容 が 重複 する 事業 を 含め て 合計 し た 金額 で す 。 
国 主 な 取組 


















































談 等 の 事業 に 要する 経費 の 一 部 を 補助 し ます 


































































































@ 原発 事故 に よる 健康 へ の 影響 に つい て 、 リ スク コミ ュ ニ ケー ショ ン の 観点 か ら 、 コ 
査 対象 と な っ た 子ども に 対し て 、 尿 中 放射 性 物質 の 継続 調査 を 行い 、 検 査 結果 に つい て 、 県 公式 ホ 
ムペ ー ジ の 他 、 説 明 会 や セミ ナー な ど を 通じ て 、 広 く 県 民 等 に お 知ら せ し ま す 。 

@ 原発 事故 に よる 健康 へ の 影響 に つい て 、 住民 に 最も 身近 な 相談 窓口 で ある 市 町 村 が 行う 個別 健 
































成 23 年 度 に 











ll 
| 















































⑯ 兄 童 生徒 の 安全 を 確保 し 、 保 護 者 の 不安 を 解消 する た め 、 県 立 学校 に お ける 放射 線量 の 測定 を 行う 
と と も に 、 学 校 給食 食材 等 の 放射 性 物質 濃度 検査 を 行い ます 。 ま た 、 測 定 機器 を 持た な い 市 
ら の 依頼 に よる 給食 食材 等 の 放射 性 物質 濃度 測定 な ど を 行い ます 。 





国平 成 29 年 度 に 実施 する 主 な 事業 (健康 影響 、 学 校 の 対策 ) 


放射 線 健康 影響 


豆 次 | 立 | 
調査 費 保健 福祉 部 


原発 事故 に よる 健康 へ の 影響 に つ 
いて 、 リ スク コミ ュ ニ ケー ショ ン の 観 
点 か ら 、 平 成 23 年 度 に 調査 対象 と な 
っ た 子ども に 対し て 、 尿 中 放射 性 物 
質 の 継続 調査 を 行う も の 





放射 線 健康 相談 
等 支援 事業 費 補 | 保健 福祉 部 
助 


原発 事故 に よる 健康 へ の 影響 に つ 
いて 、 住 民 に 最も 身近 な 相談 窓口 で 
ある 市 町 村 が 行う 個別 健康 相談 等 
の 事業 に 要する 経費 の 一 部 を 補助 
する も の 





児童 生徒 放射 線 
対策 支援 事業 費 


教育 委員 会 


事務 局 











7 ら 


県 立 学校 に お ける 空間 線量 率 の 測 
定 、 学 校 給食 食材 等 放射 性 物質 濃 
度 の 測定 を 行う も の 





全 5,746 【 再 掲 】 含 む 

















畏 第 3 章 平成 29 年 度 に 実施 する 対策 等 








| 第 5 節 風評 被害 対策 、 情 幸 発 信 、 普 及 啓 発 、 そ の 他 に 関す る 取組 





画 予算 額 


当初 予算 額 118, 964 千 円 110, 273 千 円 8, 691 千 円 


※ 予 算 額 は 他 の 分 野 と 内 容 が 重複 する 事業 を 含め て 合計 し た 金額 で す 。 
画 主 な 取組 
@ 本 県 の 自然 や 風土 、 県 産 食 材 等 県 産品 の 魅力 等 を 各種 媒体 を 通じ て 県 内 外 に 広く PR する こと に よ 
り 、 本 県 へ の 放射 性 物質 の 影響 に よる 風評 を 払拭 し 、 県 産品 等 の 販路 や 消費 、 観 光 客 ・ 教 育 旅行 客 な 
どの 回 復 に 努め ます 。 
@⑯ 及 射 性 物質 の 影響 に よる 風評 被害 を 払拭 し て 、 消 費 者 の 信頼 を 回 復 さ せる た め 、 県 産 農 林 水 産物 の 
安全 ・ 安 心 を PR する こと を 目的 と し て 、 雑 誌 へ の 記事 掲載 、Web サイ ト に よる 情報 発信 、 県 産 食 材 
を 提供 する 飲食 店 で の 情報 発信 、 生 産 者 が 参加 する 首都 園 で の PR イベ ント な ど を 実施 する と と も 
に 、 市 町 村 や 生産 者 団体 が 行う 県 産 農 林 水 産物 の 安全 性 の 確保 に 係る 取組 を 支援 し ます 。 
@ 風評 被害 の 払拭 に 向け 、 更 な る 県 産品 の 販路 拡大 ・ 魅 力 向 上 及び 新た な 購買 層 の 開拓 に つなげ る 取 
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@ 有 放 設 等 の 放射線 測定 や 食品 等 の 放射 性 買 濃度 測定 の 結果 、 放射 性 物質 に 対す る 基礎 知識 な 
ど を 県 公式 ホー ムペ ー ジ や 広報 誌 な ど を 通じ て 、 県 内 外 の 皆さま に 分 か りや すく 、 タ イム リー に お 知 
ら せ す る と と も に 、 県 や 市 町 村 等 の 放射 線 影響 対策 全般 の 取組 状況 な が ど に つい て 、 そ れ ら を まとめ た 
「 岩 手 県 放射 線 影響 対策 報告 書 」 を 引き 続き 発行 する な ど 、 広 く 情 報 発信 し ます 。 

人 @ 用 射線 に 対す る 理解 を 深め る た め の 基 礎 知識 の 普及 啓発 や 食品 の 放射 性 物質 に 関す る 出前 講座 な 
ど を 実施 し 、 県 民 の 正しい 知識 と 理解 の 向上 を 図り ます 。 

@ 原発 事故 に よる 放射 線 の 影響 に つい て 、 本 県 と し て 必要 な 対策 を 講じ る た め 、 原発 放射 線 影響 対策 
本 部 員 会 議 を 定期 的 に 開催 し ます 。 ま た 、 市 町 村 等 と の 情報 共有 を 進め 、 連 携 し て 対策 を 講じ て いく 
た め 、 原 発 放射 線 影響 対策 市 町 村 等 連絡 会 議 を 開催 し ます 。 




































































































































































































































































国平 成 29 年 度 に 実施 する 主 な 事業 (風評 被害 対策 、 情 報 発信 、 普 及 啓 発 、 そ の 他 ) 


空間 線量 率 や 農林 水産 物 の 出荷 制 
放射 線 影響 対策 | 。 限 等 の 情報 を 広く 発信 する と と も に 、 
費 東京 電力 に よる 損害 賠償 の 実現 に 
向け た 取組 を 推進 する も の 

市 町 村 に よる 円 滑 な 除 染 を 推進 する 





た め 、 除 染 等 に 要する 費用 に つい て 

NR 環境 生活 部 補助 する と と も に 、 県 民 に 対し て 放射 
線 に 対す る 理解 を 深め る た め 基 礎 知 

識 を 普及 啓発 する も の 

了 風評 被害 の 払拭 に 向け 、 更 な る 県 

MT 商工 労働 観 品 の 販路 拡大 、 多 力 向上 及び 新た 

本 光 部 [ 145 | な 購買 層 の 開拓 に つなげ る 取組 を 実 
施す る も の 
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第 5 節 風評 被害 対策 、 情 報 発信 、 普 及 紳 発 、 そ の 他 に 関す る 取組 画 





国平 成 29 年 度 に 実施 する 主 な 事業 (風評 被害 対策 、 情 報 発信 、 普 及 啓発 、 そ の 他 ) 





沿岸 地域 の 観光 客 入 込 数 の 震 災 前 
商工 労働 観 水準 の 早期 回 復 と 、 県 内 全域 へ の 一 
光 部 層 の 誘客 拡大 を 図る た め 大 型 観光 
キャ ン ペ ー ン を 展開 する も の 

外国 人 観光 客 の リピ ビー ター の 拡大 を 
国際 観光 推進 事 | 商工 労働 観 図る た め 、 歓迎 事業 等 を 実施 する も 
業 費 光 部 の 


いわ て 観光 キャ ン 
ペー ン 推 進 協議 


会 负担 金 








放射 性 物質 に よる 県 産 農林 水産 物 
いわ て 農林 水産 の 風評 被害 の 払拭 と 販路 回 復 ・ 拡 大 


物 消費 者 理解 増 
進 対策 事業 費 【 再 


に 向け た 情報 発信 等 を 実施 する と と 
も に 、 市 町 村 や 生産 者 団体 に よる 安 
全 ・ 安 心 を PR する 取組 を 支援 する も 
の 


118,964 110,273 8.691 【 再 掲 】 含 む 


農林 水産 部 














“I 











畏 第 3 章 平成 29 年 度 に 実施 する 対策 等 








| 第 6 節 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 に 関す る 取組 





画 予算 額 





当初 予算 額 5, 132 千 円 5, 453 千 円 全 321 千 円 


※ 予 算 額 は 他 の 分 野 と 内 容 が 重複 する 事業 を 含め て 合計 し た 金額 で す 。 
画 主 な 取組 
@ 原発 事 改 に より 生じ た 全て の 放射 線 影響 対策 費用 に つい て 、 市 町 村 、 広 域 連合 、 一 部 事務 組合 と 
体 と な っ て 、 東 京 電力 に 対し 損害 賠償 請求 する と も に 、 東 京 電力 と 各 事 業 の 費用 に つい て 交渉 し 、 早 
期 の 賠償 金 の 受領 を 進め て いき ます 。 
@ 東京 電力 や 国 へ の 要請 等 を 行う と と も に 、 必要 に 応じ て 原子 力 損害 賠償 紛争 解決 セン ター (原発 A 
DR) の 和解 仲介 制度 を 活用 する こと な ど に より 、 早 期 の 損害 賠償 の 実現 に 向け た 取組 を 進め ます 。 
@ 商工 ・ 和 観光 業 、 農 林 水 産業 な ど 被 害 を 受け た 事業 者 等 に 対し 、 損 害 賠償 請求 に 向け た 相談 や JA グ 
ルー プ の 損害 賠償 対策 協議 会 な ど へ の 活動 支援 、 東 京 電力 や 国 へ の 要請 活動 を 行う な ど 賠 償 金 の 早期 
か つ 確 実 な 支払 い が 行わ れる よ 2 支援 し ます 。 







































































































































































































































































































































































国平 成 29 年 度 に 実施 する 主 な 事業 (東京 電力 に 対す る 損害 賠償 請求 対応 ) 


空間 線量 率 や 農林 水産 物 の 出荷 制 
放射 線 影響 対策 公务 部 限 等 の 情報 を 広く 発信 する と と も に 、 
費 【 再 掲 】 RS 東京 電力 に よる 損害 賠償 の 実現 に 
向け た 取組 を 推進 する も の 

放射 性 物質 農 畜 放射 性 物質 に よる 農 畜産 物 の 被害 
産物 被害 調査 事 調査 を 行い 、 農 業者 の 損害 賠償 に 向 
業 費 けた 取組 を 支援 する も の 


詩 A 321 【 再 掲 】 含 む 
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1 各種 方 針 
原発 放射 線 影 響 対策 の 基本 方 針 (平成 23 年 7 月 策定 ) 
1 基本 的 な 考え 方 
県 は 、 全 力 を 挙げ て 放射 線 影響 に 係る 測定 及び 迅速 ・ 適 切な 公表 を 行う と と も に 、 本 県 へ の 影響 等 を 把握 し 、 的 確 な 対策 を 速やか 
に 講じ る こと に より 、 県 民 の 安全 ・ 安 心 の 確保 及び 風評 被害 の 防止 を 図る 。 
2 測定 
(1) 測定 対象 … 放 射 性 物質 の 影響 は 多岐 に わた る が 、 県 民 の 安全 を 確保 する た め 、 ま ず は 環境 に 対す る 基礎 的 な 影響 を 把握 で きる 
空気 、 飲 料 水 、 土壌 等 の 住 環 境 の 調査 を 優先 する 。 特に も 、 PP MPN MM i 
学校 な どの 教育 施設 等 に お ける 調査 に 重点 的 に 取り 組む 。 加 えて 、 食 の 安全 ・ 安 心 を 重視 する 観点 か ら 農 林 水 産物 の 測定 対象 の 充 
実 を 図る 。 な お 、 放 射 性 物質 が 最終 的 に 集まっ て いく こと が 懸念 され る 汚泥 、 廃 棄 物 等 に つい て も 、 調 査 を 行う 。 
(2) i 県 南 地域 の 測定 を 優先 する 。 
(3) 測定 体制 … 県 が 現有 する モニ タリ ング ポス ト 、 ゲ ル マ ニ ウム 半導体 検出 器 、 サ ー ベ イメ ー タ を 最大 限 活 用 する ほか 、 速 や か な 機 
器 の 増設 ・ 購 入 を 図る 。 ま た 、 こ れ ら の 機材 を 活用 し 、 測 定 調査 に 必要 な 人 員 の 手当 て を 図る 。 加 えて 、 外 部 機関 へ の 依頼 や 事業 
者 へ の 委託 な ど 、 国 及び 市 町 村 を 含め 関係 機関 ・ 団 体 の 協力 を 得 て 体 制 の 充実 に 努め る 。 
3 迅速 ・ 適 切な 情報 公表 
(1) 公表 時 期 … 測 定 の 実施 又は 検査 結果 の 判明 の 都度 、 速 や か に 公表 する 。 
(2) 公表 内 容 … 測 定 ・ 検 査 結果 に 併せ て 当該 対象 に 係る 国 の 基準 値 等 を ホ す こと と し 、 健 康 等 に 対す る 影響 の 可能 性 に つい て 説明 す 
る よう 努め る 。 
(3) 公表 方 法 … ホ ー ム ペー ジ を は じ め と する 県 の 広報 媒体 に よる 公表 の ほか 、 報道 機関 に 情報 提供 を 行い 、 県 民 へ の 迅速 か つ 効 果 的 
な 周知 を 図る 。 
4 的 確 な 対策 の 実施 
1) 対策 の 考え 方 … 住 環境 や 農林 水産 物 の 測定 を 実施 する 中 で NII 影響 が 及ぶ 、 又 は 、 そ の 恐れ が ある 事案 が 判明 し 
た 場合 は 、 速やか に 必要 な 対策 を 実施 する 。 そ の 際 、 学校 な どの 教育 施設 お ける 環境 整備 や 、 安 全 ・ 安 心 な 農林 水産 物 の 確保 
に 対す る 県 民 の 期待 を 十分 考慮 する 。 
2) 放射 線量 の 低減 県 民 の 健康 を 守る た め 、 国 の 方 針 ・ ! 解 や 学術 的 な 知見 に 基づき 、 放射 線量 の 低減 措置 を 講じ る 。 
(3) 風評 被害 の 防止 … 県 民 の 不安 解消 や 風評 被害 の 防止 の た め 、 迅 速 で 分 か りや すい 情報 提供 を 図る 。 ま た 、 報 道 機関 に 対す る 適 
切な 情報 提供 や や 県 の 広報 媒体 等 に より 、 県 民 は も と より 広く 県 外国 外 に 対し て 、 本 県 の 対策 の 周知 に 努め る 。 
4) 県 民 に 対す る 知識 の 普及 啓発 … 県 の 広報 媒体 を 通じ て 放射 線 等 に 関す る 知識 の 普及 を 図り 、 県 民 自ら 取り 組む こと が で きる 対 
応 に つい て は 、 啓 発 を 推進 する な ど 、 県 民 の 理解 の 促進 と 不安 解消 に 努め る 。 
5) 国 と の 関係 … 放 射 性 物質 に よる 汚染 に つい て は 、 国 の 責任 に お いて 解決 すべ きも の で ある が 、 県 と し て は 、 国 の 対応 を 待つ こ 
と な く 、 必 要 な 対策 は 可能 な 限り 実施 する 。 な お 、 国 に 対す る 要請 は 、 継 続 し 、 強 力 に 行っ て いく 。 
5 市 町 村 等 と の 連携 強化 
全 県 的 な 対策 を 推進 する た め 、 市 町 村 等 と 連絡 会 議 を 開催 し 、 調 整 を 行う な ど 、 各 種 関係 機関 ・ 団 体 と の 連携 の 強化 を 図る 。 






































原子 力 発電 所 事故 に 伴う 放射 線量 等 測定 に 係る 対応 方 針 (平成 23 年 8 月 策定 、 平成 24 年 4 月 、 


平成 25 年 4 月 、 平 成 26 








年 4 月 、 平 成 27 年 4 月 、 平 成 28 年 4 月 、 平 成 29 年 4 月 改訂 ) | 
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基本 的 な 考え 方 











































































































































































































































































































































































































(1) 基本 的 な 考え 方 … 県 は 、 原子 力 発電 所 事故 に よる 放射 性 物質 の 影響 か ら 県 民 の 健康 と 安全 を 守る た め に 市 町 村 等 と 連携 し 、 測定 
機器 や 体制 を 整備 し 全力 を あげ て 県 内 全域 で きめ 細か な 測定 を 行い 、 多岐 に 渡る 放射 線 の 影響 に つい て 把握 する と と も に 、 県 民 に 
対し 迅速 か つ 効 果 的 な 情報 提供 を 行い 、 県 民 の 不安 の 解消 と 風評 被害 の 防止 を 図る 。 な お 、 こ れ ま で の 取組 状況 を 踏ま ほえ 、 継 続 性 
を 持っ て 放射 線量 等 の 測定 を 実施 する と と も に 、 放射 線量 等 の 変化 や 原発 事故 処理 の 進捗 状況 に 柔軟 に 対応 し 、 放射 線 影響 対策 に 
万 全 を 期す も の と する 。 

(2) 県 と 市 町 村 等 の 役割 分 担 
ア 県 と 市 町 村 等 の 役割 分 担 … 放 射線 量 等 の 測定 に 関す る 、 県 、 市 町 村 (一 部 事務 組合 を 含む ) 及び 関係 団体 等 の 役割 分 担 は 、 測 

定 範囲 、 測 定 対象 及び 測定 体制 等 の 状況 を 総合 的 に 勘案 し つつ 、 県 が 主体 的 に 取り 組み な が ら 市 町 村 等 と 協議 の うえ 決定 する も 
の と し 、 そ の 測定 に 当たっ て は 国 の 協力 を 得 な が ら 市 町 村 等 と 連携 を 強化 し て 行う も の と する 。 
イ 費用 負担 等 … 原 子 力 発電 所 事故 に 係る 放射 性 物質 に よる 汚染 対策 に つい て は 、 国 の 責任 に お いて 行う べき も の で あり 、 県 民 の 
安全 ・ 安 心 を 確保 する た め に 県 及び 市 町 村 等 が 実施 し た 放射 線量 等 の 測定 等 に 係る 費用 に つい て も 、 国 が 負担 すべ きも の で ある 。 
な お 、 こ れ ま で 実施 し た これ ら の 費用 に つい て も 、 過 去 に 遡っ て 国 に 負担 を 求め る 。 
2 放射 線量 等 の 測定 体制 

(1) 放射 線量 等 測定 に 用 いる 機器 
ア 空間 線量 率 等 を 測定 する も の 
( ア ) モニ タリ ング ポス ト … モ ニタ リン グ ポ スト は 、 ョ ヨウ 化 ナ トリ ウム (NaI) の 結 草 を 検出 器 と し て 利用 し 、 大 気 中 の 放射 線量 

(空間 線量 率 ) の うち ガン マ 線 を 連続 し て 測定 する 据え 置き 型 の 装置 で あり 、 極め て 低い 放射 線量 まで 精密 に 測定 する こと が 
で きる 。 屋外 に 置く NaI(T1) シン チレ ーション 式 検出 器 と 屋内 に 置く 測定 器 で 構成 され 、 放 射線 が 検出 器 に 当たる と 検出 器 内 
で か すか な 光 を 発し 、 そ の 光 を 検出 ・ 増 幅 し 、 放 射線 量 と し て 計測 する 。 岩 手 県 で は 、 昭 和 63 年 (1988 年 ) か ら 盛 岡市 に お い 
て 測定 を 行っ て きた が 、 原 発 事 故 を 受け 、 県 内 9 箇所 に 増設 し 、 計 10 箇 所 に お いて 、24 時 間 体 制 で 測定 を 行っ て いる 。 

人 @ 調 査 項目 : 空間 線量 率 (大 気 ) @ 浏 定单 位 : Gy/h (< イ 2m ゲ ルイ 毎時 ) 鲁 测定 频 度 : 24 時 間 連 続 測定 

@ 設 置 箇所 : 盛岡 市 (環境 保健 研究 セン ター)、 花 巻 市 (花巻 地区 合同 庁舎 ) 、 奥 州 市 (奥州 地区 合同 庁舎 ) 、 
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( イ ) 




















関 市 ( 三 反田 大 気 測定 局 ) 、 大 船渡 市 (大 船 
久慈 市 (久慈 地区 合同 庁舎 )、 二 戸 市 (二戸 地 
サー ベイ メー タ … サ ー ベ イメ ー タ は 、 放射 1 
射線 測定 器 で 、 一 般 環境 ( 低 線量 ) の 測定 に 適し た 


し た GM 計数 管 式 サー ベイ メー タ iD 

















区 合同 
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渡 地区 合同 庁舎 ) 、 
庁舎 )、 滝 沢 市 (岩手 県 立 大 学 ) 
性 物質 や 放射 線 に 関す る 情報 を 簡便 に 
(T1) シン チレ ーション 式 サ ー ベ イメ ー タ と 、 
ー カ ウン タ ) が ある 。 本 県 で は 、 地 表 付 近 の 空間 線量 率 等 NN 





釜石 市 (釜石 地区 合同 庁舎 ) 、 
匠 所 (各 1 台 ) 


計 10 信 m 
的 と し た 、 小型 で 可 搬 









































宮古 市 (宮古 市 立 宮古 小学 校 ) 、 
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等 ( 








得る こと を 目 
表面 汚染 等 の 検査 等 











主 に Nal (T1) シン チレ ーション 式 サ ー ベ イメ ー タ を 使用 し て いる 。 
① Nal(TI) シン チレ ーション サー ベイ メー タ … 検 出 器 の 仕組 み は モ ニタ リン グ ポ スト と 同様 で ある が 、 測 定 し た 結果 


さ で は モニ タリ ング ポス ト の 方 が 優る 。 































































































































































































































































































































































































































































































の 正確 
















































































































































































































































































































































































































































































② GM 計 数 管 式 サ ー ベ イメ ー タ (ガイ ガー i … ガ ンマ 線 に 加え て ベー タ 線 も 測定 する た め 、 表 面 汚染 の 測定 に 向 
いて いる 。 た だ し 感度 が 低く 、 空 間 線量 の 測定 に は 適さ な い 。 
⑧ 調 査 項目 : 空間 線量 率 (大 気 ) 0 測定 単位 : < イ pyー ペ へ 中 毎時 ) 、g Gy/h (< マイ 2n ゲ ルイ 毎時 ) 
@ 測 定時 間 : 1 ヶ所 当たり 概ね 5 分 
人 @ 配 備 懲 所 : ①NaI(T リジン チン ーー ン ョ ン 式 サー ベイ メー タ 30 台 ②GM 計 数 管 式 サ ー ベ イメ ー タ 1 台 
( ウ ) 積算 線量 計 … 積 算 線 量 計 に は 事業 所 敷地 境界 及び 周辺 地区 に 設置 し 、 環 境 中 の 放射 線 を 3 ヶ月 間 に 受け た 空気 吸収 線量 の 積 
ve 定 の 作業 期間 に 受け mh EO 
@ 調 査 項目 : 空間 線量 率 (大 気 ) @ 測 定 単 位 : x Sv (マイ my- ペ ルト) @ 調 査 時 間 : 作業 期間 に 
@ 配 備 箇 所 : 県 南 広域 振興 局 (10) 他 計 48 台 
イ 放射 性 物質 濃度 を 測定 する も の 
( ア ) ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 … ゲ ルレ マニ ウム 半導体 検出 器 は 、 ゲル マニ ウム の 結晶 を 検出 器 と し て 利用 し た も の で 、 試料 中 の 
放射 性 物質 の 種類 と 量 を 測定 で きる 。 ガ ンマ 線 を 放出 する 放射 性 物質 は 、 物 質 ご と に 決ま っ た エネ ルギー を 放出 する た め 、 そ 
の 試料 か ら 放 出さ れる ガン マ 線 の エネ ルギー の 種類 と 強 さ を 計測 する こと で 、 ど の よう な 放射 性 物質 が どれ くら い 含ま れ て い 
る か を 測定 する 。 
@ 調 査 項目 : 水道 水 、 土 壌 、 食 品 等 借 測 定 単位 : Bq (ベク レル ) 調査 時 間 : 1 品目 の 測定 に は 概ね 1 時 間 
@ 配 備 仙 所 : 環境 保健 研究 セン ター(3) 、 農 業 研究 セン タ 和 
( イ ) NaI(T|) シン チレ ーション スペ クト ロメ ー タ …NaI(T1) シン チレ ーション スペ クト ロメ ー タ は 、 ヨ ウ 化 ナトリウム (NaI) の 
結晶 を 検出 器 と し て 利用 し た も の で 、 測定 原理 は ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 と 同様 。 ゲ ル マ ニウム 半導体 検出 器 と 比較 し て エ 
ネル ギー 分 解 能 は 劣る た め 、 数 多く の 核種 が 検出 され る 場面 に は 向 か な い が 、 検出 器 部 分 を 液体 密 素 で 冷却 す る 必要 が な いな 
ど 、 維 持 管理 が 容易 で ある 。 
@ 調 査 項目 : 水道 水 、 土 壌 、 食 品 等 @ 測 定 単位 : Ba (ベク レル ) 調査 時 間 : 概ね 10 分 20 分 
@ 配 備 人 箇所 : 農業 研究 セン ター 畜産 研究 所 (2) 他 計 28 台 
( ウ ) 簡易 測定 器 … サ ー ベ イメ ー タ に 遮蔽 体 な ど 付属 機器 を 設置 し た も の で 、 付 属 プ ログ ラム に より ガン マ 線 量 を 放射 性 物質 濃度 
に 換算 し て 測定 する 機器 。 放 射 性 物質 の 種類 ご と の 濃度 は わか ら な い が 、 食 品 な どの 放射 性 物質 濃度 を 簡便 に 測定 で きる 。 
Wi 上 壌 、 食 品 等 @@ 測 定 単位 : Ba (ベク レル ) 0 調査 時 間 : 概ね 25 分 30 分 
@ 配 備 箇 所 : 農業 改良 普及 セン ター(10) 計 10 台 
(2) 岩手 県 に お ける 測定 機器 の 保有 状況 平成 29 年 4 月 1 日 現在 
測定 対象 ・ 機 器 種別 配 置場 所 (配置 台数 等 ) 合計 
盛岡 市 1) (環境 保健 研究 セン ター、 地 上 14.7m) 
花巻 市 (1) (花巻 地区 合同 庁舎 、 地 上 1.0m (以下 、 同 じ 。)) 
下 放 市 (1) 《 奥 州 地 区 合同 订 售 )、 一 天 市 (0) ( 三 反 大 气 测定 局 ) 站 
大 船渡 市 (1) (大 船渡 地区 合同 庁舎 ) 、 人 每 石 市 (1) (釜石 地区 合同 庁舎) 
本 宮古 市 (1) (宮古 市 立 宮古 小学 校 ) 、 久 慈 市 (1) (久慈 地区 合同 庁舎) 
問 二戸 市 ①) (二戸 地区 合同 庁舎 )、 滝 沢 市 () (岩手 県 立 大 学 ) 
線 各 広 域 振興 局 保健 福祉 環境 部 ( 計 9) (盛岡 (1) ・ 奥 州 (1)・ 釜 石 (1)・ 久 慈 (1)・ 花 巻 (1)・ 一 
量 ナ | 関 (1)・ 大 船渡 (1) ・ 宮 古 (1)・ 二 戸 (1) ) 
素 | 人 県 南 広域 振興 局 土木 部 ( 計 3) (奥州 (1)・ 一 関 (1) ・ 千 厩 (1) ) 
等 イプ | シン チレ ーション | 環境 保健 研究 モン ター(④ 、 北 上 川上 流 流域 下 水 道 事务 所 (2) 、 企 業 局 施設 総合 管理 所 1) 3 0 
メ 企業 局 県 南 施 設 管理 所 (2) 、 教 育 委 員 会 事務 局 保健 体育 課 (1) 
定 が 各 教育 事务 所 ( 計 6) (盛岡 (1)・ 中 部 (1) ・ 県 南 (1) 沿岸 南部 (1) ・ 宮 古 (1) ・ 県 北 (1) ) 
ーー エ 業 技術 セン ター 
GM 計数 管 式 北上 川上 流 流域 下 水 道 事务 所 (1) 1 
総合 防災 室 (5、 防 災 航 空 セ ンタ ー) 、 県 南 広域 振興 局 保健 福祉 環境 部 (10) 
積算 線量 計 各 広域 振興 局 農政 ( 林 ) 部 ( 計 15) (盛岡 ・ 奥 州 ・ 釜 石 ・ 久 慈 ・ 花 巻 ・ 遠 野 ・ 一 関 ・ 宮 古 ・| 48 
大 船渡 ・ 二 戸 計 10 公 所 で 、 配 置 を 特定 せ ず に 使用 。) 県 南 教育 事務 所 (18) 
ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 | 環境 保健 研究 モン ター(3) 、 農 業 研究 セン ター(1) 、 工 業 技術 シン ター(1) 5 
県 南 広域 振興 局 農 政 部 ( 計 3) (奥州 (1)・ 一 関 (②) ) 
- 各 広 域 振興 局 水産 部 ( 計 3) (久慈 (①)・ 大 船渡 (1) ・ 宮 古 ) ) 
性 沿岸 広域 振興 局 農 林 部 宮古 農林 振興 セン ター 林 和 務 室 岩泉 出張 所 (1) 
本 iD ラジ 氷 究 セン ター 吾 導 和 所 ⑦、 林業 技術 シン ター(2) 、 水 産 技術 シン ター(1) 
質 スペ クト ロメ ー タ 中 央 農業 改良 普及 セン ター1) 28 
渡 県 立 高 等 学校 ( 計 3) ( 杜 陵 (1) ・ 盛 岡 工業 (1) 釜石 (1) ) 
度 県 立 支援 学校 ( 計 8) (盛岡 視覚 (1) ・ 盛 岡 聴覚 (1) ・ 盛 岡 と な ん (1) ・ 盛 岡 峰 南 高 等 (1) ・ 花 
状 清 風 (1)・ 前 沢 明峰 (1) ・ 久 慈 拓 陽 (1) ・ 気 仙 光 陵 (1) ) 
定 岩手 畜産 流通 セン ター (岩手 県 岩 畜 検 査 室 ) (4) 
に 農業 改良 普及 セン ター( 計 10) (中 央 (2)・ 盛 岡 (1)・ 八 幡 平 (1) ・ 奥 州 (1) ・ 一 関 (1)・ 大 船 
简 另 测定 器 滤 (D) ・ 宮 古 (1①)・ 久 慈 ①)・ 二 戸 Q①) 0 
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4 各 种 方针 和 画 
3 測定 の 体系 
(1) 測定 期間 … 原 発 事故 に よる 放射 性 物質 の 影響 は 長期 間 に 互 る も の と 考え られ る こと か ら 、 国 か ら の 通知 等 も し く は 県 の 判断 に よ 
り 測 定 の 必要 が な く な る まで の 間 、 測 定 を 行う 。 

(2) 測定 地域 … 県 内 全域 を 対象 と する 。 た だ し 、 こ れ ま で の 測定 結果 及び 文部 科学 省 に お いて 実施 し た 航空 機 モ ニタ リン グ (※1) 

及び 走行 サー ベイ (※2) 等 の 結果 を 踏ま そえ そ 、 こ れ ら の 測定 結果 が 比較 的 高い 値 を 示す 地域 の 測定 を 優先 する 。 
※1 航空 機 モ ニタ リン グ は 、 地 表面 の 放射 性 物質 の 薔 積 状況 を 確認 する た め 、 航 空 機 に 高 感度 で 大 型 の 放射 線 検 出 器 を 搭載 し 、 
地上 に 蓄積 し た 放射 性 物質 か ら の ガン マ 線 を 広範 囲 か つ 迅 速 に 測定 する 手法 。 
※2 走行 サー ベイ は 、 走行 し て いる 道路 周辺 の 空間 線量 率 を 連続 的 に 測定 する た め 、 車内 に 放射 線 検出 器 を 搭載 し 、 地 上 に 鞭 積 
し た 放射 性 物質 か ら の ガン マ 線 を 詳細 か つ 迅 速 に 測定 する 手法 。 
(3) 測定 内 容 
測 定 区 分 具 体 的 な 測 定 対 象 
ア 空間 線量 率 
(1) 住 環境 等 
(2) 教育 施設 等 
(3) 農林 水産 物 等 エ 農用地 圭二 
(4) 产业 活动 2 厚 
オ MM 
(4) 情報 の 公開 … 結果 に つい て は 、 原 則 、 県 の ホー ムペ ー ジ 等 を 活用 し て 速やか に 公表 する 。 
放射 線量 低減 に 向け た 取組 方 針 (平成 23 年 9 月 策定 、 平 成 24 年 4 月 、 平 成 25 年 4 月 改訂 ) 
1 基本 的 な 考え 方 

(1) 目的 … 県 が 策定 し た 「 原 子 力 発電 所 事故 に 伴う 放射 線量 等 測定 に 係る 対応 方 針 」 (平成 23 年 8 月 31 日 原発 放射 線 影響 対策 本 部 ) 
に より 実施 し た 放射 線量 測定 の 結果 等 に 基づき 、 県 が 市 町 村 と 連携 し て 行う 地域 に お ける 放射 線量 低減 の 取り 組み の 基本 と な る 考 
え 方 を 示 し 、 県 民 が 日 常 生活 に お いて 受け る 放射 線量 を で きる だ け 速 や か に か つ 効 率 的 ・ 効 果 的 に 低減 する こと に より 、 県 民 の 安 
全 ・ 安 心 の 確保 に 資す る 。 

(2) 目標 … 県 民 が 日 常 生 活か ら 受け る 追加 被ばく 線量 ** は 、 年 間 1 ミリ シー ベル ト 以 下 を 目標 と する 。 

※1 「 追 加 被 ば く 線量 」 と は 、 自 然 被 ば く 線 量 及び 医療 被ばく を 除い た 被ばく 線量 を 指す も の 。 
※2 県 民 が 安全 に 暮らす た め 、 県 内 全域 に つい て 目指 すべ き 目 標 を 示し た も の で 、 国 際 放 射線 防護 委員 会 (ICRP) 勧告 等 の 
考え 方 に よる も の 。 

(3) 低減 措置 … 県 民 の 追加 被ばく 線量 の より 一 層 の 低減 を 図る た め 、 放 射線 量 を 低減 する た め の 措 置 (以下 「 低 減 措 置 」 と いう 。) 
を 行う 。 低 減 指 置 に は 、 除 染 の ほか 、 日 常 生活 の 支障 と な ら な い 場 合 は 、 当 分 の 間 、 立 入 制 限 等 の 措置 を 含む も の と する 。 な お 、 
低減 措置 を 実施 する 目安 * は 、 空 間 線 量 率 が 毎時 1 マイ クロ シー ベル ト 以 上 と する 。 

※ 放 笛 線 の 影響 を 受け や すい 児童 生 徒 等 の 被ばく 量 低減 の た め 、 国 が 示し た 「 学 校 の 校舎 ・ 校 庭 等 の 線量 低減 に つい て 」 (平成 
23 年 8 月 26 日 付け 文部 科学 省 局 長 通知 ) に お ける 校庭 ・ 園 庭 の 空間 線量 < に 基づく も の 。 

(4) 県 の 役割 … 県 は 、 市 町 村 と 連携 し て 、 追加 被 | ば く 線 量 低 減 の 目標 の 達成 に 向け て 総合 的 に 施策 を 推進 する と と も に 、 市 町 村 が 行 
う 放 射線 量 低減 に 向け た 計画 的 な 取組 が 円 滑 に 進む よう 必要 な 支援 を 行う 。 

(5) 国 へ の 要請 … 県 は 、 国 に 対し 次 の と お り 要 請 す る 。 

ア 県 及び 市 町 村 等 が 低減 措置 の 実施 に あたり 要 し た 費用 を 負担 する こと 。 
イ 県 民 の 安全 ・ 安 心 の 確保 の た め に 技術 的 支援 を 行う こと 
ウ 低減 措置 に 伴い 生じ た 土壌 等 及び 廃棄 MM 場所 の 確保 及び 処分 け の 実施 並び に 森林 、 農 地 及 び 河 川 の 具体 的 な 除 染 の 方 法 等 
の 決定 等 の 必要 な 恒久 対策 を 速やか に 講じ る 
2 低減 措置 の 対象 等 

(1) 地域 … 低 減 措 置 を 行う 地域 は 、 WE 

(2) 対象 … 低 減 措置 を 行う 対象 は 、 当 分 の 間 、 県 民 が 日 常 生 活 に お いて 関わ る 箇所 (以下 「 生 活 圏 」 と いう 。) と し 、 そ の 優先 順位 
は 次 の と お り と する 。 び 学校 等 の 施設 四 不 特定 E 多 数 の 人 が 利用 する 施設 ③ そ の 他 の 生活 圏 

3 低減 措置 の 実施 
(1) 実施 者 … 低 減 措 置 は 、 対 象 箇所 の 所 有 者 、 管 理 者 又は 占有 者 が 実施 する こと を 基本 と する 。 な お 、 県 民生 活 の 安全 ・ 安 心 を 速 や 
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か に 確保 する 観点 か ら 、 地 域 住 民 や 地域 の コロ ミュニティ 及び ボラ ンティア が その 居住 地域 等 で 行う 低減 措置 に つい て も 推奨 する 。 
(2) 実施 方 法 … 実 施 者 は 、 低 減 措置 を 行う に あたり 、 国 の ガイ ドラ イン ま 等 を 踏ま え 効率 的 ・ 効 果 的 に 、 ま た 、 対 象 ご と に 適切 な 方 
法 で 行う 。 な お 、 空 間 線 量 率 が 毎時 1 マイ クロ シー ベル ト 以 上 の 箇所 が 判明 し た 場合 は 、 速 や か に 低減 措置 を 実施 する も の と する 。 
※  「 市 町 村 に よる 除 染 実施 ガイ ドラ イン 」 (平成 23 年 8 月 26 日 原子 力 災害 対策 本 部 ) 
「 除 染 関係 ガイ ドラ イン 」 (平成 23 年 12 月 環境 省 ) 
「 放 射 性 物質 に よる 局所 的 汚染 箇所 へ の 対処 ガイ ドラ イン 」 (平成 24 年 3 月 環境 省 ) 
「 岩 手 県 放射 線量 低減 マニ ュ ア ル 」 (平成 24 年 3 月 岩手 県 原発 放射 線 影響 対策 本 部 ) 
(3) 支援 … 県 は 市 町 村 と 連携 し 、 実 施 者 に 対し 必要 な 支援 \ を 行う 。 な お 、 県 は 、 空 間 線量 率 が 毎時 1 マイ クロ シー ベル ト 以 上 の 人 衛 
所 を 有する 公共 施設 (学校 等 の 施設 に つい て は 、 私 立 施 設 を 含む 。) に 対し 市 町 村 が 行う 低減 措置 に つい て 財政 的 支援 を 行う 。 
※ 支援 の 具体 例 
・ 直接 的 支援 … 作 業 に 要する 物品 の 供与 、 測 定 の 実施 、 測 定 器 の 貸与 等 
技術 的 助言 … 低 減 措 置 の 方 法 、 測 定 方 法 の 指導 及び 助言 、 測 定 結 果 評 価 へ の 助言 等 
費用 請求 に 係る 支援 … 原 因 者 か ら 補 償 を 受け る た め の 法 的 ・ 事 務 的 な 助言 及び 情報 提供 等 















































































































































































































































4 低減 措置 に より 生じ た 土壌 等 及び 廃棄 物 の 管理 等 
(1) 土壌 等 … 実 施 者 は 、 低 減 措 置 に 伴い 生じ た 土壌 等 の 保管 場所 を 確保 する と と も に 、 国 の 処分 方 針 が 定まる まで の 間 、 国 の ガイ ド 
ライ ン 等 を 踏ま え 適切 な 方 法 に より 保管 及び 管理 する も の と する 。 な お 、 県 及び 市 町 村 等 は 、 実 施 者 が 行う 保管 場所 の 確保 並び に 
保管 及び 管理 に 協力 する 。 
(2) 廃棄 物 … 実 施 者 は 、 低 減 措 置 に より 生じ た 廃棄 物 (放射 性 物質 に 汚染 され た 土壌 等 を 除く 。) に つい て 、 廃 棄 物 関係 法令 等 ※ に 
従い 適正 に 処理 する 。 
※ 廃棄 物 関係 法令 等 
廃棄 物 の 処理 及び 清掃 に 関す る 法律 
平成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発生 し た 東北 地方 太平 洋 沖 地震 に 伴う 原子 力 発電 所 の 事故 に より 放出 され た 放射 性 物質 に よる 環 
境 の 汚染 へ の 対処 に 関す る 特別 措置 法 









































































































































5 情報 提供 
県 及び 市 町 村 は 、 自 ら が 公共 施設 に 対し て 行っ た 低減 措置 の 内 容 や 実施 後 の 空間 線 量 率 の 結果 等 を 公表 する と と も に 、 県 や 市 町 村 
等 が 支援 し た 低減 措置 の 実施 結果 に つい て も 、 実 施 者 の 協力 を 得 て 、 県 民 に 対し 情報 提供 を 行う よう 努め る も の と する 。 な お 、 情 報 
の 提供 に 際 し て は 、 ホ ー ム ペー ジ 上 へ 掲載 する 等 、 県 民 に 分 か りや すい 形 で 行う も の と する 。 
















































































県 産 食 材 等 の 安全 確保 方 針 (平成 23 年 10 月 策定 、 平 成 24 年 4 月 、 平 成 25 年 4 月 改訂 ) 
1 基本 的 な 考え 方 
(1) 目的 … こ の 方 針 は 、 原子 力 発電 所 事故 に 起因 する 放射 性 物質 の 影響 を 踏ま え 、 県 が 、 県 産 食 材 等 を 対象 と し た 検査 の 実施 や 安全 
な 県 産 食 材 等 を 提供 し て いく た め の 措 置 を 講じ る と と も に 、 農林 漁業 者 の 経営 継続 に 係る 支援 を 行う ほか 、 検査 結果 の 速やか な 公 
表 等 県 産 食 材 等 の 安全 性 に 係る 情報 を 提供 する こと に より 、 消 費 者 の 安全 ・ 安 心 の 確保 と 風評 被害 の 防止 を 図る こと を 目的 と する 。 
(2) 県 産 食 材 等 の 定義 … こ の 方 針 に お いて 、「 県 産 食 材 等 」 と は 、 本 県 で 生産 (収穫 ・ 漁 獲 ) され た 農林 水産 物 、 消 費 者 向け に 販売 
の 用 に 供する 食品 (以下 「 流 通 食品 」 と いう 。) 及び 給食 食材 と する 。 














































































































2 生産 環境 の 安全 確保 
県 は 、 県 内 で 生産 され る 農林 水産 物 へ の 放射 性 物質 の 影響 を 回 避 し 、 生 産 環境 の 安全 性 を 確保 する た め 、 次 の 取組 を 行う も の と す 
る 。 
(1) 放射 性 物質 濃度 の 検査 … 別 表 1 の 堆肥 等 に つい て 、 放 射 性 物質 濃度 の 検査 を 実施 する も の と する 。 
(2) 利用 自粛 等 の 要請 …(1) の 検査 の 結果 、 国 の 定め る 指標 等 (農林 水産 省 が 、 食 品 衛生 法 上 問題 の な い 農 畜 水 産物 の 生産 を 確保 3 
る 観点 か ら 定 め た 値 を いう 。 以 下 同じ 。) を 超え る 放射 性 物質 が 検出 され た 場合 は 、 直 ち に 関係 事業 者 に 対 し 、 こ れ ら の 検査 対象 
と な っ た 堆肥 等 の 利用 、 流 通 及 び 譲 渡 (以下 「 利 用 等 」 と いう 。) の 自粛 を 要請 する も の と する 。 ま た 、 国 か ら 県 に 原子 力 災害 対 
策 特 別 措置 法 (平成 1 年 法律 第 156 号 ) に 基づく 指示 が あっ た 場合 は 、 関 係 事業 者 に 対し て 所 要 の 要請 を する も の と する 。 
(3) 利用 自粛 等 の 要請 の 解除 … 利 用 等 の 自粛 の 要請 を 継続 する 状態 が 解消 され た と 認め られ る 場合 又は 国 か ら 解 除 に 係る 指示 が あ 
っ た 場合 は 、 利 用 等 の 自粛 等 の 要請 を 解除 する も の と する 。 
(4) 指標 等 を 超え た 堆肥 等 の 適切 な 管理 等 …(1) の 検査 の 結果 、 指 標 等 を 超え た 堆肥 等 に つい て は 、 国 の 指導 等 に 基づき 、 放 射 性 物 
次 濃度 を 低減 さき せる た め の 取 組 並 びに 管理 及び 処分 が 適切 に 行わ れる よう 、 関 係 事業 者 に 対し 要請 する も の と する 。 





































































































































































































































































































3 県 産 食 材 等 の 安全 確保 
県 は 、 消 費 者 へ 安全 な 県 産 食 材 等 を 提供 する た め 、 次 の 取組 を 行う も の と する 。 
(1) 放射 性 物質 濃度 の 検査 
ア 農林 水産 物 等 の 検査 … 別 表 2 の 農林 水産 物 等 に つい て 、 収 穫 ・ 漁 獲 時 期 等 を 考慮 し な が ら 、 主 要 産 地 等 で 試料 を 採取 し 、 生 産 
物 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 を 実施 する も の と する 。 
イ 流通 食品 の 検査 … 流 通 食品 に つい て 、 計 画 的 な 検査 を 実施 する も の と する 。 ま た 、 食品 衛生 上 の 危害 が 発生 する お それ の ある 
と 認め られ る 場合 に は 、 上 記 に 関わ ら ず 必要 な 検査 を 実施 する も の と する 。 
ウ 給食 食材 … 給 食 等 に 使用 する 予定 の 食材 に つい て 、 計 画 的 に 放射 性 物質 濃度 の 測定 を 行う も の と する 。 
(2) 出荷 自粛 の 要請 等 
ア 出荷 自粛 ・ 自 主 回 収 …(1) の 検査 の 結果 、 国 の 定め る 基準 値 (食品 卫生 法 (昭和 22 年 法律 第 233 号 ) 第 11 条 第 1 項 に 基づく 
食品 中 の 放射 性 物質 に 係る 基準 値 を いう 。 以 下 同じ 。) を 超え る 放射 性 物質 が 検出 され た 場合 は 、 直 ち に 出荷 団体 等 に 対し て 出 
荷 の 自粛 及び 自主 的 な 回 収 を 要請 する も の と する 。 
イ 出荷 制限 … 原 子 力 災 害 対策 特別 措置 法 に 基づき 、 国 か ら 県 に 対す る 出荷 制限 の 指示 が あっ た 場合 は 、 出荷 団体 等 に 対し て 出荷 
を 差し 控え る よう 要請 する も の と する 。 
ウ 流通 状況 の 確認 ・ 自 主 回 収 … ア 又は イ の 場合 、 卸 売 市 場 や スー パー・ 小 売店 等 の 食品 関連 事業 者 に 対し 、 当 該 食 材 を 販売 ・ 使 
する こと の な いよ う 要 請 す る と と も に 、 保 健 所 等 の 食品 衛生 監視 員 が 販売 状況 を 確認 する も の と する 。 な お 、 当 該 食 材 の 販売 ・ 
更 用 が 確認 され た 場合 に は 、 直 ち に 店 頭 か ら の 撤去 及び 回 収 等 の 措置 を 講じ る よう 、 食 品 関連 事業 者 に 要請 する も の と する 。 
(3) 出荷 自粛 の 要請 の 解除 … 出 荷 自粛 の 要請 を 継続 する 状態 が 解消 され た と 認め られ る 場合 又は 国 か ら 出 荷 制限 の 解除 に 係る 指示 
が あっ た 場合 は 、 出 荷 自粛 の 要請 を 解除 する も の と する 。 
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= 4 各種 方 針 曾 
(4) 基準 値 を 超え た 県 産 食材 等 の 適切 な 管理 …(1) の 検査 の 結果 、 基 準 値 を 超え た 県 産 食 材 等 に つい て は 、 国 の 指導 等 に 基づき 、 管 
理 や 処分 が 適切 に 行わ れる よう 、 er A 校 等 の 設置 者 に 対し 要請 する も の と する 。 

(5) 基準 値 を 超え た 流通 食品 に 対す る 措置 等 …(1) の イ の 検査 の 結果 、 基 準 値 超 過 が 確認 され た 場合 は 、 食 品 衛生 法 に 基づき 、 違 反 

食品 等 に 関す る 回 収 ・ 廃 棄 命 令 等 の 危害 を 除去 する た め の 必 要 な 措置 を 講じ る と と も に 当該 情報 の 迅速 な 公表 に 努め る も の と す 
る 。 
4 農林 漁業 者 等 へ の 支援 
県 は 、 放 射 性 物質 の 影響 に より 被害 を 受け た 農林 漁業 者 (以下 「 被 害 農林 漁業 者 」 と いう 。) に 対し 、 次 に 掲げ る 支援 等 を 行う も の 
と する 。 
(1) 経営 継続 に 係る 支援 … 生 産 技術 等 の 助言 指導 、 経営 資金 の 融資 や 安定 生産 に 向け た 取組 に 対す る 補助 な ど 、 被害 農林 漁業 者 が 今 
PVR 
(2) 東京 電力 株 式 会 社 に 対す る 損害 賠償 請求 に 係る 助言 等 … 被 害 農林 漁業 者 や 関係 団体 が 東京 電力 株 式 会 社 に 対し 損害 賠償 請求 を 
行う 場合 に は 、 こ れ ら の 者 の 要請 に 応じ 、 損 害 賠償 請求 に 係る 助言 等 を 行う も の と する 。 ま た 、 十 分 か つ 迅 速 な 損害 賠償 が 行わ れ 
る よう 、 国 が 責任 を も っ て 必要 な 措置 を 講じ る よう 、 国 に 対し 要望 する も の と する 。 
5 消費 者 へ の 県 産 食 材 等 の 安全 性 に 関す る 情報 提供 
県 は 、 市 町 村 や 関係 団体 と 連携 し て 、 県 産 食材 等 の 放射 性 物質 濃度 の 検査 結果 や 、 安 全 な 県 産 食 材 等 を 提供 する た め の 取 組 状況 を 
速やか に 公表 する と と も に 、 県 産 食 材 等 の 安全 性 を 広く アピ ー ル する 取組 を 積極 的 に 展開 する こと に より 、 消 費 者 の 安全 ・ 安 心 の 確 
保 や 風評 被害 の 防止 に 向け 取り 組む も の と する 。 
別表 1 
検査 ・ 調 査 対象 品 対象 区 域 実施 時 
和牛 ぶん 堆肥 天草 か ら 300Bq/kg を 超え る 放射 性 物質 濃度 が 測定 され た 市 町 村 随時 
粗飼料 全市 町 村 収穫 時 
農用地 土壌 県 内 全域 (農作物 の 適切 な 生産 管理 に 係る 調査 ・ 研 究 の た め 、 放 射 性 物質 濃度 を 測定 ) 随時 
原木 ・ ほ だ 木 県 内 全域 (全戸 随時 
別表 2 
検査 ・ 調 査 対象 品 対象 区 域 施 時 期 
米 、 の 穀類 、 野 菜 、 果 樹 、 原 乳 、 豚 | 「 検 査 計画 、 出 荷 制限 等 の 品目 ・ 区 域 の 設定 ・ 解 除 の 考え 方 」 (原子 力 災害 対策 本 部 ) な ど 
肉 、 鶏 肉 、 凌 卵 、 特 用 林産 物 、 水 産物 国 が 示す 枠組 み に 渦 さっ て 設定 
生肉 全市 町 村 (全戸 検査 ・ 全 頭 検査 ) 出荷 時 
原木 生 し いた け 、 原 木 電 し いた け 全戸 検査 出荷 時 
野生 山菜 、 野 生き の こ 全市 町 村 収穫 時 期 
野生 鳥獣 肉 県 内 全域 随時 
※ 検査 対象 品目 に つい て は 、 状 況 を 勘案 し 適宜 拡大 を 図っ て いく こと と する 。 
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2 放射 線 影響 対策 に お ける 主 な 動き (平成 28 年 度 ) 


〇 4.1 平成 28 年 度 の 県 立 病院 等 に お ける 放射 線量 の 測定 方 針 策定 

@4.13 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (一 関 市 ) 

国 4.21 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (一 関 市 ) 

〇 4.26 東京 電力 に 対す る 損害 賠償 等 に 関す る 市 町 村 等 担当 者 会 議 (平成 28 年 度 第 1 回 原発 放射 線 影響 対策 市 町 村 等 連絡 会 議 ) 
@5.11 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (花巻 市 ) 

〇 5.13 平成 28 年 度 第 1 回 原発 放射 線 影響 対策 本 部 連絡 会 議 

@5.24 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (一 関 市 ) 

5.31 東京 電力 が 自治 体 に 対す る 周 償 案 (H27 年 度 分 ) を 提示 

O 〇 6.1 いわ て グラ フン 平成 28 年 6 月 号 子ども の 内 部 被ばく 健康 影響 調査 に つい て 掲載 

〇 6.8~6.22 奥州 市 及び 一 関 市 に 所 在 する 県 立 病院 等 (7 施設 ) に 係る 放射 線量 測定 

〇 O6.22 平成 28 年 度 第 1 回 原発 放射 線 影響 対策 本 部 本 部 貞 会 議 

固 6.28 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (一 関 市 ) 

人 @7.1 道路 側溝 汚泥 一 時 保管 設備 整備 (一 関 市 ) 

⑧7.5 道路 側溝 汚泥 の 処理 に つい て 協議 (奥州 市 ) 

〇 人 7.7 東京 電力 に 対す る 第 八 次 損害 賠償 請求 、 市 町 村長 ・ 県 幹部 と 東京 電力 幹部 と の 交渉 
〇 8.1 いわ て グラ フン 平成 28 年 8 月 号 野生 きのこ 採り の 留意 点 に つい て 掲載 

O8.16 野生 の 山菜 や きのこ 、 野 生 鳥獣 肉 な どの 出荷 制限 解除 に つい て 、 実 態 に 即 し た 現実 的 な 解除 要件 と する 等 の 柔軟 な 対応 を 行う よう 全国 知事 会 
東日本 大 震 災 復興 協力 本 部 か ら 復興 庁 に 対し 、「 東 日 本 大 震 災 か ら の 復興 を 早期 に 成し遂げ る た め の 提 言 」 に より 要請 
⑧8.21 道路 側溝 汚泥 の 処理 に 係る 住民 説明 会 (奥州 市 ) 

@9.9 道路 側溝 汚泥 一 時 保管 設備 整備 (一 関 市 ) 

〇 9.9~9.28 県 立 病院 等 ( 全 26 施設 ) に 係る 放射 線量 測定 

O9.15 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (住田 町 、 陸 前 高田 市 、 大 航 町 ) 

O9.16 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (大 船渡 市 、 釜 石 市 、 岩 手 沿 岸 南 部 広域 環境 組合 ) 
人 @9.25 道路 側溝 汚泥 の 処理 に 係る 住民 説明 会 (奥州 市 ) 

〇 10.1 いわ て グラ フン 平成 28 年 10 月 号 学校 給食 の 測定 に つい て 掲載 

〇 10.1 平成 28 年 度 岩手 県 放射 線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 開始 

人 @10.7 道路 側溝 汚泥 一 時 保管 設備 整備 (一 関 市 ) 

人 @11.18 道路 側溝 汚泥 一 時 保管 設備 整備 (一 関 市 ) 

O11.21 流域 下水 道 の 平成 27 年 度 分 の 放射 線 測定 費用 に つい て 東京 電力 に 対し 損害 賠償 請 3 
〇 12.1 いわ て グラ フン 平成 28 年 12 月 号 生活 空間 の 放射 線量 に つい て 掲載 

QO12.1~12.22 奥州 市 及び 一 関 市 に 所 在 する 県 立 病院 等 (7 施設 ) に 係る 放射 線量 測定 

O12.2 県 の 関係 部 長 と 東京 電力 福島 復興 本 社 副 代表 と の 会 談 、 要 請 

人 @12.27 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (沿岸 南部 市 町 等 ) 

@1.11 道路 側溝 土砂 に 係る 放射 性 物質 サン プリ ング 調査 結果 公表 (一 関 市 ) 

@1.11 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (花巻 市 ) 

固 1.31 農林 業 系 副産物 の 処理 に つい て 協議 (一 関 市 ) 
































〇 3.1 いわ て グラ フン 平成 29 年 3 月 号 野生 山菜 を 採取 する 際 の 留意 点 に つい て 掲載 
〇 3.1~3.22 県 立 病院 等 ( 全 26 施設 ) に 係る 放射 線量 測定 

O3.17 岩手 県 放射 線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 結果 公表 

〇 O3.27 平成 28 年 度 第 2 回 原発 放射 線 影響 対策 本 部 本 部 貞 会 議 
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4 県 内 55 地点 の 測定 結果 








3 県 内 55 地 点 の 測定 結果 
(1) サ ー ベ イメ ー タ ー に よる 地表 付近 の 放射 線量 率 の 測定 結果 (平成 29 年 3 月 ) 


d 測定 結果 [Sv/h] 
MM 本 測定 場所 測定 日 (地上 か ら の 高 さ ) 備考 | 測定 実施 機関 
地区 5cm 
万- 下 和 











































































詞 岡 市 | の | 壁 岡市 役所 盛岡 市 内 丸 12-1 3 月 8 日 | 004 | 004 
② | 渋民 運動 公園 盛岡 市 玉山 区 川崎 字 川 崎 1-1 | 3 月 8 日 0.02 0.02 0.02 | ラン ド 積雪 ぁ り | (保健 福祉 環境 部 ) 
お 花巻 地区 合同 庁舎 花巻 市 花城 町 1-41 3 月 2 日 | 004 0.04 上 
② | 大 堀川 プロ ム ナ ー ド 花巻 市 吹 張 町 3 月 2 日 0.06 0.06 0.06 un 
北上 市 | @ | 北上 地区 合同 庁舎 | 北上 市 芳 町 2-8 | 」 0.06 
AR 区 | ① | 奥州 市 役所 本 庁舎 H 市 水沢 区 大 手 町 1-1 」 0.06 
@ | 鹿 和徳 公園 市 水沢 区 佐倉 河 字 鹿 和徳 29-2 6 0.10 
Jam ① | 江刺 総合 支所 N 市 江刺 区 大 通り 1-8 『 0.05 | 積 婦 あり 
@ | 中央 運動 公園 H 市 江刺 区 岩谷 堂 字 松長 根 2 | 0.08 
腸 沢 区 ① | 胆沢 総合 支所 川 市 胆沢 区 南都 田 字 加賀 谷地 270 M 0.06 積雪 あり 
奥州 市 @ | 紫陽 花 ロ ー ド 展望 台 則 市 胆沢 区 小山 字 台 279-1 」 0.07 
@ | 前 沢 総合 支所 市 前 沢 区 字 七 日 町 裏 71 . 0.05 eh 
前 沢 区 *0.10 草地 ( 除 染 济 ) 
@ | 南 前 沢 グリ ー ン パー ク | 奥州 市 前 沢 区 字 高 畑 215 
*0.07 グラ ンド ( 除 柴 済 ) 
gL の ① | 衣川 総合 支所 奥州 市 衣川 区 古 戸 420 3 月 10 日 | 0.07 0.07 
@ | 木 の か お り 公 園 奥州 市 衣川 区 古 戸 48-3 3 月 10 日 | 008 0.09 0.11 
る 崎 困 の | 金ケ崎 町 役場 金ケ崎 町 西根 南町 22-1 『 0.05 
@ | 荒巻 公園 金ケ崎 町 西根 北 荒巻 100-2 | 0.06 | 積雪 あり 
の ① 





一 関 運動 公園 関 市 萩 荘 字 箱 清水 4-2 8 米 0.04 | 除 染 后 (H256~) 
金 流川 河川 公園 関 市 花泉 町 花泉 字 袋 地内 . 0.10 
| 東山 支所 一 関 市 東山 町 長坂 字 西 本 町 105-1 | 3 月 2 日 | 0.06 0.07 
唐 梅 館 総 合 公園 一 関 市 東山 町 長坂 字 西 本 町 212 番 1 地 先 | 3 月 2 日 0.09 0.09 0.09 
ー 関 市 千厩 町 北方 174 3 月 7 日 | 007 0.07 
一 関 市 黄金 山 キ ャ ンプ 場 ー 関 市 千厩 町 小 梨 宇 新地 地内 | 3 月 7 日 0.06 0.06 0.06 
大 東 支所 ー 関 市 大 東町 大 原 字 川 内 40 A 0.06 県 南 広域 振興 局 
大 東国 (一 関 保健 福祉 環 
川崎 農山 村 広場 関 市 川崎 町 薄 衣 字 町 裏地 内 | 0.10 
② | 室 根 きら めき パー ク ー 関 市 室 根 町 折 壁 字 向山 85 3 月 7 日 8 *0.05 0.06 | 除 近 後 (256 ご ) 
藤沢 困 
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① 関 市 藤沢 町 藤沢 字 町 裏 105 | 0.06 
@ 関 市 藤沢 町 徳田 字 大 望 沢 37 | 0.07 
泉町 | ① | 平泉 町 役場 平泉 是 平泉 字 志 坎 山 45-2 」 0.06 
| @ | 志 羅 山 児 童 館 平泉 町 平泉 字 志 羅山 6 *0.04 | de 
石 市 1 全 | 优 石 市 役所 釜石 市 只 越 町 三 丁 目 9-13 3 月 10 日 | 006 0.07 0.06 
@ | 定 内 と ん が り 公 園 釜石 市 定 内 町 一 丁目 4 3 月 10 日 | 006 0.06 0.06 沿岸 広域 振興 局 
大 柱 町 1 ① | 大 機 町 役場 大 構 町 上 町 1-3 3 月 10 日 | 0.07 0.07 0.07 ( 押 侍 福神 環 吉 ) 
② | ふれ あい 運動 公園 | 大 構 町 小 鎖 第 22 地 割 地内 3 月 10 日 | 008 0.08 0.08 
① | 大 船渡 地区 合同 庁舎 | 大 船渡 市 猪 川 町 字 前 田 6-1 | 」 0.06 
大 船渡 市 | ① | 大 船渡 市 役所 大 船渡 市 盛 町 字 宇津 野沢 15 」 0.06 
@ | 三陸 総合 運動 公園 | 大 船渡 市 三陸 町 綾里 字 黒土 田 56 」 0.10 有志 
= 沿岸 広域 振興 局 
es ① | 陸前 高田 市 役所 陸前 高田 市 高田 町 字 鳴 石 42-5 0.04 (大 船渡 保健 福祉 
陸前 高田 市 = 環境 セン ター) 
② | 鳴 石 北 公園 陸前 高田 市 高田 町 字 鳴 石 地内 | 0.09 
信田 町 ① | 住田 町 役場 住田 町 世 田 米 字 川 向 96-1 | 0.04 
② | 住田 町 運動 公園 住田 町 世 田 米 字 川 向 80-1 fh 0.08 
宮 合同 庁舎 宮 一 | i B 沿岸 広域 振興 局 
宮古 市 ① | 宮古 地区 同庁 宮古 市 五 月 町 1-20 0.09 a ye 
@ | 宮古 児童 相談 所 宮古 市 和 見 町 9-29 | 0.09 境 セ ンタ ー) 
久慈 市 の | 久 吉 市 役所 久慈 市 川崎 町 1-1 | 0.04 
加 @ | 小鳩 公園 久慈 市 中 町 1 地 割 地内 | 0.05 
洋 野 町 | ① | 洋 野 町 役場 洋 野 町 種 市 23-27 . 0.04 En 
野田 村 | ① | 野田 村役場 野田 村野 田 第 20 地 割 14 」 0.05 
普代 村 | ① | 普代 村役場 普代 村 第 9 地 割 鋼 屋 13-2 」 0.06 
① 



























) 




















3 二戸 市 役所 金田 一 出張 所 | 二戸 市 金田 一 馬場 80 0.08 拓 北 広志 
一 戸 巾 沽 : = 二戸 再 社 环 
济 法 诗人 | 二戸 市 法寺 町 上 外野 118-2 003 人 人 


注 1 測定 結果 の 欄 に つい て 、 Sv/h は 「 マ イク ロ シ ー ベ ルト 毎時 」 を 表す 
注 2 種別 の 欄 に つい て 、① は 「 庁 舎 等 」、② は 「 公 園 等 」 を 表す 
注 3 測定 結果 の 「*」 は 、 除 楽 後 の 地表 付近 を 測定 し た 結果 で ある 。 
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四 第 4 章 資料 編 




































































































































































































































































































































































引 直 | 同一 地点 ン 測定 高 の 最 高値 赤字 0.23 Sv/h 以 上 
(2) 汚染 状況 重点 調査 地域 に お ける = ヶ 最低 値 [積雪 ぁ り 
人 * ”之 除 染 后 
位 : LSV, 
市 町 地区 測定 場所 测定 高 平成 23 年 度 平成 24 年 度 
( 住 所 ) 6 月 | g 月 | 9 月 |io 月 | 月 |12 月 | 1 月 | 2 月 | 3 月 | 4 月 | 5 月 | 6 月 | 7 月 | 8 月 | 9 月 | 月 | 月 |12 月 | 1 月 | 2 月 | 3 月 
奥州 市 役所 100cm 014 613| 013| 013 008| 011| 013| 012| 012| 012| 010| 009| 009| 010| 010| 009| 008| 009 
水 | 性 mT1-D 50cm 0.17| 0.16| 0.17| 015| 015| 014| 01| 013| 014| 013| 0.13| 012| 0.11| O11| 010| 010| 011| 01o| 009| 009 
沢 5cm 8l oO| 014| 015| 014| 06| 014| 0.13| 012| 011| 012| 0.3| oo| 009| oi 
区 庆 德 公园 100cm 0.25| 025| 025| 023| 024[ 020 011 011| 021| 021| 022| 019| 020| 019| 019 
( 価 人 河 字 放 杜 20- の 50cm 0.27| 027| 027| 026| 0.26| 020 012 012| 025| 023| 024| 020| 021| 021| 021 
5cm 0.28| 022 013 0.2| 0.25| 025| 024| 021| 0.24| 022| 022 
江刺 総合 支所 100cm 0.12| 0.12| 013| 012| 013| 010 og| 009| 009| 010| 008| 009| 007| 007| 008| 007| 006| 007| 007| 006 
江 | 通り 1-9 50cm 0.13| 0.13| 0.14| 013| 013| 011 009| 010| 011| 009| 009| 009| 008| 008| 009| 008| 007| 007| 007| 007 
刺 5cm 015 012 0.10| 0.12| 0.11| 011| O11| 0.10| 009| 008| 009| 009| 006| 008| 008| 008 
6 上 100cm| 012| 012 013 011 006 007| 012| 012| 012| 010| 012| 011| oi 
区 由 类 二 到 公司， 50cm| 013| 0.13| 014| 0.15| 0.14 011 006 006| 014| 013| 013| o1o| o13| 012| 013 
5cm| 0.14 012 006 006| 0.15| 015| 015| 0.12| 0.14| 013| 015 
胆沢 総合 支所 100cm 0.14| 013| 011| 013| 013| 012| 009| 010| 009| 010| 0.10| 009| 009| 009| 009| 009| 008| 008| 007| 008 
胆 | 十字 加賀 人 地 270) 50cm 0.14| 0.13| 0.12| 013| 015| 013| 011| 012| 012| 011| 0.10| 01o| 01o| 010| 010| o10| 008| 009| 008| 009 
| 沢 5cm 0.16 0.3| 0.14| 014| 012| 011| 0.14| 0.11| 01o| 0.10| 0.10| 009| 009| oo9| 009 
奥 本 100cm| 017| 0.17 017| 0.17| 014 009| 009| 015| 014| 014| 014| 014| 014| 013 
州 区 | 紫陽花 ロー ド 展 望 台 50cm 017| 017| 014 O10| 010| 016| 015| 015| 016| 016| 016| 014 
市 于 5cm 018| 0.19| 015 01l oo| 017| 0o16| 015| 018| 018| 017| 0.15 
前 沢 総合 支所 100cm 0.24| 021| 021| 021| 020| 019| 014| 016| 016| 017| 016| 015| 012| 014| 013| 014| 011| 012| 010| 012 
( 呈 日 町 宮 71) 50cm 0.26| 023| 024| 022| 0.23| 021| 017| 018| 018| 019| 018| 015| 013| 015| 014| 014| 012| 013| 012| 013 
5cm 0.30 0.29| 022| 025| 022| 021| 021| 018| 016| 017| 016| 017| 015| o15| 013| 015 
前 草地 100cm| 0.39 0.39| 037| 038| 037| 020 017| 034| 034| 032| 030| 029| 027| 027| 026『 024 021 017】 024 
沢 生前 沢 グー 上 ( 除 楽 後 )| "Ocm 0.42| 040| 040| 038| 0.39| 037| 020 018| 0.38| 035| 0.34| 032| 031| 029| 028| 027| 025 021 017】 025 
区 リー レン パーク 5cm| 0.40 0.36| 0.39| 038| 019 018| 0.32| 0.32| 034| 027| 025| 0.29| 025| 026 019 017| 026 
和 mA 100cm 
( 字 高 烟 215) | グラ ウン ド | 50cm 
( 除 染 後 ) 5 
天川 総合 支所 100cm 023| 022| 020| 020| 022| 020| 017| 017| 018| 017| 016| 015| 015| 011| 01i| 012| 010| 010| 010| 010 
衣 | 舍 声 420) 50cm 0.26| 024| 021| 022| 0.24| 021| 021| 019| 019| 020| 018| 0.16| 017| 012| 013| 013| oi| oo| 0.11| oi 
川 5cm 0.28 027| 025| 024| 024| 023| 021| 017| 018| 014| 0.16| 015| 014| 012| 013| 012 
、 100cm| 0.26 026| 025| 025| 023| 022 013 015| 023| 021| 020| 019| 019| 018| 018| 0 015 014 012| 016 
区 の お 公園 50cm 026| 0.27| 025| 025| 022 0.13 015l 025| 023| 022| 020| 020| 020| 019| 018| 016 015 013| 017 
5cm| 0.25 0.21 020 0.13 0.6| 0.28| 020| 0.23| 025| 021| 020| 022| 0.19| 0.17 017 012| 014 
ー 関 市 役 有 100cm 016 013 015| 013| 013| 012| 011| 012| oO1o| 011| 010| 01 oo9| 010| oo 
旧 kt 50cm 020| 020| 020| 019| 0.19| 017| 014| 0.16| 014| 013| 013| 013| 013| 012| 013| 012| 012| 009| o12| oi 
一 5cm 0.24| 0.21| o14L 0.18| 0.19| 018| 0.16| 016| 0.15| 014| 0.15| 014| 0.3】 Oo o13| 012 
并 |_ 轩 请 动 公园 100cm 0.34| 0.32| 033| 030| 031[ 021 013 011] 028| 027| 025| 024| 021 021| 020| 021 018| 013 01 019 
市 の 50cm 0335| 034| 034| 031| 0.30| 020 012 011』 029| 028| 025| 026| 022| 022| 022| 021| 018| 013 0.11| 0.19 
5cm 0.33| 0.30| 020 015 011| 031| 031| 026| 028| 022| 022| 022| 024| 0.18| 013 _0.11| 0.18 
本 100cm 0.19| 020| 018| 017| 019| 015 012 011| 013| 013| 011| 011| 011| 011| 010| 011| 010 008f 010| 009 
rs 50cm 021| 022| 022| 019| 020| 019| 0.13 011| 015| 014| 013| 012| 013| O11| 012| 012| 011l 009】 oi| oo 
泉 5cm 026 上 028| 026| 015 011| 021| 019| 017| 016| 0.16| 015| 015| 05| 0.15| 009| o13| 012 
丁 | 金 流川 河川 公园 100cm 0.33| 0.33| 030| 029| 030| 018 013| 027| 027| 026| 024| 024| 025| 024| 023[ 022 017 0.15| 022 
[花梨 字 红 地 内 ) 50cm 0.35| 0.34| 0330| 029| 0.30| o18 014| 028| 029| 0.27| 024| 025| 027| 026| 0.24| 0.23 018 014| 022 
5cm 0.32| 032| 020_015| 0.32| 0.29| 0.28| 029| 029| 0.30| 026』 024 020 014| 024 
= 100cm| 024 024| 016| 018| 015| 014| ol 014| 021| 017| 012| 012| 012| 012| 011| 011| 012] 00gl 012| 012 
二 | 人 50cm| 0.27 027| 0.17| 019| 017| 045| 0.10| 014| 023| o18| o13| 012| 012| 013| 011| 012| 0.14| 009| 013| o13 
山 5cm 024| 0.19| 018l ooL ol6 0.18| 0.14| 013| 012| 013| 012| 0.12| 0.17| 009L oiel 015 
町 | 唐 梅 館 総 合 公園 100cm 027| 027| 026| 024| 024| 016 017| 022| 021| 021| 020| 019| 019| 019| 019| 017】 015 01 引 017 
(县 扳 字 西 本 困 212 香 1 地 先 ) | 30cm 0.29| 0.29| 027| 025| 024| 0.16 017| 023| 023| 023| 020| 021| 020| 020| 019| 017】 015 045| o18 
5cm 0.28| 027| 0.19 020| 0.25| 025| 024| 023| 0.25| 022| 025| 020| 0TL 018 _0.14|_0.20 
站 100cm 0.20| 021| 020| 018| 019| 01 016 015| 015 016| 014| 013| 612| 013| 013| 013| o12| 011] 0.11| 0.11 
国民 50cm 0.23| 023| 022| 0.19| 019| 019| 017 016l 017| 016| 013| 014| 013| 013| 014| 013| 013| 011| 011| 012 
厩 5cm 0.23| 0.23| 021 020| 020| 017| 017| 0.15| 0.15| 014| 01e| 015| 014| 013| o13| 013 
本 100cm 0.17| 0.15| 0o15[ 011 009 008| 013| 013| 012| 012| 012| 012| 012| 011[ 010 009 008l oi 
二 了 | 鞭 金山 二 攻 了 声 50cm 0.18 0.18| 0.15| 016| 013 008 008| 0.15| 014| 012| 0.12| 013| 014| 013| 013| 011 008 007| 012 
関 5cm 0.19|_0.14 008 008l 09| 017| 0.17| 016| oe| 017| 0.14| 016| 012 007 007| 0.4 
市 大 東 支所 100cm 017| 017| 017| 017| 014] 012| 014| 014| 014| 612| 012| 012| 012| 612| 012| 01| Oiol 010| oo 
大 | 原生 川内 40) 50cm 0.19| 020| 0.18| 017| 017| 013| 015| 016| 016| 013| 012| 0.3| 012| 013| 012| 011| 01ol oio| oi 
東 5cm 020| 020| o15L 019| 017| 017| 0.14| 020| 014| 013| 014| 014| 012】 ooL oz 0.2 
西 | 伊 势 种 公园 100cm 021| 020f 017 013 011| 019| 018| 018| 017| 017| 017| 017| 016| 015| 010 010 016 
(電池 消 12 番外 ) 50cm 023 022| 021| 018 013 011| 020| 019| 019| 018| 017| 018| 018| 017| 017| 011 oO| 017 
5cm 022| 018 0.16 011l 022| 023| 021| 020| 020| 021| 0.18| 020| 0.18| o12 olol 0.9 
= 100cm 0.24| 023| 021| 020| 019| 020| 017 015| 016| 015| 014| 014| 013| 012| 013| 013| 013| of 012| oii 
川 人 50cm 0.26| 026| 024| 021| 021| 021| 017 0144 017| 017| 015| 014| 015| 013| 014| 014| 013| 010| o12| 012 
崎 5cm 025| 022 017| 020| 020| 0.18| 017| 0.16| 015| 016| 016| 045| oo9L o13| 014 
町 川崎 農山 村 広場 100cm 0.28| 029 026| 026| 025| 018 0.19| 025| 023| 023| 022| 022| 022| 021| 020| 020| 015 017| 019 
1 生生) 50cm 0331| 031 028| 027| 028| 0.18 0.19| 026| 026| 026| 024| 023| 023| 022| 022| 020| 016 018l 020 
5cm 0.30| 0.30| 0.20 022| 0.29| 028| 027| 026| 0.27| 025| 0.24| 024| 021| 016 018| 022 
回 100cm 030| 029| 027| 026| 025| 023| 018 017| 019| 017| 018| 017| 617| 018| 018| 017| 617| 014| 013| ois 
寺島 50cm 0.33| 031| 031| 028| 0.28| 025| 017 019| 09| 020| 0.18| 021| 019| 019| 020| 019| 019| 016| 014| 017 
根 5cm 031| 026| 019 024| 021| 022| 019| 021| 021| 020| 022| 021| 023| 0.17|_0.17| 019 
町 | 室 根 きら めき パー ク 100cm 0.38| 037| 034| 033[ 029 018 01 引 033| 033| 0.30| 029| 028| 029| 029| 028[ 026 023 017】 027 
(本 聖山 65) 50cm 0337| 034| 034』 029 0.18 015| 035| 034| 0.31| 029| 027| 030| 029| 028| 027 024 017】 026 
5cm 0334 029 021 0.16| 0.33 還 03| 0.33| 0.33| 0.28| 028| 0.30| 0.30| 0.32 025 017| 022 
に 100cm 0.19| 020| 019| 018| 018| 017| 017 018| 015| 017| 013| 012| 013| 013| 012| 012| 011| 01ol 011| 012 
人 50cm 021| 020| 020| 019| 018 0.9| 0.16| 017| 014| 013| 0.3| 014| 014| 013| 0.13| 01o| 013| 012 
沢 5cm 024 024| 019 023| o18| 020| 0.17| 016| 015| 016| 0.15| 014| o1el ol1oL o14 0.3 
町 | ニコ ニコ パ 100cm 0.24| 022| 023| 023| 024[ 022 014 011| 022| 021| 021| 020| 019| 017| 017| 017| 014| 011 010| oi5 
50cm| 024| 024| 022| 023| 024 023 014 011| 023| 022| 0.23| 020| 020| 017| 0.18| 017| 013| 009 oo 03 
ー 5cm| 0.18 0.26| 0.15 012| 025| 023 目 92 020| 026| 014| 015| 014| 0.11| 009 oo09| oi 
3 很 坦 100cm 021| 020| 021| 021| 020| 019| 013[ 017| 015| 015| 015| 014| 014| 013| 014| 014| 012| 010f 013| oi 
平 Nr 50cm 0.24| 023| 022| 025| 022| 021| 01 引 o19| 017| 016| 017| 016| 016| 014| 015| 015| 014| 010| 014| 013 
泉 5cm 0.28| 027| o16l_o25| 021| 020| 020| 020| 0.19| 016| oi9| 019| 017】 01iL otsl 015 
町 | 志 呆 山中 童 馆 100cm| 0.23 022| 0.23| 022| 022】 019 016 0.6| 020| 018| 018| 0.18| *0.08| *0.06| *0.07| *0.06| *0.07 *0.06 *0.05| *006 
(人 朱 字 志 旺 山 6 人 ) 50cm| 022 0.23| 0.23| 0.23 019 0.17 0.17| 0.19| 018| 018| 0.18| *0.08| *0.06| *007| *0.06| *0.06 *0.05 *0.05| *0.06 
5cm| 0.15 0.23| 023 020 021| 0.18| 0.15| 0.14| 0.12| *0.08| *0.06| *0.07| *0.06| *0.06_*0.05 *0.05| *0.06 
100cm| 22| 28 28 28 28| 28 28 28 28| 28 28 28| 28 28 28 28 28 28 28 28| 28 
測定 高 ご と の 調査 点数 50cm 22| 28| 28| 28| 28| 28 28 28| 28| 28 28| 28| 28 28| 28| 28 28| 28| 28| 28| 28 
5cm 8 28| 28| 28| 28| 28 28 28| 28| 28| 28| 28| 28 28| 28| 28| 28| 28 
i00cm| 14| 1 1 11| 10| 10| 6 0 0 6 5 中 4| 3 3 3 3 2 1 0 2 
うち 、0.23 Sv/h 以 上 の 点数 | 50cm| 14| 19| 18| 14| 12| 13| 7 9 1 8 8 時 4 4 和 3| 3| 3| 1| 0 2 
5em| 4 20| 19| 15| 1| 5 tl iol | sl 4| 1| ol 2 
汚 薬 状況 重点 調査 地域 に お ける 測定 箇所 数 | 22| 28| 28| 28| 28| 28 28 28| 28 28| 28| 28| 28| 28| 28| 28| 28| 28| 28| 28| 28 
うち 、0.23 』 Sv/h 以 上 の 箇所 数 14| 19| 18| 14| 2o| 19| 15 il 引 1 io 唱 4| 引 中 4| 1 gl 2 
0.23 Sv/h 以 上 の 箇所 の 割合 (%) | 63.6 | 679| 643| 500| 714| 679| 536| 36|179|393| 357| 321| 250| 250| 143|179|179|143| 36| oo| 71 










































































注 国 の 除 染 基準 は 、 地 表 50cm か ら 100cm 
の 高 さ で 測定 し た 値 で 評価 し て いる 


86 








4 県 内 55 地点 の 測定 結果 午 





























































































































































































































































































































































































国 |= 同 一 地 点 二 测定 高 D 最 高 值 赤字 っ 0.23Sv/h 以 上 
( 2 ) 汚 魏 状 況 重点 調査 地域 に お ける = 7/ 最 低 值 [| 積雪 あり 
地表 付近 の 放射 線量 率 測定 結果 の 推移 * ”之 除 染 后 
(単位 : 人 Swh) 
测定 场所 串 空 喜 平成 25 年 度 平成 26 年 度 
市 町 地区 ( 住 所 ) 测定 高 | 2 月] 5 月 | 6 月 | 7 月 | 8 月 | 9 月 [10 月 9 月 110 月 
ES 100cm| 009| 009| 008| 009| 008| 009| 008 007| 007 
中州 市 役所 50cm| 009| oo| oio| 009| 008| 009| 009 007| 007 
沢 5em| 010| 011| oo| oo| oio| 009| 008 007| oo7 
区 | 訂 徳 公園 100cm| 017| 017| oe| 016| 016| 016| ole 012| 012 
人 50cm| 018| 019| o18| o17| o16| o17| o17 0.13| 0.13 
5em| 019| 021| 019| o17| o17| o18| 017 0.15| ol5 
2 100cm| 007| 007| 006| 006| 006| 006| 007 005| 005 
; 江刺 総合 支所 50cm| 007| 007| 006| 006| 006| 006| oo7 005| 006 
刺 sem| 008| 007| oo7| oo7| oo7| 007| oo7 0.05| oo5 
・ 二 100cm| 010| 009| 009| 009| 009| 009| 009 008| 007 
中 夫 運 動 公園 50cm| 0.12| 009| oi| oio| oo9| olo| oo 008| 007 
5em| 013| 011| 012| oi| oio| o13| ol12 008| 007 
100cm| 008| 008| 008| 007| 007| 007| 007 006| 006 
日 則 沢 総合 支所 - 50cm| 008| 008| 008| 007| 008| 007| oo7 006| 006 
| 浜 sem| 009| 009| 009| 008| 008| 009| oo8 0.06| ooe 
奥 加 100cm| 012| 012| 012| 013| 012| 011| 011 009| 009 
州 | 紫陽 花 ロ ー| 展望 台 50cm| 014| 013| 013| oi4| o12| o12| 012 oo| oo 
市 5 5em| 014| 014| 014| 015| os| 014| ol13 oo| oi 
に 100cm| 012| 010| 011| 010| 010| 009| 009 007| 007 
前 不 检 合 育 所 50cm| 012| o2| oi2| oi| oo| oo| oo 008| 007 
5em| 014| 014| o12| 011| 011| oo| 011 007| oos 
前 草地 100cm| 024| 024| 022| 020| 022| 021| 020| *O.18| *0.18| *0.15| *0.15| *0.15| *0.15| *0.16| *0.17| *0.16| *0.15| *0.15| *0.13 
沢 ゲー |( 除 染 和 后 ) | 50cm| 025| 025| 022| 021| 021| 021| 020| 017| 4017| 4014| 4014| *0.14| 4015| 40.15| *016| 40.16| *014| 4014| 40.2 
区 = 、 5cm| 025| 027| 020| 019| 023| 022| 021| *0.15| *0.14| *0.13| #0.12| *0.13| *0.12| *0.13| #0.13| *0.14| *0.13| *0.13| #0.10 
相生 ケラ ッ ン ド Tooen *0.17| *0.16| *0.13| *0.14| *0.15| *0.14| *0.11| *0.13| *0.13| *0.14| *0.13| *0.14| *0.13| *0.12| *0.11| *0.13 
( 除 美 後 ) | 50cm *0.15| *0.17| *0.12| *0.15| *0.15| *0.15| *0.13| *0.13| *0.14| *0.13| *0.13| *0.13| *0.13| *0.12| *0.11| *0.13 
5cm #0.16| *0.17| *0.12| *0.14| *0.17| *0.16| *0.13| *0.14| *0.15| *0.10| *0.13| *0.14| *0.13| *0.12| *0.11| *0.13 
表 川 総合 支所 100cm| 011| 011| 011| 010| 010| 008| 009| 008| 008| 009| 007| 008| 009| 008| 008| 008| 008| 007| 007 
表 | 生 に 50cm| 013| o12| oti| oio| oto| ooa| oio| oos| 008| oog| oos| oio| oo9| ooa| oos| oos| oos| oos| oo7 
川 5em| 015| 013| 012| 011| 011| 01o| oi| oo| oo9| oo| ooe| oo| oo9| oo9| ooa| ooe| oos| oo8| ooa 
5 100cm| 015| 015| 015| 014| 013| 014| 013| 013| 013 et| 013| 012| 012| 011| 010| 011 
区 木 の か お り 公園 50cm| 0.17| 016| 016| 014| 0.14| o14| 0.14| 014| 0.14 012| 014| 012| 012| 012| 011| 012 
5em| 013| 013| oe| 012| 011| 011| ol12| 013| 012 0.13| 013| 012| 014| o14| 010| o12 
ー 関 市 役 5 100cm| 009| 010| 009| 009| 008| 008| 009| 008| 009 005| 007| 005| 007| oo9| 006| 006 
旧 Hi 50cm| 010| 009| oio| oio| oo| oos| oio| 009| oo 005| 007| 005| 007| 009| 007| 008 
sem| 013| 012| 011| 011| oil oo| oo| ol on 005| 009| 006| 009| oo| 008| 008 
関 一 関 運動 公園 100cm| 018| 017| *005| *0.06| *006| *005| *0.06| +0.05| *0.06| *005 *004 *0.05| *005| *005| *0.05| *0.06| *005| *005 
た の 50cm| 0.18| 0.18| *0.06| *0.05| *0.07| *0.05| *0.06| *0.05| *0.06| *0.05 *004| *006| *0.05| *0.05| *005| *005| *0.06| *0.05| *005 
5cm| 0.17| 0.17| *0.05| *0.05| *007| *0.05| *0.05| *0.05| *0.06| *0.05 *o04 *0.05| *0.05| *005| *0.05| *0.06| *005| *005 
100cm| 008| 009| 008| 008| 008| 008| 007 006| 007 
花 に 。 50cm| 009| 009| ooe| oio| oo9| 009| oos 007| oo7 
泉 5em| 011| 011| ol2| o13| oil 011| oo 008| 008 
is 大 100cm| 021| 021| 020| 018| 018| 019| 019 014| 014 
町 合流 川 河川 公 50cm| 022| 021| 021| 020| 019| ola| o.19 0.15| 0.14 
5em| 0.25| 023| 022| 021| 022| 019| 020 0.15| 0.415 
一 100cm| 012| 011| 010| 010| 010| 009| 009 008| 009 
東 事由 表 所 50cm| 013| 0.11| oio| oio| 0.11| oo| 009 008| 0.12| 01o| oio| oo| oo7| 008 
山 5em| 014| 011| oo| oo| oi2| 011| oo9 008| 0.14| 012| 012| ol2| ooa| oo 
町 | 計 格 館 総 合 公園 100cm| 017| 016| 017| 014| 016| 015| 015 012| 012| 011| 011| 011| oo9| 010 
| BOcm 018| 018| 017| O15| 015| 015| 015 2| o12| 011| 011| oi| ooe| oo 
5em| 019| 019| 09| o1s| oe| 01e| ole 013| 013| 013| 011| oi| ooe| oni 
100cm| 010| 011| 010| 012| 010| 009| 010 009| 009| 008| 007| 007| 007| 007 
キ 五 原 支 所 50cm| 0.11| oi| o1o| o13| o1o| oio| oo9 009| 009| 008| 008| oos| ooa| 008 
麻 5em| 012| 012| oi| o14| oio| ol oo 009| oi| 007| 008| ooa| oo7| oo8 
本 100cm| 011| 011| 010| 011| 010| 009| 009 009| 008| 008 
| 町 費 金 山 キ ャ ンプ 坦 50cm| 012| 0.11| o12| oi| oto| o10| oo 008| ooa| 007 
関 5em| 012| 013| o14| 011| 012| 012| ol 009| ooa| 007 
市 大 東 支所 100cm| 010| 010| 010| 009| 009| 009| 009 008| 007| 007 
PTP 50cm| 011| oi| oio| oo9| oo9| 009| ooe 007| oo7| 007| 007| 006| ooe| 006 
集 sem| 011| 011| oi| oo| oio| oo| oo 008| ooa| 008| 007| oo6| oo7| oo7 
町 | 伊勢 館 人 人 園 100cm| 014| 015| 014| 014| 014| 013| 014 012| 011| 011 009 
人 50cm| 016| 016| 015| 014| 014| o14| ols o2| o12| ol11 0.0 
5em| 017| 018| 017| o17| oe| o15| ole 0.13| 012| 012 ol1 
一 100cm| 011| oo| 010| 012| 009| 009| 010 008| 007| 006 006 
用 時 守 50cm| 012| oo| oi| os| oo| olo| oo 008| ooa| 007| 007| ooz| oo7| 007 
崎 5em| 013| 0.13|_0.12| o14| 011| ol ol12 008| 009| 008| 008| 007| oo7| 008 
二 100cm| 017| 018| 018| 018| 017| 016| 017 014| 012| 011| 011| 010| 010| 011 
町 川崎 農山 村 広 場 50cm| 020| 019| oe| o18| 017| ole| 017 o4| o13| 012| o11| o11| oo| on 
5em| 021| 021| 021| 020| 018| 018| ol19 ol5| 013| 012| 012| o12| oi| 012 
きき 100cm| 014| 015| 014| 015| 013| 013| 013 010| 009| 008| 008| 008| 007| 008 
室 トキ 50cm| 016| oe| 016| oi7| 015| 015| ols oi| oo| 009| 008| oos| ooe| 008 
根 8| 018| 017| 021| o16| o17| 017 013| oo| 012| 008| 008| oi| oni 
cm| 014| 009| *006| *0.09| *007| #0.07| *006 *0.06| *007 
町 トト パー ク 50cm| 0.14| 010| *0.06| *009| *007| *007| *006 *0.06| *007 
5cm| 0.16| 014| *007| *0.08| *0.06| *007| *0.06 *0.06| *007 
100cm| 011| 010| 010| 011| 009| 009| 009 007| 008 
藤 職 沢 云 所 50cm| 0.11| 0.10| oi| ol oto| 009| oo 008| 007| 007| 007| 008| ooe| oo7 
沢 5em| 013| 012| ol 012| 011| 011| 011 009| 009| 008| 009| oo9| oo7| 007 
町 に ヨ ニ ヨミ 100cm| 014| 015| 014| 013| 012| 012| 012 010| 010 
PA ER 50cm| 014| 0.14| ots| 012| 012| ol oi 009| 008 
5em| 012| 012| oo9| oo| oio| oo| oo 008| 008 
ei 1o0cm| 012| 012| 011| 010| 011| 010| 010 008| 008 
平 に 50cm| 014| ol2| o12| 011| o13| ol oi 008| oo9 
泉 5em| 017| 013| 014| o13| o14| o13| ol12 o09| oo 
町 二 稚 山 児玉 100cm| *0.06| *006| *005| *0.05| *005| *005| *006 *0.06| *005 
に TP 50cm| *0.06| *006| *006| *0.06| *006| *0.05| *0.06 *0.05| *006 
" 5cm| *007| *0.05| *0.05| *0.06| *0.06| *005| *0.06 *0.05| *005 
100cm| 28| 28 29 29 29 29| 29 29| 29 
測定 高 ご と の 調査 点数 50cm 28| 28| 29 29 29| 29| 29 29| 29 
5cem| 28| 28| 29| 29| 29| 29| 29 29| 29 
iooem| | | ol gl 0 og o | 0 
うち 、0.237 Sv/h 以 上 の 点数 | 50cm| 人 | ol ol gg oo gl 0 
sem| 2| 2| ol ol 1| ol o o| 0 
| 汚染 状 地域 に お ける 測定 箇所 数 | 28| 28| 29| 29| 29| 29| 29 29| 29 
うち 、0.23 / Sv/h 以 上 の 箇所 数 2 2 0 0 1 0 0 0 0 
0237 Sv/h 以 上 の 箇所 の 割合 %) | 71| 71| 00| 00| 34| 00| 00 60| 00 































































































注 国 の 除 染 基準 は 、 地 表 50cm か ら 100cm 
高 さ で 測定 し た 値 で 評価 し て いる 
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四 第 4 章 資料 編 








国 > 同一 地点 測定 高 の 最 高値 
= 7 最 低 值 





(2 ) 汚染 状況 重点 
地表 付近 の 放射 線量 
(単位 : Sv/h) 









査 地域 に お ける 
測定 結果 の 推移 


























市 町 lg 測定 場所 测定 高 平成 27 年 度 平成 28 年 度 H23.6 
( 住 所 ) “| 4 月 | 5 月 | 6 月 | 7 月 | g 月 | 9 月 |10 月 |11 月 |12 月 | 1 月 | 2 月 | 3 月 | 4 月 | 5 月 | 6 月 | 7 月 |g 月 | 9 月 |10 月 |11 月 | 12 月 | 1 月 | 2 月 | 3 月 比 
奥州 市 役所 100cm| 007| 007| 006| 006| 006| 006| 006| 007| 007| 006| 007| 007| 007| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 005| 006| 40%| 
水 | 闫 手 了 1 50cm| 007| 007| 006| 007| 006| 006| 006| 006| 007| 007| 006| 007| 007| 007| 006| 007| 006| 007| 006| 006| 006| 007| 006| 006| 33% 
沢 5cm| 007| 007| 007| 007| 007| 008| 006| 007| 007| 007| 007| 007| 007| 007| 007| 006| 006| 007| 007| 007| 007| 007| 0.06| 0.06 
100cm| 0.12| 0.12| 0.12| 0.12| 0.11| 0.10| 0.11| 0.11| 0.11| 0.11| 0.10| 0.11| 0.11| 0.10| 009| 0.11| 0.10| 009| 0.10| 0.10| 009| 009| 009| 010| 38% 
区 | 慶 徳 公園 


50cm| 0.12| 0.14| 0.12| 0.12| 0.12| 0.11| 0.11| 0.11| 0.11| 0.11| 0.10| 0.12| 0.11| 0.11| 0.10| 0.11| 0.10| 0.10| 0.11| 0.10| 0.10| 0.10| 009| 0.10| 36% 
5cm| 0.14| 0.15| 0.14| 0.14| 0.13| 0.11| 0.13| 0.12| 0.12| 0.12| 0.12| 0.12| 0.11| 0.12| 0.11| 0.12| 0.11| 0.11| 0.12| 0.11| 0.10| 0.10| 009| 0.10| 33% 
100cm| 005| 005| 005| 006| 0.04| 0.04| 006| 006| 005| 005| 004| 006| 006| 006| 005| 006| 005| 005| 005| 005| 006| 004| 005| 005| 36% 


(佐倉 河 字 鹿 徳 29-2) 














ゞ A 避 

江 江刺 総合 支所 50cm| 0.06| 0.05| 005| 005| 0.05| 0.04| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 005| 006| 006| 005| 005| 005| 005| 005| 0.04| 006| 004| 005| 005| 31% 
刺 5cm| 0.06| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.06| 0.05| 0.06| 0.04| 0.05| 0.05| 004| 004| 0.05| 0.05| 0.04| 0.05| 0.05 

区 | 中 央 運動 公園 100cm| 0.06| 006| 007| 008| 006| 008| 008| 008| 007| 008| 008| 008| 008| 008| 007| 007| 007| 007| 008| 008| 007| 007| 007| 007| 58% 

(时 从 理学 松 长 根 2) 50cm| 0.07| 0.07| 0.07| 0.08| 0.06| 0.08| 0.08| 0.09| 0.07| 0.08| 0.08| 0.09| 0.09| 0.09| 0.08| 0.08| 008| 008| 008| 008| 008| 007| 007| 008| 62% 

5cm| 0.08| 0.07| 0.09| 0.09| 0.08| 0.08| 0.09| 0.09| 007| 0.09| 0.09| 0.09| 0.09| 0.09| 0.08| 0.08| 009| 008| 008| 0.08| 0.09| 0.08| 008| 008| 57% 

胆沢 総合 支所 100cm| 005| 005| 006| 005| 005| 006| 006| 006| 006| 005| 006| 005| 006| 006| 005| 005| 005| 006| 006| 005| 005| 004| 005| 005| 33% 

胆 (南都 田 字 加賀 谷地 270) 50cm| 0.06| 0.05| 0.06| 0.06| 0.05| 0.06| 0.05| 0.06| 0.06| 0.05| 006| 0.06| 006| 007| 005| 006| 005| 006| 006| 006| 005| 004| 005| 005| 29% 


5cm| 0.06| 0.05| 0.06| 0.06| 0.05| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 0.07| 0.06| 0.06| 0.07| 0.05| 0.05| 0.05| 006| 007| 0.06| 0.05| 0.05| 0.05| 006 
和洋 | 区 | 紫陽 花 ロ ー ド 展望 台 100cm| 0.08| 009| 008| 007| 008| 008| 008| 008| 007| 006| 007| 008| 007| 007| 006| 006| 007| 007| 007| 006| 007| 006| 006| 007| 41% 
州 证 全 0 ) 50cm| 0.09| 0.09| 0.08| 0.07| 0.09| 0.08| 0.07| 0.07| 0.07| 0.06| 0.07| 007| 007| 007| 0.06| 006| 007| 007| 007| 007| 007| 006| 006| 006| 33% 
市 上 5cm| 0.10| 0.10| 007| 007| 0.09| 007| 007| 0.08| 007| 005| 007| 007| 007| 007| 006| 006| 007| 007| 007| 007| 007| 006| 007| 007| 35% 
前 沢 総合 支所 100cm| 0.07 0.07| 0.06| 0.08| 007| 0.06| 0.06| 006| 0.07| 006| 0.07| 007| 0.07| 007| 006| 0.07| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 0.06| 0.05 19% 
凡人 日 町 裏 71 。 50cm| 0.07| 0.07| 0.07| 007| 006| 0.07| 0.06| 007| 007| 006| 0.06| 0.08| 0.07| 0.07| 0.06| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 0.05| 0.05| 0.05 16% 

5cm| 0.07| 0.08| 0.07| 0.08| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 0.08| 0.07| 0.07| 0.08| 0.07| 0.07| 0.06| 0.07| 007| 006| 006| 0.06| 0.06| 005| 0.05| 0.05 














前 草地 100cm| *0.12| *0.13| *0.12| *0.13| *0.12| *0.11| *0.12| *0.12| *0.11| *0.09| *0.13| *0.13| *0.12| *0.12| *0.10| *0.11| *0.11| *0.10| *0.12| *0.12| *0.11| *0.09| *0.10| *0.11| *28% 

沢 南 前 沢 グ ( 除 染 后 ) 50cm| *0.11| *0.12| *0.12| *0.12| *0.11| *0.11| *0.13| *0.12| *0.11| *0.09| *0.14| *0.13| *0.12| *0.12| *0.01| *0.11| *0.11| *0.10| *0.11| *0.11| *0.11| *0.09| *0.09| *0.10| *23% 

区 リー *ー ク 2 5cm| *0.10| *0.10| *0.11| *0.11| *0.09| *0.12| *0.14| *0.11| *0.10| *0.09| *0.11| *0.10| *0.10| *0.12| *0.09| *0.10| *0.10| *0.09| *0.11| *0.10| *0.10| *0.08| *0.08| *0.10| 25% 
i グラ ウン ド 100cm| *0.11| *0.11| *0.10| *0.09| *0.11| *0.09| *0.09| *0.09| *0.08| *0.07| *0.09| *0.09| *0.09| *0.08| *0.07| *0.08| *0.09| *0.09| *0.08| *0.08| *0.08| *0.07| *0.07| *0.08 


50cm| *0.12| *0.11| *0.10| *0.09| *0.10| *0.10| *0.09| *0.08| *0.09| *0.07| *0.10| *0.09| *0.08| *0.08| *0.07| *0.08| *0.09| *0.09| *0.07| *0.07| *0.08| *0.07| *0.07| *0.06 
5cm| *0.14| *0.11| *0.10| *0.09| *0.10| *0.09| *0.08| *0.08| *0.09| *0.06| *0.09| *0.09| *0.08| *0.07| *0.07| *0.09| *0.10| *0.09| *0.07| *0.08| *0.08| *0.07| *0.08| *0.07 
表 川 総合 支所 100cm| 0.07| 0.06| 0.07| 0.07| 006| 0.06| 007| 0.08| 0.07| 007| 0.08| 0.08| 0.07| 007| 006| 0.06| 006| 006| 006| 006| 007| 0.05| 008| 007 25% 
衣 ( 記 戸 420 50cm| 0.08| 0.07| 0.07| 007| 007| 007| 007| 0.08| 0.08| 007| 0.08| 0.08| 0.07| 0.07| 006| 006| 006| 007| 007| 006| 007| 0.05| 008| 008 26% 
5cm| 0.09| 007| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 0.08| 0.08| 0.07| 0.08| 0.08| 0.08| 0.07| 006| 0.06| 007| 007| 007| 0.07| 007| 0.05| 0.08| 0.08 
区 | 木 の か お り 公 園 100cm| 0.09| 0.10| 0.10| 0.09| 0.10| 0.09| 0.09| 0.09| 0.09| 007| 0.10| 0.09| 0.10| 0.09| 008| 0.09| 008| 008| 0.09| 008| 009| 008| 008| 008 31% 
( 古 戸 48-3) 50cm| 0.10| 0.10| 0.11| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 007| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 008| 0.09| 009| 009| 009| 009| 008| 0.07| 0.08| 0.09 31% 
5cm| 0.10| 0.08| 0.11| 0.09| 0.09| 0.08| 0.09| 0.10| 0.09| 0.06| 0.10| 0.10| 0.12| 0.09| 0.09| 0.09| 009| 007| 008| 0.07| 0.10| 008| 0.11| 0.11 44% 


〈 除 染 后 ) 














a コ 100cm| 0.06| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 0.05| 006| 0.05| 006| 006| 006| 006| 006| 005| 006| 005| 005| 005| 29% 
旧 市 役所 50cm| 0.06| 0.07| 0.07| 007| 0.07| 0.07| 0.06| 0.06| 0.06| 0.07| 0.07| 0.06| 006| 0.05| 006| 006| 005| 006| 005| 006| 006| 006| 005| 005| 24% 
5cm| 0.06| 0.08| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 0.06| 0.07| 0.07| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 006| 0.06| 006| 0.06| 0.07| 0.06| 0.07| 0.06 
一 阅 运 动 公园 100cm| *0.04| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.04| *0.05| *0.05| *0.05| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.05| *0.05| *0.04| *0.04| *0.04| *10% 
市 ( 秋 注 字 箱 清水 た 2) 50cm| *0.04| *0.05| *0.04| *0.05| *0.05| *0.04| *0.04| *0.05| *0.04| *0.04| *0.03| *0.05| *0.04| *0.04| *0.04| *0.05| *0.04| *0.04| *0.04| *0.05| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *9% 
” 5cm| #0.04| *0.05| *0.05| *0.05| *0.04| *0.04| *0.05| *0.04| *0.05| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.05] *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.04| *0.03| *0.04 9% 
= 100cm| 0.05| 006| 0.05| 0.05| 0.05| 006| 0.05| 006| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 0.05| 005| 005| 005| 005| 005| 005| 005| 005| 21% 
花 人 50cm| 0.05| 0.06| 0.06| 0.05| 0.05| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 006| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 0.05| 006| 005| 005| 005| 005| 0.05| 0.05| 005| 0.05 19% 
泉 5cm| 0.06| 0.07| 0.07| 0.06| 0.06| 0.07| 0.07| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06| 0.07| 0.06| 0.06| 006| 006| 006| 0.06| 0.06| 0.06| 0.05| 006 
町 金 流川 河川 公園 100cm| 0.11| 0.14| 0.14| 0.13| 0.12| 0.13| 0.12| 0.12| 0.12| 0.11| 0.08| 0.11| 0.11| 0.11| 0.13| 0.12| 0.12| 0.11| 0.10| 0.10| 0.09| 0.09| 0.09| 0.10 
[各 宇 绕 地 内 50cm| 0.12| 0.15| 0.14| 0.14| 0.14| 0.14| 0.14| 0.14| 0.12| 0.12| 0.08| 0.12| 0.12| 0.12| 0.13| 0.12| 0.12| 0.10| 0.11| 0.11| 0.10| 0.09| 0.09| 0.10 
5cm| 0.12| 0.14| 0.16| 0.14| 0.15| 0.14| 0.15| 0.14| 0.12| 0.11| 0.08| 0.11| 0.12| 0.12| 0.13| 0.12| 0.12| 009| 0.11| 0.11| 0.11| 0.10| 0.09| 0.10 
ニコ 100cm| 0.07| 0.09| 0.08| 0.09| 008| 0.08| 007| 0.09| 0.07| 008| 007| 008| 007| 007| 008| 007| 007| 007| 007| 007| 0.05| 006| 006| 006 25% 
東 東山 支 所 50cm| 0.08| 0.09| 0.09| 0.10| 0.09| 0.09| 0.08| 0.10| 0.08| 0.09| 0.08| 0.09| 0.08| 0.08| 0.08| 0.09| 008| 0.08| 0.08| 0.08| 0.06| 0.07| 0.07| 0.07 26% 
山 5cm| 0.09| 0.11| 0.11| 0.11| 0.11| 0.11| 0.10| 0.09| 0.10| 0.10| 0.09| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 009| 0.09| 0.05| 0.07| 0.09| 0.08 
町 | 唐 梅 館 総合 公園 100cm| 0.09| 0.11| 0.11| 0.10| 0.10| 0.10| 0.11| 0.13| 0.11| 0.10| 0.08| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 0.09| 009| 009| 009| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 0.09 
(長坂 字 西 本町 212 番 1 地 先 ) 50cm| 0.10| 0.12| 0.11| 0.11| 0.11| 0.10| 0.11| 0.13| 0.10| 0.10| 0.08| 0.11| 0.09| 0.10| 0.11| 0.10| 0.10| 0.09| 0.08| 009| 0.09| 0.09| 0.09| 0.09 
5cm| 0.10| 0.12| 0.12| 0.11| 0.11| 0.11| 0.11| 0.14| 0.11| 0.11| 0.07| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 0.09| 0.10| 009| 0.09| 0.10| 0.10| 0.09| 0.09 
ニコ 100cm| 0.07| 0.08| 0.07| 0.08| 008| 0.08| 007| 0.07| 0.08| 0.08| 0.08| 0.07| 0.07| 0.08| 008| 007| 007| 007| 007| 006| 007| 007| 007| 007 29% 
千厩 支所 50cm| 0.07| 0.08| 0.07| 0.08| 008| 0.08| 0.08| 0.07| 0.08| 007| 0.08| 0.07| 0.08| 0.07| 008| 008| 007| 007| 007| 007| 008| 007| 007| 0.07 28% 






































前 人 全 和 5cm| 0.08| 0.10| 0.09| 0.08| 0.08| 0.09| 0.08| 0.08| 0.10| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 0.09| 0.07| 008| 0.08| 008| 0.07| 0.08| 0.08| 0.08| 0.07 
本 ンプ 場 100cm| 0.07 0.08| 0.08| 0.07| 007| 0.07| 0.08| 0.07| 0.07| 007| 0.05| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 007| 007| 0.06| 007| 0.07| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06 

二 昌吉 人 人 場 50cm| 0.07| 0.09| 0.09| 0.08| 0.08| 0.07| 0.07| 0.08| 0.08| 0.08| 0.05| 0.07| 0.07| 0.07| 008| 0.07| 007| 007| 006| 007| 006| 0.06| 0.05| 0.06 

関 5cm| 0.07| 0.09| 0.09| 0.09| 0.07| 0.07| 0.08| 0.07| 0.07| 0.07| 0.06| 0.07| 0.07| 0.07| 0.08| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 0.06| 006] 0.05| 006 

市 100cm| 0.06| 006| 006| 006| 007| 006| 006| 008| 007| 006| 006| 006| 006| 007| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 006| 005| 26% 
大 大 東 支 所 50cm| 0.06| 0.07| 007| 0.07| 0.07| 0.06| 0.06| 0.08| 0.06| 0.07| 0.06| 0.06| 0.06| 007| 007| 0.06| 0.06| 0.06| 006| 0.06| 007| 006| 006| 006| 29% 
東 5cm| 0.07| 007| 0.07| 0.07| 0.07| 0.08| 0.08| 0.09| 0.07| 0.06| 0.06| 0.07| 0.06| 007| 0.07| 0.07| 0.06| 006| 006| 0.06| 0.07| 0.06| 0.06| 0.06 
町 | 伊勢 舘 公園 100cm| 0.11| 0.11| 0.10| 0.10| 0.11| 0.10| 0.10| 0.12| 0.10| 0.10| 0.07| 0.09| 0.09| 0.10| 0.10| 0.09| 009| 0.09| 009| 0.09| 0.10| 0.08| 0.08| 0.08 





50cm| 0.11| 0.11| 0.11| 0.11| 0.11| 0.10| 0.11| 0.13| 0.11| 0.10| 0.07| 0.10| 0.10| 0.11| 0.11| 0.10| 0.10| 009| 0.10| 009| 0.10| 009| 009| 0.08 
5cm| 0.11| 0.12| 0.12| 0.12| 0.11| 0.10| 0.13| 0.14| 0.12| 0.11| 0.08| 0.11| 0.11| 0.11| 0.11| 0.10| 0.11| 0.10| 0.11| 0.10| 0.11| 0.10| 009| 0.08 
100cm| 0.06| 007| 007| 006| 006| 006| 006| 007| 007| 007| 006| 006| 006| 0.05| 006| 006| 006| 006| 005| 006| 006| 005| 005| 005| 20% 


(鳥海 字 清 水 12 番 外 ) 








川 川内 支所 ， 50cm| 0.06| 0.07| 0.08| 007| 0.07| 0.07| 007| 0.07| 007| 0.07| 0.06| 006| 006| 006| 007| 007| 006| 006| 006| 007| 006| 006| 005| 006| 21% 
崎 5cm| 0.07| 0.08| 0.07| 0.06| 0.07| 007| 0.08| 0.07| 007| 0.07| 0.07| 0.06| 006| 0.06| 0.07| 0.07| 0.06| 006| 0.06| 006| 0.06| 006| 0.05| 006 
町 a 100cm| 0.11| 0.13| 0.13| 0.12| 0.12| 0.11| 0.11| 0.11| 0.10| 0.11| 0.08| 0.09| 0.10| 0.10| 0.12| 0.10| 0.11| 0.10| 009| 0.10| 0.09| 0.09| 0.09| 0.09 

川崎 農山 村 広 場 50cm| 0.11| 0.13| 0.12| 0.12| 0.12| 0.11| 0.12| 0.12| 0.11| 0.11| 0.08| 0.10| 0.10| 0.10| 0.12| 0.11| 0.12| 0.10| 0.10| 0.09| 009| 0.09| 0.09| 0.09 


5cm| 0.11| 0.14| 0.13| 0.12| 0.13| 0.11| 0.12| 0.13| 0.11| 0.12] 0.08| 0.11| 0.11| 0.11| 0.13| 0.12| 0.12| 0.10| 0.10| 0.10| 0.10| 009| 0.09| 0.10 
100cm| 0.08| 0.08| 008| 0.07| 008| 0.08| 007| 0.08| 0.08| 007| 0.07| 007| 007| 007| 007| 007| 007| 0.06| 0.06| 007| 0.06| 0.06| 0.06| 0.06 18% 








| = 

室 二 電 所 。 50cm| 008| 0.08| 009| 0.08| 007| 008| 0.08| 007| 007| 007| 0.07| 007| 0.07| 007| 007| 007| 007| 007| 006| 0.06| 006| 0.06| 006| 007 20% 

根 5cm| 0.10| 0.08| 0.09| 0.08| 0.07| 0.08| 0.08| 0.08| 007| 0.07| 0.06| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 007| 0.06| 007| 0.06| 0.07| 9.06| 0.06| 0.06 

町 | 室 ~ 100cm| *0.05| *0.08| *0.06| *0.05| *0.06| *0.06| *0.05| *0.05| *0.06| *0.06| *0.04| *0.06| *0.05| *0.06| *0.06| *0.06| *0.06| *0.05| *0.05| *0.06| *0.05| *0.05| *0.06| *0.06 
本 7 が 50cm| *0.05| *0.07| *0.05| *0.05| *0.06| *0.06| *0.06| *0.06| *0.06| *0.06| *0.04| *0.06| *0.06| *0.07| *0.06| *0.06| *0.07| *0.06| *0.06| *0.06| *0.06| *0.06| *0.05| *0.05 


5cm| *0.05| *0.08| *0.06| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.06] *0.05| *0.06] *0.04| *0.06| *0.06| *0.06| *0.06| *0.06| *0.07| *0.06| *0.05] *0.07| *0.06| *0.05| *0.06| *0.06 
100cm| 0.07| 0.07| 007| 0.06| 007| 0.08| 0.06| 0.06| 0.08| 0.08| 0.06| 0.06| 0.05| 006| 0.06| 006| 007| 006| 006| 006| 006| 006| 005| 006 27% 








藤 本 所 50cm| 0.06| 0.08| 0.07| 007| 0.07| 0.08| 0.07| 007| 0.08| 0.09| 0.06| 007| 0.06| 007| 007| 007| 006| 006| 006| 008| 007| 006| 006| 006| 26% 

沢 5cm| 0.07| 0.09| 0.07| 0.07| 0.07| 0.08| 0.07| 0.08| 0.08| 0.14| 0.06| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 0.07| 007| 0.06| 007| 0.06| 0.06| 0.07| 0.06| 0.06 

町 oe 100cm| 007| 0.10| 0.10| 009| 009| 009| 009| 008| 0.08| 009| 005| 008| 008| 008| 009| 009| 009| 008| 007| 008| 008| 008| 007| 007| 28% 
0 50cm| 0.07| 0.09| 0.09| 009| 0.09| 0.08| 0.09| 0.08| 0.08| 0.09| 0.05| 009| 007| 008| 009| 009| 007| 008| 008| 008| 008| 008| 007| 007| 29% 





5cm| 007| 007| 007| 007| 007| 007| 007| 007| 006| 008| 0.05| 007| 006| 007| 007| 007| 006| 007| 007| 007| 009| 009| 006| 007| 39% 





100cm| 007| 008| 008| 008| 008| 007| 008| 008| 007| 008| 007| 007| 008| 007| 007| 007| 006| 006| 006| 007| 008| 007| 006| 006| 25% 





平 向 坦 
平 時 町 役場 50cm| 007| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 0.07| 006| 0.07| 0.08| 007| 0.07| 007| 007| 006| 0.07| 007| 0.07| 0.07| 006 21% 
泉 5cm| 0.08| 0.09| 0.09| 0.09| 0.09| 0.08| 0.09| 0.09| 0.08| 0.09| 0.08| 0.07| 0.07| 0.08| 0.08| 0.08| 0.08| 007| 007| 007| 0.08| 007| 0.07| 006 
町 志 羅 山 児童 館 100cm| *0.04| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.04| *0.05| *0.04| *0.05| *0.04| *0.05| *0.04| *0.04| *0.04| *0.05| *0.05| *0.05| *0.04| *0.04| *17% 
合 朱 字 才 旺 山 6 人 50cm| *0.04| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.04| *0.05| *0.04| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.04| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.04| *18% 





5cm| *0.04| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05] *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.05| *0.04| *0.05| *0.05] *0.05| *0.05] *0.04| *0.04| *0.05| *0.04| *0.05| *0.05| *0.05] *0.04| *0.04| 27% 








100cm| 29| 29| 29| 29| 29| 29 29| 29| 29 29 29| 29 29| 29 29 29 29 29 29| 29| 29 29 29| 29 最大 
測定 高 ご と の 調査 点数 50cm| 29| 29 29| 29| 29 29| 29| 29 29| 29| 29| 29| 29| 29 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29 62% 
5cm| 29 29| 29| 29| ?9| ?9| ?9| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| ?9| 29| 29| ?9| 29| 29| 29| 29 0 
100cm| 0 0 0 0 og 0 0 g 0 0 0 0 qg | qg 0 | 0 | | 0 0 0 0 最小 
うち 、0.23 ヵ Sv/h 以 上 の 点数 | 50cm| 0| 0o| ol 0o| gl gl gl oj ol gd og ol oo gd og gg oo gd ol 0o ol o 9% 
5em| 0 ol ol ol o| ol ol ol ol ol ol ol ol ol ol ol ol ol ol ol ol ol ol 0 0 























污染 状 点 調査 地域 に お ける 測定 箇所 数 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 29| 平均 
うち 、0.23 ux Sv/h 以 上 の 箇所 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 29% 


0.23 uu Sv/h 以 上 の 箇所 の 割合 (%) 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00| 00 


































































































注 国 の 除 染 基準 は 、 地 表 50cm か ら 100cm 
の 高 さ で 測定 し た 値 で 評価 し て いる 
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4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 莉 











4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 (測定 回 数 が 年 4 回 まで の 施設 ) 測定 値 単位 : x Sv/h 
































i 溝 、 植 込み 、 | 測定 .4. H28.7.8 28.10.20 
: 葉 堆積 、 土 | 測定 6 .2210.05 て 0.19 | 0.04 て 0.18 
坦 测定 .4. H28.7.8 28.10.20 

測定 催 0.04 て 0.06 | 0.04 て 0.05 
H28.7.8 28.10.20 
0.03 て 0.05|0.03 て 0.06 
H28.7.26 | H28.10.20 
0.05 て 0.12 10.03 て 0.08 
H28.7.8 | H28.10.3 
0.05 て 0.14 |0.05 て 0.17 
28.10.26 
0.04 て 0.07 
28.10.13 
0.04 て 0.05 
H28.10.7 
0.04 て 0.07 
28.10. 
0.06 て 0. 
28.10. 
0.06 て 0. 
H28.10.2 
0.06 て 0. 
H28.10.2 
0.06 て 0. 
H28.10.2 
0.04 て 0. 
H28.10.24 
0.06 て 0. 
























































































































































































































































aia 
怖 | 上 認可 高 


則 還 | 
如 | 語 ロ 































































































































































































































































































0.04 て 0.04 
H28.10.26 
0.04 て 0.08 








































































































I 大学 校舎 




































































民 情 報 交 流 セ | 感 辣 十 : 活 部 | 1 回 上 测 .9. 29.3.22 
= / 入 測定 値 10. 1 .03 て 0.05 
体験 学習 館 郑 征地 域 回 上 駐車 | 測定 .8. 29.3.13 
」 沁 0.05 
然 交 流 館 慈 地 域 玄 、 周 辺 道 | 油 .4.6 | H28.10.27 
「 し ら か ば の 湯 」 H i 注 0.06 
計量 セン ター 庁舎 E 岡 店 近 、 駐 車 | 





































































































































































































先端 科学 技術 < = 遇 城 这 1 注 lh 29.3.17 
0.04 
29.3.24 
0.04 て 0. 
H28.11. 
0.03 て 0. 























工 労働 観光 前 





く 





























動 観光 部 


































































































H28.11. 
0.05 て 0. 
H28.5.24 て 25| H28.11. 
1 0.045 て 0.13910.050 て 0.16 
宮古 高等 技術 専門 校 工 労働 観光 部 交 等 、 | 沪 H28.6.14 一 15|H28.11.28-29 

池 0.05~0.08| 0.05~0.08 
二戸 高等 技術 専門 校 | 商工 労働 観光 部 | 1 回 填 涓 H28.6.29 | H28.12.20 

潮 、 目 渦 0.042 

勤労 身体 障がい 者 体育 i 文化 スポ ー ツ 前 50cm、 1m | 玄関 、 駐 車場 、 | 油 H28.5.18 
館 側溝 等 測定 値 0.03 て 0.05 


働 観光 部 





























千厩 高等 技術 専門 校 市 | 商工 労働 観光 前 





了 3 
は 
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肖 第 4 章 資料 編 ヽ 


4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 (測定 回 数 が 年 4 回 まで の 施 








定 値 単位 : Sv/h 














農林 水産 前 






































hn 
HE 呈 


県 立 緑化 セン ター | 農林 水産 間 




















| 型 








E 県 県 民 の 森 番 平 市 | 農林 水産 前 





























F 県 洋 沢 森林 公 還 滝 ? 農林 水産 章 






































県 千 吐 石 森林 公園 | 3 農林 水産 音 






































二 六 革 世 这 总 间 可 三 冯 吉 
二 


间 沾 吕 


F 由 大 竹山 森林 公司 渡 市 | 農林 水産 肖 















































県 折 爪 岳 森 林 公 了 農林 水産 前 








還 





























商 下 語 


固 


H28.9.2 | H28.11.2 
0.05 て 0.06 | 0.05 て 0.08 









































im 
| 

















> 






























































































































































































































































































































































電 所 























北 ノ 又 第 二 発 電 所 























第 三 革 電 所 
























































稲庭 高原 風力 発電 所 























H28.11.21 | H29.2.27 
0.06 0.05 
H28.11.21 | H29.2.27 
0.05 0.04 
H28.11.21 | H29.2.27 
0.05 0.04 


胆沢 第 二 発 電 所 
































胆沢 第 三 発電 所 
































若柳 坦 



































H28.10.7 
.03 て 0.04 
H28.10.7 
.04~0.07 














若 
第 
水 


道 污 泊 











を 
























































na nn nanan an an nn ran hentia a on na pan hain Fan nn pan Fa han nen an Fan na Pan hat anand 
mm TI 三 | [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | LL 三 | [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | | 回 | [LU 三 | [LU 三 [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | 了 局 三 | [LU 三 | LL 三 | [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | [LU 三 | 大 | 回 [LU 三 | [LU 三 | [LU 























H29.3.30 
.03 信 0.04 



































県 立 福祉 の 里 セ ンタ 









































H29.3.12 
.03 て 0.07 


ふれ あい ラン ド 岩 手 


























回 H [LU 回 | TH 回 H [LU 

















内 丸 緑地 を 県 土 整備 音 溜り が 出来 測定 28.4.18 | H28.6.27 | H28.9.5 | H28.10.7 
邊 測定 0.04 0.04 0.04 0.04 
御所 湖 広 域 公園 出 市 | 県 土 整 備 部 | 概 た 溜り が 出来 測定 28.4.19 | H28.6.27 | H28.9.5 | H28.10.6 
雪 石 町 所 等 測定 値 10.03~0.07 10.03~0.07 |0.03~0.07| 0.02~0.07 
花巻 広域 公園 花巻 市 | 県 土 整備 部 | 楓 水 溜り が 測定 28.4.15 | H28.6.15 | H28.8.5 | H28.10.4 
すい 場所 等 測定 値 0.03 て 0.04| 0.04 0.04 |0.04 て 0.05 
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県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 莉 





4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 (測定 回 数 が 年 4 回 まで の 施 




















雨 どい 出 














28.6.22 


H28.12.21 








測定 値 単位 : x Sv/h 





.027~0.038 


0.033~0.038 


















































< 材 








策 





28.7.20 


H29.1.24 

















高 nn 高 間 











| 潮 、 敷 


.030 て 0.046 





0.036~0.044 





29.3.3 





.04~0.06 




















H29.3.17 











.05 て 0.12 























29.3.1 





.07 て 0.09 














H29.3.14 





.05 て 0.08 






































H28.9.13 





28.12.6 


H29.3.15 





.04~0.09 


0.05~0.16 


0.05~0.16 


























H28.9.15 











28.12.7 


H29.3.10 








.03 て 0.06 


0.04~0.06 


0.04~0.07 











源 














H29.3.1 





.06~0.09 






































H29.3.17 





.03~0.04 











瀬 
| 











H29.3.16 





.05~0.08 
































H28.9.28 


H28.12.14 


H29.3.10 





.05~0.06 


0.06 








源 








H28.9.27 


H28.12.9 





.06~0.11 


0.06~0.11 




















29.3.3 





.02~0.05 








源 

















H29.3.13 








.04~0.07 











【 【 【 i ! 【 【 【 PU 【 【 
RISE 











29.3.1 














.06~0.09 




















H29.3.10 








0.23 


















































29.3.2 





0.09 



































29.3.1 





.08 て 0.09 




















H28.9.26 


H28.12.7 





.02 信 0.03 


0.02~0.03 












































RING 





H29.3.16 





nn na haan an Fatima han pan on an haa an ann a 
三 | [LU 三 | [LU 回 H LU 回 H [LU [| [LU 回 H [LU 三 | [LU 三 | [LU [| [LU 回 H [LU 三 | Ll 回 H [LU 三 | [LU 三 | [LU 回 H [LU 三 | LU 回 H [LU 回 [LU [| [LU 





.04 て 0.05 


29.3.15 





.04~0.05 














29.3.9 











.05~0.06 









































29.3.1 





0.05 









































H29.3.17 





.05 て 0.08 





























H28.9.14 


H28.12.8 


H29.3.9 











.05 て 0.08 


0.05~0.07 


0.05~0.07 
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H29.3.7 

















神 注 吉 淹 浏 吉 冯 坟 吉 吉 六 讨 













































































.04 て 0.07 

















測定 値 単位 : x Sv/h 











4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 (測定 回 数 が 年 4 回 まで の 施 























着 
































光 




































































届 | 萤 | 党 | 敵 | 避 


測 測 当 湯 測 測 測 湯 油 測 測 温 潤 油 測 渦 洒 選 


回 H [LU 三 | [LU 三 | TH [| TH 三 | [LU [| [HU 回 H [LU [| Ll 回 H [LU 三 | II 三 | [LU 


























测 
ご 
























































源 






































| -| こ ン | こ ン | こと | ニン 






































瀬 潤 
| 























H28.12.14 | H29.3.10 
0.06 0.06 て 0.07 








测 
ご 









































さこ ン | こ ン | こ ン | こと ニン 





源 






























































| 


























说 酒 润 洞 性 酒 洞 润 着 
源 





























28.8.10 
0.04 て 0.07 
H28.9.1 

.03 て 0.04 0. 
H28.9.1 | H29.2.23 
0.05 て 0.06 10.05 て 0.07 
28.8.31 29.2.22 
.04 信 0.05 | 0.04 信 0.05 
28.8.17 | H29.2.8 

.04~0.06| 0.03~0.05 
28.8.2 29.2.24 
.03~0.03 10.03~0.05 
28.8.19 29.2.15 
.03 人 0.04| 0.03~0.04 
28.8.9 | H29.2.21 
.03 信 0.04| 0.03~0.04 
28.8.31 29.2.22 
.05~0.09| 0.04~0.06 
28.8.25 29.2.22 
.03 人 0.06 | 0.03~0.07 
28.8.29 29.2.13 
0.04 て 0.05|0.04 て 0.05 
28.8.4 H29.2.9 

.06~0.09 10.06~0.08 
28.8.3 29.2.21 
0.07 て 0.09|0.07 て 0.09 
28.8.10 29.2.28 
.08 信 0.09 | 0.06 一 
28.8.10 9:2. 
0.07~0.08 
28.8.5 

0.04~0.06 





























[運転 免許 試験 場 


























運転 免許 セン ター 


































































































FREEEEOPEEHPREPRI 
し し uu し し 
































EPRE 


は HI 






























































疏导 


MT ロ T| 















































个 ロイ | 


站 谭 | 准 训 































































































































































































由 拱 评 | 将 评 | 术 部 | 捧 


























帯 賠 
回 TI 三 | TI 高 Ti 回 Ti 三 | Ti 高 IT 回 H ID 三 | 图 | 三 | T 三 TI 高 TI 回 TI 三 | TI 三 | mm 高 1 回 TI 








\ 部 棟 入口 、 駐 
車場 、 調 整 池 等 
建物 入口 、 駐 車 
場 、 グ ラウ ンド 等 
校舎 玄関 、 寄宿 
側溝 、 砂 利 敷 





28.10.17 
0.03~0.23 
28.10.20 
0.06~0.09 
28.6.27 | H28.9.26 | H28.12.12 | H29.3.16 
.04~0.06| 0.05~0.06 | 0.04~0.06| 0.04~0.06 
28.8.26 | H29.2.20 
.04~0.06| 0.04~0.06 
H28.9.7 H29.3.1 

.04~0.05|0.04~0.05 
28.6.29 | H28.11.30 
0.05~0.06 0.05 















































































































































生 、 側 



























































農林 水産 部 敷地 内 通路 上 
側溝 






























































回 | LIU 回 H TI 回 H TI 回 H TI 三 | EE 回 H 工 


剖 各 济济 神 厅 癌 癌 澡 剖 二 
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4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 血 








4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 (測定 回 数 が 年 4 回 まで の 施設 ) 測定 値 単位 : x Sv/h 


























28.11.30 
.03 て 0.06 





児童 公園 、 交 通 
公園 、 野 球場 等 
体育 館 軒下 、 駐 


十 目 . な で 


申 疡 等 
























































28.11.28 
0.03 て 0.04 
28.11.29 
0.03 て 0.05 















































上 見 . 
ジン / 


















































E 庫 


一 一 一 一 
県 立 県 南 青 少 




















28.10.26 
.05 て 0.08 
28.11.17 
.06~0.10 
28.10.27 
0.02 て 0.07 





























県 立 陸中 海岸 青 























県 立 県 北 青 少年 















































県 民 会 館 i > 8 玄関 前 、 央 
し ra 


た 休館 1 2 玄関 、 テ ラス 等 














































































































駐車 場 、 植 物 園 














三 | [LU 回 H 交加 三 | [LU 三 | [LU [| [LU 三 | [LU 回 | [HU 回 H TH [| | 回 H LU 三 | Ii 三 | TH 









































測 削 湯 測 削 油 測 湯 湯 測 沿 測 沿 出 測 測 測 削 湯 測 湯 測 
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转 第 4 章 資料 編 








4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 (年 5 回 以上 測定 し て いる 施設 ) 





水沢 警察 署 





警察 本 部 








H28.4.11 


H28.5.10 


H28.6.8 





加 
下 、 駐 車場 南側 側 潮 等 


0.06~0. 


11 


0.06~0.10 


0.05~0.10 








江 刺 警察 署 





警察 本 部 











車庫 前 側溝 、 庁 舎 裏 側 駐車 場 、 


財 、 庁 舎 前 駐車 場 等 


H28.5.11 


H28.6.15 





0.03~0. 


05 


0.04~0.05 


0.04~0.05 





一 并 警察 团 





警察 本 部 














百 侧 、 东 侧 、 
数 地 正門 排水 潮 等 











H28.5.23 


H28.6.28 





0.06~0. 


13 


0.06~0.15 


0.06~0.14 








千厩 警察 青 


宮古 児童 相談 所 











警察 本 部 

















員 玄関 付近 雨 樋 、 職 員 用 自 
ほ き 場 裏 、 浄 化 











H28.5.30 


H28.6.29 





0.08 一 0. 


13 


H28.5.2 


0.08~0.13 


H28.6.3 


0.08~0.11 








0.09 


0.09 








療育 セン ター 











グラ ウン ド 、 玄関 前 等 


H28.6.30 





0.02~0.05 


0.02~0.04 





福祉 総合 相談 セン ター 











屋外 運動 場 





H28.5.23 


H28.7.15 





0.04~0. 


05 


0.04~0.05 





いわ て 子ども の 森 














キャ ンプ 場 、 駐 
関 前 等 





H28.4.4 


H28.5.7 


H28.6.17 








H28.7.16 





0.030~0.036 


0.024 て 0.032 


0.024~0.044 


0.028~0.043 
























































5cm、 50cm、 
lm 


野球 場 、 テ ニス コー ト 、 
畑 





H28.4.25 





.02~0.08 


H28.5.12 


H28.7.12 





0.02~0. 


04 


0.02~0.03 




















H28.5.16 


H28.7.15 





0.02~0. 


04 


0.04~0.05 

















H28.5.9 


H28.7.7 





0.03~0. 


06 


0.03~0.05 

















H28.5.20 


H28.7.19 





0.05~0. 


06 


0.04~0.06 


























H28.5.18 











H28.7.15 





0.04 一 0. 


06 


0.03~0.05 























H28.5.10 


H28.7.8 





0.04~0. 


06 


0.03~0.07 




















H28.5.9 


H28.7.7 





0.05~0. 


06 


0.05~0.06 

















H28.5.2 


H28.7.1 





0.06 一 0. 


11 


0.06~0.1 

















H28.5.2 


H28.7.1 





0.05~0. 


09 


0.06~0.08 

















H28.5.25 


H28.7.22 





0.04 一 0. 


08 


0.03~0.06 

















H28.5.25 


H28.7.21 





0.05~0. 


07 


0.05~0.09 


0.06~0.09 


























H28.5.24 


H28.7.21 





ER 


三 | 卫 | 碟 | 巧 | 三 | 


0.06~0. 


09 


0.05~0.08 


0.05~0.08 























に 


























H28.5.26 


H28.7.26 





0.04 一 0. 


06 


0.04~0.06 


0.04~0.07 

















H28.5. 


8 


H28.7.15 





0.09~0.2 


0.09~0.2 

















H28.5. 


2 


H28.7.8 





記 | 天 大 


0.06~0. 


14 


0.07~0.13 

















吕 半 | 站 让 二 | 二 


H28.5. 


8 











H28.7.13 





MM 


0.02~0. 


13 


0.02~0.13 




















H28.5. 


2 





H28.7.11 





0.08 一 0. 


14 


0.07 一 0.18 

















H28.5. 


1 


H28.7.7 





0.06~0. 


13 


0.05~0.09 





出 知 沽 浊 小 温 


站 
可 














H28.5. 


3 


H28.7.11 





0.03~0. 


07 


0.04~0.06 

















H28.5. 


3 


H28.7.13 





0.05~0. 


09 


0.04~0.1 














酒 | 温 

















H28.5. 





8 








H28.7.14 





0.05~0. 


07 


0.05~0.07 




















H28.5.2 


H28.7.1 





0.08~0. 


18 


0.07 一 0.17 

















H28.5.24 


H28.7.22 





0.09~0. 


21 


0.08~0.2 





一 関 工 業 高等 学校 




















H28.5.20 














H28.7.21 





0.07~0. 


12 


0.06~0.17 





花泉 高等 学校 
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H28.5.6 


H28.7.4 








































































































0.08~0.16 





0.08~0. 


16 








0.09~0.19 
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28.8.10 | H28.9.8 | H28.10.11 | H28.11.10 | H28.12.8 | H29.1.16 | H29.2.9 H29.3.8 
0.06~0.10 | 0.05 て 0.10 | 0.05 て 0.10 | 0.06 一 0.10 | 0.05 て 0.10 | 0.05 て 0.09 | 0.05 て 0.09 | 0.06 一 0.11 
28.8.16 | H28.9.15 | H28.10.12 | H28.11.9 | H28.12.14 | H29.1.18 | H29.2.15 | H29.3.13 
0.03 人 一 0.05 | 0.04 一 0.05 | 0.05 一 0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.04 一 0.06 | 0.03 一 0.05 | 0.04 て 0.05 | 0.04 一 0.05 
28.8.26 28.9.20 | H28.10.21 | H28.11.21 | H28.12.22 | H29.1.19 | H29.2.20 | H29.3.17 
0.06~0.15 | 0.06~0.15 | 0.06 一 0.15 | 0.07 一 0.14 | 0.07~0.14 | 0.06 一 0.14 | 0.06~0.14 | 0.07~0.13 
28.8.30 28.9.28 | H28.10.31 | H28.11.30 | H28.12.28 | H29.1.31 | H29.2.28 | H29.3.31 
0.07 一 0.11 10.07 一 0.11 | 0.07 一 0.11 | 0.07 一 0.10 | 0.07 一 0.10 | 0.08~0.09 | 0.08~0.09 | 0.08 一 0.09 
H28.8.8 28.9.15 | H28.10.3 | H28.11.8 | H28.12.1 | H29.1.12 | H29.2.7 H29.3.2 

0.09 0.08 0.08 0.08 0.08 0.09 0.08~0.09 | 0.07 一 0.09 
H28.9.6 | H28.10.26 H28.12.21 H29.2.22 
0.02 て 0.05 | 0.02~0.05 0.03~0.04 0.02~0.05 
28.9.12 H28.11.14 H29.1.18 H29.3.2 
0.04~0.05 0.04 0.04 0.04 
H28.8.8 H28.9.14 | H28.10.9 | H28.11.4 | H28.12.12 | H29.1.4 H29.2.1 H29.3.2 
0.032~0.039|0.032~0.046|0.029~0.038|0.020~0.037 10.020~0.028|0.038~0.045|0.036~0.044|0.023~0.027 
H28.9.25 H28.11.21 H29.2.13 
0.02~0.07 0.03~0.07 0.03~0.07 
H28.8.9 H28.9.9 | H28.10.12 | H28.11.10 | H28.12.8 倒 全 H29.3.13 
0.02~0.04 | 0.02 て 0.04 | 0.02 て 0.04 | 0.02 一 0.03 | 0.02~0.03 0.02~0.04 
H28.8.10 | H28.9.12 | H28.10.13 | H28.11.11 | H28.12.9 全 三 H29.3.13 
0.03~0.05 | 0.03 て 0.04 | 0.02 一 0.03 | 0.02~0.04 | 0.02 て 0.03 一 0.02~0.05 
H28.8.2 H28.9.6 | H28.10.6 | H28.11.7 | H28.12.5 三 二 H29.3.6 
0.05~0.07 | 0.03 一 0.06 | 0.03~0.05 | 0.04 て 0.05 | 0.04 一 0.06 二 二 0.04~0.06 
H28.8.19 | H28.9.20 | H28.10.19 | H28.11.16 | H28.12.15 室 二 H29.3.16 
0.04~0.05 | 0.04 一 0.05 | 0.04 一 0.06 | 0.04 一 0.05 | 0.04~0.05 0.04 一 0.06 
H28.8.17 | H28.9.15 | H28.10.14 | H28.11.14 | H28.12.12 三 宇 H29.3.14 
0.03~0.05 | 0.04 一 0.05 | 0.04 一 0.06 | 0.04 一 0.05 | 0.03~0.05 和 詞 0.02~0.06 
H28.8.4 H28.9.7 | H28.10.7 | H28.11.8 | H28.12.7 上 三 H29.3.10 
0.03~0.07 | 0.05~0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.03 て 0.06 | 0.02~0.06 一 0.05~0.06 
H28.8.3 H28.9.6 | H28.10.6 | H28.11.7 | H28.12.5 倒 倒 H29.3.6 
0.04~0.05 | 0.05~0.05 | 0.05~0.05 10.04~0.05 |0.04~0.05 全 全 0.05 一 0.06 
H28.8.1 H28.9.1 H28.10.3 | H28.11.1 | H28.12.2 主 三 H29.3.2 
0.06~0.1 | 0.06~0.09 | 0.05 て 0.09| 0.06~0.1 | 0.06 一 0.1 一 二 0.05~0.09 
H28.8.2 H28.9.2 | H28.10.4 | H28.11.1 | H28.12.2 = 三 H29.3.2 
0.05~0.1 | 0.05 一 0.1 | 0.05 て 0.0810.05 て 0.08 10.04 一 0.07 EE 0.04~0.07 
H28.8.24 | H28.9.23 | H28.10.26 | H28.11.21 | H28.12.21 二 和 H29.3.22 
0.03~0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.03~0.06 | 0.03~0.06 一 gs 0.03~0.07 
H28.8.23 | H28.9.21 | H28.10.25 | H28.11.21 | H28.12.20 等 有 H29.3.22 
0.06~0.07 | 0.05 て 0.08 | 0.05 一 0.07 | 0.05~0.08 | 0.05 一 0.07 全 全 0.05~0.07 
H28.8.22 | H28.9.21 | H28.10.24 | H28.11.18 | H28.12.19 護 > H29.3.21 
0.05~0.07 | 0.05 一 0.07 | 0.05 一 0.07 | 0.05~0.08 | 0.05 一 0.07 本 二 0.05~0.07 
H28.8.25 | H28.9.27 | H28.10.27 | H28.11.22 | H28.12.26 三 H29.3.24 
0.04 一 0.07 | 0.04 一 0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.04 一 0.06 | 0.05~0.05 0.04~0.05 
H28.8.18 | H28.9.15 | H28.10.18 | H28.11.17 | H28.12.15 和合 H29.3.15 
0.08~0.19 | 0.08 一 0.19 | 0.09 一 0.18 | 0.09~0.18 | 0.09~0.18 一 0.07~0.19 
28.8.5 H28.9.8 | H28.10.11 | H28.11.9 | H28.12.7 三 = H29.3.8 
0.07~0.12 | 0.07~0.14 | 0.06~0.13 | 0.08~0.12 | 0.06~0.14 和 0.07 一 0.14 
H28.8.10 | H28.9.14 | H28.10.17 | H28.11.15 | H28.12.13 注 党 H29.3.13 
0.08 一 0.13 | 0.08 一 0.12 | 0.08 一 0.14 | 0.08 一 0.14 | 0.08 一 0.13 as 四 0.08~0.15 
28.8.8 H28.9.8 | H28.10.12 | H28.11.10 | H28.12.9 ー 登 H29.3.9 
0.07 一 0.14 | 0.07 一 0.13 | 0.09~0.13 | 0.06~0.1 | 0.07 一 0.13 人 0.07 一 0.16 
28.8.4 H28.9.7 | H28.10.7 | H28.11.8 | H28.12.7 和 呈 H29.3.7 
0.06~0.11 | 0.05 一 0.11 | 0.05 一 0.11 | 0.06~0.1 | 0.05~0.1 一 0.08 一 0.14 
28.8.9 H28.9.9 | H28.10.13 | H28.11.11 | H28.12.9 党 三 H29.3.10 
0.04~0.05 | 0.04 一 0.06 | 0.05 て 0.08| 0.05~0.1 | 0.03 て 0.07 全 = 0.04~0.08 
28.8.9 H28.9.12 28.10.14 | H28.11.14 | H28.12.12 全 H29.3.10 
0.04~0.1 | 0.04 一 0.1 | 0.04 一 0.1 | 0.04~0.1 | 0.04~0.1 人 人 0.05~0.09 
H28.8.17 | H28.9.15 28.10.17 | H28.11.15 | H28.12.13 二 E H29.3.14 
0.05~0.07 | 0.05~0.07 | 0.05 一 0.07 | 0.05 一 0.07 | 0.05~0.07 人 0.05~0.06 
28.8.1 H28.9.1 H28.10.3 | H28.11.1 | H28.12.1 翌 和 H29.3.1 
0.06~0.15 | 0.06 一 0.18 | 0.06 一 0.14 | 0.06 一 0.17 | 0.06 一 0.15 一 0.08~0.19 
H28.8.24 | H28.9.26 | H28.10.25 | H28.11.24 | H28.12.21 = 三 H29.3.23 
0.1~0.2 | 0.06 一 0.17 | 0.09~0.21 | 0.08~0.2 | 0.09 て 0.2 和 呈 0.11 一 0.23 
H28.8.23 | H28.9.16 | H28.10.21 | H28.11.22 | H28.12.20 本 三 H29.3.21 
0.08 一 0.12 | 0.07 一 0.16 | 0.06 一 0.14 | 0.06 一 0.15 | 0.09 て 0.15 一 0.02~0.1 
H28.8.2 H28.9.2 | H28.10.4 | H28.11.2 | H28.12.2 三 倒 H29.3.2 
0.11 て 0.19 | 0.09 一 0.19 | 0.09 一 0.19| 0.09 て 0.2 | 0.1 一 0.18 和 0.1~>0.2 











4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 (年 5 回 以上 測定 し て いる 施 





設 ) 


























一 関 市 回 校 庭 、 雨 串 洲 等 | .4. H28.5.10 | H28.6.6 H28.7.6 
事 温 : .11 | 0.07 一 0.12 | 0.05~0.11 10.06~0.11 
一 関 市 A 回 年 、 十 ] 潮 等 | .4.22 H28.5.9 H28.6.3 H28.7.5 


0.05~0.14 | 0.06 一 0.14 | 0.05 一 0.14 














陸前 高 

















H28.5.9 H28.6.7 H28.7.5 

















0.04~0.07 | 0.04~0.07 10.04 一 0.07 











大 船渡 市 H28.5.13 | H28.6.9 H28.7.8 





0.05~0.09 | 0.05 て 0.09 | 0.05~0.09 














大 船渡 東 高等 学校 大 船渡 市 H28.5.24 | H28.6.27 | H28.7.20 





0.06 一 0.12 | 0.06~0.12 | 0.06 一 0.12 
































H28.5.18 | H28.6.14 | H28.7.12 








] 四 











0.06~0.09 | 0.06~0.09 | 0.06~0.09 











H28.5.18 | H28.6.16 | H28.7.12 





0.06 一 0.14 | 0.06 一 0.11 | 0.06 一 0.11 











H28.5.9 H28.6.9 H28.7.7 





0.06 一 0.11| 0.06 一 0.1 | 0.06 一 0.11 
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H28.5.24 | H28.6.14 | H28.7.21 





0.07 一 0.1 | 0.08 一 0.12 | 0.04 一 0.08 

















SSE ES 




















H28.5.17 | H28.6.14 | H28.7.12 











| | TD 机 也 机 下 机 也 机 ul 机 il 中 | 幅员 


出 
1d 

浴 
の 


.08 一 0.1 |0.07 一 0.11 | 0.07 一 0.09 

















H28.5.23 | H28.6.16 | H28.7.20 





0.04~0.05 | 0.04 一 0.05 | 0.04 一 0.05 




















H28.5.19 | H28.6.20 | H28.7.20 





0.07 一 0.23| 0.07~0.3 | 0.06 一 0.27 











H28.5.25 | H28.6.27 | H28.7.25 








0.05~0.2 | 0.04 一 0.17 | 0.04 一 0.21 

















H28.5.25 | H28.6.27 | H28.7.25 














0.08 一 0.13 | 0.08~0.13 | 0.07 一 0.13 

















H28.5.17 | H28.6.14 | H28.7.20 





0.06~0.18 | 0.06 一 0.18 | 0.06 一 0.16 














H28.5.27 | H28.6.28 | H28.7.29 





0.08~0.09 | 0.07 一 0.09 | 0.06~0.07 














H28.5.19 | H28.6.15 | H28.7.19 





0.03~0.05 10.03 一 0.0610.03 一 0.05 














H28.5.16 | H28.6.10 | H28.7.13 





0.03~0.07 | 0.04~0.05 10.04 一 0.05 














H28.5.20 | H28.6.16 | H28.7.20 








0.04~0.06 | 0.03~0.05 | 0.03~0.05 




















H28.5.2 H28.6.1 H28.7.4 








0.03~0.08 | 0.03 一 0.05 | 0.03~0.07 























H28.5.19 | H28.6.16 | H28.7.13 





0.03~0.04 | 0.04~0.06 | 0.03~0.04 














H28.5.10 | H28.6.6 H28.7.7 





0.03~0.06 | 0.03 一 0.05 | 0.03~0.06 

















H28.5.18 | H28.6.14 | H28.7.15 





0.03~0.05 | 0.04 一 0.06 | 0.03 一 0.05 























H28.5.24 | H28.6.20 | H28.7.22 





0.06~0.1 | 0.04 一 0.07| 0.06 一 0.1 









































た H28.5.11 H28.6.7 H28.7.8 
0.04 一 0.06 | 0.04 一 0.06 | 0.04 一 0.07 
に H28.5.13 | H28.6.9 H28.7.12 











押 苗 粗 理 再 苗 遇 式 | 投 字 
剖 鹿 吾 鹿 剃 鹿 問 詳 聞 


間 
了 
浴 


0.03~0.06 | 0.02 一 0.05 | 0.03~0.05 




















H28.5.25 | H28.6.21 | H28.7.26 





町 
W 
o 
る 
に 
ら 
ら 
1 
o 
ら 
> 
0 
ご 
ら 
に 


0.04~0.05 


























0.05~0.09| 0.04~0.08 | 0.04 一 0.07 














0.03~0.04 | 0.02~0.02 | 0.02~0.04 




















RR 


0.04~0.06 


な 
つの 
ご 
に 
( 
ol 
ら 
宁 
つの 
= 
mn 
4 
© 
© 
に 2) 


























つの 
© 
宁 
© 
[= 
© 
= 
© 
宁 
© 
© 
% 
つの 
ご 
= 
4 
© 
| 
に 2) 

























































































































































































































































































0.05~0.11 | 0.04~0.12 | 0.04~0.12 
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H28.8.4 H28.9.7 | H28.10.6 | H28.11.7 | H28.12.6 二 H29.3.7 
0.06 一 0.09 |0.05 一 0.14 | 0.06 一 0.1 | 0.05 一 0.12 | 0.06 一 0.11 = 0.08~0.17 
H28.8.3 H28.9.6 | H28.10.6 | H28.11.4 | H28.12.5 生 H29.3.6 
0.06 一 0.13 | 0.06 一 0.14 | 0.05 一 0.13 | 0.07 一 0.14 | 0.06 一 0.13 本 0.06~0.13 
H28.8.9 H28.9.7 | H28.10.3 | H28.11.7 | H28.12.7 上 H29.3.6 
0.04 一 0.06 | 0.04 一 0.05 | 0.04 一 0.08 | 0.04 一 0.08 | 0.03~0.07 倒 0.05~0.08 
H28.8.4 H28.9.8 | H28.10.6 28.11.10 | H28.12.8 H29.3.9 
0.06~0.08 | 0.05 一 0.07 | 0.05 て 0.09| 0.05 一 0.1 | 0.05 一 0.09 三 0.05~0.08 
28.8.23 | H28.9.27 | H28.10.26 | H28.11.24 | H28.12.21 ge H29.3.23 
0.05~0.12 | 0.06 一 0.12 | 0.06 一 0.13 | 0.06 一 0.15 | 0.06 一 0.14 三 0.05~0.14 
28.8.19 | H28.9.15 | H28.10.14 | H28.11.17 | H28.12.15 全 H29.3.27 
0.06~0.08 | 0.06 一 0.08 | 0.06 一 0.07 | 0.06 一 0.08 | 0.07~0.08 倒 0.06~0.09 
28.8.10 | H28.9.13 | H28.10.12 | H28.11.15 | H28.12.13 ee H29.3.14 
0.05~0.11 | 0.06 一 0.1 | 0.06 一 0.12 | 0.06 一 0.11 | 0.06 一 0.12 二 0.06~0.11 
H28.8.9 H28.9.7 | H28.10.6 | H28.11.8 | H28.12.8 H29.3.6 
0.06 一 0.1 | 0.06 一 0.1 | 0.06 一 0.11 | 0.06~0.11 | 0.06~0.1 国 0.06~0.1 
28.8.24 | H28.9.15 | H28.10.25 | H28.11.24 | H28.12.20 gs H29.3.23 
0.05~0.07 | 0.05~0.09 | 0.07 一 0.09 | 0.07~0.11 | 0.03 て 0.06 二 0.06~0.09 
28.8.19 | H28.9.13 | H28.10.12 | H28.11.15 | H28.12.13 H29.3.8 
0.06~0.09| 0.07~0.1 | 0.07~0.1 | 0.06~0.1. | 0.07~0.1 法 0.08~0.1 
28.8.19 | H28.9.20 | H28.10.21 | H28.11.17 | H28.12.16 上 H29.3.17 
0.04~0.05 | 0.03 一 0.05 | 0.04 一 0.05 | 0.03 一 0.05 | 0.04~0.05 倒 0.03~0.05 
28.8.22 | H28.9.16 | H28.10.20 | H28.11.18 | H28.12.19 H29.3.17 
0.06 一 0.36 | 0.08 一 0.22 | 0.07~0.21 | 0.06 一 0.21 | 0.06 一 0.19 三 0.09~0.2 
28.8.26 | H28.9.27 | H28.10.26 | H28.11.25 | H28.12.22 H29.3.27 
0.04 一 0.17 | 0.05~0.17 | 0.04 一 0.18 | 0.04 て 0.19 | 0.04 て 0.19 馬 0.06~0.24 
28.8.26 | H28.9.28 | H28.10.26 | H28.11.25 | H28.12.22 全 H29.3.28 
0.07 一 0.1 | 0.08 一 0.111 0.05 一 0.11 | 0.06 一 0.11 | 0.05 て 0.11 0.08~0.17 
28.8.23 | H28.9.14 | H28.10.12 | H28.11.16 | H28.12.13 H29.3.1 
0.06~0.17 | 0.05~0.14 | 0.06 一 0.17 10.06 一 0.2110.06 一 0.17 三 0.06~0.19 
28.8.31 | H28.9.29 | H28.10.27 | H28.11.29 | H28.12.22 詩 H29.3.17 
0.07 一 0.09 | 0.06 一 0.07 | 0.07 一 0.08 | 0.07 一 0.09 | 0.07 一 0.08 党 0.06~0.09 
28.8.22 | H28.9.20 | H28.10.19 | H28.11.17 | H28.12.16 5 一 

0.03~0.05 | 0.03~0.06 | 0.04 一 0.0610.03 一 0.0510.03 一 0.05 滞 全 
28.8.17 | H28.9.14 | H28.10.14 | H28.11.14 | H28.12.13 全 全 
0.04~0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.04 一 0.06 1 0.04~0.05 |0.05~0.07 二 
28.8.23 | H28.9.21 | H28.10.20 | H28.11.18 | H28.12.19 店 
0.04~0.06 | 0.04 一 0.06 | 0.04 一 0.06 | 0.03~0.04 | 0.04~0.06 二 二 
H28.8.2 H28.9.5 | H28.10.4 | H28.11.2 | H28.12.2 
0.04~0.08 | 0.03 一 0.06 | 0.03 一 0.07 | 0.02~0.06 | 0.05~0.06 和 蘭 
28.8.22 | H28.9.15 | H28.10.14 | H28.11.16 | H28.12.15 5 一 
0.02~0.04 | 0.03~0.04 | 0.02 て 0.04 | 0.03 一 0.06 10.02 一 0.04 二 室 
H28.8.5 H28.9.8 | H28.10.7 | H28.11.8 | H28.12.7 和 二 
0.03~0.06 | 0.03 一 0.07 | 0.03 一 0.06 | 0.03~0.05 | 0.03~0.06 全 全 
28.8.19 | H28.9.16 | H28.10.18 | H28.11.16 | H28.12.15 EE 守 
0.04~0.05 | 0.03 一 0.05 | 0.03 一 0.05 | 0.04 一 0.06 | 0.03~0.05 三 等 
28.8.25 | H28.9.26 | H28.10.24 | H28.11.24 | H28.12.21 
0.06~0.1 | 0.05~0.09 | 0.05~0.1 | 0.04 一 0.07| 0.06 一 0.09 倒 党 
H28.8.8 H28.9.9 | H28.10.11 | H28.11.9 | H28.12.9 gm gs 
0.05~0.07 | 0.05 一 0.07 | 0.04 一 0.06 | 0.05~0.06 | 0.05~0.07 倒 国 
28.8.10 | H28.9.13 | H28.10.12 | H28.11.11 | H28.12.12 和 
0.02~0.06 | 0.02 一 0.07 | 0.02 一 0.06 | 0.02 一 0.0510.03 一 0.05 二 党 
28.8.29 | H28.9.27 | H28.10.25 | H28.11.25 | H28.12.26 人 
0.04~0.08 | 0.05 一 0.07 | 0.04 一 0.07|0.05 一 0.06 | 0.04~0.07 二 主 
28.8.31 | H28.9.30 | H28.10.28 | H28.11.29 | H28.12.28 
0.04~0.07 | 0.04~0.07 | 0.03 一 0.08 | 0.04 一 0.08 | 0.04 一 0.07 党 等 
28.8.26 | H28.9.27 | H28.10.25 | H28.11.25 | H28.12.22 as 一 
0.02~0.04 | 0.03~0.04 | 0.03~0.0410.02~0.03 | 0.03~0.04 三 
28.8.23 | H28.9.16 | H28.10.17 | H28.11.18 | H28.12.16 全 
0.04 一 0.06 | 0.04 一 0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.07~0.09 | 0.05~0.06 本 呈 
28.8.18 | H28.9.12 | H28.10.11 | H28.11.14 | H28.12.12 H29.3.7 
0.06~0.08 | 0.06 一 0.09 | 0.06 一 0.08 | 0.07~0.08 | 0.05~0.08 侍 0.07~0.09 
28.8.26 | H28.9.21 | H28.10.18 | H28.11.22 | H28.12.20 和 H29.3.16 
0.06 一 0.07 | 0.06 一 0.08 | 0.06 一 0.08 | 0.06 一 0.07 | 0.06 一 0.08 这 0.06~0.08 
28.8.22 | H28.9.14 | H28.10.13 | H28.11.16 | H28.12.14 gs H29.3.10 
0.05~0.07 | 0.05~0.07 | 0.05 一 0.07 | 0.05 一 0.07 | 0.05~0.07 呈 0.05~0.07 
28.8.23 | H28.9.15 | H28.10.14 | H28.11.17 | H28.12.15 講 H29.3.13 
0.04 一 0.07 10.04 一 0.06 | 0.04 一 0.08 | 0.04 一 0.07 | 0.04~0.07 和 0.04~0.07 
28.8.24 | H28.9.16 28.10.14 | H28.11.18 | H28.12.16 上 H29.3.14 
0.05~0.11 | 0.06 一 0.11| 0.05~0.1 | 0.06 一 0.1 | 0.06~0.1 0.05~0.1 
28.8.29 | H28.9.26 28.10.19 | H28.11.24 | H28.12.21 和 H29.3.17 
0.06 一 0.12 | 0.04 一 0.11 | 0.04 一 0.11 | 0.04 一 0.11 | 0.04 一 0.11 等 0.04 一 0.11 
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4 県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 (年 5 回 以上 測定 し て いる 施 














H28.4.6 


H28.5.16 


H28.6.3 


H28.7.8 





0.07 一 0.1 


0.07 一 0.09 


0.07 一 0.1 


0.07 一 0.09 














H28.4.6 


H28.5.16 


H28.6.3 


H28.7.8 





0.08 一 0.09 


0.08 一 0.09 


0.08 一 0.09 


0.08 一 0.09 











H28.4.11 


H28.5.17 


H28.6.6 


H28.7.8 





0.06 一 0.09 


0.03 一 0.05 


0.03 一 0.05 


0.03~0.05 














H28.4.1 


H28.5.9 


H28.6.2 


H28.7.5 





0.06 一 0.11 


0.07 一 0.09 


0.05~0.1 


0.06~0.1 














H28.4.13 


H28.5.18 


H28.6.6 


H28.7.11 





0.04 一 0.07 


0.04~0.06 


0.04~0.07 


0.04~0.06 











H28.4.18 





H28.5.19 


H28.6.7 


H28.7.13 





0.04~0.06 


0.05~0.06 


0.05~0.06 


0.04~0.06 




















H28.4.19 


H28.5.23 


H28.6.8 


H28.7.14 





0.03 一 0.05 


0.03 一 0.05 


0.03 一 0.05 


0.03~0.05 














H28.4.20 


H28.5.24 


H28.6.8 


H28.7.15 





0.04~0.06 


0.04~0.06 


0.04~0.07 


0.04~0.06 














H28.4.21 


H28.5.25 








H28.6.9 


H28.7.20 








0.04~0.07 


0.03~0.07 


0.04~0.07 


0.03~0.07 

















H28.4.22 


H28.5.26 


H28.6.14 


H28.7.21 





0.03~0.05 


0.03~0.04 


0.04~0.05 


0.03~0.04 











H28.4.22 


H28.5.26 


H28.6.15 


H28.7.21 





0.02~0.05 


0.02~0.04 


0.02~0.04 


0.02~0.04 








司 视觉 支援 学 校 














H28.4.14 








H28.5.17 


H28.6.13 








H28.7.14 





0.04~0.05 


0.05~0.07 


0.05~0.06 


0.06~0.08 








随 觉 支援 学 校 








H28.4.5 


H28.5.9 


H28.6.3 


H28.7.5 





0.02~0.05 


0.03~0.05 


0.03~0.05 


0.04~0.05 








大 岡 と な ん 支援 学校 











H28.4.5 


H28.5.6 


H28.6.2 





0.04 一 0.06 


0.04~0.06 


0.03~0.05 








盛岡 青松 支援 学校 








H28.4.20 


H28.5.23 


H28.6.17 





0.04~0.06 


0.04~0.06 


0.03~0.05 








盛岡 峰 南 高等 支援 学校 








H28.4.11 


H28.5.12 


H28.6.8 





0.03~0.06 


0.02~0.06 


0.03~0.05 








鹿 岡 みた け 支 援 学校 








H28.4.12 


H28.5.17 


H28.6.13 





0.03~0.07 


0.04~0.06 


0.03~0.05 








厨 み た け 支 援 学校 














H28.4.12 


H28.5.16 


H28.6.13 





0.04~0.05 





0.04~0.06 


0.04~0.06 

















大岡 みた け 支 援 学校 








H28.4.28 


H28.5.27 





H28.6.17 





0.05~0.06 


0.05~0.06 


0.05~0.05 





惠风 支援 学 校 








H28.4.20 


H28.5.23 








H28.6.21 





0.08 一 0.11 


0.07 一 0.09 


0.06 一 0.1 








慈 拓 陽 支援 学校 
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H28.4.12 








H28.5.18 


H28.6.6 































































































0.06 一 0.08 





0.06 一 0.08 





0.05 一 0.09 





0.07 一 0.08 











県 有 施 設 の 放射 線量 測定 状況 莉 








測定 値 上 


位 : ug Sv/h 


























































































































































































































































































































H28.8.3 H28.9.2 | 測定 不 ョ H28.11.7 | H28.12.5 熏 H29.3.8 
0.07 一 0.09|0.07 一 0.09 0.07 一 0.09 0.08 一 0.09 = 0.08~0.09 
H28.8.3 H28.9.2 | 測定 不 ョ H28.11.7 | H28.12.5 生 H29.3.8 
0.07 一 0.09| 0.07 一 0.1 0.08 一 0.09 | 0.07 一 0.09 0.08 一 0.09 
H28.8.3 H28.9.5 H28.10.4 | H28.11.8 | H28.12.5 上 H29.3.9 
0.03~0.05 | 0.03 一 0.05 | 0.03~0.05 | 0.06 一 0.09 | 0.05 一 0.09 倒 0.03~0.05 
H28.8.1 H28.9.1 H28.10.3 | H28.11.2 | H28.12.1 H29.3.2 
0.05~0.1 | 0.06~0.09 10.06~0.09| 0.05~0.1 | 0.04 一 0.09 三 0.05~0.08 
H28.8.4 H28.9.7 H28.10.5 | H28.11.9 | H28.12.7 ge H29.3.13 
0.04 一 0.07 | 0.05 一 0.07 | 0.04 一 0.07 | 0.04 一 0.07 | 0.04 て 0.08 三 0.04 一 0.06 
H28.8.5 H28.9.12 | H28.10.6 28.11.14 | H28.12.8 全 H29.3.15 
0.04 一 0.06 | 0.04 一 0.06 | 0.04 一 0.06| 0.06 一 0.1 | 0.06 一 0.09 倒 0.03~0.04 
H28.8.5 H28.9.13 | H28.10.7 28.11.15 | H28.12.12 Re H29.3.16 
0.03~0.05 | 0.03~0.04 | 0.03 て 0.05 | 0.05 一 0.08 | 0.04 て 0.07 二 0.02~0.04 
H28.8.9 H28.9.14 | H28.10.11 | H28.11.16 | H28.12.12 H29.3.17 
0.04~0.08 | 0.04 一 0.05 | 0.04 一 0.06 | 0.05 一 0.08 | 0.05~0.07 守 0.03~0.06 
H28.8.9 H28.9.15 | H28.10.12 | H28.11.17 | H28.12.13 gm H29.3.21 
0.04 一 0.07 | 0.04 一 0.07 | 0.03~0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.04 一 0.07 二 0.03~0.06 
28.8.15 28.9.16 | H28.10.19 | H28.11.18 | H28.12.14 和 H29.3.22 
0.04~0.05 | 0.02 一 0.04 | 0.03~0.05 | 0.03~0.05 | 0.03 一 0.05 二 0.04~0.04 
28.8.19 | H28.9.16 | H28.10.20 | H28.11.18 | H28.12.14 上 H29.3.22 
0.02~0.05 | 0.04 一 0.05 | 0.03 一 0.06 | 0.03 て 0.06 | 0.02 一 0.07 倒 0.02~0.05 
28.8.18 | H28.9.15 | H28.10.17 | H28.11.15 | H28.12.14 

0.05~0.07 | 0.05~0.08 | 0.06 一 0.08 | 0.05~0.06 | 0.05~0.08 三 村 
H28.8.4 H28.9.7 | H28.10.5 | H28.11.7 | H28.12.5 一 
0.03~0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.03 一 0.05 | 0.02~0.04 | 0.03~0.06 = 涯 
H28.8.3 H28.9.6 | H28.10.5 | H28.11.4 | H28.12.5 全 二 
0.03~0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.04 一 0.06 1 0.03~0.05 | 0.04 て 0.06 学 
28.8.24 | H28.9.23 | H28.10.21 | H28.11.21 | H28.12.20 店 計 
0.04 一 0.07 | 0.04 一 0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.03~0.05 | 0.04~0.06 宇 生 
H28.8.9 H28.9.12 | H28.10.12 | H28.11.10 | H28.12.8 洋 
0.03~0.06 | 0.03~0.07 | 0.03 一 0.05 | 0.02~0.05 | 0.03~0.06 党 研 
28.8.17 | H28.9.13 | H28.10.12 | H28.11.15 | H28.12.13 am 一 
0.04~0.05 | 0.04 一 0.05 | 0.04 一 0.06 | 0.03 一 0.06 | 0.04 一 0.06 倒 二 
28.8.17 | H28.9.13 | H28.10.12 | H28.11.15 | H28.12.13 全 
0.04~0.08 | 0.05~0.05 | 0.05~0.06 | 0.04 一 0.06 | 0.05 一 0.06 
28.8.18 | H28.9.21 | H28.10.21 | H28.11.21 | H28.12.15 二 H29.3.24 
0.05~0.06 | 0.05 一 0.06 | 0.04 一 0.06 | 0.05~0.05 | 0.05 一 0.06 = 0.04~0.05 
28.8.25 | H28.9.20 | H28.10.17 | H28.11.21 | H28.12.19 和 H29.3.15 
0.07 一 0.1 | 0.07 一 0.1 | 0.07 一 0.1 | 0.07 一 0.1 | 0.07~0.1 和 0.08~0.09 
H28.8.4 H28.9.7 | H28.10.5 | H28.11.9 | H28.12.6 H29.3.13 
0.07 一 0.0910.07 一 0.0910.07 一 0.0810.07 一 0.0910.07 一 0.11 = 0.06~0.09 
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5 出荷 制限 等 状況 一 覧 


( 国 出荷 制限 指示 、 継 続 中 の も の ) 


(平成 29 年 3 月 


上 


31 日 现在 ) 







































































































































































































































































































































































































































































































































































品目 的 対象 地域 等 
肉 年 H23. 8. 1 | 岩手 県 全域 ※ H23.8.25 に 制限 の 一 部 解除 
シカ H24. 7.26 | 岩手 県 全域 
野生 鳥獣 肉 | クマ H24. 9.10 | 岩手 県 全域 
ヤマ ドリ H24.10.22 | 岩手 県 全域 
H24. 4.13 | 陸前 高田 市 、 住 田町 ※H27.4.10 に 制限 の 一 部 解除 ] 
H24. 4.20 | 大 船渡 市 ※H27.4.10 に 制限 の 一 部 解除 |] 
本 | 
原木 生 し いた け ( 露 地 ) 有 NN NM USN | 
全 釜 且 市 、 典 州 市 ※H28.1.25 に 制限 の 一 部 解除 ] 
花巻 市 、 北 上 市 、 山 田町 ※H26.10.7 に 制限 の 一 部 解除 | 
H24. 5. 7 | 遠野 市 ※H27.4.10 に 制限 の 一 部 解除 |] 
金ケ崎 町 ※H27.7.17 に 制限 の 一 部 解除 
去 四 = H24. 10. 18 | 大 船 波 市 、 釜 右 市 1 、、 | 
ー 原木 な めこ (露地) H24.10.23 | 陆 前 高 田 市 
H24.11. 2 | 一 関 市 、 奥 州 市 
原木 くり た け ( 露 地 ) H24.11. 2 関 市 、 奥 州 市 
H24.10.11 | 一 関 市 、 陸 前 高田 市 、 平 泉町 
還 H24.10.16 | 釜 右 市 
野生 きのこ 類 H24 10.18 | 奥州 市 本 
の H24.10.29 | 大 船渡 市 、 金 ケ 崎 町 
网 B24.11. 7 | 遠野 市 xx ェ =Oy※ キ kt(tk ヶ ml 
H25.10. 9 | 住田 町 
| 人 
于 人 
限 IO 生生 和み 本 
の El 
示 ュ シ アブ ラ 124 5.18 | 住 町 
H25. 5. 9 | 北上 市 
H25. 5.16 | 遠野 市 | 
H27. 5.12 | 一 関 市 
山菜 類 ゼン マイ H24. 5.16 の 関 市 、 奥 州 市 生 語 滞 滞 ココ ココ らら ココ と ンコ ニコ と らら 
H24. 5.18 | 住田 町 
H24. 5.16 | 陸前 高田 市 、 奥 州 市 
= H25. 5.17 | 一 関 市 
ワラ ビ ( 野 生 ) 委細 
H26. 5. 7 | 金 右 市 で 7 
セリ (野生 ) H24. 5.30 | 奥州 市 
a a ee 
H25. 4.30 | 陸前 高田 市 ( 旧 矢 作 村 、 旧 横田 村 の 区 域 に 限る ) 
三陸 南部 沖 海域 (岩手 県 宮城 県 境界 正 東 線 か ら 宮 城 県 福島 県 
、 6 境界 正 東 線 まで の 海 二 
本 1 6 | 上 疫 導 で 取 され た クロ ダイ か ら 基 を 人 する 
放射 性 セシウム が 検出 され た こと に よる 。 
内 水面 魚 種 | イワ ナ H24. 5. 8 | 砂鉄 















































100 














出荷 制限 等 状況 一 覧 (県 出荷 自粛 要請 、 継 続 中 の も の ) (平成 29 年 3 月 31 日 現在 ) 
































































































































































































































原木 ひら た け ( 露 地 ) H24.10.18 | 奥州 市 
きのこ 原木 ぶな は り た け ( 赴 地 ) | H24.10.31 | 一 関 市 
原木 ゆき た け ( 霞 地 ) H24.11.21 | 一 関 市 
大 船渡 市 、 花 巻 市 、 一 関 市 、 金 石 市 、 奥 州 市 、 住 田町 、 
県 ーー _ 乾 し いた け H24. 5.23 天 酷 町 
| H24. 5.30 | 北上 市 、 遠 野市 、 際 前 高田 市 、 金 ケ 崎 町 、 山 田町 
名 | 各 [LU | | | 
る XXH23 年 大 H24. 2.14 | 大 船渡 市 、 一 関 市 、 奥 州 市 、 平 泉町 
出 コ ゴ ミ (野生 ) H25. 4.26 | 陸前 高田 市 
衍 プ 年 ] 二 2 
山菜 類 人 有 5. 11 関 市 
肃 ミズ (野生 ) H24. 5.16 | 一 関 市 
要 サン ショ ツウ (野生 ) H24. 7.13 | 奥州 市 
请 ・ 万 岡市 (玉山 区 、 旧 人 築 川村 の 一 部 ) 、 大 船渡 市 、 花 巻 市 (大 追 南 東部 ) 、 
遠野 市 (北西 部 、 北 東部 、 南 部 ) 、 一 関 市 、 陸 前 高田 市 (南部 、 矢 作 ) 、 釜 
その 他 牧草 ee 滝沢 市 (東部 ) 、 金 ケ 崎 町 、 平 泉町 、 住 田町 、 大 植 町 ( 南 
・ 牧 草 の 戸 別 調査 結果 で 飼料 の 暫定 許容 値 を 超過 し た 農家 
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6 放射 線 影 響 対策 関係 事業 一 覧 (平成 28 年 度 、 平 成 29 年 度 ) 


* 考 及 考 圭 着 感 賠 


ン 


尊 寺 


Ph 号 め 、 本 県 独自 に 告 等 の 3 測定 調査 
DU : 環 前 モモ am ws 星 競走 
ニタ リン グ 強 化 費 を 含 環境 生活 部 21.758 29.4291 実 施し 県 民 等 へ 情報 提供 する こと に より 、 安 心 ・ 安 
SN ) 全 に 資す る も の 

工業 用 水 及び 脱水 汚泥 の 放射 性 物質 濃度 測定 を 


ER 県 立 学校 に お ける 空間 線量 率 の 測定 、 学校 給食 食 
人 人 | 人 | 27 828| 村 等 放射 性 物 搬 灌 度 四 测定 走行 5 世 记 


市 町 村 に よる 円 滑 な 除 染 を 推進 する た め 、 除 楽 等 に 
要する 費用 に つい て 補助 する と と も に 、 県 民 に 対し 
3,470 3.4701 て 放射 線 に 対す る 理解 を 深め る た め 基 礎 知 識 を 普 
及 啓 発する も の 


放射 性 物質 に 汚染 され た 道路 側溝 汚泥 の 処理 を 推 
進 する た め 、 重 点 調査 地域 に 指定 され た 県 南 3 市 町 
加 が 道路 側溝 汚泥 の 一 時 保管 施設 を 設置 する 場合 
処理 円 滑 化 事業 費 人 "| て 一 部 を 支援 する も の 


食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 する た め に 、 食品 の 放射 性 物 
Eu 環境 生活 部 4793 質 検 栓 を 実施 し 、 より 多く の 情報 を 県 民 に 発信 する 
の 


加 に JI で や る 現在 、 出荷 制限 指 


放 身 線 対策 費 (H23: 放 | sw。 
射 能 计策 费 ) 环境 生活 部 


事業 費 ( 必 多 B 和信 検査 を 実施 する も の 


大 、 欧 力 向 上 及び 新た な 購 員 層 の 開拓 に つなげ る 
及び 新た な 購買 層 の 開拓 に つなげ 

いわ て の 食 と 工芸 魅力 | 商工 労働 観 

拡大 事業 費 光 部 34,418 38,795| 取 組 を 実施 する も の 


消 な 輸出 に 資す る た め 、 証 明 書 の 迅速 発行 が 
生産 地 証 明 等 発行 事業 | 商工 芝 人 和 i | | 発行 手続 専門 の 期限 付 臣 時 職 
費 員 を 配置 する も の 


原発 事故 に 伴う 放射 性 物質 の 拡散 に より 、 出 荷 制 
人 | 攻 术 未 区 


や 風評 等 の 被害 を 受け た 農業 者 に 対し 、 農 業 経 
必要 な 運転 資金 を 円 滑 に 供給 する た め 、 
上 用 農業 協同 組合 連合 会 及び 農業 協同 組 
安全 安心 な 県 産 牛 肉 の 供給 体制 を 確立 する た め 、 
県 産生 内 安全 安心 確立 に する 
県 安全 安心 確立 羡 に 係る 経 7 に 、 県 産生 に ※ 消 
紧急 计策 事业 费 农林 水 产 部 63,083 63.594| 知 者 の 不安 等 を 解消 する た め 風 評 被害 防止 対策 を 
実施 する も の 
放射 性 物質 に よる 県 産 農 林 水産 物 の 風評 被害 の 払 
いわ て 農林 水産 物 消費 に 
辰 2 立 に に 安全 :安心 
者 理解 増進 対策 事業 費 | 农林 水 产 部 63.104 52.405|5R す る 取組 を 支援 する も の 
王 壊 か ら 諾 作物 へ の 吸収 ・ 移 行 な ど に つい て 科学 
農業 生産 環境 放射 性 物 | ka 的 に 調査 ・ 研 究 し 、 農 業者 等 に 対し て 適切 な 生産 管 
質 影響 防止 支援 事業 ”| 娠 林 水 着 部 1.325 1.478| 理 技術 等 に 関す る 情報 提供 を 行う も の 


合 が 被災 農業 者 に 行う 融資 に 対し て 県 等 が 利子 補 
RF NONIRR 
人 農林 水産 部 | ed 1.067| 検 査 を 実施 する も の 


給 を 行い 、 末 端 無利子 と する も の 

県 内 畜産 物 の 安全 性 の 確保 と 放射 性 物質 に 伴う 風 
合 対策 事業 費 四 "| 農林 水産 部 270,959 調査 を 実施 する と と も に 、 牧草 地 の 除 染 、 污染 牧草 
局 从 等 の 保管 、 廃 用 牛 の 生 体 推 定 検査 等 の 経費 を 支援 


する も の 


を 
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宮 制 限 角 際 に 向け た 検査 を 実施 する と と も に 、 消 人 
特 用 林産 物 放射 性 物質 本 制限 解除 に 向け た 検査 を 実 に 、) 
者 の 信頼 を 回 復 す る た め 、 原 木 し いた け 、 ほ だ 木 及 
調査 事業 ( 特 用 林産 物 放 | 農 林 水 産 部 57.030 60.780|」 」 5 
射 性 物質 調査 事業 ) Re その 他 特 用 林産 物 の 検査 を 行う も 
出荷 制限 を 解除 する た め に 必要 な 検査 に お いて 、 
特 用 林産 物 放 射 性 物質 新た に 指標 値 超過 が 判明 し た きのこ 原木 及び ほ だ 
調査 事業 費 ( き の こ 原 木 | 農林 水産 部 56,748 24.576| 本 の 処理 、 落 葉 層 除 去 等 の ほ だ 場 環 境 整 備 を 支援 
等 処理 事業 ) する も の 


に こけ 生産 者 の 経営 爱 こめ 、 集 出荷 団体 が 
原木 し いた け 経 営 緊急 | 1 
支援 資金 貸付 金 農林 水産 部 200.610 190.828 We 货 要 な 原資 を 貸付 する 
特 用 林産 施設 等 体制 整 きのこ 生産 の 維持 ・ 増 進 を 図る た め 、 簡 易 ハウ ス * 
備 事業 費 ( 特 用 林産 施設 | 農林 水産 部 186,146 147.351| の 特 用 林産 施設 の 整備 及び きのこ 原木 等 の 生産 
体制 整備 事業 ) 材 の 導入 を 支援 する も の 


一 安全 な し いた け 栽 培 方 法 を 確立 する た め 、 林 床 の 落 
试 骏 研 究 费 (林内 放射 性 業 層 を 除去 する 等 の 環境 改善 を 行っ た うえ で 、 代 震 
物質 モニ タリ ング 調査 事 | 農林 水産 部 1.990| ほ だ 木 を 設置 する 試験 を 実施 し 技術 開発 と 効果 を 
業 ) 検証 する も の 
家人 な きのこ 原木 の 合理 天 と きのこ 応 林 株 の 吉 
PR の た め 、 利 用 可能 区 域 の 把握 に 係る モニ タリ ング 
中 タリ ング 等 | 农林 水 产 部 3280 3.705 | 調査 及 び 除 染 作 業 の 効果 確認 調査 を 実施 する も の 


有 産 に 影響 を 受け て いる 広葉 樹林 の 再 進 
広葉 樹林 再生 実証 事業 農林 水産 部 148.350 176.0571 る た め 、 伐 採 や 放射 性 物質 の 濃度 測定 調査 等 の 再 
費 補助 生 に 向け た 実証 的 な 取組 を 支援 する も の 


放射性 物 質 の 影響 に より 、 一 者 流通 が 滞っ て いた 
林産 物 処理 支援 事業 mwkeW| sl 樹皮 の 処理 を 支援 する も の 

県 立 学校 に お ける 空間 線量 率 の 測定 、 学 校 給食 食 
者 衝 計 材 等 放射 性 物質 濃度 の 測定 を 行う も の 


原発 事故 に よる 健康 へ の 影響 に つい て 、 リス クコ 
ミュ ニケ ーション の 観点 か ら 、 平 成 23 年 度 に 調査 対 
放射 線 健康 影響 調査 費 | 保健 福祉 部 9 93 し 
ポン 店 口 調 行う の 


原発 事故 に よる 健康 へ の 影響 に つい て 、 住 民 に 最 
放射 線 健康 相談 等 支援 の a 
り 約 談 コ 巨 談 等 の [be 経費 の 一 音 の 
事業 費 補助 保健 福祉 部 2 454 
ed 学校 給食 食 
児童 生徒 放射 線 対策 支 ! 濃度 の 測定 を 行う も の 
援 事业 费 [再 揭 】 【 再 】26.302| 【 再 】27.828 


尊 堪 必 短 陸 類 吾 着 感 職 酒 


70 
25 
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放射 線 影響 対策 費 we 


(H27: 危 機 管理 対策 費 ) | 影響 対策 報告 書 」 を 発行 し 、 情報 発信 を 行う も の 


及 啓 発する も の 


の I 本 由 有 
ーー 号 < 可 上 及び 新た な 購買 層 の 開拓 に つなげ 
いわ て の 食 と 工芸 台 カ 昌和 【再 ]34,418| 【 再 】38,795| 取 組 を 実施 する も の 


訂 利 に よる 昌吉 提 信ずる た 
す 線 詳 上 要 用 に つい て に 、 県 民 に 対し 
本 環境 生活 部 | 【 再 】3.470| 【 再 】3.470] て 放射 線 に 対す る 理解 を 深め る た め 基 礎 知識 を 普 


拡大 事業 費 【 再 掲 】 


0ー 商工 労働 観 
了 議 日 金 2D 音 
推進 協議 会 負担 金 光 部 ン ペ ー ン を 実施 する も の 


外国 人 観光 客 の リピ ビー ター の 拡大 を 図る た め 、 歓 迎 
事業 等 を 実施 する も の 


放射 性 物質 に よる 県 産 農林 水産 物 の 風評 被害 の 払 
いわ て 農林 水産 物 消費 拭 と 販路 回 復 ・ 拡 大 に 向け た 情報 発信 等 を 実施 する 
者 理解 増進 対策 事業 費 | 農林 水産 部 | 【 再 】63.104| 【 再 】52.4051] と と も に 、 市 町 村 や 生産 者 団体 に よる 安全 ・ 安 心 を 


いわ て DC( デ ステ ィ ネ ーション キャ ン ペ ー ン ) の 取組 
に より 構築 し た 官民 共同 の 取組 を さら に 推し 進め 、 
20.039I い わ て DC の 効果 を 持続 ・ 拡 大 させ る 大 型 観光 キャ 


原発 放射 線 影響 対策 の 企画 調整 や 東京 電 カ へ の 
賠償 請求 等 、 原 発 放射 線 影響 対策 の 推進 に 必要 な 
2 45| 体 制 を 整備 する と と も に 、 引 き 続き 「 岩 手 県 放射 線 


国際 観光 推進 事業 費 


言 S 小 ， 冰 观 汉 呆 部 上 半 生 , 浦 基 中 


【 再 掲 】 PR する 取組 を 支援 する も の 


时 号 和 线 [ 記 時 


原発 > 里 線 影響 対 画 調整 由 
管理 対 総務 音 | を 警備 に 、 网 岩 県 放射 縮 
人 【 再 】2813| 【再 ]2,455| 影 响 革 策 报 告 壮志 碗 行情 报 尖 信友 行 3 志 0 


A 


+ 
mo 


放射 性 物質 に よる 農 畜 産物 の 被害 調査 を 行い 、 農 
業者 の 損害 賠償 に 向け た 取組 を 支援 する も の 


小 踊 六 次 是 


原子 発電 所 事故 穫 和 | 着 
产物 被 吉庆 查 事业 费 | 水産 


一 ER 


※ 平成 28 年 度 は 最終 予算 額 、 平 成 29 年 度 は 当初 予算 額 
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問合せ 先 一 覧 














分 野 担 当 課 電話 番号 
総務 部 総務 室 放射 線 影響 対策 担当 
原発 放射 線 対策 の 基本 方 針 019-629-6815 


(放射 線 影響 対策 特命 チー ム ) 





損害 賠償 関係 


総務 部 総務 室 放射 線 影響 対策 担当 
(放射 線 影響 対策 特命 チー ム ) 


019-629-6815 







































































環境 放射 能 モ ニタ リン グ 環境 生活 部 環境 保全 課 019-629-5356 
公立 学校 、 給 食 関連 教育 委員 会 事務 局 保健 体育 課 019-629-6187 
学校 ・ 教 育 施 設 私 立 学校 、 幼 稚 園 総務 部 法務 学事 課 019-629-5041 
保育 所 保健 福祉 部 子ども 子育て 支援 課 019-629-5456 
穀類 、 野 菜 、 果 実 農林 水産 部 農産 園芸 課 019-629-5706 
牛乳 、 家 畜 、 飼 料 作物 農林 水産 部 畜産 課 019-629-5723 
農林 水 塊 牛肉 農林 水産 部 流通 課 019-629-5736 
きのこ 、 山菜 農林 水産 部 林業 振興 課 019-629-5770 
水産 物 農林 水産 部 水産 振興 課 019-629-5817 
営農 技術 対策 農林 水産 部 農業 普及 技術 課 019-629-5652 
流通 食品 環境 生活 部 県 民 く らし の 安全 課 019-629-5323 
野生 鳥獣 内 環境 生活 部 自然 保護 課 019-629-5371 
水道 、 飲 料 水 環境 生活 部 県 民 く らし の 安全 課 019-629-5360 
工業 製品 商工 労働 観光 部 も の づく り 自 動車 産業 振興 室 019-629-5554 
道路 施設 県 土 整備 部 道路 環境 課 019-629-5875 
下記 以外 の 廃棄 物 環境 生活 部 資源 循環 推進 課 019-629-5366 
下水 汚泥 県 土 整備 部 下水 環境 課 019-629-5899 
工業 用 水道 企業 局 業務 課 019-629-6387 
子ども の 内 部 被ばく 保健 福祉 部 医療 政策 室 019-629-5472 
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